
        
            
                
            
        

    






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















口絵・本文イラスト：岩いわ崎さき美み奈な子こ

デザイン：ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ




江え本もと昂こう紀き
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プロローグ

ミーちゃん、異世界にお出掛けする。

ミーちゃん、猫缶を食べる。

ミーちゃん、ハンターギルドに行く。

ミーちゃん、起きたらハンターギルドに居ました。

ミーちゃん、お仕事します。

ミーちゃん、ハンターギルドのマスコットに任命される。

ミーちゃん、猫砂セットを手に入れる。

ミーちゃん、貢がれる。

ミーちゃん、女の子を救う。

ミーちゃん、わらしべ長者になる。

ミーちゃん、ミー様と呼ばれる。

ミーちゃん、はしゃぎ過ぎて女将さんに怒られる。

ミーちゃん、村でゴブリンの襲撃にあう。

ミーちゃん、猫用品大活躍です。

ミーちゃん、またまた村でゴブリンの襲撃を受ける。

ミーちゃん、クイントに到着する。

ミーちゃん、クイントでもお仕事に熱心です。

ミーちゃん、病気のお馬さんを助ける。

ミーちゃん、お馬さんに名前を付けてあげる。

ミーちゃん、迷宮探索に巻き込まれる。

ミーちゃん、迷宮内でミスを犯す。

ミーちゃん、共同浴場の常連客です。

ミーちゃん、ネロにプレゼントをする。

ミーちゃん、親睦会に参加する。

ミーちゃん、寝てる間に緊急事態が発生する。

ミーちゃん、餡子に目覚める。

ミーちゃん、つまみ食いがバレる。

ミーちゃん、王都に向け出発する。

ミーちゃん、野良猫に救われ野良猫を飼うことにする。

ミーちゃん、ペロから餡子を死守する。

ミーちゃん、王都に着く。






あとがき








プロローグ






　俺おれの名前は根ね路じ連れん太た。友人たちからはネロって呼ばれている。意味わかるよね？　言っておくけど暴君の方じゃないよ。ベルギーの悲しい童話の方のネロね。

　只ただ今いま、予備校通いの浪ろう人にん一年生。毎日の勉強に飽あきて、絶賛サボって散歩中。両親は家庭内別居中で、俺のことはあまり関知していない。お金は出してくれているので、たいして気にはしていない。

　いつもの散歩コースの途と中ちゆうにある橋の上で、のんびり川の流れを眺ながめていると、俺はそれを見つけてしまった。

　川の真ん中辺りを、子こ猫ねこが箱に入った状態で流されているのだ。誰だれがあんなことをしたんだ。なんて酷ひどいことしやがる。

　俺は自じ慢まんじゃないが猫アレルギーだ。猫は好きだが近寄れない。なのに、なぜそんな衝しよう動どうに駆かられたかわからないが、気付いたら水面まで五メートル以上もある橋の上から川へと飛び込こんでいた。

　服が水を吸って重くなり、思うように泳げない。子猫が乗った箱が流されて行き、子猫の鳴き声だけがミーミーとはっきりと聞こえる。

　ヤバイ。このままだと俺が死ぬ……って、思ったら負けだ！　死んでたまるか、ぜってぇ子猫も助けて生きてやる！　まだ、死ぬには早過ぎるでしょう！　何十メートルも流されたけど何とか子猫の箱を摑つかまえ、川岸を横切る水門の所にたどり着けた。

　息も絶え絶えに何とか這はい上がる。ビショビショだ……。パンツ一丁になり服を絞しぼる。水門の下なので、誰にも見られていないはず。子猫以外にはね。この子猫、さっきから綺き麗れいなサファイアブルーの瞳ひとみでジッと俺を見つめている。さっきまであんなに鳴いていたのが不思議なくらいだ。不思議な子猫だね。

　濡ぬれている服を我が慢まんして着る。これも何かの縁えんだ、この子猫を一いつ緒しよに連れて行こう。せっかく助けた命なのに、ここで別れて死なれたら寝ね覚ざめが悪い。里親探しくらいはしてやろう。可愛かわいい白猫だからすぐに見つかると思う。

　子猫を抱かかえ上げると、やっと「み～」と鳴いた。大だい丈じよう夫ぶなようだね。水門から外に上がる階段を上っていると、子猫が肩かたの辺りまでよじ登ってきて、俺の顔をペロペロ舐なめ始めた。感謝の気持ちを伝えているのかな？　可愛い奴やつだよ。

　と思った矢先、くしゃみが出た拍ひよう子しに階段から足を滑すべらせた……。

　視界が空一面になり激痛がはしる。何とか子猫を庇かばったけど、俺の方はヤバイかも。

　そういえば俺、猫アレルギーだったよな……。








ミーちゃん、異世界にお出で掛かけする。






　何かザラザラしたものが頰ほほを撫なでている。なんだろう？

　目を開けて様子を窺うかがうと、子こ猫ねこが俺おれの顔を舐なめていた。

　ん？　俺はあの後、どうなったんだ？　それにここはどこ？

　起き上がって周りを見回すとなんとも牧歌的な風景。

「目が覚めたようですね」

　綺き麗れいな女性が話し掛けてきた。ジーパンに白のＴシャツというラフな格好をしているけど、とても良く似合っている。顔立ちは西洋人とも東洋人とも違ちがう不思議な女性だ。

「フフフ……ありがとうございます」

「いえいえ、思ったことをそのまま言葉にしただけです」

　ん？　俺、喋しやべっていたかな？

「フフフ……喋っていませんよ」

「え!?　もしかして、俺の心が読めるとか？　妖よう怪かい覚さとりか!?」

「心を読むのは得意中の得意です。ですが、勘かん違ちがいしているようなので訂てい正せいしておきますね。私は妖怪ではなく地球の管理者の一人で、あなたたちは神様と呼ぶ者です」

「覚さとりじゃなく……神様と仰おつしやるんですか。って、神様！」

「はい。神様です」

「その神様が俺に何のご用でしょうか？」

　神様、子猫を見ながら困ったような表情になった。

「驚おどろかないで聞いてくださいね。あなたは足を滑すべらせ階段を落ちて、お亡なくなりになられました」

「そうですか。お亡くなりになられたんですね。って、本ま気じすっか！」

「残念ながら、本ま気じです」

「じゃあ、なんで俺とこの子猫はここに居るんですか？」

　子猫がさっきからじゃれついてきている。とても可愛かわいい子猫で触さわると艶つや々つや、ムニュムニュで温かい。モフモフって感じではないけど、ついモフってしまう。

「あなたが助けたその子猫は、ミーちゃんといって私の眷けん属ぞくであり、私のペットでもあるのです」

「ミーちゃん、ペットなんですか……」

　神様が言うには、神様が目を離はなした隙すきに下界に遊びに行ってしまったらしい。

　子猫のミーちゃんは神様の眷属だけど、まだ小さく修しゆ行ぎようもしてないので大した力もないそうだ。しかし、されど神様の眷属、驚くなかれ不老不死なのだ。ってことは小さいままなのこの子猫？

　一生、一番可愛い盛さかりの姿のまま。御ご本ほん猫はどう思っているかわからないけど神様が羨うらやましい。

「そこですか!?　そこなんですか！　そこじゃないと思いますけど……」

　何でしょう？　神様に何か突つっ込こまれているような気がする。

「いいですか、あなたが助けなくても、この子が死ぬことはなかったのです。多少は苦しんだでしょうが、自分で箱に入って流されたのですから自じ業ごう自得なのです！」

「そうなの？　お馬ば鹿かさんだな。こいつ～」

「み～」

　ミーちゃんの額を指でちょこんと押おしてやると、子猫はテレた顔でお立ち姿になり、器用に腰こしをくねくねさせている。な、なんてあざとい可愛さ！

「あなた、思ったより大物なのかもしれませんね……死んだのですよ」

「いや～それほどでも。よく諦あきらめるのが早いって言われます」

「そ、そうですか。それは良かったです。そこで、不老不死とはいえ私のミーちゃんを助けてくれたことでお亡くなりになったのですから、今後のことをそれなりの融ゆう通ずうを利きかせようと思います。あなたにいくつかの選せん択たく肢しを与あたえますので、選んでください」

　その選択肢とは、裕ゆう福ふくな家に生まれ変われる。生まれは貧びん乏ぼうだけど才能に恵めぐまれる。好きな動物に生まれ変われる。別の世界の裕福な家に生まれ変われるの、四つだった。

「正直、微び妙みようですね……」

　どの選択肢を選んでも、さほど嬉うれしくない。ちなみに元には戻もどれないと言われた。うーん、今一今二、そこで神様に相談してみた。

「記き憶おくを持ったままで異世界に行きたい、ですか？　生まれ変わりじゃなくてですか？」

「結局、さっきの選択肢だと俺の人生はここで終わりですよね？　それって寂さびし過ぎません？　もっと人生を謳おう歌かしたいです」

　神様は悩なやんでいるようだ。でも結局あの選択肢では、今の俺にメリットがなにもないんだよ。生まれ変わった後のことなど、今の俺には関係ない。

「何とかできると思いますが、世界が限定されますよ」

「どんな世界ですか？」

「殺さつ伐ばつとした、弱肉強食の世界。まだ、色々な意味で未熟な世界ですね。いえ、未熟な世界になったと言うべきでしょうか……」

「未熟な世界ですか？　具体的にはどんな世界なんですか？」

「何と言えば理解して頂けるのでしょう……言ってみればお伽とぎ話ばなしに出てくる世界と言えば理解できるでしょうか？」

「ファンタジーってことですか？」

　小説やアニメで見たような憧あこがれのファンタジー世界。誰だれでも一度は夢見る世界。

「正直、そんな生なま易やさしい世界じゃありませんよ。強くなければ町の外に出るのも命いのち懸がけです」

　むむっ。確かに平和ボケした日本人であり、体をほとんど鍛きたえていない俺……危険かも。

「でも強くなれるんですよね？」

「そうですね。心身共に鍛えればどうにかなります。実際にそういう方たちが大勢居ますので」

「今の俺がそこに行ったらどうなりますか？」

「町の外に出て、モンスターに出会えば間違いなく瞬しゆん殺さつ？」

　モンスターに出会って瞬殺なんだ……。まあ、そんなものだろうね。今の俺なら。

「そこを何とか、手心を加えてもらうことはできませんか！」

「どういう意味ですか？」

「ちょっとばかり色を付けたりしてもらえると、すごく助かるかなぁ～なんて？」

「強い状態で行きたいと？」

「そこまでは言いませんが、努力次し第だいではどうにかなるレベルにですねぇ……」

　子猫のミーちゃんは、俺の腕うでの中でスヤスヤ眠ねむってしまっている。そういえば、くしゃみが出ないな。死んだから猫アレルギーもなにもあったものじゃないのは、当たり前か。

「わかりました。向こうの世界の体に少しだけ、手心を加えましょう」

　おぉー、言ってみるもんだね。神様が言うには、向こうの世界は魂たましいの器うつわの大きさでその人の潜せん在ざい能力が決まるらしく、どんなに努力しても器うつわに見合った能力しか得られないのだそうだ。

　ちなみに今の地球に居る人の魂の器うつわは、人口が多くなり過ぎて小さくなっているとのこと。

「できました。あなたの努力で、強くなれる可能性を秘ひめた体に改造しました」

　改造なんですね……ちゃんとした人間ですよね？

「あのう、もう一つお願いが……」

「な、何でしょうか？」

　まだ何かあるのですか？　って、顔してますが、俺は『注文の多い料理店』が好きなんです！

「行ってすぐに死ぬのもなんですから、最初に役に立つ能力とか貰もらえないでしょうか？　それから、その世界、魔ま法ほうとかあります？」

「うっ……それを言われると辛つらいですね。それから魔法という概がい念ねんはありませんが、能力で同じようなことはできます」

　呪じゆ文もんを唱えたりする魔法はないけど、火のスキルを持っていると火を操あやつれるようになる。操れるのであって、無むから出せるわけではない。色々、制限があるようだね。

「それでどんな能力スキルがいいですか？　器うつわは大きくしましたが、育っていないので、たいした能力スキルはあげられませんよ」

「どんな能力スキルでもいいのですか？」

「その世界にある能力スキルで、今の器うつわに収まる物なら可能です。ですが世界に影えい響きようを与えるような能力は与えられません」

　ということは、そういう世界に影響を与えるような能力もあるってことだよね。興味がないと言ったら噓うそになるけど、実際、俺がそんな力を持てたとして使いこなせる姿が思い浮うかばない。ここは堅けん実じつに使い勝手の良い能力スキルをもらった方が良いと考える。

「例えばですが、使い勝手のいいものを紹しよう介かいはしてもらえますか？」

　神様は今付けられる能力スキルを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれた。

　その中で選んだ能力スキルは五つ。鑑かん定ていスキル、マップスキル、身体強化スキル、運気上じよう昇しようスキル、弓技スキルが良いと思った。

　鑑定があれば、わらしべ長者的に稼かせげて食いっぱぐれることはないと思うし、相手の強さも少しわかるらしいから、生き抜ぬく為ための最重要スキルだと思う。マップスキルは結構方向音おん痴ちなので必要とみた。戦せん闘とうスキルも必要になってくると思ったので弓技スキルを選んだ。接近戦なんて無理だから遠えん距きよ離り攻こう撃げきでいこうと思う。そして強い弓を引くのに身体強化は必ひつ須すかなって思った。

　そして最後の一つが運気上昇。大学受験に失敗し子猫を助けたとはいえ死んでしまった俺が言うのも変だけど、頭は悪くない方だし要領だって良い方だ。なのにこのざま……根本的に俺に足りない物は運なんじゃないかと思ったわけだよ。

　この五つのスキル、完かん璧ぺきな布ふ陣じんだと思わない？

　神様にこの五つのスキルをお願いしてみると、なかなかに良い選せん択たくだと褒ほめてくれた。

「これで良しっと。スキルは付けましたが、ちゃんと鍛えて熟練度を上げないと駄だ目めですからね」

「熟練度ですか？」

「スキルが鍛えられていない状態だと素人しろうとより少し良い程度ですが、鍛えて熟練度を上げれば名人級にもなれます」

「要するに鍛えなければ、宝の持ち腐ぐされってことですね？」

「そういうことです」

　ゲームなんかのレベルだと思えば良いわけだ。鑑定スキルでその辺わかるのかな？　ガンガン鍛えていけばいつかは神級なんてね。夢があるねぇ。

「頑がん張ばって鍛えます！　ちなみに、向こうに行ったら会話に読み書きはできるのでしょうか？」

「共通語は習得済みにしてあります。それから二、三か月は生活できるお金や道具も用意してバッグに入れておきます。特別に向こうの世界で暮らす為のハウツーブックもお付けしますね」

　何から何まで、ありがたいことです。

「それでは心の準備はよろしいですか？」

　名な残ごり惜おしいけど、寝ねている子猫のミーちゃんを神様に渡わたした。

「よろしくお願いします」

「あなたの人生の旅路に幸さちが多いことをお祈いのりします」

　あぁ、ミーちゃん可愛かったなぁ、もう会えないと思うと寂しいね。そんなことを考えていたら、意識が遠のいていった……。
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　ふと目が覚めると、どこかの路地裏の家の陰かげだった。

　てっきり、どこかの草原のど真ん中で目覚めると思っていたけど、ちゃんと町に送ってくれたらしい。本当に良い神様だったね。感謝してもしきれない。

「み～」

　ん？　どこからか、神様のペットである子猫のミーちゃんの鳴き声が聞こえたような……空耳かな？　って思っていたら、肩かたから下げていたバッグがモゾモゾしている。あらやだ、怖こわい。

「み～み～」

　どうやらバッグの中から鳴き声がするようだ。開けてみるか。

「み～！」

　はい。ミーちゃんですね。なんでここに居るのかな？　また、勝手に出てきちゃったの？　ちゃんと帰れる？

「みぃ……」

　おふぅ……怒おこってないよ。悲しそうな顔を向けてくるので、抱だきあげてなでなでしてあげる。

「み～」

　ミーちゃんは嬉しそうに頭をスリスリさせてくる。可愛いなぁ。

　あれ？　そう言えばくしゃみが出ない。神様、猫アレルギーも治してくれたらしい。

　取り敢あえず、路地裏から表通りに出ると、この町が結構大きな町だということがわかった。そんな表通りを、ミーちゃんを抱っこして適当に歩いていると公園を見つけた。中にはいくつもベンチがあるけど、どれも座すわられている。仕方ないので花か壇だんの脇わきの石に座ることにした。

　ミーちゃんを抱っこしたまま、バッグの中からハウツーブックを出して読むことにする。

　ミーちゃんは俺の腕の中でおとなしくしている。とてもお利口さんだ。そんなミーちゃんをずっと見ていても飽あきないけど、情報収集は大事だから読みますか。

　まずこの国はルミエール王国というらしく、この世界では大きな国の一つで他国との争いごとも少ない国らしい。種族同士の差別もなく比ひ較かく的てき住みやすい国みたいだ。

　この世界は国同士で戦争するよりも、たくさん居るモンスターを退治する方が優先されるようだ。といって、戦争がないわけではないようだ。領土拡大、世界制せい覇はなどと自己顕けん示じ欲を満たそうとする愚おろか者はどこにでも居るってことだね。

　さて、今いる町はクアルトという商業都市。この国の西側にある比較的大きな町と書いてある。読み進めていくと、一いつ般ぱん常識的な知識などが書いてあり、その中に貨か幣へい価値について書かれている箇か所しよもある。
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　単位はレト、貨幣価値は一レト一円くらい。

　金貨 100000レト

　大銀貨 10000レト

　小銀貨 1000レト

　大銅貨 100レト

　小銅貨 10レト

　となっていて、金貨の上にも貨幣があるようだけど当分は関係ない。神様がお金を持たせてくれると言っていたので、バッグの中を探してみると革でできた財さい布ふがあった。結構入っている。

　本には他にもこまごまと、生活様式や身分制度など役に立つことが書いてある。そしてペラペラとめくり最後のページを開くと、急いで書いたような文章が添そえられていた。

　なになに、ミーちゃんが俺を気に入って勝手について行った。ついて行ったことに問題はないけど、当分は帰りたくても元の神界に帰れないらしい。俺をこの世界に送り込んだことにより、当分この世界に繫つながる道を作れないそうだ。なので、ミーちゃんの面めん倒どうを見てほしいと書いてある。

　そうか、帰れなくなっちゃったのか。俺はこの世界で天てん涯がい孤こ独どくの身、神界でミーちゃんの帰りを待つ神様には悪いけど、ミーちゃんが一いつ緒しよなら寂しくないね。

「よろしくね。ミーちゃん」

「み～！」

　ミーちゃんが顔をペロペロしてくる。くすぐったい。

　ミーちゃんとのスキンシップは名残惜しいけど、取り敢えず今日の宿でも探しますか。さすがに野宿は現代人の俺には厳しい。なんとかお金を稼いで毎日宿には泊とまれるようにならないとね。

　そんなことを考えながら通りを歩いていると、『憩いこいの宿木亭てい』という看板が目に留まる。中に入り女将おかみさんらしき人に声を掛けてみた。

「すみません。今日ここに泊まれますか？」

「もちろんだよ。何泊ぱくだい」

「一泊、おいくらですか？」

「素す泊どまりは三千レト、朝晩二食付きで四千レトだよ」

　素泊まり三千円、食事は一食五百円ってところか、まだこの世界の標準物価はわからないけど今の俺のお財布事情ではこの辺が妥だ当とうだと思う。でも、お金を稼ぐ手段のない今無む駄だ遣づかいはできない。

「連泊するので、まけてくれませんか？」

「しっかりした子だね。そうだね、五連泊してくれたら朝食付けてあげるよ」

「二食付きにした場合はどうです？」

「朝食代の四百レトをまけてあげる。どうだい？」

　一泊三千六百レトか。言ってみるものだね。

「それでお願いします。それから、この子も一緒なんですけどいいですか？」

「み～」

「あら、別べつ嬪ぴんさんだね。構わないけど、おしっこはやたらめったらされると困るよ。兄さんが掃そう除じだからね」

「善処します……」

　前金でお金を払はらい、鍵かぎを貰った。

「二階の二番の部屋だよ。それから、共同浴場は五つの鐘かねが鳴ってからだから気を付けなよ」

　一般の家には風ふ呂ろはないようだけど、比較的大きな町には共同浴場があるそうだ。元日本人だから風呂があるのは嬉しいね。

　部屋に入ると狭せまいが綺麗な部屋だ。ベッドにテーブルに椅い子す、小さいけどタンスもある。ベッドに座り、ミーちゃんをベッドに降ろすと丸くなってスピスピ寝てしまった。

　寝てしまったミーちゃんをなでなでしながら、そういえば部屋に鏡がないなと気付く。今の俺はどんな顔をしているのだろう？　町中を歩いてみたところ、色々な人種がいることは確かく認にんできた。ちょっと見ただけだけど、異世界の定番である頭の上に耳の付いた獣じゆう人じんさんや、二足歩行のトカゲさんまで居た。

　人の顔立ちは西洋風も居れば、東洋風の人も居る。統一感がなかったので、どんな顔立ちでも問題はないと思う。

　神様から貰ったバッグの中身を確認する為、全部出してみる。ハウツーブック、替かえの洋服に下着が四セット、タオル二枚にバスタオル、石せつ鹼けんに歯ブラシセット、ヘアブラシが二本、小さい鏡、革の財布だ。

　ヘアブラシの一本はミーちゃん用と鑑定できた。あの神様、ミーちゃんにはとても甘あまい方のようだね。後でミーちゃんをブラッシングしてあげよう。喜んでくれるかな？

　小さい鏡で顔をみると、元の俺をハーフにしたような顔立ち。髪かみの色は濃こいグレーで目の色はブルー。可もなく不可もなくといった感じ、できればイケメンにしてほしかった。残念。

　財布の中身は宿代を払いちょっと減ったけど金貨五枚、大銀貨八枚、小銀貨二枚だ。なんと、六十万レトも持たしてくれたようだ。神様に感謝。無駄遣いはできないね。

　ベッドに横になって、ハウツーブックを読む。

　どうやらこの世界にはモンスターのボス的存在が居るらしい。人族はそのボスを倒たおすことにより人が住める場所を増やすけど、モンスターのボス……面倒なのでファンタジーっぽく魔ま王おうと呼ぶことにしよう。で、その魔王に逆に攻撃され奪うばわれることもあるらしい。この国は今のところ比較的落ちついた情勢なのだそうだ。

　今は安定している情勢とはいえ、モンスターや魔王に関しては神様は一いつ切さい関知していないので、いつ不安定になるかわからないとも書いてある。

　そんなことに巻き込まれたくはないけど、強くなるのに越こしたことはないから強くなろう。

　読んでいる本を横目に可愛い寝ね顔がおのミーちゃんを見ていたら、なんか眠くなってきた……。

「すぴぴー」








ミーちゃん、猫ねこ缶かんを食べる。






　鐘かねの音で目が覚める。うーん、いつの間にか眠ねむってしまったようだ。ミーちゃんは俺おれの横でまだ寝ねている。鐘が五回鳴った気がするので夕方五時ってことかな。

　この世界の時間関係は地球と同じで一日は二十四時間、週という概がい念ねんはないけど、ひと月はだいたい三十日くらい。なぜくらい…かといえば、国によって違ちがうかららしい。天文学みたいなのがあるようだけど、国が管理していて年始に一度国民に知らされることになっているようだね。

　時間を知らせるのは鐘で十二時間をワンセットにして二回、一時なら一回鐘が鳴り、二時なら二回鐘が鳴る。十二回鳴った次の鐘は一回に戻もどるといった感じ。会話の中で一の鐘分って言ったら一時間のことになるそうだ。

　夕食時間が五の鐘からとも言っていたな。ちょっと早いけど食べてからお風ふ呂ろに行こう。寝ているミーちゃんを優やさしくゆすって起こすと、寝ね惚ぼけ眼まなこを向けてきた。

「ミーちゃん。ご飯に行こうか」

「み～？」

　あれ？　お腹なか空すいてないのかな？　じゃあ俺だけ食べてこよう。ミーちゃんの分は後で女将おかみさんに言って分けて貰もらえば良いだろう。

　と思ったけどなぜかミーちゃんが甘あま嚙がみしてくる。どうしたんだろう？

「どうしたの？」

「み～み～」

　バッグを小さな可愛かわいい前まえ脚あしでテシテシ叩たたいている。か、可愛い……じゃなかった。バッグを開けてあげると、頭を突つっ込こみゴソゴソ何かをしている。遊んでいるのだろうか？　そう思っていると、ハウツーブックを咥くわえて引っ張り出してきた。

　ミーちゃんは器用にガイドブックを広げて、最後のページをテシテシしている。読めってことかな？　そのページは神様が走り書きした場所だ。まだ、ちゃんと読んでいない部分だね。

　読んでみるとミーちゃんについてのことが書かれていて、とても可愛いがっていたことがわかる。最後にＰ．Ｓ．とありミーちゃんのご飯について書かれている。ミーちゃんは高級猫缶しか食べない。神猫だけあって何を食べても問題ないようだけど、高級猫缶が大好き。って言われましても……。

『大変申し訳ありませんがあなたの能力スキルを変へん更こうし、高級猫缶をいつでも出せる能力を付けさせていただきました。ミーちゃんをよろしくね。てへぺろ♪』って書いてあった……。

　本ま気じすっか、能力スキルの変更だなんて……聞いてないよ。神様～。

　鑑かん定ていスキルは使っている。では他のスキルどうなんだろう。どうやって調べれば良いのだ？　しばらく悩なやんだ結果、自分を鑑定してみる。鑑定すると透とう明めいな板に内容が書かれている。そしてその内容は、非常に弱いと出ている他にスキルが並んでいて、鑑定、マップ、運気上じよう昇しよう……猫用品!?

　猫用品ですかぁ、戦せん闘とうスキル関係の身体強化と弓技がない……こんな危険な世界で神様は俺にどうしろと仰おつしやるのですか！　俺って非常に弱いみたいだし……。

　神様の書いた文章の最後に、変更したスキルは頑がん張ばれば取れますよ♪　って書いてある。すぐに必要なスキルなのですけど。どう頑張れと？

「みぃ……」

「いいんだよ。ミーちゃんが悪いわけじゃない。俺が頑張ればいいだけなんだ。よね……」

「み～」

「うぅっ……」

　ミーちゃんが泣きそうな俺の体を登ってきて、顔をペロペロしてくれる。うぁぁん、泣くもんか、泣いてなんかやらないぞ！　俺はやればできる子……のはずだ。頑張って生き残ってやるぞ！　俺の為ためにも、そしてミーちゃんの為にもな！

　取り敢あえず、ご飯にしようか。今悩んでもどうしようもない。まずはお腹を満たしてからゆっくり考えよう。

　宿の食堂兼けん飲み屋に降りて行くと、女将さんに声を掛かけられた。

「食事にするかい？」

「はい。お願いします」

「その子の分はどうするんだい？」

「皿とお水を頂けますか」

「あいよ」

　さてミーちゃんのご飯だけど、どうやって高級猫缶を出すのだろうか？　急いでいたからなのか、神様の文章に使い方の説明がなかった。

　高級猫缶……出ない。猫缶……出ない。ミーちゃんのご飯……出ない。猫用品……出た!?

　目の前に透明な板が出てきて猫用品が書いてあり、猫缶、ミネラルウォーター（軟なん水すい）の二つがある。猫缶にタッチしてみると目の前に猫缶が出てきた。そして、なんか力が抜ぬけていく。あれ？　ちょっとだるい。どうやら、タダではないらしい、一度に何個も出すと大変なことになりそうだよ。注意が必要かも。

　暫しばらくすると女将さんが料理と小さめのお皿二つと、水の入った木製のコップを持ってきてくれた。

「お待ちどうさん！」

「そういえば、名前を言うのを忘れてました。俺はネロ、この子はミーちゃんです」

「み～」

「あははは、そうだったね。あたしはアンナ。好きに呼んどくれ」

　そう言って戻って行った。女将さんに名乗った名前はさっき鑑定で自分自身を見た時、名前がネロになっていたからだ。呼ばれ慣れているから問題ないので、ネロで良いかなって思っている。この世界では根ね路じ連れん太たではおかしいかもしれないからね。

　女将さんの持って来た料理は何かの炒いため物、何かのシチュー、黒パンと鑑定できた。なんて曖あい昧まいな表現……これで鑑定できたと言えるのだろうか？

　ミーちゃん用にお皿が二つあるので、一つのお皿に猫缶を出してあげる。もう一つのお皿にコップの水を注ごうとすると、ミーちゃんが首を振ふって嫌いや々いやとしてくる。

「お水はいらないの？」

「みぃ……」

　ん？　水、ミネラルウォーター……そういうこと？　ミーちゃん用のミネラルウォーターだから軟水なんだ。任せなさい！　猫用品スキルを使い、ミネラルウォーターを召しよう喚かんする。め、目め眩まいが……。

「み～」

　どうやら、正解のようです。ミネラルウォーターをお皿に注ぐと、今度は嫌々しなかった。

「頂きます」

「み～」

　ミーちゃんも頂きますを言ってくれる。凄すごく嬉うれしい。

　召喚した猫缶は高級猫缶ではないみたいだけど、満足そうにハムハムしているので良いのかな？　でもこれでミーちゃんの食べ物の心配はなくなったね。

　次の問題は俺の方だ。この世界の味は俺に合うのだろうか？

　見た目は美お味いしそうに見える。食べてみると、炒め物はピリッとした味付けで食欲が増進し、シチューはゴロッとした肉がとても柔やわらかく煮に込こまれていてスプーンで切れるほどだ。おかわりしてしまうくらいとても美味しい料理でしたが、全体的に味が薄うすい。でも十分に満足できる味だった。料理人の腕うでが良いのかもしれないね。

　ミーちゃんも食べ終わり、満足の模様。前脚をペロペロ舐なめて顔を洗っている。その小さな体のどこに猫缶が全部入ったのだろうか？　不思議です。

「ごちそうさまでした」

「もう、いいのかい？　ちゃんと食べないと強くなれないよ」

　食べて強くなれるのはフードファイターくらいなものですよ。女将さん。

　お腹も一いつ杯ぱいになり次はお風呂に入りたいので、共同浴場の場所を聞くと歩いてすぐそこのようだ。早さつ速そく、行ってみよう。

　さすがにミーちゃんを連れて行けないので、部屋においていくことになる。バッグの中身もタンスに移して石せつ鹼けんと着き替がえ、タオル、料金がわからないので大銀貨一枚だけ持っていくことにする。

「ミーちゃん。お風呂に行って来るから、お留守番お願いね」

「み～」

　そう鳴いてベッドの上で欠伸あくびをしてから丸くなり、寝てしまった。

　部屋に鍵かぎを掛かけ、女将さんに預けて共同浴場に向かう。共同浴場は石造りの大きな建物で料金は五百レト、まあ、妥だ当とうな値段かな？　でも、お金を稼かせぐ手段を見つけないと毎日は入れないな。

　番号の書かれた札を二枚もらい。服を脱ぬいで一枚を荷物と一いつ緒しよに籠かごに入れ、番台に渡わたす。盗とう難なん防止対策なのだろう。

　風呂場に行くと、日本の銭湯そのものだ。入り口で突っ立っていたら、見知らぬオッチャンに声を掛けられた。

「兄ちゃん、共同浴場は初めてか？」

「はい。広くて大きなお風呂に圧あつ倒とうされちゃいました」

「ハッハッハッ！　そうかそうか、初めてならそんなもんだ。初めての兄ちゃんに今日は俺からのサービスだ！　ここに座すわりな」

　言われた通り、オッチャンの前に座ると頭からお湯をザブーンと掛けられた後、泡あわ々あわの液体をまた頭から掛けられ、その後は頭をゴシゴシ豪ごう快かいに洗われる。頭を洗われた後は強制的に寝かされ、全身をゴシゴシ洗われる。ちょっと恥はずかしかったけど、それ以上に気持ち良かった。

「どうだ、最高だろう。次に来た時は金払はらってくれよな」

「はい。最高でした。ちなみにおいくらですか？」

「百レトだ」

「安やっす！」

「そうだろう。そうだろう。こいつは来てくださってる、お客へのサービスだからな。次、頼たのむぜ」

「はい。是ぜ非ひお願いします」

「それじゃあ、ゆっくりと風呂を楽しんできな」

　このオッチャンは日本で言うところの三助さんだな。いやぁ、ほんとに良かったよ。その後は風呂にゆっくりと入って、お湯を堪たん能のうしたね。

　また、来ようと思える共同浴場だった。

　共同浴場から宿に帰って来て、部屋に戻る前に女将さんに頼んで桶おけにお湯を貰った。

　部屋に入ると、ミーちゃんが飛びついてきてスリスリしてくる。危なく桶を落とすとこだったよ。寂さびしかったのかな？

「ミーちゃんもお風呂に入って綺き麗れいになろうね」

「み～」

　ミーちゃんの了りよう解かいが得られたのでテーブルの上に桶を置き、ミーちゃんを抱かかえてお湯に入れると普ふ通つうにお湯に浸つかって桶の縁ふちに顔を載のせ和なごんでいる。明らかに慣れた感じだ。ミーちゃんも風呂好きとは嬉しいねぇ。

　ミーちゃんのまったり顔をよそにミーちゃんの体をお湯の中でモミモミして、体を洗ってあげたけど、ほとんどお湯は汚よごれていない。足の裏がちょっと汚れていたくらいで、顔を濡ぬれタオルで拭ぬぐってやり、桶から出してバスタオルでくるむ。

「み～」

　ある程度水気をとってやり、後は自由にさせると自分で毛け繕づくろいを始める。こんな近くで猫が見れるなんて夢のようだ。いつまで見ていても飽あきないね。

　なんとなく神様の気持ちがわかった気がする。ミーちゃんのような子猫だと庇ひ護ご欲をそそられる。

　でも、やることはやってしまおう。桶を外の井い戸どで洗って女将さんに返してから、洗面所で歯を磨みがく。やることといってもそれくらいだけどね。テレビやゲームがある訳じゃないし、部屋にあるのはランプのみ。ミーちゃんを撫なでる以外することがない。

　下の食堂兼酒場は、まだ大勢のお客で賑にぎわっているけど、もう寝ようか。明日はどうやって金策するか考えないとね。

「み～」

　ベッドに入ると、ミーちゃんも入って来る。寝ている間に潰つぶさないように注意しないとね。なんて考えていたら睡すい魔まに襲おそわれ、無条件降こう伏ふくでした。
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　翌朝は鐘の音で目が覚めた。六回鳴ったような気がするので、六時なのだろう。

　ベッドから起き上がると、ミーちゃんも目を覚まし大きな欠伸をした後、朝の挨あい拶さつをしてくれる。

「み～」

「おはよう」

　洗面所で顔を洗い寝ね癖ぐせをブラシで直す。次はミーちゃんを念入りにブラッシングする。艶つや々つやになり、ミーちゃんの可愛さが三割……いや三倍増しだね。

　身なりが整ったので朝食を食べに下に降りると、既すでに多くの人たちが朝食をとっている。

「起きたかい、空いてる所に座りな」

「女将さん、おはようございます」

「み～」

「ああ、おはよう」

　女将さんと朝の挨拶をかわして、空いている席に座って待つ。待つ間に周りを観察してみる。みんな屈くつ強きようそうな人ばかりだ。女性もチラホラいるけどその女性ですら、俺より強そうに見える。

　試ためしに鑑定でこの中で一番屈強そうな男性を見てみると、ほどほど強いと出て腕わん力りよく強化と槍やり技のスキルを持っているのが見えた。あの人でほどほどって、本当に強い人ってどんだけなんだろう。

「待たせたね」

「いえ、全然です。ありがとうございます」

「ミーちゃん、今日は特別別べつ嬪ぴんさんだね」

「み～」

　ミーちゃん、満面の笑えみを女将さんに見せる。ブラッシングの効果がこうも早く現れるなんてね。ミーちゃんのブラッシングは毎日の必ひつ須す事じ項こうにしよう。

　朝食に猫缶とミネラルウォーターを召喚してお皿にだしてあげる。やっぱり体がだるくなる。

「頂きます」

「み～」

　朝のメニューは黒パンにハムエッグ、ポタージュとサラダだ。残念ながらソースや醬しよう油ゆはなかった。当たり前か……。美味しいけど味付けは塩が少しよう々しよう掛かっている程度、素材の味を活いかしているとも言える。今後の食生活はなんとかしないと苦労しそうだよ。

　俺が朝食を食べ終わる頃ころには、周りには誰だれも居なくなっていた。

「ネロは急がなくていいのかい」

「急ぐって、なんかあるんですか？」

「み～？」

「何って……仕事だよ。早く行かないと良い仕事を取られちまうよ」

「そうなんですか……どこに行けばいいんですか？」

「どこにって……あんた、ハンターギルドに決まってるだろさ。まさか、知らないのかい？」

「ははは……知りません」

「あれま、ネロはどこから来たんだい。まったく……」

　女将さんがミーちゃんと戯たわむれながら嚙かみ砕くだいて説明してくれた。

　ハンターギルドは名前の通り、モンスターを狩かるのが本来の仕事。国の兵士や町の守備隊などだけではすべて対応しきれないので、国の代わりに代行しておこなう派は遣けん会社だと思えば良いと思う。但ただしハンターギルドは国からの干かん渉しようは許していないらしく、戦争には手を貸さないと公言しているみたいだ。昔からある組織で、今ではモンスターを狩るだけではなく、色々な仕事も斡あつ旋せんしてくれるそうで、昔は冒ぼう険けん者しやギルドと呼ばれていたそうだ。

「成程。後で行ってみます。今日は行く所があるので」

「そうだね。登録だけでもしておきな」

「み～」

　一いつ旦たん、部屋に戻りバッグを持って出掛ける。今日は武器を見に行こうと思っているのだ。スキルはなくなったけど、訓練はしないと駄だ目めだろう。その為にも扱あつかえる武器を見ておきたい。もちろん当初の予定通り、弓を使おうと思っている。

　ミーちゃんを抱だっこして宿を出る。武器屋は昨日、共同浴場に行く途と中ちゆうに見つけている。問題はこんな朝早くからやっているかだね、なんて思ったけどやっていた。この世界の人たちは働き者だ。

　ドアを開けて入ると、何とも言えない革製品臭ぐささや鉄臭さがする。

「なんだ、客か？」

「み～」

「はい。弓を探してます」

　店の奥おくの方に連れていかれると、棚たなにいくつも弓が並んでいる。

「そうだな、標準的な弓はこの辺りかな」

　そう言って棚から弓を取って渡してきたのは西洋弓のロングボウだった。

　試しに引いてみる。前にアーチェリーの四十ポンドは引いたことがあるので、結構自信があるんだよね……って、ぐっ、ぐぅおぉー、重過ぎる……。引けることは引けるが、標的を狙ねらうことなんてできないぞ、これは……。もっと軽い弓はないのだろうか？

　あれ？　店員さんが呆あきれ顔で俺を見ているような……なんで？

「止やめといた方がいいと思うぞ。モンスターを狩るなら、それが最低ラインだ。お前さんじゃ無理だ。鍛きたえて出直してきな」

　トボトボと店を出て来ました。なんてことだ。初しよっ端ぱなから人生設計に躓つまずいてしまうなんて……。躓いたというより躓かされたというべきだろう。こんなこともあろうかと弓技スキルと身体強化スキルを選んでいたのだから。

　これで俺の人生設計が砂の城の如ごとく呆あつ気けなく崩くずれ去った。

「みぃ……」

　ミーちゃんの悲しげな鳴き声が辺りに響ひびき、そして俺は途と方ほうに暮れる……。








ミーちゃん、ハンターギルドに行く。






　トボトボとミーちゃんを抱だっこして町の中を徘はい徊かいしていると、多くの人が出入りする建物が見えた。気になったので覗のぞいてみると、どうやらここがハンターギルドと呼ばれる場所のようだ。

　狩かりはできないけど、他に何かできる仕事がないか見ていこう。正直、なりふり構っていられない。何とかしてお金を稼かせがないと。

　建物の中に入ると、人でごった返している。受付のような場所は待っている人で一いつ杯ぱいだ。そんな中、一ヵ所だけ誰だれも並んでいない空いている所があったので行ってみることにした。

「なんだ、坊ぼう主ず。ここはガキの来るとこじゃねぇぞ」

　スキンヘッドのマッチョなオッチャンが、聞き捨てならない言葉と共に出で迎むかえてくれる。ここは断固抗こう議ぎしなければならない！　俺おれの沽こ券けんにかかわるからね。

「み～」

「子供じゃないですよ。これでも十八です……」

　ヘタレじゃないぞ。目の前にこんな物ぶつ騒そうな人間が居るんだ、命は大切にしないと……。

「ハァ～？　十八だと……ガキにしか見えねぇぜ。おい、パミルこっち来い！」

「もう、ガイスさん。こっちは忙いそがしいんですよ。どこかの誰かさんが凄すごんでるせいで、誰もそっちに行きたがらないんですからね！」

「うるせぇ。来たがらねぇって、ちゃんとここに一人来てるじゃねぇか！」

「あら、ホントだ。ご愁しゆう傷しようさまなのかしら、それとも物好きなのかしら？」

　金きん髪ぱつの美人な女性がとんでもないことを言ってますが、至って普ふ通つうの性格です。

「チッ、いいからさっさとこいつを鑑かん定ていしてみろ！」

「ハイハイ。ネロ、十八歳さい。あら、私と同じ鑑定スキル持ちね。うちで働かない？」

「マジかよ……。本当に十八なのか……採用だ。午後にもう一度ここに来い」

「あのう……」

「わかったら、さっさと消えろ！」

「ハヒッ！」

「みぃ……」

　何が何だかさっぱりわかりませんが、なんか仕事が貰もらえるようです。ラッキー！

　午後まで時間があるから、町でも見て歩こうか？　ねっ、ミーちゃん。

「み～」

　仕事が見つかって良かったねって顔で俺を見てくる。ありがとう！　ミーちゃん！　なんて清すが々すがしい朝なんだ！　さあ、みなさん今日も一日頑がん張ばっていきましょう！


[image: ]



　町をズンズン軽快に歩いていると、バザーがおこなわれている場所に着いた。ちょっと覗いて行こう。野菜にお肉、干ひ物もの、色々な物が売られている。商業都市と言われるだけのことはあるね。
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　香こう辛しん料りようや調味料がないか探してみると、胡こ椒しように黒砂糖はあったけど高すぎて手が出ない。

　その代わりに、加工すれば調味料などになりそうな物はいくつか見つかった。

　そのひとつがニンニク。鑑定でニンニクと出ているから間ま違ちがいない。これは買いだね。五十レトで五つも売ってくれた。安い！

　他にもトマトも見つけた。十個で五十レト、二個おまけしてくれたよ。後は菜種油にワインビネガー、玉ねぎ、生しよう姜が、塩を買った。ついでに小さい蓋ふたつきの陶とう器きの壺つぼも四つほど買っておいた。

　宿に戻もどって厨ちゆう房ぼうを借りて調味料を作ってみよう。これでも、料理は得意。一通りの料理は作れる。

　帰り道の一軒けんの露ろ店てんの前で、ミーちゃんが急にテシテシ俺の腕うでを叩たたき始めた。武器を売っている露店のようだけどなんだろう？

　ミーちゃんを見ると俺を見つめ何か訴うつたえているようだ。ここに何かあるのかな？

　露店に並んだ武器を鑑定していくと、一本の小こ汚ぎたない短たん剣けんが目に留まる。アーティファクトと出ている。確か人工遺物という意味だったよな？　ということは価値があるということかな？　他にはこれといった物はないし、試ためしに買ってみるか。

「オッチャン。これいくら？」

「大銀貨一枚だ」

「オッチャン。売る気あるの？」

「小銀貨五枚だ」

「ごめん。帰る」

「小銀貨二枚と大銅貨五枚だ」

「もうひと声！」

「小銀貨二枚でお願いします……」

　そこまで言われたら買うしかないよね？　小銀貨二枚渡わたして短剣を受け取った。良い買い物が出来たな。でもこれって本当に価値があるのかな？　どーよ、ミーちゃん？

　ミーちゃんは大人しいと思ったら、腕の中でスピスピ寝ね始はじめてしまっていた。ねぇどうなのよ！

「すぴぴぃー」

　迷いながらも宿に戻って女将おかみさんに厨房を借りたいと言ったら、お昼の仕し込こみの邪じや魔まをしなければ良いとのことだったのでお借りする。

　さすがにミーちゃんは厨房に入っちゃ駄だ目めと、女将さんに言われ奪うばわれてしまった。女将さん、ミーちゃんを抱っこしてニンマリしている。抱っこしたかっただけじゃないのですか？　まあ良いや、ミーちゃんをお願いしますね。

　厨房に入ると、がたいの良いオッチャンと若い男性が大量の野菜の皮を剝むいているところだった。

「その辺にある物は自由に使っていいぞ」

「ありがとうございます。お言葉に甘あまえて、使わせていただきますね」

　鍋なべに水を入れて沸わかす。沸くまでの間に買ってきたニンニクの半分をみじん切りにしておく。フライパンに菜種油を多めに入れて火を点つける。油の温度が上がってきたら、みじん切りにしたニンニクを半分ほど入れて焦こがさないように炒いためる。良い香かおりがしてきたら、更さらに油と残りのニンニクを投入、塩少しよう々しよう入れてニンニク油の出来上がり。冷めたら買ってきた陶器の壺に移しておく。

　お湯が沸いたので、トマトを投入。ほんの少し茹ゆでたら笊ざるにあげて水で冷やし、皮を剝く。あら不思議、簡単に皮が剝けちゃったじゃないですか。

　その合間に残りのニンニク、玉ねぎ、生姜をすりおろしておく。

　空からの鍋に剝いたトマトを入れて火にかけぐちゃぐちゃにする。本当はここで裏ごしするとベストなのだけど、時間短縮のためやらない。煮に詰つまってきたら先ほどのすりおろした物を入れ、塩、ワインビネガーも入れて煮に込こむ。これでなんちゃってトマトケチャップの完成。

「それは何なんだ？」

「調味料？」

　いつの間にか、オッチャンと若い男性がこっちを見ていた。

　言ってもわからないと思うので、玉子とお肉をもらい、玉子はオムレツにしてお肉はニンニク油で焼いてみた。オムレツになんちゃってトマトケチャップをかけて差し出す。お肉は一口サイズに切ってお皿に盛る。

「食べてみます？」

　オッチャンと若い男性はそれを食堂に持っていき、女将さんを交えて試食している。

「美う味まいな……」

「初めて食べる味だね」

「親おや父じ、これ使えるぜ」

　どうやら、お口にあったようだね。

　それにしても、ミーちゃんが近寄って来ない。ニンニク、玉ねぎ、生姜。匂においのキツイ物ばかりだからだろうか？　ミーちゃんに嫌きらわれちゃったかな？　寂さびしいぞー！

　女将さんたちは、俺が作った料理をえらく気に入ってくれたようです。旦だん那なさんは頭を下げてまで、作り方を教えて欲ほしいと言ってきたくらいだからね。

　もちろん喜んでレシピを教えましたよ。間違っても、五連れん泊ぱく以上で夕食もタダにするうえ、衣類の洗せん濯たくをしてくれると言われたからじゃありませんよ……。ありがたや、ありがたや。

　それと作った調味料を今後、譲ゆずってくれる約束もした。作るのが面めん倒どうなので大変助かる。

　もうすぐ始まるお昼のランチメニューを、早さつ速そくニンニク油を使ったステーキとケチャップを使ったソテーに変へん更こうするみたい。折角なのでご相しよう伴ばんに与あずかろうと思う。

　頼たのんだのはケチャップを使ったソテーの方、まんまポークソテーだった。少しケチャップに甘みを加えたようで、とても美お味いしく頂きました。さすが、本職。

　ミーちゃんは猫ねこ缶かんとミネラルウォーターだけどね。食べてみる？　って聞いてみたけど、嫌いや々いやされました。何を食べても問題ないミーちゃんだけど、猫缶が良いみたい。

　お昼になるとランチを求め、多くの人がやって来る。お客が来れば来るほどお肉を焼く匂いが店の外に流れ、その匂いに誘さそわれてまたお客がやってくる。

　女将さんだけでは手が回らなくなったので、お手伝いした。ミーちゃんもカウンターでお客さんに愛あい嬌きようを振ふりまいている。看板娘むすめだね。

「おい、坊主。約束忘れんなよ」

　ハンターギルドで会った、ガイスさんだっけ？　この人も匂いに誘われて入って来た客の一人だ。

「おい、ドガ。おめぇ、腕上がったな。これなら毎日来てやるぜ」

「うるせぇ。ほざいてろ。てめぇが来なくても、うちは繁はん盛じようしてんだよ」

　どうやら、宿の旦那さんと知り合いのようである。

　お客さんがだいぶ落ち着いてきたところで、女将さんが約束があるなら行きなと言ってくれたので、一いつ旦たん部屋に戻り下着から服まですべて着き替がえ歯も磨みがく。じゃないとミーちゃんが触さわらせてくれないと思ったからだ。バッグを持ってカウンターで丸くなっているミーちゃんを抱っこして、ハンターギルドに向かって歩く。

　ギルド内は朝の混雑とは一変して、静かな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。若じやつ干かん、併へい設せつされている酒場に屯たむろっている人たちが、この場の雰囲気を殺さつ伐ばつとしたものに変えている。

「おい、坊主。ぼさっと突つっ立ってねぇで、こっちに来い」

「坊主じゃなくて、ネロです」

「そういう一いつ端ぱしの口を利きくようになるにはなぁ、十年早はえぇーよ」

「みぃ……」

　ぐぬぬ……何も言い返せない。悔くやしいです。ミーちゃん。

「ほらほら、紹しよう介かいがまだでしょう。この恐こわいおじさんはガイス、これでもギルドの統とう括かつ主任なのよ」

「うるせぇ。これでもは余計だ」

「それから私はパミル。受付の主任をしてるわ。よろしくね」

「ネロです。こっちはミーちゃんです」

「み～」

「見た！　ガイスさん。この子凄く可愛かわいい。この職場に足りないものは、これだったんだわ！」

「何が足りねぇって？」

「潤うるおいよ。和なごみよ。癒いやしよ。そう、モフモフよ！」

　パミルさんは金髪の凄い美人さんだ。他の受付のお姉さんたちより年ま……お、大人の魅み力りよくに溢あふれた方です……。そんな怖こわい顔すると美人が台無しですよ。パミルさん。

　それにしても、この世界にもモフラーって居るんだね。モフモフは万ばん国こく共通なんだなぁ。

「この職場、私を含ふくめ美人は捨てるほど居るけど、この可愛さはなかったわ。なんて盲もう点てんだったのかしら……」

「だれが美人だって？」

　このガイスさん凄いな。全体の八割が女性の職場で、それ言いますか？　呪じゆ詛そを含んだ眼差しが数多く突き刺ささっているのが、可視化できるのではないかと思えるほど感じられますよ。

　この人は気付いていないのか？　それともわかっていて言ってるのか？　こういう唯ゆい我が独どく尊そん的な人とは関かかわりたくないなぁ。

「坊主。なんか言いてえことあんなら、はっきり言えや」

「いやぁ、ガイスさんは勇者だなあと、尊敬の念を抱いだいてました。はい」

「そ、そうか。て、照れるじゃねぇかよ。ワッハッハ！」

　結構、扱あつかい易やすい人なのだろうか？

「ネロ君。あなたなかなかのやり手ね……侮あなどれないわ、この子」

　なんですか？　こんな純じゆん真しん無む垢くな青年、他には居ませんよ。失礼だよね。ミーちゃん？

「みぃ……」

　あるぅえ～？　ミーちゃんはそう思っていないんだ……そうなんだ……ショックだよ。

「それで、ネロ君はここで働く気はあるのかしら？」

「はい。本当はハンター志望ですが、武器屋のオッチャンに鍛きたえて出直してこいって言われ、途と方ほうに暮れていたところに舞まい降りた幸運。ミーちゃんの保護者として、ニートというのも聞こえが悪いので。喜んで粉ふん骨こつ砕さい身しん働かせていただきます。でもハンターになるのも諦あきらめないですよ」

「そ、そう。ニートってのが何かわからないけど良かったわね。それにここで働けば、空いてる時間に裏の訓練場も使えるし、教官もいるからハンターを目指すなら最高の職場だと思うわ」

「ケッ！　この坊主がハンターだって、町の外に出たらおっ死ちぬのが関の山だぜ」

　ぐぬぬ……毎度毎度、的確なご意見痛み入ります。見ていろよ、いつかギャフンと言わせてやるからな！　俺はやればできる子って、散々言われて来たんだ。やればできるんだ。きっと、メイビー……なんか涙なみだが出てきたよ。

「み～」

　ありがとう。ミーちゃん。俺はやるぜ！　やってやるぜ！　たぶん……。








ミーちゃん、起きたらハンターギルドに居ました。






　ハンターギルドでの就業時間は朝五時～八時と夕方四時～八時までの七時間。ギルドが一番忙いそがしい時間帯のお手伝いだそうだ。時給は千レト、鑑かん定ていスキル持ちということで破格の時給みたいです。トータルで八千レト貰もらえる。え？　千レト多いって？　多くないですよ。これにはミーちゃん手当も入っているのですから。

　ギルドのお姉様方たっての希望で、休きゆう憩けい時間にミーちゃんと戯たわむれたいとお願いされた。ミーちゃんも了りよう解かいしたのでお受けしたら、ミーちゃん手当も付けてくれることになった。子こ猫ねこなのにお給料貰うなんて、ミーちゃん凄すごすぎだよ。ミーちゃんのヒモになろうかな……。

　仕事は明日からで、最初は雑用から始まるそうだ。バイトなんてそんなもんだね。先ずは言われたことをこなすのみ。それから、遅ち刻こくしないように念を押おされた。正直、目覚ましが欲ほしい今日この頃ごろ。みなさんはどうやって起きているのでしょうね？　宿の女将おかみさんにでも聞いてみよう。

　今日は帰って良いと言われたので、帰ることにする。

　帰り道、服を買いに店による。二セットしか服がないのは不便だし、寝ねるときに着る部屋着的な服も欲しいからね。

「ごめんくださーい」

「はい、はーい。お待ちくださーい」

　お店は盛せい況きようで女性客が結構居る。男物三割、女物七割といった品しな揃ぞろえ。こういう場所は得意じゃないので、さっさと決めて店を出ようと心に決める。

「何をお探しですか？　子猫ちゃんの服は売ってませんが、リボンやスカーフなんてどうです？　ほら、これなんか似合いそうでしょう？」

　す、凄い押しの強さ。グイグイきます。いつの間にかミーちゃんのファッションショーが始まっていた。観客は店にいた女性のお客さん。あーでもない、こーでもないとコーディネートしている。完全に蚊か帳やの外。なぜ、こうなった……。

　仕方ないので自分で服を探しますか。

　今着ている神様が用意してくれた服と同じような服を探すけど、神様が用意してくれただけあって同じ質のものはなかった。神様の服はなかなかに高級品のようだ。なので、麻あさ製のズボンとシャツとジャケットを二セットと、さすがにスエットはなかったので綿製の半ズボンとロンティっぽい服を二セット選んだ。

　その間にミーちゃんのファッションショーも終わったようなので見に行くと、みなさんにジト目で見られてしまった。俺おれ、悪くないよね……。

「厳選した結果、こちらの品をご用意させていただきました」

　青、赤、ピンクのリボンと薄うすピンクのレースのハンカチーフのようだ。

　俺が選んだ服全部で一万二千レトに対してリボンが三本ハンカチ一枚で六千五百レトもする。レースのハンカチーフはまた今度にしよう。買ってあげたいけど、ちゃんと稼かせげるようになるまでは我が慢まん。いつか買ってあげる。約束だよ。

「み～」

　ミーちゃんも納なつ得とくしてくれたようだ。苦労かけてすまないねぇ。

　他にもタオル二枚とバスタオルを買って店を出た。良い買い物をしたと思う。

「ありがとうございました。また来てくださいね～」

　どちらかというと、俺よりミーちゃんに掛かけられた気がするのは俺の気のせい？

　宿に戻もどると丁度、五の鐘かねが鳴ったところだった。なんか一日過ぎるのが早く感じるなぁ。日本にいた時は一日がものすごく長く感じていたのに、気分的なものなのだろうな。一いつ生しよう懸けん命めいに生きようとすると、時間は早く進むように感じるのだろう。それだけ日本にいる時は、自じ堕だ落らくな生活をしていたとも言えるね……。

　部屋に荷物を置いて、ミーちゃんの首に青いリボンを巻いてあげる。良く似合っているよ。

　笑え顔がおのミーちゃんを連れて食堂に行くと、ミーちゃんを見た女将さんが、

「あらま。ミーちゃんおめかしして、益ます々ます別べつ嬪ぴんさんになったわね」

「み～」

「お皿持って来るから、そこに座すわって待ってな」

　女将さんはミーちゃんしか見えてないのだろうか？　俺の食事もちゃんと出てくるよね？　信じていますよ。女将さん！

　ミーちゃんとじゃれ合っていると、女将さんが料理を運んで来た。忘れられてなかったよ。

　ミーちゃんの猫缶かんを召しよう喚かんして、皿に盛る。ミネラルウォーターもね。

「頂きます」

「み～」

　メニューは魚のムニエル、ソースはケチャップを使った物がかかっている。酸味が強くしてあり、淡たん白ぱくな魚に良く合っている。黒パンはスライスされ、ニンニク油を塗ぬって軽くあぶったようだ。ガーリックトーストってとこかな、これも美お味いしい。さすが本職だけあって、既すでに使いこなしている感じだね。食生活が豊かになることは大変嬉うれしいことだよ。

　ごちそうさまを言って、女将さんが皿を下げに来た時に相談してみた。

「そうかい、仕事決まったんだ。良かったじゃないか」

「ですが、時間が食事時間に重なっていまして……」

「そのくらいの時間なら問題ないよ。終わったら食べればいいさ。うちは夜は酒場だからね。何の問題もないよ」

「ありがとうございます。ご迷めい惑わくをお掛けします」

「なに言ってんだい。お互たがい様だよ。またなんか良いレシピがあったら教えてくれればいいさ」

「わかりました。考えておきますね」

　もう一つ聞いておきたいことがあった。

「そういえば、女将さんたちってどうやって朝起きてるんですか？」

「はぁ？　そんなの慣れに決まってるさ」

　ですよねー。こればかりはどうしようもないか……。

「ネロは起きる自信がないんだね」

「はい。五の鐘の時にはハンターギルドに居ないといけないので、遅おそくとも四の鐘と半の時には起きないと駄だ目めでしょうね」

「うーん。そうなると目覚ましが必要だね。残念だけどうちにはないね。取り敢あえず、明日はあたしが起こしてやるよ。明日以降は、道具屋に行って目覚ましを買って来るしかないねぇ」

「目覚まし、あるんですか？」

「そりゃあるさ。クアルトの町くらいになれば売っていて当然さ。ちょっと値は張るがね」

　そうなんだ……あるんだ。明日、必ず買いに行こう。でも、高くて買えなかったりして……。

　女将さんに明日の朝のことをお願いして部屋に戻った。

　寝る用意を済ませ、猫用品スキルの実験を始める。猫缶を二個出してみる。うわぁー、だりぃー。今度はミネラルウォーターを出してみた。だいぶ、だるいです。更さらにもう一本出すと、目を開けているのも辛つらい。

　実験終しゆう了りよう。そのままベッドに倒たおれ込こみ寝る。ミーちゃん、お休み～。

「み～」




　朝、部屋をノックされ目が覚めた。

「時間だよ。ネロ」

「おはようございます。もう、大だい丈じよう夫ぶです。ふあぁ～」

「二に度ど寝ねするんじゃないよ！」

　正直、二度寝したい。そんな欲求を断たち切って着き替がえ、顔を洗って歯も磨みがき髪かみを整え準備万ばん端たん。バッグを持って寝ているミーちゃんを抱だっこして宿を出る。

　外は朝もやに包まれひんやりとしている。今の季節はいつなんだろう？　春っぽくすごしやすい。町はまだ薄うす暗ぐらいにもかかわらず。通りのお店の人たちは活動し始めている。みんな早起きだね。

　ギルドに着き建物の裏に回り中に入ると、ギルドの職員さんたちは既に仕事を始めている。

　ハンターギルドは朝六時から夜の九時までやっていて、職員さんは基本二交替制勤務になっていると聞いている。なので、今居る職員さんは早番の職員さんだ。

「おはようございます。本日からお世話になりますネロです。よろしくお願いします」

「朝からうるせぇ！　坊ぼう主ず。頭に響ひびくだろが……」

　ガイスさんだ。うわぁ酒臭くさい、これは二ふつ日か酔よいに間ま違ちがいない。統とう括かつ主任がこれで良いのか？　まさかこれがデフォルト!?　それに挨あい拶さつは基本だよ。

「誰だれか、水くれ……」

　誰も反応しない……。自分の仕事に集中しているのか、はたまた無視してるだけなのか判断に苦しむ状じよう況きようだ。仕方ない、昨日召喚したミネラルウォーターをあげよう。

「どうぞ」

「なんだこりゃ？　坊主？」

　そうか、この世界にペットボトルなんてあるわけないものね。蓋ふたを開けて渡わたしてあげる。

「変わった水すい筒とうだな。まあいい。ありがたく頂くぜ」

　ゴクゴクと一気飲み。よほど、喉のどが渇かわいていたのだろうけど豪ごう快かいすぎるよ。口から漏もれてるし……。

「おい坊主！　てめぇ、俺に何飲ませやがった！」

　ギルド内にガイスさんの声が響き渡り、全員がこちらを凝ぎよう視ししている。ミーちゃん用のミネラルウォーターとは言えず……。

「た、ただの水ですよ？」

「てめえ！　これがただの水なわけあるかぁ！」

　バッグからもう一本出して、鑑定してみた。初級万ばん能のう薬やく兼けん初級回復薬と出ていた……。何やってんの神様！　って怒おこっているわけじゃないですよ。逆にありがとうございます！　ミーちゃんだけじゃなく人間にも効く物のようです。ミーちゃんが元気なのはこれのお陰かげなんだね。これは最高の贈おくり物ですよ！

「間違って、初級万能薬渡しちゃいました。てへぺろ♪」

「ば、万能薬だとぉ！　噓うそだろ……あれ全部が初級万能薬だったっていうのかよ……少なくとも普ふ通つうの十本分はあったぞ……俺は金貨十枚分も飲んじまったのかぁ……ハハハ……」

　ガイスさんはその場に崩くずれ去り、天てん井じようを見て笑っている。何が可お笑かしいのだろうか？

　それにしても、これ一本で金貨十枚ってどんだけだよ。正直、身の危険を感じる。絶対に召喚で出せることは言わないでおこう。下手したら権力者に捕つかまって飼い殺しにされる恐おそれがある。そんなの嫌いやだ。これは秘密だ。絶対。

　そっとペットボトルをバッグにしまう。誰も見てないよねって、全員こっちを見てるし……。空きペットボトルも回収しておく。まあ、これは誤ご魔ま化かせそうだけどね。

「この忙しい時に何やってるのよ！　仕事しなさい！　ガイスさんも何やってるんですか！」

「パミル。悪わりぃ、今日、俺帰るわ……」

「ちょ、ちょっと、何言ってんですか！」

　ガイスさんは魂たましいが抜ぬけたかのような様子で、フラフラとギルドの建物から出て行ってしまった。俺のせいじゃないよね？

「何があったの。ネロ君？」

「さ、さぁ？」

「まあいいわ。ガイスさん居ない方が捗はかどるしね。ネロ君、こっち来て」

　パミルさんについて行き、ギルド内で一番目立つ掲けい示じ板ばんの裏にあたる部屋に連れてこられた。表の掲示板は天井近くにあるが、表の掲示板と同じ物が目の高さにある。

「今日からここでおこなう作業が、ネロ君が専属になるからちゃんと覚えてね」

　この掲示板はハンターさんたちへの依い頼らいを載のせるものだ。掲示板は三つに分かれていて、モンスターの討とう伐ばつ依頼、討伐以外の依頼、昨日までの未受理の依頼に分かれている。

　最初にすることが、昨日の依頼で受けられていないものを、未受理の依頼側に書き移すこと。この掲示板、とても便利で掲示板同士が繫つながっていて、裏で書いたものが表に映る仕組みになっている。なんてハイテク……。

　ミーちゃんを横のテーブルの上にタオルを敷しいて寝かせる。ガイスさんの怒ど鳴なり声を聞いても起きないミーちゃんって、大物ですなぁ。まったく起きる様子がなく、スピスピ寝ね息いきをたてているね。

　準備が整ったので掲示板に専用のペンで依頼内容、依頼期間、報ほう酬しゆう、備考、を書き移す。移し終わると、パミルさんが一枚の紙を渡してくる。表裏にびっしりと依頼が書かれていた。どうやら、これを書かなければいけないらしい。開業時間の六時までに書き終えるだろうか？　急がないと。

「書きながら聞いてね。朝の仕事は、まずこれね。その後はここに居て、受付から入る情報通りに、掲示板にチェックを入れるの。この箱から受付の声が聞こえるからちゃんと聞いていてね」

　掲示板の横にスピーカーのような物が設置されている。試ためしにパミルさんが受付の場所に行って実じつ践せんしてくれた。

『聞こえるかしら？』

　どうやって答えればいいかわからなかったので、表まで走って行って手を振ふって合図する。

「アハハ……ゴメンゴメン。使い方教えてなかったわね」

　スピーカーの横のボタンを押している間、相手に声が聞こえる仕組みだ。双そう方向ではないらしい。まんまトランシーバーだ。神様はこの世界を未熟な世界と言っていたけど、意外と科学技術は高いのじゃないのだろうか？

「ネロ君、聞いてる？　ここが光ってる時は、誰かが喋しやべってる時だからね」

「大丈夫です。これと同じような物、使ったことがありますから」

「へぇー、そうなんだ。これってハンターギルドの専売特許なのよ？　よほどのことがないと売られない物なんだけどなぁ？」

「アハハ……たまたまですよ」

　そして、仕事を始めて何とか六時前に書き終えることが出来た。ふぅー。

　ミーちゃんも起きたようで、いつの間にか知らない場所に居ることに不思議そうに、首を傾かしげて俺を見つめている。

「み～？」

「おはよう。ここはハンターギルドだよ」

「み～」

　女将さんから借りてきた木製の皿に、例のミネラルウォーターを注いであげる。美味しそうにチロチロ飲んでいる。これでミーちゃんの健康面は完かん璧ぺきだ。ついで俺も飲んでおこう。おぉー、なんかスッキリした。体から何か悪いものが抜けた感じがするし、眠ねむ気けも吹ふっ飛んだ。なにより美う味まい！　水がこんなに美味いと感じたのは初めてだよ。

　ひと息ついたところでパミルさんから声がかかる。

「ネロ君。準備はいい。ハンターギルドが開くわよ！」

「はい！」

　こうして、俺のハンターギルドでの仕事が始まるのであった。

「み～」








ミーちゃん、お仕事します。






『四十七番、待機』

『二番、決定』

『三十六番、保留』

　ギルドが開いてからひっきりなしに、スピーカーから途と切ぎれることなく声が聞こえてくる。聞こえてくることを掲けい示じ板ばんにチェックしていくだけなのだけど、こりゃ大変だ。まったく休む暇ひまがないうえ、気が抜ぬけない。間ま違ちがえば誤った情報が掲示板に載のり、ハンターさんや受付のお姉さんたちに迷めい惑わくを掛かけてしまう。ひいては、せっかくの働き口を失いかねない。頑がん張ばらねば。

　ミーちゃんの飼い主という手前、ニートはいかん。まあ最悪の状じよう況きようになっても、ミーちゃんの猫ねこ缶かんとミネラルウォーターがあるから飢うえることはないけどね。いやいや、そういう楽観的な考えが俺おれの悪いところだ。改めねば。

　ちなみにお姉さんたちが言っている番号は依い頼らい番号で、決定は誰だれかが依頼を受け決まったこと、保留は受付中のこと、待機は依頼を受けようとしたが条件が合わず受付待ちに戻もどったことを意味する。

　これが一時間近く続いているんだよね。たまにミーちゃんのミネラルウォーターを飲んで気力回復しているけど、本当にこのミネラルウォーター凄すごいのよ。疲つかれが一気に飛ぶし目が冴さえる。これが受験の時にあれば、合格していたかもなぁ。

　おっといけない、いけない、集中せねば。

　始まってから一時間半も過ぎる頃ころになると、聞こえてくる声が少なくなってきた。掲示板の依頼は七割近く決定にチェックが入り、残っているのは依い頼らい料りようが安かったり、人手が足りていない工事現場などの日ひ雇やとい労働などだ。

　変わったところだと、話し相手募ぼ集しゆうや実験台募集なんてものもある。実験台って何の実験なのだろう？　依頼料はそんなに悪くはないような気がするけど、誰も受けないってことは危険な実験なのかな？　暇な時に受けてみようか……いや、やめとこう。お金も大事だけど、命や健康の方が大事だ。目指すはスローライフであって、波は瀾らん万ばん丈じような生活じゃない。無理せずコツコツといきましょう。それが大事。

「ネロ君。お疲れ。いい動きだったわよ」

「ありがとうございます。正直、一いつ杯ぱい一杯ですよ」

「あれだけできれば、優ゆう秀しゆうよ。受付は一段落ついたから休きゆう憩けいしてきていいわ。それから、ミーちゃん預かっていくわね」

　どうやら、ミーちゃんのお仕事が始まるらしい。ミーちゃん頑張ってね！

「み～！」

　ミーちゃんもやる気十分のようだ。

　折角なので、ハンターギルド敷しき地ち内を探たん索さくしてみようと思う。外に出てぐるっと一周してみる。建物は石造りの四階建てで、建物の後ろに結構広い屋根のかかった訓練場がある。その訓練場では、ハンターらしき人たちが訓練をおこなっている光景が見られた。他にも厩きゆう舎しやや倉庫などの建物があった。ハンターギルドが思った以上に大きいのに驚おどろいてしまう。

　部屋に戻ろうとしたら、パミルさんに手招きされた。

「向こうの仕事は、今日はもういいわ。夕方に頼たのみたい仕事の適性検査をしましょう」

　適性検査ですか？　連れて行かれた部屋の机の上に色々な物が載っている。

「まず、これから鑑かん定ていしてみて」

　黒っぽい石を渡わたされたので鑑定してみる。

「ゴブリンのエナジーコア、と出てます」

「じゃあ、これは？」

　見た目は同じ物のように見えるけど、それよりコアってなんだ？　いやいや、今は適性検査中、鑑定してから聞いてみよう。

「ゴブリンのエナジーコア、破損あり？」

「十分ね。思った以上に優秀ね」

　パミルさんにエナジーコアについて聞くと説明してくれた。

　コアはモンスターの第二の心臓と言われていて。体のどこかにあるらしく、これを破は壊かいされるとモンスターは一巻の終わり、要するに弱点ということだ。コアはモンスターの討とう伐ばつ証明になっているし、大変利用価値があるという。

　説明を聞くと、どうやらこのコアがこの世界を動かしていると言っても過言ではないようだ。このコアから生み出されるエネルギーがあらゆるものの動力源となっているようで、まったく気にしていなかったけど、部屋で使っていたランプでさえこのコアを使っているそうだ。

　エナジーコアの買い取り、供給はハンターギルドが一元管理している。たとえ国でも手を出すことは許されない。人の生活に直結するので、権力を持つ者には管理させないルールとなっている。

　なので、弱点とはいえ、破壊してしまうとお金にならなくなる。討伐証明としてだけなら壊こわれていても問題ないということだけど、壊れたコアだけでは生活が厳しくなるのは目に見えている。なかなかに厳しい世界だ。破損具合によって値段も変わってしまうそうだ。

「次にいくわね。はいこれ」

　今度は何かの毛皮のようだ。

「ラピットの毛皮」

「じゃあ、これ」

　これも見た目には同じに見えるんだけど……。

「ラピットの毛皮、品質良」

「やるじゃない。これなら問題ないわね。夕方からは、買い取りの手伝いをしてもらうわね」

　夕方に戻って来たハンターさんたちが持ち込こむ素材を買い取るのに、鑑定を持たない人はリアルの見識眼で判断しなくてはならないので、時間が掛かってしまう。

　少しでも混雑解消の為ために鑑定スキル持ちの俺が見て、買い取りの係の人に伝えて値段を決めてもらうことになる。

　俺が手伝ったくらいで大した役には立たないかも知れないけど、この世界の価値観を学ぶには持ってこいかも。頑張ろう。

　一いつ旦たん、帰る時間なのでミーちゃんを探すと、受付のお姉さんたちにモフられ中だった。

「ミーちゃん帰るよ」

「み～」

「「「えぇー！」」」

「帰っちゃやだ～」

「私の癒いやしが……」

「ペロペロちゃん……」

　お姉さんたちの残念がる姿をよそに、ミーちゃんは俺のもとに飛んできて顔をスリスリさせ、お仕事がんばったの～って表情。反面、お姉さんたちの目が怖こわいです……は、早く退散しましょう。

「それじゃあ、また夕方の四の鐘かねの前に来ます」

「よろしくね。ネロ君」

　さあ、帰って朝ご飯を食べよう。久しぶりに朝なのにお腹なかがペコペコだよ。うちは両親の仲が悪かったので、高校に入ってからは朝にご飯なんて作ってくれたことがない。なので、朝食は滅めつ多たにとったことがない。それが普ふ通つうになっていた。でも本当の普通というのは、今の状況が当たり前のことなのだろうな。あっちの世界がおかしかったんだよ。

　今の俺にとっては、こっちの世界の方が正常に見える。向こうの世界に未練がないかと聞かれれば、あると答えるだろうけど、この世界に来たことは後こう悔かいはしていないと思う。

　ミーちゃんが一いつ緒しよだしね。

「み～」

　ハンターギルドから宿に戻ると、さすがに食堂には誰も人が居ない。既すでに朝食の時間帯は過ぎているようだ。本当にみなさん朝早いなぁ。

　女将おかみさんに挨あい拶さつして、食堂で一人待つ。いや違ちがうな、ミーちゃんとだね。

「み～」

　そのミーちゃんは俺の手を相手に格かく闘とうの訓練中だ。ミーちゃんの猫パンチ炸さく裂れつ！　左手がやられた、ミギー君の出番だ！　ミーちゃんのお腹を鷲わし摑づかみしてムニムニ攻こう撃げき！　ミーちゃんが背せ伸のびの格好になって、だぁら～んとなってしまった。どうやら負けを認めたようだね。そのままお腹をなでなでしてあげる。とても触さわり心ごこ地ちの良い毛並みですなぁ。

　そんなことをしていると、女将さんが朝食を持ってきてくれた。

　ミーちゃんにも猫缶とミネラルウォーターを出してあげる。朝食のメニューはサンドイッチだった。黒パンをスライスして、レタスみたいなのとハム、チーズが挟はさんである至ってシンプルなサンドイッチにホットミルク付き。

　ミーちゃんは女将さんになでなでされながらも、ご飯をハムハム食べている。まったく気にしてる様子がない。ミーちゃん、君は大物だよ。

　朝食を食べ終わり、女将さんにお礼を言って買い物に出かける。目覚ましを買うのが今日の最大のミッションだ。女将さんが言うには、良い値がするそうだけど、大通りの道具屋や大きな雑貨屋なら売っているらしいので場所を聞いておいた。

　この町の一番の繁はん華か街がいにその店はある。宿やハンターギルドがあるのは町の東西にはしる大通りで、南北にはしる大通りが繁華街になる。繁華街といってもアーケード街などがあるわけではなく、単に高級な店が多いというだけらしい。

　そう、高級なのだ。たかが目覚まし、されど目覚まし。この世界で目覚ましは嗜し好こう品ひんの類たぐいになる。こんな物を使うのはお金に余よ裕ゆうがある人か、時間管理を必要とする仕事に就ついている人くらいなものとなるわけだ。俺にお金の余裕なんてないけどね。

　まあ、慣れれば何とかなると思うけど、すぐには難しい。これは必要経費と諦あきらめるしかない。

「ようこそおいでくださいました。本日はどのようなお品物をお探しでございましょうか？」

　女将さんに教えてもらったお店に来たのは良いけれど、余りにも場ば違ちがいな気がしてきたよ……。

　道具屋といっていたから、こうなんというか庶しよ民みん的な？　すみません、勝手に思い込んでました。

　このお店はアンティークっぽい物など、見るからに高級品と思われるような品が棚たなに綺き麗れいにディスプレイされている。とても品の良いお店で、セレブ御ご用よう達たしって感じです。

　ミーちゃんを腕うでにしっかりと抱だきかかえ飛び出さないように注意しておく。すべてが高そうに見えてしまうので、間違って傷を付けて弁べん償しようなんて言われたら破産しかねない。ミーちゃんごめんね。少しの間、大人しくしていてね。

「み～」

　店員さんは、明らかにセレブに見えない俺に対しても、丁てい寧ねいな応対をしてくれる。見た目も立ち振ふる舞まいも初老の執しつ事じさんのようにも見える、この人はプロだ。そうに違いない。

「目覚ましが欲ほしいのですけど」

「目覚ましでございますか？　あぁなるほど、計時器のことでございますね。計時器はこちらの棚になっております」

　計時器？　タイマーってこと？　棚を見れば、やっぱりタイマーだ。

「計時器を目覚ましとしてお使いになられるのでしたら、こちらをお薦すすめいたします。こちらの品は十の鐘の用計時器となっておりますので時間的に丁度良いかと」

「おいくらですか？」

「二十五万レトでございます」

　グハッ……全財産の半分か……。でもないと起きれないからなぁ。交こう渉しようしてみるか。

「今、手元に二十万しかありません。即そつ金きんで支し払はらいますから、どうにかなりませんか？」

「ふーむ」

　さすがに吹ふっ掛け過ぎたかな？　店員さんは、俺をジッと見つめ考え込んでいる。なんでしょうか？　そう、俺はこの人を侮あなどっていた。そのことを知るのは後日の話。そのことを知った時、冷や汗あせが止まらなかったね。

「よろしいでしょう。但ただし条件が二つございます。その条件を吞のんでいただけるのであれば、その値段でお譲ゆずり致いたしましょう」

　店員さん、ニコリと笑い、俺の腕の中のミーちゃんを見ている。ま、まさか……。

「そ、その条件とは？」

「また、当店で買い物をしていただくこと、もう一つは、その子猫様を抱かせていただきたいことでございます」

　ガクッ。あ、危なく転ぶところだったよ……危ない、危ない、周りは高級品ばかり壊したら大変。それに、そういうことは真ま面じ目めな顔で言うことじゃないと思いますよ。てっきり、ミーちゃんを譲ってくれって言われるかとドキドキしてしまった。

「どちらも問題ありません。いいよね、ミーちゃん？」

「み～」

　ミーちゃんを店員さんにそっと預ける。

「おぉー。なんという肌はだ触ざわり、最高級な布生でさえ霞かすんでしまうかの如ごとき滑なめらかさ。思った通り素す晴ばらしい毛並みでございます。たまに貴族などのお方たちが飼われている猫を拝見する機会がございますが、そのどの猫様よりも気品に溢あふれお美しい！」

「み～」

　ミーちゃんが照れている。まだちっちゃいとはいえ、女の子だからね、褒ほめられれば嬉うれしいに決まっている。特にこの店員さんからにじみ出るこの真面目感で言われたら、社交辞令でも本気にしてしまうかも。でも、貴族に様を付けないで、猫には様付けなんだ……。

　店員さんはミーちゃんをなでなで、スリスリを堪たん能のうしながらも、この計時器の使用方法や注意点を説明してくれる。真面目なのだか不真面目なのだか、よくわからなくなってきた。
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　ミーちゃんを堪能しまくった店員さんが、やっとお会計してくれたのは、それから一時間くらい経たった後だった……。会計の時に、挨拶がまだだったので挨拶をしておく。

「ネロといいます。こっちはミーちゃんです」

「これはこれは、大変失礼致しました。当店、ウイラー道具店の主あるじでシュバルツと申します、以後ご贔ひい屓きに」

　オーナーさんだったのですね。こちらこそ大変失礼しました。てっきり店員さんかと思っていました。だってオーナーっていうより好こう々こう爺やって感じで、この店のオーナーっぽくないんだよ。

　この店のオーナーはザマスおばさんみたいな人がイメージなんだよね。

　お代を支払い、また来ることを約束して店を出る。

「またのお越こしをお待ちしております。遊びに来るだけでも大だい歓かん迎げいでございますよ。もちろん、その時は子猫様とご同どう伴はんでお願いいたします」

　シュバルツさん本音がダダ漏もれですよ……。

「みぃ……」








ミーちゃん、ハンターギルドのマスコットに任命される。






　ウイラー道具店をあとにして宿に戻もどり、荷物を部屋に置き食堂に行く。旦だん那なさんが居たので、また厨ちゆう房ぼうを貸してもらえないか頼たのんでみた。

「また、いいアイデアでも浮うかんだか？」

「はい。少し手をお借りしていいですか？」

「美う味まいもんが食えるなら、喜んで手を貸すぜ」

　厨房に行くと、息むす子こさんが野菜の皮を剝むいていた。

「また、なんか作んのか？」

「はい。ちょっとお邪じや魔ましますね」

　今から作るのは、マヨ。作るのが難しいけど、材料はありきたりの物だからね。取り敢あえず、成功するかやってみよう。

　玉子の黄身に酢す、塩、砂糖微び量りようを入れる。胡こ椒しようがないのが残念。よくかき混ぜ、ここからが成功するかしないかの分かれ目、旦那さんにひたすら撹かく拌はんしてもらい、少量ずつ油を足してたまに酢も少しよう々しよう足していきます。

「ま、まだかー！」

「まだです」

「うぉー！」

　コツは油を一気に入れないこと、少量ずつ入れていくのが良い、撹拌するのが大変なんだけどね。良い感じになってきた。

「もう、いいですよ」

「ぐっ、なんて疲つかれる作り方だ……」

「ゆっくり入れて、ちゃんと撹拌しないと分ぶん離りしちゃうんです」

　朝食べたサンドイッチを作ってもらい、出来たマヨを更さらに塗ぬる。あれはあれで美お味いしかったんだけど、なんか物足りなかったんだよね。

　サンドイッチを持って食堂に行くと、女将おかみさんがミーちゃんとじゃれ合っていた。

「できたのかい？」

「えぇ、旦那さんの努力のおかげで完かん璧ぺきです」

　持ってきたサンドイッチを全員で食べる。ミーちゃんは猫ねこ缶かんね。

「なんだ、これ……」

　あれ？　お口に合わなかったかな。

「うめぇじゃねぇか……」

「全然違ちがう物になった感じだね」

「でも、作るの大変そうだぜ」

「作り置きするなら、一応冷蔵で保存してください」

　もう一度厨房に戻り、パスタのような麵めんをゆでる。その間にお肉を炒いためスライスした玉ねぎも炒めておく。パスタが茹ゆであがったら、パスタと炒めた物とマヨを混ぜる。はい、マヨスパの出来上がり。ついでに野菜サラダも作った。

　皿に盛り付け食堂に持っていく。また全員で試食する。

「なんじゃこりゃ！」

「癖くせになる味だね」

「でも、作るの大変だぜ」

　息子さんは傍そばで見ていただけあって、あの光景が後の自分の姿だと理解してるのか微び妙みような表情。

「胡椒があれば、もうひと味違うんですけどね」

「胡椒は高たけぇから無理だ」

「あれで肉を焼くと美味しいんだけどね……」

　胡椒は高い。個人的に使うなら良いけど、商売で使うとなると採算が合わなくなる。

　お腹も膨ふくれたし、夕方の仕事まで時間があるのでちょっと寝ねようか。悩なやんでる旦那さんたちを置いてミーちゃんを抱だっこして部屋に戻る。

　買ってきた目覚ましを使ってみよう。三時間後にセットする。猫缶一つとミネラルウォーターを一本召しよう喚かんしておく。だ、だるい。慣れないな、この感覚。

　ベッドに横になるとミーちゃんも横で丸くなった。ミーちゃんにもタオルを掛かけてあげる。お休みなさい……。




　ジリリリ……。とてもレトロな音で目が覚める。悪くないと思う。ミネラルウォーターを飲み、一気に覚かく醒せいする。ミーちゃんもキョトンとした顔で起きてきた。ミーちゃんも飲む？

「み～」

　お皿に注いであげる。チロチロ飲む姿も可愛かわいいね。時を忘れミーちゃんを見ていたら、三の鐘かねがなった。

　そろそろ、行きますか。ミーちゃんに赤のリボンを結んであげ抱っこして下に降り、女将さんに挨あい拶さつして宿を出る。出る際に厨房からうぉーという声が聞こえていたから、店で使うことにしたんだろう。美お味いしい物を食べる為ために頑がん張ばってください。俺おれだけじゃないよ、みんなが、だからね。

　ギルドの裏口から入ると、パミルさんに腕うでを引っ張られて誰だれもいない部屋に連れこまれた。

　こ、これは貞てい操そうの危機なのか！　ミーちゃんが一いつ緒しよなのに……。

「ネロ君！」

「や、優やさしくお願いします……」

「はぁ？　何も怒おこってないわよ。それより、ガイスさんに何飲ませたの？」

　なんだ、そんなことかちょっとドキドキして損したよ。

「えぇーと、初級万ばん能のう薬やくなんで毒じゃないですよ」

「!?」

　何でしょうか、やっぱり飲ませたのはマズかったのかな？

「……どのくらい飲んだのかしら？」

　バッグから空のペットボトルを出して見せた。

「変わった水すい筒とうね。ガラスではないようね……」

　パミルさんは何か納なつ得とくしたような顔でウンウン頷うなずいています。

「さっき、ガイスさんが来てね、ネロ君にこれを渡わたして欲ほしいって」

　パミルさんはテーブルの上に小さい布製の袋ふくろを置く。

　なんだろうか？　開けて見ると金貨十枚が入っている。なにこれ？

「ガイスさんが飲んだ万能薬の代金よ。正直、それでも足りないくらいね」

　ペットボトル一本分で金貨十枚で足りないって……。これは非常に不ま味ずい展開？

「で、でも……間ま違ちがえて渡したのは俺ですよ」

「だとしても、万能薬は貴重品よ。それよりよ、どうしてネロ君がそんな物を持っていたのかな？」

　パミルさんの目付きが怖こわいです……でも、やはりそう来るよな。こうなることは予想できていたので朝から対応策を考えていたんだよね。

　俺は孤こ児じで山やま奥おくに住む薬師のお婆ばあさんに育てられた。薬師の修しゆ行ぎようもしたが才能がなく諦あきらめた。育てのお婆さんが亡なくなる時に、多くの人と触ふれ合える町で暮らしなさいと言われ出てきたこと。才能はなかったがお婆さん秘伝の万能薬など少しは薬を作れること。といった設定を考えた。実際、日本に居た時は薬やく剤ざい師しになろうと思って薬科大学を目指していたしね。

「そうなんだ……辛つらいことを聞いてしまったわね。ごめんなさい」

「気にしないでください。俺にはミーちゃんが一緒ですから、辛いと思ったことはないですよ」

「み～」

「ということは、万能薬は作れるのよね？」

「まあ、一応……」

「薬師ギルドで働いた方が良かったんじゃない？」

「ばあちゃんに才能なしって言われてたんで……」

「ご、ごめんなさい……。こ、このお金は受け取っておきなさい！」

「ですが……」

「ガイスさんにはいい薬よ。あの人の日ひ頃ごろのおこないは……ブツブツ」

　ガイスさん、お薬飲んで良い薬、ってね。ププッ。座ざ布ぶ団とん一枚、持って来なさい！

「みぃ……」

　あれ？　ミーちゃん、面おも白しろくなかった？　なんか呆あきれたような顔をしているのは気のせい？

「あのう。このことは秘密でお願いしますね。薬作りに奔ほん走そうするのは嫌いやなんで」

「どうして？　いい稼かせぎになるわよ？」

「あの頃ころの悪夢が……」

「そ、そう。わかったわ。でも、必要になった時はお願いね。ハンターは命いのち懸がけの仕事だから。もちろん、作ったのがネロ君だってことは秘密にするわ。ネロ君との二人だけの秘密ね。フフフ……」

「み～」

「あら、ごめんね。ミーちゃんとも秘密だったわね」

「み～」

　この設定忘れないようにハウツーブックに書いておこうと思う。ボロが出ないようにね。

　パミルさんの用事はそれだけだったようだ。ちょっと残念？

　それにしても、金貨十枚百万レトを手に入れてしまった。これもあぶく銭っていうのだろうか？　あぶく銭はパーっと使えっていうけど貧びん乏ぼう性しようの俺には無理だね……。

　でも、これで当面の生活資金に困らなくて済む。目覚ましを買ったし、ここのお給金もいつ貰もらえるのかわからない。お金はあるに越こしたことはない。

　用事が済んだパミルさんはまた俺の手を引いて受付の方に歩いて行く。

「彼かれが買い取り部門の主任、ソラスよ。後の説明は彼に聞いてね。じゃあ、ミーちゃん一緒に行きまちゅよ～。赤いリボンも可愛いでちゅねぇ～」

「み～」

　ミーちゃんを拉ら致ちされてしまった……。

「初めましてで、いいのかな？　昨日、君を見ているんだけどね」

「あ、はい。初めましてネロです。よろしくお願いします」

「そんなに硬かたくならなくてもいいよ」

　ソラスさんは見た感じ三十代半ばくらいかな、落ち着いた雰ふん囲い気きの持ち主。こういう大人の人に憧あこがれてしまう。

　ソラスさんはこれからの仕事の説明をしてくれた。ハンターさんが買い取りカウンターに持ってきた物を受付のお姉さんが受け取り明細を作り、それを後ろのソラスさんが査定して金額を書き込こみ、受付のお姉さんに返す。その査定のお手伝いが俺の仕事。

　買い取りで一番多いのがもちろんコア。討とう伐ばつ証明も兼かねているから当然かな。そのコアはモンスター別に値段が決まっているので、問題がなければ査定は簡単。だけど、破損や傷があると値段が下がる。その破損や傷のあるコアを、選別するのに鑑かん定ていが役に立つわけだね。

　どのモンスターのコアで、正常なコアの数、その破損や傷のあるコアを分別し紙に書いてソラスさんに渡すのが、実際の仕事になるんだって。なんだ簡単そうなお仕事じゃないですかって、思っていたのは最初だけでした……。

　四の鐘がなる頃になると、チラホラとハンターさんたちが帰って来始める。まだ時間前だけど、買い取りのお手伝いをすることにした。

　依い頼らい完かん了りよう報告の済んだハンターさんが買い取りカウンターにやって来て、大きなリュックから色々な物をカウンターに並べて行く。その数をカウンターのお姉さんが紙に記き載さいして、間違いがないか確かく認にんを取り、物を後ろのソラスさんたち買い取りの職員さんに渡す。ここで、俺がコアだけを別の箱に移して鑑定するわけだが、数が多いんだよ。

　ハンターさんたちは、通常パーティーを組んで依頼を行うので、ここに持ち込まれる物はパーティー単位になるわけだ。初しよっ端ぱなから二十個を超こえるコアの鑑定になった。

　どのモンスターのコアか、損傷具合はどうか、などを紙に書いていく。その紙をソラスさんに渡そうとするけど、ソラスさんも忙いそがしく毛皮などの査定をしている。

　むむ、どうしようか？　ただ、言われたことをするだけでは芸がない。

　そこで考えた、モンスターのコア別に値段が決まっているなら、正常なコアの査定は俺でも出せるじゃないかとね。ソラスさんの手が空いた時にモンスターのコアの値段を聞いて、紙に書いておく。それを見て計算し、紙に記載して渡すことにした。

　そして、ここからが地じ獄ごくの始まりだったね……。

　得てしてハンターとは気の荒あらい人が多いもので……。

「オイオイ、いつまで待たせんだよ！」

「早くやれよ！　ボケがっ！」

「俺たちからピンハネしてる分際で、仕事が遅おせぇんだよ！」

「噓うそだろ！　こんな査定、信じられるかよ！」

　と、野次が飛んでくること数知れず。ブルっちゃって仕事になりません。どんどん受付待ちになる上、量が多くてあっぷあっぷ状態。そんな中でもソラスさんは淡たん々たんと査定を続けている。これがプロというものなんだろうな。自分も斯かくあるべし！

　でも、一番苦労しているのって、受付のお姉さんじゃないのかな？　よくあの無ぶ頼らい漢かんたちをあしらっているよね。尊敬しちゃいます。

　そんな時間が三時間も続く……。何度かミネラルウォーターを飲んで気力回復しなかったらギブしていたね。一段落着いた時には、緊きん張ちようと忙しさで汗あせびっしょり。今日は共同浴場に行こうと固く心に決める。これ絶対。

「お疲れさん。今日はいつにも増して煩うるさかったね。やっぱりガイスさんが居ないせいかな？」

　なるほど、あんな人でも抑よく止し力りよくにはなるんだ。ってことはこの状じよう況きようを作ったのは俺じゃん。

「すみません。俺が余計なことしたせいで、ガイスさんが帰ってしまって……」

「いやいや、ネロ君のせいじゃないよ。それにあの人が居ない方が仕事は捗はかどるからね。逆に君に感謝してるくらいだよ」

　ガイスさん、あなたっていったい……。

「それに査定の紙にコアの各金額を書いてくれたのは、凄すごく助かったよ。ネロ君は高等教育を受けているのかい？」

「高等教育？」

　この世界では、読み書き、足し算、引き算は町の私し塾じゆくや親が教えているらしい。それ以上の教育はちゃんとした学校に入るか、家庭教師を雇やとうかなんだそうだ。なので、計算が速かった俺が高等教育を受けているのではと、ソラスさんは思ったらしい。

「死んだばあちゃんに教わりました」

「ほぅ。君のお婆さんは何か特別なことをしてたのかい？」

「薬師でした」

「なるほど、それならネロ君も薬師の勉強をしたんじゃないのかい？」

「しましたが、ばあちゃんにお前には才能がないって言われました」

「そ、そうなんだ……あ、あれだ、人間向き不向きがあるっていうじゃないか！」

「慰なぐさめなら結構ですよ。もう、慣れましたから」

「す、すまない……」

　ソラスさんはとても良い人のようだ。こんな良い人を騙だますのは心が痛い。だけど、この作り話を定着させないと、後々面めん倒どうなことになるのは目に見えている。ごめんね。ソラスさん。

　その後は時間も時間なので、たまに買い取りカウンターにハンターさんが来る程度。逆に、ギルドに併へい設せつされている酒場は満員御おん礼れいみたいで煩いくらい。

　そろそろ帰る時間なのでミーちゃんを探すと、ギルドのお姉さんたち以外にもハンターのお姉さんたちにもモフられていた。ミーちゃんはお姉さんホイホイのスキル持ちなのかも。

「あ～ン♪　なんて大人しくて可愛いらしいのかしらぁ」

「ほんとねぇ。町に居る猫なんて触さわろうとすると、シャーってされるよねぇ」

「それにこの肌はだ触ざわり感が病やみつきになるわよねぇ」

「ペロペロちゃん……」

　ちょっと気が引けるけど、早く帰って共同浴場に行きたいのです！

「ミーちゃん。帰るよ」

「み～」

「「「えぇー。帰っちゃやだぁー」」」

　そんな彼かの女じよたちを他よ所そにミーちゃんを抱っこする。

「その子猫、私に譲ゆずって！」

「ちょとズルイ！　私は言い値を払はらうわ」

　俺が困っているとパミルさんがやって来て、

「ハイハイ。ミーちゃんは売り物じゃありません。ミーちゃんはれっきとした、ハンターギルドの職員です」

「み～」

「ですから、ミーちゃんに無礼を働いた場合、出入り禁止にしますよ。本日今から、ミーちゃんはハンターギルドのマスコットに任命いたします。聞いてるか！　そっちの野や郎ろう共！」

「「「へーい」」」

　ミーちゃん、ギルドのマスコットに任命されました。時給上げてもらおうか？　役職手当でも良いね。本格的にミーちゃんのヒモになることを考えるべきか？

「なにか良からぬことを考えてるネロ君は置いといて、ミーちゃん、明日もよろしくね♪」

「み～」

　俺は置いとかれるのね……。

　ミーちゃん……疲れたろう。僕ぼくも疲れたんだ。なんだかとても眠ねむいんだ……ミーちゃん……。

　っていうか、それ以上にお風ふ呂ろに入りたいんだよー。

「み～」








ミーちゃん、猫ねこ砂すなセットを手に入れる。






　直接、共同浴場に行きたいところだけど、ミーちゃんが居るので行くことができない。

「みぃ……」

　ミーちゃんのせいじゃないよ。ミーちゃんを入れてくれない共同浴場の方が悪いんだよ。帰って来たらお風ふ呂ろに入れてあげるね。

「み～」

　宿に戻もどってバッグの中身を替えて、下に降りる。

　迷めい惑わくだとは思ったけど、女将おかみさんにミーちゃんをお願いすると逆に喜ばれた。お酒を飲みに来ている女性の方もミーちゃんを見て触さわりたがっているようだ。

　ミーちゃん用の猫缶かんとミネラルウォーターを置いていき、食べさせてあげるように頼たのんでおく。

　共同浴場に着いて番台でお金を払はらう時、三助さんも頼んだ。そしたらマッサージは付けないのかって言われた。そんなのもあるんだ。

　お代がいくらか聞いたら四百レトだって、風呂の一回分かぁ。お金にちょっと余よ裕ゆうがあるから、試ためしに頼んでみよう。お金を払うと札を四枚渡わたされる。いつもより二枚増えた分は、三助さんとマッサージの分だね。

　ついでに、ミーちゃんを共同浴場に連れてきて良いか聞いてみると、番台の方は雇やとわれているだけなので、わからないらしく、まあ、無理だろうね、と言っていたね。残念。

　服と荷物を預けて風ふ呂ろ場ばに向かうと、

「おっ、こないだの兄ちゃんじゃないか。やってくか？」

「はい。お願いします。はい、札です」

「うれしいねぇ。じゃあ、ちょっと気合入れていきますかね、っと」

「マッサージもお願いしたんですけど、ここでいいんですか？」

「マッサージも頼んでくれたのか。そいつは向こうだ」

　そう言って頭からお湯を掛かけられる。ほんと豪ごう快かいだ。悪くないんだよ。これから洗うぞーって感じで、こっちも気合が入るしね。オッチャンも豪快に、それでいて丁てい寧ねいに洗ってくれる。かゆい所に手が届くって感じでサイコー。そんな至福のひと時もすぐ終わってしまう。

「マッサージは風呂に入ってから行けよな」

　何から何まで、オッチャンありがとう！

　風呂にゆっくりつかってから、マッサージの場所に行く。

　おぉー。なんて目の保養。眼福ですな……おっほん。なんてけしからん格好だよ。

　ぴっちりとした体のラインがバッチシ見える湯着を着たお姉さんが、出で迎むかえてくれたじゃないですか。これだけでお金払った甲か斐いがあるというものです。

　石造りの台にうつ伏ぶせになると、オイルマッサージを始めてくれる。首、肩かた、腰こし、足……要するに全身マッサージ。時間にして二十分くらいかな、寝ねてしまいそうなくらい気持ち良かったよ。

　風呂から上がる前にもう一度ここに来てくださいねって言われた。何かあるのかな？

　ゆっくりお湯に入り、言われた通りもう一度マッサージの場所に行くと、また寝かせられ全身に柑かん橘きつ系の良い匂においのするオイルのような物を塗ぬられた。ベタベタ感はないし肌はだがしっとりと保ほ湿しつされて心ここ地ち好よい。今までこんな経験したことないよ。最高です。

　このマッサージも癖くせになりそうだ。毎回は無理でも、たまになら良いかな。ちょっとした贅ぜい沢たく気分を味わえる。

　オッチャンに挨あい拶さつして風呂を出る。お腹なかが空すいた。早く帰ろう。

　宿に戻ると、カウンターでミーちゃんがお客さんに愛あい嬌きようを振ふりまいている。お客さんはそんなミーちゃんにメロメロ状態。

　お客さんがミーちゃんにつまみを食べさせようとしているけど、ミーちゃんは首をコテントと傾かしげ食べないよ？　と反応すると、更さらにお客さんは身み悶もだえる。

「み～」

「ただいま」

　ミーちゃんが飛びついて来て、なぜかスンスン匂いを嗅かぎ始める。

「ネロ、あんた何の匂い付けて来たんだい。風呂に行ったんじゃなかったのかい？」

　女将さん、どうやら俺おれが良からぬお店に行って遊んできたと、とんでもない誤解をしているようなので、ここはちゃんと言っておかないと名めい誉よに関かかわる。

「共同浴場でマッサージしてもらって来ました」

「ああ、それでかい。猫は柑橘系が好きじゃない子が多いからね」

　え？　そうなの。ミーちゃんも嫌きらい？

「み～？」

　俺を見つめてニコニコしているから大だい丈じよう夫ぶなようだ。今までに猫を飼ったことがないので、猫を飼う常識がない。でも、ミーちゃん、普ふ通つうの子猫じゃないからなぁ。常識が当て嵌はまるのだろうか？

　女将さんに夕飯をお願いする。ミーちゃんは、もう食べたようだね。

　夕食はガッツリ系で、オッギのステーキ、スリープゴートのお肉のシチュー、ポテトサラダだった。旦だん那なさん既すでにポテトサラダまで行きつくとは侮あなどれん。ですが、とっても美お味いしく頂きました。

「ご馳ち走そうさまでした」

「み～」

　食器を返しに行き、ついでに桶おけにお湯をもらって部屋に戻る。

　ミーちゃんを桶風呂に入れてやると、幸せそうに桶の縁ふちに顔をのせてまったり。

　猫用品から新たに猫缶とミネラルウォーターを召しよう喚かんしようと思ったら、品物が増えているのに気付く。猫砂セット、おぉー、これは助かる。ミーちゃんのトイレがなくて困っていたんだよね。

　ミーちゃん、用を足したくなると、ドアをテシテシ叩たたくから外に連れて行っていたんだよ。でもこれがあれば、外に出ていく必要がなくなる。

　さっそく、召喚！　グハッ……た、立ちくらみが、そのうえめっちゃだるい。ベッドに倒たおれこんでしまった。この召喚、俺の何を吸い取っているのだろうか？　不安になってくる。

　少し安静にしていたら少し気分が良くなった。今日はこれ以上は無理。死んじゃいます。

　ミーちゃんをお湯から出してバスタオルでくるみ、ワシャワシャして水気を取ってあげる。後はお好きにどうぞ。桶返してくるね。

　桶を洗ってから返して部屋に戻り、猫砂をセットするけど今はする気がないようだ。

　試しに猫砂セットを鑑かん定ていしてみたら、この猫砂セットにミーちゃんが用を足した場合、半径五百メル（一メル＝一メートル）にモンスターが寄り付き難にくくなると出ていた。

　ミーちゃんのマーキング能力スキル半はん端ぱねぇっす。使い道が思いつかないけど……。

　明日も早いので目覚ましをセットしてから、毛け繕づくろいしているミーちゃんに声を掛ける。

「ミーちゃん。寝ようか？」

「み～」
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　ジリリリ……。

　目覚ましで目が覚める。ミーちゃんはまだ夢の中でお散歩中のようだね。起こさないようにベッドから出て着き替がえる。猫缶とミネラルウォーターをひとつずつ召喚してバッグにしまった。

　ミーちゃんを起こさないように抱だっこして下に降り、女将さんに挨拶してから宿を出る。空気が澄すんでいて、とっても気持ち良い。チュンチュンと小鳥が鳴いている。これって、朝チュン!?

　そんな馬ば鹿かなことを横に置いておき、ギルドに着くまでの間、まともなことをちょっと考える。昨日、召喚できる猫用品が増えていた。なぜだろう？　何度も召喚してスキルの熟練度が上がったからなのか？　鑑定で自分を見ても変わった所はない。数字で表してくれれば楽なのにね。まあ、ゲームじゃないのだから仕方ないか……。

　でも、そうなると極力召喚をした方が良いのかもしれない。あのだるさがなければ、それもありなのだけど……できるだけ召喚はしていこう。

　それより、あの空のペットボトルをどうしようか？　このままだとどんどん溜たまっていくばかりで困る。売ったらお金になるかな？

　いや、駄だ目めだな。こんなものを売ったら絶対に目を付けられる。それだけは避さけないといけない。当分は部屋のタンスにしまって置くしかないな。

　ギルドに着き裏口から入り、俺が作業する部屋に来た。机にタオルを敷しいて、寝ているミーちゃんをそこにそっとおき、近くに皿を置いてミネラルウォーターを注いでおく。

　これで俺が手を離はなせない時に起きても問題ないでしょう。

　表に回り、職員さんたちに挨拶して回っていると。ガイスさん発見。

「ガイスさん。おはようございます。昨日はご迷惑をお掛けしました」

「お、おう。べ、別に迷惑なんて掛けられてねぇょ……」

　そうなんだ、最後の方が声が小さくて聞きづらかったけど、それなら良いや。

「今日も一日、よろしくお願いします」

「まあ、頑がん張ばれや」

　パミルさんを探すと机で何か作業している。

「パミルさん。おはようございます」

「ネロ君。おはよう。まだ全部書き終わってないの。書き終わったらそっちに持って行くから準備しておいてね」

「わかりました」

　部屋に戻って、昨日の受注されなかった依い頼らいを所定の場所に書き写し、残りは消しておく。そうしているとパミルさんが来て紙を渡してくれた。これまた大量ですな。頑張りますか……。パミルさんは寝ているミーちゃんをそっと撫なでてから部屋を出て行った。

　頑張って急いだものの、六時ギリギリまで掛かってしまった。途と中ちゆう、ミーちゃんが起きてミネラルウォーターを飲んでからはジッと俺を見ていた。何度か目が合うたびに首をコテンと傾げ、だいじょう～ぶ～？　みたいな顔をされてしまったけど、ミーちゃん、俺は大丈夫だよ。安定した生活の為ために頑張るよ。目指せ、小市民！

　そして、怒ど涛とうの二時間がすぐに始まる。ミーちゃんも部屋の中を歩き回っていたけど、さすがに飽あきて陽ひのあたる場所で丸くなってしまった。

　ミネラルウォーターの力を借りて、スピーカーから聞こえてくる声を聞き逃のがさないように怒涛の二時間をなんとか乗り切ると、声もまばらになってきた。ふぅー、やっと一息つけるよ。ミーちゃんを抱っこして椅い子すに座すわり、ミーちゃんにピンクのリボンを結んであげる。

「ミーちゃんは何を身に着けても可愛かわいいね」

「み～」

　それほどでもないよ～みたいに照れている姿も可愛い。そんなひと時をパミルさんが打ち破り、

「ミーちゃん。お仕事の時間よ。あら？　今日はピンクの可愛いリボンね」

「み～」

　そう言って、ミーちゃんを連れ去ってしまった。心のオアシスが……。

　残りの一時間も無難にこなしてブーイングの中ミーちゃんを引き取り、宿に朝食を取りに戻る。毎度の如ごとくお姉さんたちの目から嫉しつ妬とビームが飛んできて痛い。

　朝食を食べた後、部屋に戻って猫缶とミネラルウォーターを二つずつ出す。め、めまいが……。何とか目覚ましをセットしてベッドに横になると、ミーちゃんも枕まくら元もとで丸くなる。少し寝よう。

　目覚ましの音で目が覚める。もうお昼だ。余りお腹は減っていないけど軽く食べようか。

　下に降りて、女将さんに軽い食事をお願いして、ミーちゃんに猫缶を皿に出してあげるとハムハム食べ始める。ミーちゃんは食欲旺おう盛せいだ。その小さな体のどこにそんなに入るのだろうか？

　昼食を食べ終えた後はハンターギルドに戻り、訓練場に行ってみる。この世界で生きていくには強くなるしかない。体を鍛きたえて弓が引けるようにならないとね。

「なんだ、ここは小こ僧ぞうが来るとこじゃないぞ」

　年の頃ころは五十代くらいだろうか、身長百八十セン（一セン＝一センチ）くらいの白しら髪がまじりのおじさんが声を掛けてきた。

「昨日からギルドで働いている、ネロといいます。こっちはミーちゃんです」

「ふん。それで何の用だ」

　言葉はぶっきらぼうだが、ミーちゃんを見て目め尻じりを下げたのを見み逃のがしてはいませんよ。

「ギルドで働いていますがハンター志望です。ここで訓練ができると聞いていたので来てみました」

「小僧がハンターだと？　本気か？」

「はい、本ま気じです」

「自殺願望でもあるのか？　死ぬ気ならちゃんと遺書を書いとけよ」

　凄すごい言われようだ。冗じよう談だんだと思われているようだ。

「自由に使っていいんですよね」

「ギルド関係者なら問題はない」

　ということなので、訓練を始めよう。訓練といっても基き礎そ体力作りからだ。神様に貰もらったこの体、まったくと言ってよいほど、筋力体力共に皆かい無むだと気付いたからだ。なにしろ、日本での自じ堕だ落らくな生活を送っていた時の体より酷ひどい状態。弓が引けないわけです。

　なので、そこから改善しないといけない。訓練場の脇わきにあるベンチにバッグを置いてミーちゃんをその上に降ろす。

「遊んでてもいいけど、遠くに行っちゃ駄目だよ」

「み～」

　まずは、ストレッチをみっちりおこなう。急に運動したら体が悲鳴を上げるのが目に見えてる。その後は、走り込こみかな。訓練場の周りをミーちゃんと一いつ緒しよに走った。すぐバテたよ。俺がね……。

　それでも休み休み走る。途中でミーちゃん飽きてしまったのか、居なくなった。どうやら訓練をしているハンターさんたちに、ちょっかいを出しに行ったみたい。あんまり邪じや魔ましちゃ駄目だよ。

　二時間も走っただろうか、途中途中にミネラルウォーターを飲んで体力を回復しながら走る。

　ほんとにこのミネラルウォーターは凄い。普通なら起き上がれないほどバテているはずだけど、ピンピンしている。

　唯ゆい一いつ不安なのが、これで体力がつくのだろうか？　ということ。普通は筋肉を痛めつけることで筋肉は強くなると聞いている。回復したら意味ねんじゃねぇ、なんて思ったりしている。

　ミーちゃんはハンターさんたち相手に格かく闘とうの訓練中のようだ。良い動きをしている。ハンターさんが翻ほん弄ろうされている時がある。いつもおっとりしているミーちゃんも、やる時はやるようだよ。

　ミーちゃんも戻ってきて、ミネラルウォーターを飲んでいる。動き回って気分が良いのか、目がキラキラしている。

　お互たがい汗あせを一いつ杯ぱいかいたから、一いつ旦たん宿に戻って着替えて来よう。ミーちゃんはスンスン自分の匂いを嗅いでいる。気になるのかな？

　本当は、お風呂に入りたいところだけど、残念ながらこの時間にはやっていない。シャワーくらい浴びれれば良いのだけど、それすらない。こういうところは向こうの世界が懐なつかしい。

　俺はどうしようもないので、ミーちゃんだけでもお風呂に入れてあげようか？

「ミーちゃん。お風呂に入る？」

「み～」








ミーちゃん、貢みつがれる。






　宿に戻もどり井い戸どでタオルを濡ぬらし体を拭ぬぐう。走って来たので、火ほ照てった体にはヒンヤリとして気持ちが良かった。

　宿に入り女将おかみさんに桶おけにお湯を貰もらって部屋に行き、ミーちゃんのリボンを外してお湯に入れてあげる。その間に着き替がえを済ませ、ミーちゃんの体をムニムニ洗い、汚よごれを落とす。次に召しよう喚かんできる物は、ミーちゃんのシャンプーが良いな。などと考えている時間はない。ミーちゃんをお湯から出してバスタオルにくるみ、そのまま下に降りた。

「何だい、慌あわただしいね」

「すみません。ちょっと急いでいるので、ミーちゃんをちょっと預かってください！」

　女将さんにミーちゃんを預けて、洗せん濯たく袋ぶくろを所定の場所に置き、桶を洗う。食堂に戻ると女将さんがミーちゃんを拭ふいてくれていたようで、ミーちゃんは毛け繕づくろいをしている。

　そんなミーちゃんを抱だっこしてギルドに急いだ。

　四の鐘かねは鳴っていない。間に合いましたぁ～。

　ミーちゃんにお仕事着の青のリボンを結んで、買い取りカウンターの裏に回る。

「お疲つかれ様です」

「み～」

「やあ、ネロ君。待ってたよ」

　既すでに買い取りカウンターにハンターさんたちが並んでいる。さっそく、手伝おう。ミーちゃんはパミルさんの方に自ら歩いて行ってしまった。お風ふ呂ろに入ったせいか、やる気十分のようです。

　ミーちゃんに負けていられないね。俺おれも頑がん張ばるぞー。

　しかし、今日も今日とて忙いそがしい。ただ、昨日と違ちがい煩うるさい人や怒ど鳴なる人が少ない。ガイスさん効果なのだろう。そのガイスさんの受付場所には誰だれもハンターさんが近寄らない。あの受付カウンター要いらないんじゃない？　なんでみなさん何も言わないのだろう？

　七の鐘が鳴り、だんだん買い取り待ちのハンターさんたちが減り、併へい設せつされている酒場が賑にぎわいを見せ始めた頃ころに、買い取りカウンターに来た若い赤毛のハンターさんが妙みようなことを言ってきた。

「なあ、この指輪をちょっと鑑かん定ていしてもらえないか？」

　受付のお姉さんがこちらを見て、ソラスさんの判断を仰あおいでいる。

　ハンターギルドでは、コアと素材以外は買い取りをしていない。偶たまに高級なお肉などは買い取りするけど、ほとんどのお肉はお肉屋さんに、武器や防具などは武器屋や防具屋に直接持って行く。

　今回持ち込こまれた品は指輪。普ふ通つうなら宝石などを扱あつかうお店などに持って行くはずなのだけど……。

「その指輪に何かあるというのでしょうか？」

「この指輪は、戦ったゴブリンの中でも異様に強い奴やつが身に着けていた物なんだ。他に持ってた武器防具は他のゴブリンと同じだった。おかしいと思わないか？」

「ケッ、ゴブリン如ごときがＡＦアーテイフアクトなんて持ってるわけねぇだろ！」

　ＡＦアーテイファクト？　そういえば、俺持っているよね。バッグの中に入れっぱなしになっている。

「試ためしにでいいんだ。まさかってことがあるかも知れないだろ？　頼たのむよ～」

「わかりました。ネロ君。お願いできますか？」

「いいですよ。でも詳くわしくはわからないと思いますよ」

「それでも構いません。ＡＦアーテイフアクトかどうかわかればいいのです」

　指輪を受け取り鑑定してみる。ＡＦアーテイフアクト、力の指輪と出ているね。

「ＡＦアーテイフアクト、力の指輪と出てます。他はわかりません」

　俺が発した言葉の後、ギルド内が一いつ瞬しゆん静まり返ってすぐに騒そう然ぜんとなった。持って来たハンターさんは泣いているのですけど……なんなの？

「し、信じられねぇ！　パミル、ちょっと来い！」

　周りからも、驚おどろきの声や羨せん望ぼうの声など色々聞こえてきている。

「だ～か～ら～。ガイスさん、何度も言ってますけど、私も忙しいんです。それにネロ君が鑑定したでしょう？」

「こんな坊ぼう主ずの言うこと、信用できるか！」

　だから、坊主じゃないってば！　それに信用できないってなんですか！

　パミルさんが俺から指輪を受け取り、見ている。

「力の指輪、装備者の筋力を五割増しにする。おめでとう、正真正しよう銘めいのＡＦアーテイフアクトよ」

「よっしゃー！」

　確かに、筋力を五割増しって凄すごいけど、そこまで喜ぶことなのか？

「それで、どうするの？　国に献けん上じようして騎き士しになるも良し、売って大金を得るも良し、自分で装備しても構わないけど？」

　なるほど、ＡＦアーテイフアクトを国に献上すると騎士になれるんだ。なりたいとは思わないけどね。大金というのは興味がありますなぁ。後で、あの指輪にどのくらいの値がつくか聞いてみよう。俺の持っているＡＦアーテイフアクトも良い能力スキルがあれば高く買ってもらえるかもしれない。自分の役に立つ能力なら使うのもありだね。

「時間が欲ほしい……」

　そんなに悩なやむことかな？　俺ならその能力なら自分で使うかな。道具は使ってこそって、言うしね。

　その騒そう動どうの後は何事もなく時間が過ぎた。

　宿に帰るのにミーちゃんを探すと、ミーちゃんの周りに色とりどりのリボンやらスカーフなどが積み上げられている……なにこれ？

　ミーちゃんを見ると、ドヤ顔なんですけど……そんなミーちゃんも可愛いです。どうやら、お姉さんたちからのミーちゃんへの貢みつぎ物ものらしいね。

　見てみればみんな高そうなものばかり。さすが、ギルドの花形の受うけ付つけ嬢じよう。俺なんかより良いお給料を貰っているのだろう。遠えん慮りよなく頂きましょう。

　ミーちゃん良かったね。

「み～♪」








ミーちゃん、女の子を救う。






　ハンターギルドに勤めて四日目の朝のこと。

　スピーカーから聞こえてくる声に戦せん々せん恐きよう々きようとしながら職務をまっとうしているなか、ギルドの中に一人のハンターが飛び込こんで来た。

「町の近くの北街かい道どうで商隊がゴブリンに襲おそわれている！　救きゆう援えんを頼たのむ！」

　陽ひあたりの良い場所で丸くなって寝ねていたミーちゃんが、ギルドホールで起きている騒さわぎで目が覚めたみたい。大きな欠伸あくびをして背をぎゅうっと伸のばし、俺おれの近くの机に置いてある皿からミネラルウォーターをチロチロと飲み、どーしたの？　って顔を向けてくる。

　ミーちゃん、君は大物だよ。

「商隊がモンスターに襲われたみたいだよ」

「み～！」

　それは大変～！　って机をテシテシ叩たたいています。でも、俺たちにはなにもできないよ？

「なにしてやがる！　早く行くぞ！　坊ぼう主ず！」

　俺の居る部屋の扉とびらを蹴け破やぶるように入って来たガイスさんが怒ど鳴なっている。Ｗｈｙ～？

「てめぇもギルド職員だろ！　助けに行くんだよ！」

「む、無理ですよ！」

「つべこべ言ってねぇで行くぞ！」

　あ～れ～っというように襟えり首くびを摑つかまれ、ひきずられていく。そんな俺にミーちゃんは飛びついて来た。どうやら、一いつ緒しよに行くようだね。

　ギルドの前に用意された荷馬車に放ほうり投げられたかと思うと、すぐに動き出す。周りを見れば二台の馬車にハンターさんと、ギルドに居た男性職員すべてが乗っている。俺を放り投げたガイスさんは颯さつ爽そうと馬に乗って走り去った。

　災難だったねって声を掛かけてきた職員さんに話を聞くと、緊きん急きゆう事態の場合は職員も駆かり出され戦うことが目的ではないけど、見張りや後始末の為ために行くらしい。

　ちなみに、俺は鍬くわを持たされている。万ばん能のう武器のスコップくらい持たせてよ。鍬渡わたされてもねぇ。どうなのよ？　穴でも掘ほるの？

　そういえば、関東と関西ではなぜか、スコップとシャベルの呼び名が逆なんだよね。ちなみに俺は関東派。ミーちゃんは知ってた？

「み～」

　知ってるよって俺を見たと思ったら、目の前に園芸用のシャベルが現れた。

　えっ!?　このシャベルどこから現れた？

「み～」

　ミーちゃんが出したの～って、なんじゃそりゃ！

　もしかしてミーちゃん、異世界ラノベ定番中の定番チート、アイテムバッグ持ってるの？

「み～」

　本ま気じっすか……。さすが神かみ猫ねこと言うべきか、余りにも優ゆう秀しゆう過ぎて何も言えん。代わりになでなでチュっチュッしてあげたよ。

「み～」

　そんなミーちゃんのカミングアウトを聞いてから、門を出て馬車で走ること三十分ぐらいだろうか？　てっきり、モンスターは討とう伐ばつされていると思っていたら、戦いの音が聞こえてくる。緑色の体表で百五十セン（セン＝センチ）くらいのがっちりした人型のモンスターと、ハンターさんたちが戦っている。

「ちっ、数が多いぜ。俺たちも行くぞ！」

　そう言って、馬車に乗っていたハンターさんたちが飛び出して行く。俺たちの乗った馬車は迂う回かいしながら、襲われた商隊の荷馬車に近づく。

「さあ、我われ々われも仕事をしますよ」

　ギルド職員さんも馬車から降りて怪け我が人にんを一ヵ所に集め始める。俺は渡されたポーションを怪我した人に掛けていくように言われた。

　酷ひどい怪我を負っているのは、この商隊の護衛をしていたハンターさん。商隊の人たちも軽い怪我を負っている。軽い怪我の人にはポーションを渡し、自分で処置してもらう。怪我の酷い人には俺がポーションを掛けていく。この分だとポーションが足りなくなると思ったので、誰だれも見てない時にミーちゃんのミネラルウォーターを使ってポーションの節約をする。

　俺って偉えらい！

「み～」

　ポーションのおかげで多少回復したけど、まだまだ安静にしていないと駄だ目めなほどの怪我を負った、この商隊の護衛のハンターさんが話し掛けてきた。

「商隊について来た少女がゴブリンに追われ森に入った……助けてやってくれ……」

「任せろ！」

　え!?　俺は言ってないよ？

　振ふり向けば、怪我したハンターさんを運んできた、赤毛の若いハンターさんが居る。どこかで見たことがあるハンターさんだ。

「お前も一緒に来い！」

　えぇー!?　あ～れ～っと有う無むを言わさず連れ去られる。

「ちょ、ちょっと待てい！」

「なんだよ。早く助けに行かないと、ヤバイだろ！」

「俺、戦えないし、それにその子どこに居るかわかってんの？」

「ゴブリンなんか雑ざ魚こだ！　お前はなんかあった時の為だ。場所は……行けばなんとかなる！」

　脳筋だぁー、ここに脳筋が居るぅー。って思っていたら、俺の肩かたをテシテシと叩かれる。

　ミ、ミーちゃん？

　なぜかフンスっとやる気満々のミーちゃんが居ます……。ミーちゃん、スンスンと周りの匂においを嗅かいでいたと思ったら、ある方向を向いてひと鳴く。

「み～！」

　そっちになにかあるんだね……行くしかないのだろうね。

「向こうに、なにかあるようです」

「よし、行くぞ！」

　まったく疑うことなく周りを警けい戒かいしながら歩き出すハンターさん。この人、将来悪い人に騙だまされて身を滅ほろぼすタイプだな。そうそう、思い出した。この人ＡＦアーテイフアクトの力の指輪を持ってきたハンターさんだ。なら、戦力的には問題ないはず……だよね？

　ミーちゃんの向いた方向に歩きながら、赤毛のハンターさんと小声で話をした。

　お互たがいに名乗り合い、相手の名前がレインで一つ上の十九歳さいと知った。赤毛なのにレインとは、これ如い何かに？　血の雨が降るとか？　レインはソロでゴブリンを専門に狩かるゴブリンハンターをしてるそうだ。まだ、ハンターとしては駆け出しで、強くなって色々な国を旅してまわりたいらしい。

　そんな、たわいもない話をしながら歩いていると、肩の上のミーちゃんがテシテシしてきた。喋しやべるのをやめて身を潜ひそめながら少し先に進むと、ギャーギャーと騒ぐ声が聞こえる。

　少し近づきよく見ると、五体のゴブリンが一本の木を囲んで騒いでいる。木の上の方を見ると女の子が木の上で震ふるえているのが見えた。

　急に肩が軽くなったと思ったら、ミーちゃんが飛び出していってしまった！

「やれやれ、俺より先に飛び出すなんていい根こん性じようしてるぜ。しゃねぇ、相手してやるか。ネロはここに隠かくれてろ」

　レインの言葉に黙だまって頷うなずく。

　ミーちゃんはゴブリンの脇わきをすり抜ぬけて女の子の居る枝まで駆け上がり、ゴブリンに対してシャーシャーと威い嚇かくし始める。ミーちゃんの怒おこっている姿を初めて見たけど、怒っている姿も可愛かわいいと思ってしまったのは悪くないよね。

　レインは悠ゆう々ゆうとゴブリンに近づいて行き、槍やり先さきをゴブリンに向ける。

「かかってきな」

　くっ、格好良いじゃないか。歳としがほとんど同じなのにこの差はなんでだ……なにもできないこの身が恨うらめしい。強くなりたい。最低でも愛する者を守れるくらいに。

　レインとゴブリンの戦いは五対一にもかかわらず、レインが優勢に進めている。さすが、ゴブリンハンターを名乗るだけはある。

　木の上の女の子もレインの登場に安あん堵どしたのか、震えるのをやめてシャーシャー言ってたミーちゃんをぎゅうっと抱だきしめている。

　ほどなくレインがゴブリン五体に止とどめを刺さした。

「おーい、降りれるか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　俺もレインのもとに移動する。ミーちゃんは女の子にしがみついて一緒に降りてきた。

「わーん、猫さま、ありがとです～」
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「み～」

　降りてきたと思ったら、ミーちゃんをぎゅうっと抱きしめた後、頰ほほ同士をスリスリさせている。良く見れば猫獣人のルン人に近い顔のようだ。猫ミミに猫しっぽ、ミーちゃんとおそろいで白色だ。

　礼を言われると思って身構えていたレインが、引きつった表情を見せている。まあ、そうなるわな……実際に助けた恩人をほっぽって子猫に礼を言っているんだから。

「俺っていったい……」

「正義の味方は見返りなんか求めちゃ駄目……だと思う」

「正義の味方かぁ……」

　レインは遠い目をしている。っていうか、こんな所でゆっくりしている暇ひまはない。早くみんなの所に戻もどらないと。その前にちゃっかりと、レインが倒たおしたゴブリンをミーちゃんバッグに収納してもらおう。売ったらお金になるって言っていたからね。倒したのはレインだから折半でどうだろうか？　どうせ持って帰れないのだから良いよね？

「ミーちゃん、出番ですよ！」

「み～！」

　無事、女の子の救出ができたので、乗ってきた馬車の所に戻った。

「なんだ、坊主、生きてたのか？」

　ぐっ。なんて言いぐさなんでしょう。ガイスさん、あなたが無理矢理連れて来たのでしょうが！

　ゴブリンたちは既すでに討伐されており、殺された馬の代わりにギルドの馬を荷馬車に繫つなぐようだ。俺たちが乗ってきた荷馬車には怪我人を乗せるので、俺たちは徒歩で町まで帰ることになる。

　倒したゴブリンはそのまま放置することにするそうだ。エナジーコアくらい取りたいところだけど、怪我人もいるし血の臭においに誘さそわれて他のモンスターがやってくるかもしれないと言っていた。

　じゃあ、俺が貰もらっても誰も文句言わないよね？　ミーちゃん、収納だ！

「み～」

　ゴブリンを収納していた後、先に出発していたみんなに急いで追いつく。

「おい、ネロ。遅おくれんじゃねぇよ。モンスターに襲われても誰も助けねぇぞ」

「まあまあ、そんなに俺を邪じや険けんにしていいのかな？　あとで後こう悔かいするよ」

「けっ、言ってろ！」

　ミーちゃんは荷馬車に乗っている女の子にモフモフされている。さすがに疲つかれているだろうから荷馬車に乗れるように頼んであげたのだ。俺って気が利きく男だからね。

　町に着いたのは昼過ぎ。お腹なか空すいたー。朝ごはん食べてないからね。

　商隊のみなさんと怪我人以外はハンターギルドに戻る。なぜか猫ミミ少女も一緒について来た。

「ミーちゃん！　怪我はない？　ネロ君、なんでミーちゃんを連れて行ったの！」

　パミルさん……俺の心配はしないのですね。っていうか、ギルドのお姉さんたちの目も怖こわいのですが……俺が悪いのか？

「帰っていいですか……もう、くたくたなんで」

「それより、ミーちゃんを抱いてる、その子は誰？　ネロ君の彼かの女じよ？」

「違ちがうから……ちみっ子には興味ないですから」

「ちみっ子、言うなです！」

　見た感じ十代半ばくらいにしか見えない。その女の子が鞄かばんから手紙を出してパミルさんに渡した。

「プルミっていいます。おばさんがここのギルドで働いているので、その手紙を渡すようにお母さんに言われました」

「ふーん。そのおばさんの名前はなんていうのかしら？」

「パミルおばさんです」

「「「ぷっ！」」」

「ネ～ロ～く～ん。な～に～が面おも白しろいのか～な～？」

　今、笑ったの俺だけじゃないですよ！　そこのあなた！　笑いましたよね！　受付のお姉さんが首を横にぶんぶん振っています。私は無関係って顔している、隣となりのあなたもですよ！

　パミルさんが手紙を流し読みした後、ため息をついた。

「グリンおばさんの娘むすめなのね……ギルド職員になりたいってわけね？」

「はい！　よろしくお願いします。おばさん！」

「「「ぷぷっ……」」」

　パミルさんが俺を睨にらんでくる。いやいや、だからまったくの無実ですよ！

　ミーちゃん、帰るよ！

「み～」

「あぁー、猫さま～」

　宿に戻ると、帰って来ない俺とミーちゃんを心配していた女将おかみのアンナさんに、お昼ご飯を食べながら事情を説明して夕方まで寝る。

　……寝たと思ったら、もう時間だ。ギルドに急ごう。

「猫さま～」

　時間なのでギルドに来ると、あのプルミって女の子がミーちゃんに抱きついてスリスリしてくる。

「み～」

「ハァ……プ～ル～ミ。仕事しなさい！」

「猫さまのお世話をするです！」

「ミーちゃんのお世話は必要ありません！　さっさとさっき言った仕事を終わらせなさい！」

「猫さま……」

「ごめんね。ミーちゃん、ネロ君」

　パミルさんによると、プルミはギルド職員見習いとして働くそうだ。俺と同じじゃん。歳は十五でパミルさんの住んでいる部屋に居い候そうろうするらしい。

「ミーちゃんとネロ君の後こう輩はいになるからよろしくね。あの通りあっちへぷらぷら、こっちへぷらぷらと落ち着きがなくてね……困ったものだわ。ミーちゃんとネロ君が優秀だって思い知らされたわ」

「あのくらいの子なんてあんなもんじゃないですか？　それに今日のこともあるし、都会に出てきたおのぼりさんってところでしょう。そのうち落ち着きますよ」

「み～」

「うっ……ネロ君に諭さとされるなんて……不覚」

「みぃ……」

　おいおい、なんでやねん！

　買い取りカウンターに入る前にレインを探す。別れる前に夕方会う約束をしていたからだ。

「で、頼みってなんだ？　金ならないぜ」

「貧びん乏ぼう人にんか……」

「うるせっ！」

「そんなレインに依い頼らいを出そうと思う」

　今日、ハンターさんたちが倒したゴブリンを、レインに解体してもらおうと思っている。なんといってもゴブリンハンターだからね。

「やる！　で、いくら出す？」

「俺とレイン、それに今日のハンターさんたちで三分ぶん割かつでどう？」

「たいした額にはならねえけど、まあいいぜ。で、どこにあんだ？」

　ギルド裏の解体場に一緒に行き、ミーちゃんバッグからゴブリンを出してもらう。数えてみると、五十二体ある。

「ネロって収納スキル持ちかよ……こんなに入るなんて、俺と組まねぇ？」

「今の俺だとポーターにしかならないからヤダ」

「いやいや、それで十分だろう」

　そもそも、俺収納スキルなんてもってない。ミーちゃんバッグが優秀なのです。

　ちなみに、収納スキルはハンターさんや商人さんの憧あこがれのスキル。憧れといっても意外と多くの人が持っているスキルでもある。収納量はスキル熟練度によって変わる。

　俺が買い取りカウンターに入ってから一時間ほどで、レインはゴブリンの解体が終わったようだ。解体といってもエナジーコアを取るだけらしい。あとはゴブリンを取り扱あつかう業者が取りに来るのを待っていただけと言っていた。

　ちゃんとソラスさんを通して買い取りしてもらい、三等分に分けてレインに渡す。他のハンターさんたちには、パミルさんにお願いして渡してもらう。お酒一杯ぱい程度にしかならないけどね。

「じゃあな、ネロ」

　お金を受け取ったレインが帰って行く。そういえば、同年代の知り合いってこの世界に来てから初めてだ。なんか嬉うれしい。

「猫様～」

「み～」

　プルミも同年代といえば同年代か？　ないな……。








ミーちゃん、わらしべ長者になる。






　ハンターギルドで働き始めて七日が過ぎた。

　仕事にも慣れてきて、途と中ちゆうに一日休みもあった。五日働いて一日休みが一いつ般ぱんの習慣だそうだ。まあ、必ずしもそうではないようだけどね。現にこの宿には休みなんてない。あったら困る。個人商店なんかはよほどのことがないと休まないようだ。

　あの事件の後の休みだったので、ミーちゃんと一日惰だ眠みんを貪むさぼっただけで終わった。

　女将おかみさんから、良い若いもんが……って呆あきれられたけど、疲つかれてたんだよ……。

　そして今日、召しよう喚かんできる猫ねこ用品が増えていることに気付く。猫じゃらしです。定番中の定番、猫といったら猫じゃらし。先せん端たんにフサフサの付いたスティックタイプで、なんとスティックにはレーザーポインターまで付いた優すぐれ物。電池はどうしているのだろう？　神様仕様だから深く考えない。

　この猫じゃらし、他にも効果が付いている。フサフサの方をモンスターに対して振ふると、強制的に注意を引き付ける効果があり、更にレーザーポインターをモンスターに向けると嫌いやがるという効果もあるチートなアイテムなのだ。ミーちゃんに使うと喜ぶだけだけどね。

　ギルドでの朝の仕事が一段落した時に、パミルさんに呼ばれた。なんだろう？

「猫様～。おはようです」

「み～」

　プルミとミーちゃんとの朝のスキンシップを横目に見て、パミルさんのところに行く。

「隣となりの町までお使いに行って欲ほしいの」

　隣町といっても、歩いて五日はかかる距きよ離り。駅馬車を使っても二日はかかる。

　隣町クイントは職人さんが多く居る町で、さしずめ工業都市といったところ。そんなクイントの町の工こう房ぼうに、ある物の作製依い頼らいを出しているそうで、その期日がそろそろくるので引き取りに行って欲しいってことだそうだ。

　なぜ、俺おれなのか？　理由は簡単、一番の下っ端ぱであり鑑かん定てい持ちだからだ。鑑定でその依頼した物が不良品でないかのチェックと、使い方をちゃんと聞いてくるのが仕事だ。

　もう一人下っ端が居るのでは？　と聞いたけど論外らしい。プルミ、哀あわれ。

　出発は明後日あさつての朝、この町からクイントに向かう商隊と一いつ緒しよに行くことになっている。明日をその準備の為ために休みにしてくれるらしく、少しだが準備金も貰もらえた。

　パミルさん曰いわく、ハンターになるなら身近でその働きを見ておくことに損はないわよ、とのこと。

　その商隊には二つのハンターさんたちのパーティーが護衛に付く。荷馬車四台と聞いて結構大きな商隊なんだと思ったら、それが普ふ通つうらしい。

　食事は商隊の方で用意してくれるけど保存食は必ず持って行くように言われ、その他にも買い揃そろえる必要のある物をメモして渡わたしてくれる。助かります。

　取り敢あえず、宿に戻もどって朝食を食べてから、買い物に行こう。それに部屋の荷物はどうしよう？　特にペットボトルが山になっている。どこかで燃やすか？　この世界ならまだ許されるだろう。

　宿に戻りバッグをテーブルに置くと、ミーちゃんがバッグをテシテシ叩たたき始めた。どうしたのかな、何か入っているの？　バッグを開けるとミーちゃんは、いつかのようにハウツーブックを咥くわえて引っ張り出してきた。全部読んだはずだけど、何かあるの？

　ミーちゃんが器用にハウツーブックを開くと、そこには新しいページが追加されている。読んでみると神様からのようだね。

　自分を送り出しスキルの改変をおこなった後、この世界を管理している実じつ姉しの神様にこっぴどく怒おこられたことが綴つづられている。魂たましいをこの世界に送ったことは問題ないが、この世界にないスキルを俺に付けたことが不ま味ずかったようだ。

　だろうね……。神様、あの時自分で言っていたよね。この世界にあるスキルしか駄だ目めだって。ある意味、自じ業ごう自得じゃない？

　しかし、そんな愚ぐ痴ちの為にこのページを送ったのだろうか？　読み進めると最後の方に、ペットボトルの処理方法が書かれていた。返へん還かんという能力スキルで召喚で出した物を気力に戻す能力だ。猫缶かんの空き缶は鉄クズとしてゴミに出していたけど、それも返還できる。

　ということは……。まず、ペットボトルを召喚する。だるくなる。空のペットボトルを十個ほど返還してみる。少しだけ楽になった。返還効率は余り良くないけど、これでゴミ問題が解決した。

　最後の最後に書き切れなかったせいか異様に小さい字で、ミーちゃんを鑑定しろということと、今回のように神様が書いたページは、よほどのことがないと今後送れないと書いてあった。

　そんな大事なページのほとんどを愚痴で埋うめた神様って……敢えて何も言うまい。

「ミーちゃん、鑑定させてね？」

「み～」

　乙女おとめの秘密を覗のぞくのだ、断りを入れるのは当然だね。もちろん、ミーちゃん以外にはそんな義務も義理もないので勝手に見るよ。なにか？

　名前　ミーちゃん

　性別　女の子

　年ねん齢れい　永遠の五か月

　持っているスキル

　不老不死

　ミーちゃんバッグ（容量無限）

　好感度ＵＰ

　苦痛軽減

　神の隠いん蔽ぺい

　称しよう号ごう

　神様の眷けん属ぞく

　神様のペット

「……」

　突つっ込こみ所が満まん載さい過ぎて、逆にどこを突っ込んでいいかわかりません。

　特筆すべきは、好感度ＵＰ……じゃなくて、神の隠蔽かな？

「ミーちゃん、神の隠蔽使ってみて」

「み～」

　鑑定して見ると、『ミーちゃん』可愛かわいい子猫としか出てこない。これで鑑定持ちにもバレないで済んでいるのかぁ。知らなかったよ。

　もう一つ目についたものがある。ミーちゃんバッグ（容量無限）。無限収納ってこと？

「もしかして、ミーちゃんバッグって無限収納？」

「み～」

　アイテムバッグだけでもチートものだと思っていたけど、まさかの無限収納。こいつは凄すごいぜ、物流システムを根本から否定するチート能力。これさえあれば、金かね儲もうけなんておちゃのこさいさいってなもんだよ。しないけどね。そんなことしたら目を付けられること間ま違ちがいなし、まずは無限収納がこの世界にあるのかを調べないといけないね。

「そんな凄い能力があるなら、もっと前に教えてくれればいいのに」

「みぃ……」

　ミーちゃんがしょんぼり顔になってしまった。

　あっ、怒ってないよ、全然怒ってないよ。なんとなくだけど、そうじゃないかと思っていたしね。

　ミーちゃんを抱だっこして、頰ほほ同士をスリスリ、チュッチュッして怒ってないことをアピールする。

「み～♪」

　どうやら、ミーちゃんバッグは何でも入る神様仕様。

　俺も入るのかなと思い、ミーちゃんにやってみてもらったら……入りました。入りましたが、入っている間の記き憶おくがございません。もう、凄すぎて何も言えません。

　でも、時間が止まっているのかはわからない。気付いたらミイラってこともありうる。時間が止まったままならミーちゃんのバッグの中に入っていれば、遠い未来にもいける。でもその前にミーちゃんに忘れられて、一生バッグの中……ってことも十分にありうるね。非常に危険だ……。

　現に、バッグの中に何が入っているか聞いてみると、召喚時に現れる透とう明めいな板と同じような物が現れ、色々書かれている。綺き麗れいな小石、壊こわれたボール、ｅｔｃ……ミーちゃんの宝物のようです。

　内容量無限だから、どれだけ入っていても問題ない。まあ、そのせいでミーちゃん自身、半分くらい忘れてるっぽい……。やはり危険だ。

　でも、これで荷物の心配はなくなった。後は、女将さんに相談しよう。

　下に降りると朝食が用意されていた。メニューはガレットかな？　野菜にお肉、マヨが巻かれていてボリューム満点。美お味いしいです。

　ミーちゃんが猫缶をハムハム食べるのを見ながら、明後日から少しの間隣町に行くことを説明すると、部屋代は帰って来てからの宿代に繰くり越こしてくれるという。ありがたいです。

　ミーちゃんが食べ終わるのを待って、雑貨屋や道具屋巡めぐりを始める。

　雑貨屋で皿やコップ、カトラリーセットを買い、道具屋で雨具、毛布、火おこしセット、大きな水すい筒とう、あとは使うことは少ないと思うけど小さいテントも買った。

　昼食は広場で屋台のサンドイッチを、ミーちゃんがご飯を食べる姿を見ながら食べる。食べ終わった後、ミーちゃんと寝ねっ転がりながら少し考える。

　準備金を貰ってはいるけど、お金が心こころ許もとない。少し金策を考えないと貧びん乏ぼう一直線。

　そこで、昼食後バザーを巡って、掘ほり出し物がないか鑑定して歩くことにした。しかし、そう上う手まくいくわけもなく、そこそこ価値のある指輪を一つ見つけただけ。一つ一つ鑑定するのはとても疲れる。ある程度の目め利ききができれば楽なのに……そんなリアルスキルは持っていません。

　最後の頼たのみの綱つなで、武器や防具を売っている所で念入りに鑑定してみた。長ちよう剣けんが二本、小剣が一本、ブレストアーマーが一つ、革かわ鎧よろいが一つ、盾たてが一つを二店てん舗ぽから七万レトで買い込む。

　このわらしべ長者作戦が失敗すると、非常に痛い。これは貧乏から脱だつ却きやくする為の賭かけです。

　荷物とミーちゃんを抱かかえて、いつぞやの武器屋さんに来た。

「なんだ？　兄ちゃんにはまだ早いって言ったろう」

　最初からこれです。商売っ気がないのですね。

「今日は買い取りと、修しゆう繕ぜんをお願いに来ました」

「ほう。見せてみな」

　長剣二本とブレストアーマー、盾をカウンターに載のせる。店主さんが剣を抜ぬいたり振ったりして確かめている。

「良い剣だ。ダレス鋼の逸いつ品ぴんだな。どこで手に入れた？」

「この町に来る間に集めました。結局、俺では使えないので売ることにしました」

「だろうな……全部買い取っていいのか？」

「構いません。自分の物は取ってありますので」

「諦あきらめてねぇのかよ……」

　諦めていないというより、コレクション的に、気に入った物を残している。武器は男のロマンだからね。いつか自分の家の壁かべに飾かざりたいものだよ。

　物を前に、店主さんは悩なやんだ結果。

「五十二万レトでどうだ」

　な、七倍ですか……しかし、まだいけそうな気がする。もう少し値を吊つり上げよう。悩んだ振りをして金額を提示する。

「六十万レト」

「ぐっ、五十四万レト」

「六十万レト」

「ご、五十五万レトでどうだ！」

「うーん。修繕費用と買い物代まけてくれるなら、それで手を打ちます」

「よっし！　それで何を修繕するんだ？」

　ＡＦアーテイフアクトの短剣とさっき買った小剣と革鎧を、カウンターに載せる。

「なんだこりゃ？　ん？　悪くねぇな、いや、すげぇーなこれ」

　そりゃそうだよ、ボロく見えてもＡＦアーテイフアクトの短剣、聖銀の小剣、飛ひ竜りゆうの革鎧だ。

「どのくらいで修繕が終わります？」

「短剣と小剣は明日にはできるが、革鎧は専門の職人じゃねぇと無理だな。内張りがボロボロだし、サイズを合わせねぇと駄目だろ。職人は紹しよう介かいしてやるからそっちに持って行きな」

「それじゃあ、短剣と小剣はお願いします。あと、マントが欲しいんですけど」

「剣は明日の夕方に取りに来な。マントは丁度いいのが入ったばかりだ。格好良いやつだぜ」

　見せてくれたのはマントというより、フード付きのコートだね。黒に近いグレーで形も本当に格好良い。少しよう々しようの雨なら、雨具に替かえなくても問題ないとのこと。もちろん、即そつ決けつです。

　買い取り五十五万、修繕とコート代で七万のところ、五万にまけてくれた。トータル五十万プラスになった。元金七万が五十万、ラッキーです。

「み～」

　店主さんから教えられた職人さんは、職人街に居るとのことなので明日訪ねようと思う。

　もうすぐ仕事の時間だ。残りの買い物は明日にしよう。

　ギルドでは、今日も買い取りカウンターは大おお忙いそがし。

「明日から当分、ネロ君が来ないと思うと、私もネロ君について行きたくなるよ」

　ソラスさんが、噓うそなのか本気なのか判断しかねることを言っている。それより酷ひどいのがお姉さんたちだよ。ミーちゃんは置いていけだの、ミーちゃんを引き取るなど勝手なことを言っている。帰り際ぎわもミーちゃんを離はなしてくれず、引き剝はがすのに苦労したよ。

「ミーちゃん、無事に帰って来てね～」

「体に気を付けるのよ」

「何かあったらネロを盾にするのよ」

　とんでもないことを言っている方もいますね。誰だれ一人として、俺を心配する人はいないのか？　悔くやしくなんか、ないんだからな！

「ネロ君」

　おぉーあなただけですよ。パミルさん。天使の後光が見えます。

「明日、夕方ギルドに来てね。渡す物があるから」

　そ、それだけですか……。天使の後光が、悪あく魔まのどす黒い瘴しよう気きへと変わった……。

「猫さま～。プルミもご一緒したいです～」

「プ～ル～ミ～。あんた余よ裕ゆうあるじゃない。二階の書庫の掃そう除じ終わったんでしょうね～」

「ひぃー。オーガが居るです。猫さま～」

「誰がオーガなのかな～。プ～ル～ミ～」

　帰ろうかぁ、ミーちゃん。

「み～」








ミーちゃん、ミー様と呼ばれる。






　今日は仕事が休みなので、朝六時に起きて朝食をとっている。ミーちゃんも朝から元気一いつ杯ぱいに猫ねこ缶かんをハムハム食べています。ミーちゃん、美お味いしい？

「み～」

　そんなミーちゃんを見ながら朝食を食べ、保存食について考えてみる。

　得てして、保存食に美味しいものはない。日本のように科学や食という文化が発達した世界ならいざ知らず。この世界では期待できないだろう。それなら、ミーちゃんバッグを活用して、温かい食事を保存できないかなと考えた。

　女将おかみさんに熱湯をコップに貰もらい、ミーちゃんバッグに収納してもらう。お昼ぐらいに取り出してみて温度が下がってなければ、温かい食事を用意してミーちゃんバッグに収納してもらおう。食べるなら、出来立て料理の方が良いに決まっている。

　宿を出て武器屋の店主さんから紹しよう介かいされた職人さんの所に向かった。

　職人街は町の西側にある。行ったことはないけど職人ギルドもその近くにあるらしい。教えられた場所に行くと、そこはお店ではなく、工こう房ぼうのようだ。

「すいませ～ん。誰だれかいますか～」

「み～」

「誰かのう。こんな所に客とは珍めずらしいのう」

　髪かみの真っ白な優やさしそうなおじいさんが奥おくから出てきた。職人さんと聞いていたのでもっと厳いかつい人が出て来るかと思っていた。

「革かわ鎧よろいの修しゆう繕ぜんとサイズ合わせをお願いしたくて来ました」

「ふむ。どれ、見せてみなされ」

　革鎧をおじいさんに渡わたす。

「ほう。飛ひ竜りゆうの皮かのう。とても質の高い皮のようじゃな。内張りは駄だ目めじゃな、しかし良い品だのう。儂わしでもここまでの物は作る腕うではないのう」

　おじいさん、べた褒ぼめです。結構良い品のようだ。

「して、どう修繕するかのう？」

「どうとは？」

「このままの状態で直すか、更さらに手を加えるかだのう」

「手を加えるとどうなりますか」

「そうじゃのう。儂ならこの皮と内張りの間に薄うすく固い皮か金属を入れるかのう。今の状態でも矢などは刺ささることはないが剣けんや槍やりの攻こう撃げきとなると、やや心こころ許もとないからのう」

「そうなると重くなるんですよね？」

「そうじゃな。坊ぼつちゃんは体力なさげじゃから、そのままの方が良いかもしれん。剣や槍の攻撃は……そんな所に近寄らんことじゃのう」

　ぼ、坊ちゃんですか……。それに危ない所には近寄るなって……。このおじいさんから見れば、俺おれなんか坊ちゃんなんだろうね。

「このままでの修繕でお願いします」

「み～」

　それから、サイズ合わせをした。少し大きめだが、筋肉がつけば丁度良くなるとおじいさんは言っている。その間はベルトで調整できるようにしてくれるそうだ。

　修繕には十日ほど掛かかるそうなので丁度良い。前金で半分の五万レト払はらうことになった。結構する。でも、おじいさんが言うには、修繕が終わればこの革鎧なら五十万レト以上で売れるそうだ。それだけ良い品ってことだね。命を守る先行投資だと思えば安いものだよ。

　仕事で隣となり町まちに行くので、帰って来てから取りに来ることをおじいさんに約束して工房をあとにした。

　工房を出て、ウイラー道具店に向かうことにする。バザーで手に入れた指輪を買い取ってもらえないか見てもらう為ためだ。シュバルツさんなら適正価格で買い取ってくれると期待している。間ま違ちがっても買い叩たたこうとは思わないだろう。

「これはミー様にネロさん。良くおいでくださいました」

「み～」

　なぜ、ミーちゃんが様で俺がさんなんだろう？　聞いてみたいけど、心が折れそうなのでやめておく……。苦笑いのまま挨あい拶さつを返しておく。

「本日はどのような品をお求めで？」

「まずは、これを買い取って頂けませんか？」

　指輪を渡すとルーペのような物を取り出して、念入りに調べ始める。

「これは良い品ですね。年代はわかりませんが、かなり古い品のようです。一度、王都でこれと同じようなデザインのものを見たことがあります。それより質が良いようです。これをどこで？」

　誤ご魔ま化かしても良いのだけど、なんか誤魔化せそうに思えない。シュバルツさんって、心の奥を見み透すかしているような感覚を感じさせるんだよね。

「昨日、バザーで売っているのを見つけたので買いました」

「ネロさんは目め利ききの上、大変良い運の持ち主のようですな」

「いえ、目利きではありません。鑑かん定てい持ちなんです。物の良し悪あしはわかりませんが、価値があるかないかぐらいのことなら見えます」

「そんな秘密を話されて、よろしいのですかな？」

「なんででしょうね。シュバルツさんに噓うそは通じないような気がしたので」

「なるほど、ネロさんは私を鑑定なされましたか？」

「いえ、してません」

「試ためしに鑑定してご覧なさい」
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　なんか凄すごいものをみてしまった気がする。

「見えましたかな？」

「はい。色々と……」

「真偽眼と言いますが、これは持って生まれた能力なのです。世間では異能力と呼ばれていますな」

　異能力は体の一部に持って生まれた能力のことらしい。なのでシュバルツさんの場合、目を失うとその能力も失う。世せ間けん一いつ般ぱんでは神様からのギフトとも呼ばれているとのこと。身に付くことのできる能力スキルと違ちがい特とく殊しゆなものが多く、使い方に困るものもあり、中には悪あく魔まからのギフトと呼ばれるものもあると教えてもらった。

「私の真偽眼はその人が本当のことを言っているかがわかる能力です。逆にこの能力のせいで若い頃ころは苦労しました。それにしても、ネロさんは鑑定しないでも何かを感じたということは、直感か幸運持ちですかな？」

「いえ、持っていません。運気上じよう昇しようぐらいかな」

「ふむ。となると、鍛きたえ足りないということですな。心身共に鍛えていけば自おのずと現れましょう」

　そうか、この世界の人は魂たましいの器うつわのことを知らないのだね。でもシュバルツさんが言うには直感か幸運スキルの片へん鱗りんが出ていると言っている。このまま鍛えていけば出るのかもしれない。

「この指輪はその手のコレクターに見せれば、喉のどから手が出るほど欲ほしがりましょう。そこで提案なのですが、この指輪を今五十万レトでお売り頂くか、私がこれをコレクターにお売りしますので取引した額を、六対四で割るというのは如何いかがでしょう？　もちろんネロさんが六です」

「ということはシュバルツさんはこの指輪を二百万レト以上で売る自信があるということですね」

　シュバルツさんは驚おどろいた顔をここに来て始めて見せた。

「失礼ですが、二百万という数字はどのようにして導き出したのでしょうか？」

「買い取りは、売値の七掛がけぐらいかなと思いまして、そこから計算してみました」

「素晴らしい！　それを今頭の中で計算したということですな。ネロさんは商才も発現しそうです。しかし、七掛けは真っ当な商人くらいのものです。よろしい、良いものを見せて頂いたお礼に本音をお教え致いたしましょう。この手のコレクターに心辺りがございます。その方に見せれば三百万レトはかたいでしょう」

「なるほど……わかりました。今、五十万レトでお売りします」

「ほう。それはなぜですかな」

「お金よりも、シュバルツさんとのより良い関係を望むからです」

「み～」

「より良い関係ですかな？」

「はい。俺はハンター志望でこの町に来ました。ですがこの町に来てからまだ日が浅く、信しん頼らいできる人も余り居ません。シュバルツさんは人生経験も豊富だし、何かあれば相談にのっていただきたいと思える方です。そんな方との一いち期ご一いち会えを大事にしたいと思います。そんな方とお金だけの関係より、自分にとって大きな財産になると思うからです」

「一期一会ですか……なんとなく意味はわかりますな」

「俺の故郷の言葉で一生に一度の出会いを大事にするという言葉です」

「良い言葉です。商人の心構えにも通ずるものがございます」

「み～」

　もちろん、ミーちゃんともだよ。だけど、ミーちゃんとは一いち蓮れん托たく生しようの方が、あってるような気がするけどね。

「み～？」

　その後、明日から隣町に行くので道具を集めていることを話すと、シュバルツさんは色々アドバイスをくれた。その間、ミーちゃんはシュバルツさんの腕の中に居てモフられていた。

　そして、店の中からこれだけは買って行きなさいと、ランプを持ってきた。

　宿の部屋にある物より頑がん丈じようそうな作りで、後ろに付いている反射板が自由に広げられるようになっていて、光を当てる範はん囲いを調整できるようになっている。

　真っ暗な場所で光がないのは致ち命めい的、高くても頑丈な良い物を持つことが大事と言われた。

　他にも、保温具という物でスイッチを入れると温かくなる道具に、日ひ除よけの帽ぼう子しを薦すすめられたので買うことにした。保温具はミーちゃんがとても気に入ったからね。

「み～」

　シュバルツさんに精算してもらい、帰って来たらまた来ますと言ってお暇いとましました。

「み～」

「またのお越こしをお待ちしております」

　ミーちゃんの挨拶にも、ちゃんとキリッと対応するシュバルツさんはどこまでもプロだ。見習うべきことだね。でも、ミーちゃんを見る目はとても優し気に見えた。

　お昼の時間になったので、今日も広場のテーブルでミーちゃんにご飯を食べさせる。ミーちゃんに預けていた熱湯の入ったコップを出してもらい、確かく認にんすると熱湯のままだ。まったく冷めていない。今、沸わかして入れたと言われても、誰でも信じるだろう。

　よし、これで決まったね。ミーちゃんが食べ終わったら作戦開始だ。

　ミーちゃんが食べ終わるのを待ち、近くの雑貨屋さんで木製の皿と深皿を十枚ずつ買い込こみ、広場に戻もどり、周りの屋台で目についた美味しそうな物を注文して、買った皿に入れてもらいミーちゃんバッグに収納してもらう。ある程度買ったところで、パン屋に行き出来立てのホカホカパンだけを買ってミーちゃんに収納してもらった。

　これでいつでも出来立ての料理が食べられる。残りは、宿のドガさんに作ってもらおうと思う。

　夕方にはまだ早いのでハンターギルドに行く前に、約束していた武器屋に先に行くことにした。

「おっ、いいとこに来たな。丁度、終わったところだ」

「それは良かったです。午前中に紹介してもらった職人さんの所に行って来ました」

「そうか、なんだって？」

「とても良い品だと言ってました。修理と調整に十日ほど掛かるそうです」

「そうか、やっぱりいい物だったか」

　そう言って、店主さんはカウンターにボロだったとは思えないほど、見違えた短剣と小剣を置く。

「持ち手の皮を巻き直した。こっちの短剣は滑すべり止め程度だがな。どちらも見れば見るほど良い剣だ。この小剣は銘めいが打ってなかったが、名工が鍛えた剣に違いないな」

　握にぎってみるとしっくりくる。鞘さやも持って来た時はくすんでわからなかったけど、蔓つるが巻き付いたような模様が施ほどこされていた。

「それからな、その短剣どうやら投げて使う物のようだ。切るのではなく、刺すことを目的に作られている。重心も持ち手側じゃなく持ち手より少し前にあった。なので、投げて使うと判断した」

「ダーツや投げナイフってことですか？」

「そうだな、だが、うちで売っているような使い捨てのナイフと違い、大きく重量があるから相手に与あたえるダメージが大きくなる。反面、使い捨てにするにはもったいなさ過ぎる。投げたら回収してたんだろう。だから、使う人間が減り作られなくなったんだろうな」

　なるほど、いちいち回収するのは面めん倒どうくさいよね、外したら尚なお大変だ。それにしても、この短剣の鞘も綺き麗れいだな。緑がかった銀色のようだ。

「その短剣に関しては、何の金属を使っているかわからなかった。結構古いものだからな、失われた技術なのかもしれん」

　ＡＦアーテイフアクトだからね。古くて当たり前、遺物っていうくらいだから。

　店主さんは剣と一いつ緒しよに剣帯も一緒につけてくれた。肩かた下げとベルトが一体式のずれ落ちないタイプの物だ。なかなかに格好良い代しろ物ものだね。

「いいもん見せてもらった礼だ」

　その場で着け方を教わり装着して小剣と短剣も取り付け、コートを羽織るとまったく帯剣しているのがわからない。気に入りました。俺なんかが良い武器なんか持っていたら絡からまれるからね。

「ありがとうございます」

「言っとくが、間違っても自分から戦いに参加するんじゃねぇぞ。いい武器持ったからって、兄ちゃんが強くなったわけじゃねぇんだからな」

「はぃ……肝きもに銘めいじておきますぅ……」

　ちょっとへこんだ状態でギルドに来ました。パミルさんとプルミを見つけたので行ってみる。

「猫さま～」

「あら、ネロ君。勇ましい格好ね」

「え？　どういう意味ですか？」

「コートの中に剣か何か装備してるでしょう？」

「わかるんですか？」

「わかるわよ。これでもハンターギルドの主任よ」

　なるほど、説得力がありますね。見る人が見ればバレバレなんですね。またへこんでしまう……。

「それで来てもらった件なんだけど、この手紙を向こうのハンターギルドに届けて欲しいの。それとこれが引き取り証、あとは地図ね」

　そうだね。これがないと向こうで路頭に迷うところだった。

「それから、明日の朝は六の鐘かね出発だから、遅おくれないで西門まで行ってね」

「はい。わかりました。それで俺と一緒に行く商隊はどこの商会なんでしょうか？」

「あら、言ってなかったかしら？　アルター商会よ。この町でも五本の指に入る大おお店だなね」

　ふーん。そうなんだ、まったく知りません。

「最後に何か起きた時は、ハンターの指示に従うこと。今回護衛の依い頼らいを受けたのは中ちゆう堅けんの信頼できるパーティーと、若手だけどこのギルドで一番期待されてるパーティーだから、彼かれらの指示に従っていれば間違いないわ」

「わかりました」

「無理はしないで気を付けて行くのよ。帰りは向こうのハンターギルドで手配してくれるように手紙に書いておいたから、勝手に帰らないようにね」

　勝手に帰ろうと思ったところで、どう頑がん張ばっても無理だと思います。実力的に……。

「もちろんです。まだ死にたくありません」

「よろしい。ミーちゃんも気を付けるのよ。ネロ君から絶対に離はなれちゃ駄目だからね」

「み～」

「あ～ン。ミーちゃんと会えない日々が続くと思うと憂ゆう鬱うつだわ……」

　ははは……パミルさん。何も言うまい。

「猫様～。やっぱりいっしょに行きます～」

　遠えん慮りよしておくよ。プルミ。

　さて、用件も済んだので、宿に戻りますか。ミーちゃん。

「み～」








ミーちゃん、はしゃぎ過ぎて女将おかみさんに怒おこられる。






　宿に戻もどり、予定通りドガさんに料理を色々作ってもらう。

「こんなに作ってどうすんだよ」

　って言われましたが、秘密ですが無む駄だにはしませんと答えておいた。

　部屋で持ち物の確かく認にんをおこない、必要のない物はミーちゃんバッグに収納。これで準備は万ばん端たん、夕食まで時間があるしミーちゃんと少し遊びましょう。

　テーブルの上にちょこんとお座すわりしているミーちゃんに、猫ねこじゃらしを見せる。キラリンっとミーちゃんの目が光る。

　ミーちゃんの足元に猫じゃらしのフサフサ部分をヒラヒラっとさせる。

　テシッ！

　残念！　惜おしかったね。ほーれ、ほーれ、テシッ、ヒラヒラ、ヒラヒラ、テシッ、テシッ。

「み、み～」

　ミーちゃんの目が本ま気じモードに変わり、お互たがいに真しん剣けん勝負と相成ってきました。

　ヒラヒラ、テシッ、テシッ、テシテシテシテシ……。ヤバイ、ミーちゃんが壊こわれそうだ。

　ヒ～ラヒ～ラ、パシッ！　ちょっとだけ手を抜ぬいてあげると、見事キャッチ。

「み～！」

　ミーちゃんのどや顔炸さく裂れつ！　ぐはっ……ネロは会心の一いち撃げきを受けた。な、なんて破は壊かい力りよく。恐おそるべし、ミーちゃんのどや顔……。

　今度はレーザーポインターを使ってみる。テーブルの上に光を当てる。テシテシ。

「み～？」

　フフフ……これからだよ。ミーちゃん。

　光をゆっくりとテーブルの下に移動させる。

「み～！」

　ミーちゃんもテーブルから飛び降りて、光を追いかける。足元でクルクル円を描えがくとミーちゃんもクルクル回り出す。こ、これは面おも白しろい！　動きを速めてみるけど、問題なくついてくる。部屋の壁かべにも当ててみる。

　ターン！　テシッ。おぉー、いつものおっとりミーちゃんからは想像もつかない動きだ。よし、これならどうだ！　天てん井じように光を移動させてみる。さすがに無理だろう。

　ターン！　ターン！　テシッ！　クルクル、シュタッ！

「み～！」

　さ、三角飛びだと！　神様の眷けん属ぞくは化け物か！

「あんたたち、煩うるさい！　静かにおし！」

　女将さんが部屋に怒ど鳴なり込こんで来た……。

「すみません……」
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「みぃ……」

　ちょっとやり過ぎたかな。反省です。

　女将さんが出て行った後、ミーちゃんが飛びついてきて俺おれの顔をペロペロ舐なめてくる。よっぽど遊べて嬉うれしかったのかな？　これからはもう少し頻ひん繁ぱんに遊んであげよう。ごめんね、ミーちゃん。

　夕食の時間が来たので下に降りて行き夕食を食べる。メニューはナポリタンの肉団子入りだ。こりゃうめぇーって感じです。お上品に食べるのではなく、がっつくというのが似合う料理でした。

　食べ終わった後は、ミーちゃんにカウンターで看板娘むすめとしてお客さんに愛あい嬌きようを振ふりまいてもらい、その間に共同浴場に行ってくる。明日から当分の間、お風ふ呂ろに入れないからこれ大事。

　番台でフルセットをお願いして、三助さんには当分の間来れないことを説明しておく。気を付けて行って来いよと言ってもらえ嬉しかった。

　お湯を堪たん能のうしてマッサージも終わり共同浴場をあとにする。

　宿に戻り、看板娘のミーちゃんを抱だっこして女将さんに桶おけにお湯を貰もらい、部屋でお風呂に入れてあげる。いっぱい運動したからミーちゃんも気持ち良さげ。そこではたと気付いた、ミーちゃん用の桶を買ってない……。もう、お店は閉まってる。仕方ない、女将さんに借りれないか相談しよう。

「構やしないよ。なんなら、その桶あげるよ」

　ははは……。お借りしときます。帰って来たら必ずお返ししますので。

　明日も早いし寝ねようか。

「み～」

　翌朝、部屋の荷物の最終確認をして、朝食を食べ宿を出る。

「気を付けて行ってくるんだよ。ほら、これはお昼ご飯だよ」

「ありがとうございます。行ってきます」

「ミーちゃんも気を付けるんだよ」

「み～」

　女将さんに別れを告げて、大きなリュックといつものバッグ、テントを担かついで西門に向かう。さっき五の鐘かねが鳴ったばかりなのに、既すでに荷馬車も人も大勢居る。

「すみませ～ん。ハンターギルドの者ですけど、ご担当者様はどちらですか～」

　一人の四十代前後の方が、俺の声に反応して向かってくる。

「私がこの商隊の責任者のゼフです。あなたのことはハンターギルドさんから承うけたまわっていますよ」

「ネロです。こっちはミーちゃんです」

「み～」

「これはこれは、可愛かわいらしいギルド員さんですね」

　ミーちゃんを見た責任者のゼフさんは、ミーちゃんに微笑ほほえみかけている。

　また、俺はアウトオブ眼中ですか……。良いんですよ、別に。ミーちゃんが褒ほめられれば嬉しいですからね。

「護衛をしてくださるハンターを紹しよう介かいしますね」

　そう言って武装した集団の場所に連れてこられた。

「こちら、護衛の責任者のファーレンさんです。基本は私の指示に従って頂きますが、非常時にはファーレンさんの指示に従ってください」

「ネロです。こっちはミーちゃんです。道中よろしくお願いします」

「八つ眼めの牙きばのリーダー、ファーレンだ。何度か顔合わせてるよな」

「はい。買い取りカウンターで何度かお見かけしています」

「そんな硬かたくならなくていいぞ。これから少しの間一いつ緒しよなんだからな」

　他のハンターさんたちとも挨あい拶さつを交かわす。若い方のパーティーは輝かがやく聖せい剣けんというらしいね。挨拶すると、わぁミーちゃんだ、とかこんな近くで見たのは初めてだ、と言っていた。

　そんな中、見知ったハンターが居る。レインだ。

「俺もそろそろハンターとして独り立ちしたいからな。護衛の一つもできないといっぱしのハンターって言えねぇから、知り合いのファーレンさんに頼たのんで臨時でパーティーに入れてもらった」

　なるほど、それでは頑がん張ばってくれたまえ。俺もその護衛対象の一人だからね。

　それから出発前の間に、ファーレンさんから注意事じ項こうと大体のスケジュールを聞かされた。初日と最終日は町道沿いにある村に泊とまり、中二日間が野宿となる。大雨にでも見み舞まわれない限りは、移動を優先させるなどの説明を受ける。

「モンスターの襲しゆう撃げきは我々に任せろ。君は自分の身とその子猫を守ることに専念してくれ。なぁに、隣となり町まちに行くだけだ、我々にはいつものことだから安心してくれていいぞ」

　ハンターさんたちはみんな頷うなずいている。

「それでは、準備も整いましたので出発しましょう」

　ゼフさんがみんなに声を掛かけると、今まで以上に慌あわただしくなった。

　じゃあ、俺たちも荷馬車に行こうか。ミーちゃん。

「み～」

　ゼフさんに指示された二番目の荷馬車に来た。

　荷馬車といっても、馬じゃなかった……。引くのはでかいトカゲさんです。今は伏ふせている。

「兄ちゃん、バムを見るのは初めてか？」

　この荷馬車の御ぎよ者しやさんのようだ。

「はい。人を襲おそわないんですか？」

「オイオイ。馬ば鹿か言っちゃいけねぇよ。バムは草食だぜ。見ろよ、このつぶらな瞳ひとみを。襲うような奴やつに見えるか？」

　確かに蛇へびのような鋭するどい顔ではなく、もっと丸っこい愛嬌のある顔をしている。

　ミーちゃんがバムの顔をスンスンしてから、鼻と鼻をくっつけ合っている。

「ガハハ。そっちの猫ちゃんの方が、よっぽどわかってるな」

　ミーちゃんはバムの体を這はい上がり、頭の上にちょこんと乗る。ミーちゃん大物ですなぁ。

「ネロです。バムの頭に乗ってるのがミーちゃんです」

「俺はこの荷馬車の御者のバンだ。よろしくな。兄ちゃん」

　ネロと名乗っているのに……。この世界の人ってみんなこうなの？

　急に甲かん高だかい笛の音が響ひびき渡わたった。

「ほら、兄ちゃんこっちに乗りな」

　荷馬車の後ろにハンターさんたちが乗り込んだ。俺もバンさんの指示に従いバンさんの横に座る。

　バンさんの一声で伏せていたバムがミーちゃんを頭に乗せたまま起き上がった。ちょっとハラハラするね。落ちないうちに戻って来てね。ミーちゃん。

　ミーちゃんはこちらを向いて首をコテンと傾かしげ、だいじょう～ぶだよ～といった顔をしてからバムの頭の上で前向きにお座りした。

　先頭の荷馬車から順々に動き出し門に向かって行く。その荷馬車を引くバムの頭の上に座っているミーちゃんの姿は、なんと勇ましく神こう々ごうしくさえ見えてくるから不思議。さすが、神の眷属だね。

　商隊が門を出るころになると、ミーちゃんは飽あきてしまったのか、ピョン、ピヨンとバムの背中を渡って戻って来た。

「おかえり、満足した？」

「み～」

　満足したみたい。ミーちゃんは俺の膝ひざの上で丸くなって寝てしまう。

　荷馬車の歩みは人より若じやつ干かん速い程度、俺は町の外の風景や匂においを満まん喫きつしながら、これから行くクイントの町に思いを馳はせる。

「バンさん。モンスターって頻繁に出るんですか？」

「ん～、そうだなぁ、初日はそれほど出ることはねぇな。気を付けるのは明日からだな」

　初日は、まだ町が近いのでそれほどモンスターに襲われることはない、今日泊まる村以降は当分人里のないモンスターのテリトリーになる。特にこの商隊だと三番目の荷馬車が狙ねらわれることになるそうだ。一番食料品が載のっているからだ。

「盗とう賊ぞくなんかは出ないんですか？」

「盗賊か？　この辺にはそんな度胸のある盗賊なんて居ねぇな」

「盗賊に度胸が関係あるんですか？」

「兄ちゃん、考えてみな。盗賊が居たとして、そいつらどこで生活してるんだ？」

「どこかにアジトでも作るんじゃないですかねぇ」

「クアルトのような防ぼう壁へきに囲まれた町でさえモンスターに襲われ被ひ害がいが出るんだぜ。たとえどこかにアジトを作ったとしても、何日耐たえられるかってことだ」

　なるほど、盗賊にとっても最大の脅きよう威いはモンスターということだ。そこまでのリスクを背負って盗賊する人は居ないってことなのかな？

「だからって、居ないとは言わねぇよ。この辺には居ないというだけだからな」

　ありゃ、そうなの？　話を聞くと、他の場所にはモンスターと渡り合える戦力を持った大盗賊団というのも居るらしい。ただ、国公認の盗賊団のようになっているとのこと。

　どうしてそんなおかしなことになっているかと言えば、モンスターと渡り合える戦力を持っているからだ。単純にその大盗賊団が居る場所は、モンスターの被害が少ない。モンスターに襲われれば命にかかわるけど、大盗賊団に襲われても身みの代しろ金きん次し第だいで命は助かる可能性がある。

　そして最大の理由が大規模なモンスター討とう伐ばつの際、大盗賊団は傭よう兵へい団として雇やとわれる。

　なんともご都合主義的立場だね。人間が一番安く手っ取り早い戦力とはよく言ったものだけど、なんとも世せ知ち辛がらい世の中だよ。それを良しとしている国もある意味凄すごいね。

　そんな話をバンさんと話していたら、あっという間にお昼を過ぎていたようだ。なんでわかったかって？　ミーちゃんがお腹なか空すいたよ目線を向けてきたからです。

　バンさんにお昼はどうするのか尋たずねると、止まって食べることはないので個人個人で食べるそうだ。後ろを見ると、ハンターさんたちは何かを食べている。バンさんも自分のバッグから、堅かたいパンのような物を出してかじりついた。

　パミルさんが保存食を必ず持って行けと言っていたのは、こういう理由からか。納なつ得とくしました。

　取り敢あえず、ミーちゃんからご飯を食べてもらおう。荷馬車が揺ゆれるので、猫缶かんを最初に食べてもらい、食べ終わった後にミネラルウォーターを皿に注いで飲ませてあげる。こぼさないようにするのが大変だった。

　ミーちゃんが満足したところで、女将さんから渡されたお昼ご飯を食べる。中身はホットサンドだ。玉子が入ったものと、野菜とお肉が入ったものの二種類だ。どちらもケチャップが入っていてとても美お味いしかった。俺もミネラルウォーターを飲み、気力体力を回復させる。

　なぜなら、荷馬車の御者台に座っているせいでお尻しりが痛いから。これは慣れるしかないのか？

　一度、レインが見回りと称しようして遊びに来たりした。どうやらミーちゃんをモフりたかったようだ。

「うわぁ、やわけぇ」

「み～」

　ミーちゃんはモフモフっていうよりやわやわ、むにゅむにゅだからね。

　レインが帰った後も、バンさんと話をして時間を潰つぶしていると陽ひが落ちる前に目的の村に着いた。

　村は木製の防壁に囲まれていて、見た目には村に見えなく砦とりでのように見える。畑は外にあり柵さくで囲われている。そんな砦のような村の門をくぐり、商隊は村の端はしで止まった。

「今日はここで一泊ぱくです。村の井い戸どはお借りしましたので、使ってもらって構いません。クアルトの隣村とはいえ宿はありませんので、できるだけ荷馬車の近くで寝てください」

　と、ゼフさんから説明を受け解散となった。荷馬車の近くで寝ろって言ったって、ただの空き地だよ。ここ……。

　バンさんたちはハンターさんたちとバムを連れ、村の外でバムに草を食べさせに行っている。

　俺は荷馬車から離はなれすぎない村の木製の防壁の傍そばに、テントを設置することにした。これがなかなか大変、説明書を見ながら四苦八苦して組み立てる。

　ポンと投げてパンと広がるテントが欲ほしい。向こうの世界に居た時にもアウトドアなんて経験がない。テントで寝ることすら初めて。結果、設置し終わった頃にはすっかり日が暮れていた。

　足を伸のばして寝ることはできないけど、丸くなれば寝れないことはないね。雨風凌しのげるから寝ね袋ぶくろよりはましだろう。予備の毛布を下に敷しいて、ミーちゃんを降ろすと、毛布の上でコロコロし始めた。気に入って頂けたようでなによりです。

「み～」








ミーちゃん、村でゴブリンの襲しゆう撃げきにあう。






　俺おれがテントを組み立てている間に、バンさんやハンターさんたちが戻もどって来たようだ。途と中ちゆう、夕日が村を赤く染めあげていることに気付いたけど、ノスタルジックな感傷に浸ひたる暇ひまもなくテントを組んでいた。どれだけ、俺はテントに時間を掛かけていたのだろう……。見上げれば、満天の星だった。綺き麗れいだね……。

　戻って来たハンターさんたちは暗い中、隣となりでテントを組み立て始めている。こんなに暗いのによく組み立てられるなと思う。なんて思っていると、痛って！　だの、どこ触さわってんのよ！　とか聞こえてくる。夜目が利きかないのは、俺だけじゃなくて安心したよ。

　なので、邪じや魔まになるだけだから手伝いはできないけど、明かり持ちぐらいはしてあげようと思い、シュバルツさんお薦すすめのランプを持ってハンターさんたちの所に行く。

「おぉ、助かるよ」

「凄すごく明るいランプだな」

「ミーちゃん居ない……」

「いやぁ、明るいっていいな」

　若いパーティー、輝かがやく聖せい剣けんは男女混合なのでテントが二つ。八つ眼めの牙きばとレインは男性だけなので大きめのテント一つだ。

「そのランプ、頑がん丈じようそうだしとても明るいね」

「はい。知り合いの道具屋さんから、ランプだけは良い物を買いなさいって言われたので」

「それ、どこで売ってんの？」

　シュバルツさんのお店の宣伝になるかな？

「ウイラー道具店です」

「知ってるか？」

「確か、北の大通りにあったな」

「うげっ、高級店通りかよ……」

「君はもしかして、貴族の出なのかな？」

　どこをどう見ればそのような考えが浮うかぶのだろうか？

「まさか、そんな風に見えます？」

「着てるものも良い物だし、装備品も良さげだ。ハンターギルドの職員でもある」

「言われてみれば……ネロって何気に坊ぼつちゃん!?」

　レインくん、違ちがうからね。着ているものは普ふ通つうにこっちで買った服だし、装備品は買ったばかりの新品、職員といっても、正式な職員じゃなくアルバイト的なものなんですけど？　持って生まれた気品ってやつでしょうか？　ないない……。

「いたって普通の平民ですよ。お店は宿の女将おかみさんの紹しよう介かいです。ウイラー道具店は確かに高級品も扱あつかっていますが、このランプのように実用品で良い物も多く揃そろえている店です。店主のシュバルツさんも良い方ですしね」

「その子とミーちゃん、『憩いこいの宿木亭てい』に泊とまってるわよ。たまにカウンターにミーちゃん居るから、何度か夕飯食べに行ってるからよく見かけるわ」

「あそこ、飯美う味まいんだよなぁ」

「部屋が狭せまいのが難点だな」

「でも、値段も手ごろだし私はあの宿に移りたいわ」

「けど、人気があるから、なかなか部屋取れないんだよな」

　そうなんだ、帰ったら部屋取れなかったりしてね。

「そのランプ、見せてもらっていいかな？」

「どうぞ」

「なるほど、これで調整するのか、それにやはり頑丈だ」

　ハンターさんたちはランプを囲んで、あーでもない、こーでもないと話をしている。

「そろそろ、飯だってよ。皿とコップ持って来いだとさ」

　夕食の準備ができたと、バンさんが声を掛けて来た。

　ランプを受け取りテントに行きミーちゃんを抱だき上げ、料理を配っている場所に行く。

　料理を配っている場所はランプがいくつか設置されていて、明るくなっていた。メニューは野菜スープと焼いたお肉にパン。

　商隊の人たちは思い思いの場所に座すわって食べている。俺も料理を貰もらって、適当な場所に腰こしを下ろして夕食の準備。ミーちゃん用に大きめの布を敷しいてあげ、そこにミーちゃんの皿を並べてあげる。

「み～」

　ミーちゃんがおなかすいた～って顔をしているので、急いで猫ねこ缶かんを開けて皿に盛ってあげる。

「それじゃあ。頂きます」

「み～」

　ミーちゃんのもう一つの皿にも、ミネラルウォーターを注いであげる。いつも美お味いしそうに食べているね。そんなに美味しいなら今度ちょっと味見してみようかな？

　輝く聖剣の女じよ性せい陣じんが、俺の周りで食事を始める……ごめんなさい、俺じゃなくてミーちゃんの周りだね。

　輝く聖剣の女性陣がミーちゃんの周りに陣取っているせいで、必然的に他のハンターさんたちが集まって食べ始める。なんか食べ難にくいなぁ。

　野菜スープは素材の味が出て美味しいけど、お肉は塩を振ふって焼いただけなのでシンプル過ぎて味気ない。なので、ニンニク油を入れたペットボトルから、ほんのちょっとニンニク油をかける。掛け過ぎるとミーちゃんが嫌いやがるから気を付ける。

「それ、なに？」

　うっ、目め敏ざとく女性ハンターさんが見ていたようだ。

「ちょっとした味付け用の物ですよ」

「ふーん。ちょっと頂ちよう戴だいよ」

　ぐっ、そうきたか。貴重なニンニク油、ペットボトル分あるとはいえ、無む駄だにはできない。

「ケチケチしないで、ちょっとくらいいいじゃない」

「ハァ……かけ過ぎないでくださいね。貴重な物だし、この匂においミーちゃんが嫌きらいなんです」

「うっ、ミーちゃんが嫌い……」

　それでも誘ゆう惑わくに負けたようで、お肉に少し掛けていた。

「こ、これって！『憩いの宿木亭』の味じゃない！」

　あぁ、そんな大きな声で言わなくても……。

「まじかよ!?　ネロ。俺にもくれ！」

　あぁ、レインの奴やつ、ドバドバ掛けやがった。

　ハンターさんたちが、なんだなんだと寄って来て『憩いの宿木亭』の味と聞いて、ニンニク油を自分たちのお肉にかけていく。ペットボトルが戻ってきた時には半分近くなくなっていた。どんだけかけてんだよ！　貴重な調味料が……。

「アハハハ……ごめんね」

　良いんです。なんとなくこうなるのはわかっていました……。

　食事が終わり、井い戸どで食器を洗い桶おけに水を汲くみテントに戻り体を拭ふく。まだ寝ねるには早いかな。

　夜空が月のない満天の星といっても、さっき七の鐘かねが鳴ったばかりだ。鐘が鳴ったといっても、木の板みたいなのを打ち鳴らしただけだけどね。それにしても、どうやって時間を管理しているのだろう。帰ったらギルドの書庫で調べてみよう。

「ミーちゃん居るぅ？」

「み～」

　あぁ、ミーちゃん応こたえなくても良いのに。テントを出ると、輝く聖剣の女性三人組が居ましたよ。

「なんですか？」

「ミーちゃんを抱っこさせて欲ほしいの」

「どうする？　ミーちゃん？」

「み～」

「ミーちゃんの嫌がることしないでくださいね」

「「「そんなこと、しないわよ！」」」

　見事にハモった。ミーちゃんを女性陣に渡わたしてあげる。早く帰っておいでよ～。

　その間に寝る準備をしておこう。歯を磨みがき、毛布をもう一枚出す。使わない荷物はまとめておく、これで良いかな。テントの外ではキャッキャッ、ウフフと姦かしましい。

　することもないので、ＡＦアーテイフアクトの短たん剣けんの鑑かん定ていをする。何度か鑑定しているけど、ＡＦ　スローイングダガーとしか出たことがない。パミルさんのようにどんな効果があるかまでは、鑑定できないんだよね。

　できるだけ普ふ段だんから鑑定して、熟練度を上げるように心こころ掛がけてはいる。荷馬車でバンさんと話をしながらも、草や花なども鑑定していた。どれだけ効果があるかはわからないけど、やって損はないと思う。ちなみにまだ投げたことはありません……。だってどこ飛んでいくかわからないでしょう？　今度、ハンターギルドの訓練場で的に向かって投げてみようと思う。

　短剣を持ち鑑定してみても、やっぱり変わらない。見る角度を変えたり、抜ぬいて刃はを見たり、寝っ転がりながら見てもやっぱり変わらなかった。鑑定にも飽あきたのでミーちゃんに声を掛ける。

「ミーちゃん。そろそろ寝ようよ」

「み～」

「「「えぇー」」」

　ミーちゃんがテントに入ってきた。横になると傍そばで丸くなる。なぜか、女性陣も入って来ようとする。なんですか？

「ミーちゃんと添そい寝しようと思って……」

「け、結構です！」

「「「えぇー」」」

　なに考えているのだろう。このテントに四人も入るわけないじゃない。って、そういうことじゃないし！　なんか疲つかれたよ……。

「ミーちゃん、おやすみ」

「み～」
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　ドン！　ガン！　カンカンカン！

　うーん。何か外が騒さわがしいなぁ。まだ寝てからそんなに経たってないような気がするけど。

「ネロさん。モンスターの襲撃です。一応起きてください」

　ゼフさんがテントの外から声を掛けてきた。って、モンスターの襲撃！　ガバッと起きてテントの外に裸足はだしで出てしまった。

「そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ゼフさんはなぜ、そんなに落ち着いていらっしゃるの？

「ですが、モンスターの襲撃なんですよね!?」

「この村の警備団の方も居ますし、我々のハンターも加勢に加わっていますから、問題ないでしょう。ですが、一応着き替がえておいてください。もしもってこともありますからね」

「わ、わかりました」

　テントの中に戻り着替える。着替えるといっても靴くつ下した履はいてシャツを着るくらいだ。外に出て装備を身に着ける。大事な物はすべてミーちゃんバッグに収納しているので問題はない。寝ているミーちゃんを抱っこして、いつものバッグを持って商隊の人たちがいる場所に行く。

　こんな中で寝てられるミーちゃんって凄いね。

「どうなんですか？」

　バンさんがいたので聞いてみた。

「どうやら、それなりに大きなゴブリンの集団のようだな」

「大丈夫なんでしょうか？」

「わからん。俺たちは戦えねぇからな。どうしようもできねぇよ」

　近くの木製の防ぼう壁へきからも、外から何かで叩たたかれるドン！　ガン！　という音が聞こえてくる。

「不ま味ずいですねぇ……」

　ゼフさんが不安になる言葉を発しているのだけど……。

「こちらにハンターを呼び戻しましょう」

　商隊の一人がゼフさんの指示で走って行った。

「みなさん。荷馬車を村の中央に移動させてください。急いでお願いしますよ！」

　俺も明かり持ちとして手伝い、荷馬車を移動させる。村の中央ではかがり火が多数掲かかげられ、村人が集まっていた。

　その村人たちを囲うように荷馬車を配置して行く。バムは荷馬車から外されて、村人と一いつ緒しよに内側に入れられた。バムは本当に竜りゆうとは名ばかりのおとなしい生き物のようだ。

　囲いを広げる為ため、この村の荷馬車もここに移動されバリケードを作っていく。

　ハンターさんたちと村の警備隊がこちらに向かって来た。

「不味いな。門が破られるのも時間の問題だ……」

　ファーレンさんがゼフさんに報告している。

「それで、警備団はなんと？」

「ここで待ち受ける他ないだろうと」

「勝てるのですか？」

「やるしかないだろう。逃にげる場所なんてないんだ」

「増ぞう援えんは？」

「囲まれる前に警備団の一人が馬で出た。救きゆう援えんが来たとしても明日の昼前だ」

　相当に不味い状じよう況きようじゃないの？　夜が明けるまでには、まだまだ時間がある。夜が明けたとしてもゴブリンが退くとは言えない。ここでゴブリンを撃げき退たいするか救援が来るまで守り切る以外ないようだ。これって相当不味い状況じゃねぇ？

　村長さんらしき人が荷馬車の上から、全員に向けて声をあげる。

「動ける者は武器を取れ！　モンスター共を倒たおさぬ限り朝を迎むかえられぬぞ！」

　な、なんてことだ。こんなことになるなんて……聞いてないよぅ……。

　ミーちゃんもさすがに目を覚まし、何が起きているの？　ってキョロキョロ周りを見ている。

　俺にも武器が回ってきた。槍やりと何とか呼べるような代しろ物ものだ。ないよりはましってくらいだ。

　近くで泣いている五、六歳さいの女の子の前に屈かがみ、その女の子にミーちゃんを抱っこさせる。

「お兄ちゃんの代わりに、ミーちゃんを守ってくれるかい？」

　女の子はキョトンとした顔になり泣き止やんで、抱いているミーちゃんを見つめてから俺を見てコクンと頷うなずいてくれた。女の子とミーちゃんの頭を撫なでて、バッグを荷馬車に引っ掛けバリケードの外に出る。

「みぃ……」

　ミーちゃんの寂さびし気な鳴き声が聞こえたけど、振り向くことはしない……。死ぬつもりは毛頭ないからね。後ろ向きのまま手だけ振っておく。精せい一いつ杯ぱいの強がりだよ。

「戦った経験は？」

　緊張している俺を見かねたのか、ファーレンさんが声を掛けてきてくれた。

「実際に戦うのは初めてです。最悪の初うい陣じんですよ」

「そうか。ひとつだけ……そう、ひとつだけ助言させてもらおう。モンスターに情けを掛けるな。何も考えず、ただ止とどめを刺させ」

　言っていることはわかるけど、虫一匹ぴき殺せないような俺がそんなことできるのだろうか？　ハンターを目指す以上いつかは経験しなくてはいけないことなのだろうけど、余りにも余よ裕ゆうがなさすぎるよ。震ふるえていないのが不思議なくらいだ。

「善処します」

「できるだけ近寄らせんようにはするがな」

「ゴブリンハンターの本領発揮だぜ！」

　脳筋は気楽で良いよね……レイン。でも、期待はしている。

　遠くで、何かが倒れる音が聞こえた……。

「来るぞ！」

　警備団とハンターさんたちが俺より少し前に移動する。

　かがり火と星明かりのおかげで、こちらに走って来るモンスターの影かげが見える。荷馬車の上から矢が放たれ、モンスターが倒れるのが見えた。

　他にも急にかがり火から拳こぶし大の火の玉が飛んで、モンスターたちを倒していく。あれがスキルの力なのだろう。だけど、火の玉が飛ぶたびに、かがり火の火が弱くなっている。油をかけて！　って輝く聖剣の女性ハンターさんが叫さけんでいる。凄いスキルだけど使い勝手は良くないようだ。

　まだ、前で戦っているハンターさんたちのおかげで、俺の所まではモンスターが来ていない。モンスターを鑑定すると、ゴブリンと出ている。ゲームなんかだと最弱に部類されるモンスターだけど、実際目の前にいるゴブリンはそうは見えない。

　体長は百五十前後のガッチリした体型だ。鑑定ではやや弱いと出ているけど、弱いと言っても、ややだよ、やや！　非常に弱いと出る俺と比べたら、めちゃくちゃ強いじゃん！

　村の反対側の門も壊こわされたようでゴブリンが増え始める。その為、戦力が分散され守りの層が薄うすくなってくる。俺とは別の場所で、前で戦っている人たちの脇わきをすり抜けてバリケードに迫せまっているゴブリンもでてきた。

　そして、とうとう俺の目の前にもやってきた……。ゴブリンが俺の目の前五メルぐらいまで来た時、ゴブリンの足に矢が刺さる。足を引きずりながらも、ものすごい目つきで迫ってくる。なんて目力、動こうとしても俺の体がいうことを聞かず固まっている。う、動かないんですけど……。

「なにしてる！　止めを刺せ！　死にたくなかったら動け！」

　レインの声か、ファーレンさんの声なのか誰だれの声かはわからない。わからないけど、そのおかげで今まで切れていた体のスイッチが、カチッと入った感じがした。そうだ、俺はこんな所で死ぬわけにはいかないんだ。

　スイッチの入った体は、勝手に動いたとしかいいようがないほど、自然に槍でゴブリンを突つき刺した。我に返ると、ゴブリンが折れた槍ごと、うつ伏ぶせに倒れて動かなくなっている。ゴブリンが倒れた際に槍が折れてしまったらしい。一いつ瞬しゆんだけど記き憶おくが飛んだようだ……。

「いいぞ！　ネロ、気を抜くなよ！」

　そうか、これは俺がやったんだ……なんか他ひ人と事ごとのように冷静だな。もっと心を乱すかと思ってた。いや、違うな逆にマヒしているのかもしれない。どんな感情も湧わいてこない。今は助かる……。

　一息つく暇もなく、またゴブリンが目の前に現れる。

「すまん！　こっちは手が離はなせん！」

　今度は矢の援護がないらしい。手元に槍もない。腰に手をやる。小剣と短剣が指に触ふれた。短剣をゴブリン目掛け投げつけるけど、ゴブリンの頭の上を飛んで行った……。

　ゴブリンがそんな飛んで行く短剣をいやらしい笑いと共に見送る。

　最初から当たるとは思っていない、気をそらす為の一手だ。ゴブリンの気が短剣に向いた時には小剣を抜いて走り、ゴブリンを倒していた。

　何とかなったと思った時、目の前に半はん透とう明めい板が現れる。なんだ、これ？　って思ったけど、今は気にしている暇はない。

　生き残ることが先決だ。








ミーちゃん、猫ねこ用品大だい活かつ躍やくです。






　目の前にチラチラと透とう明めいな板が目め障ざわりだ。頼たのむから後で見るから消えて欲ほしいって思ったら、消えたね……。

　周りを見る。まだ俺おれの近くにはゴブリンは居ない。手にあるのは小剣けんのみ。使っていた槍やりは折れて使い物にならない。どうしようか……と腰こしに手をあてて気付く。投げたはずの短剣が鞘さやに収まっている。あれ？　とんでもない方向に飛んで行ったよね？　あとで探すの面めん倒どうって思ったほどにね。

　試ためしに、ファーレンさんに襲おそいかかろうとしているゴブリンに短剣を投げる。今回は余よ裕ゆうを持って投げたおかげで、ゴブリンに突つき刺ささりゴブリンの動きが鈍にぶった。

　そして、ファーレンさんはそのゴブリンに止とどめを刺す。

「助かった！　感謝する！」

　腰に手をやると短剣がある……こ、こいつは凄すごい！　おそらくだけど一定時間経たつと鞘に戻もどってくるのだろう。

　そうとわかれば、外したとしても気にする必要はないので、目の前のゴブリンに力ちから一いつ杯ぱい投げつける。力一杯投げたせいでコントロールできず短剣はゴブリンを掠かすめて飛んで行った。だけど傷を負ったせいでゴブリンの動きが格段に悪くなっている。

　この調子で味方に当てないように、致ち命めい傷しようにならなくても確実にダメージを与あたえるように投げ続ける。あとは味方がなんとかしてくれる。それに、だんだんとコツが摑つかめてきたようで、狙ねらった所に飛んで行くようになってきた。

　そのせいもあってかファーレンさんたち、前で戦っている人たちの戦せん況きようが持ち直してきた。これなら勝てると思った矢先に、遠くから大きな咆ほう哮こうが聞こえた。

「不ま味ずいぞ！　ボスが来るぞ！」

　ボスって……もうお腹なか一杯なんですけど。

　ゴブリンたちが引いて行く。引いて行く先に二メル以上ある影かげがある。ハンターさんたちと警備団の人たちが集まって来る。

「ちっ、ここでボスの登場かよ！　俺、上位種とは戦ったことねぇぞ！」

　どうやら、ゴブリンハンターのレインもボス戦は初めてのようだ。

「最初から狙っていたんだろうな」

「全員行けるか？」

　みんなが話をしている間に、荷馬車に掛かけていたバッグの中から大きな水すい筒とうとミネラルウォーターを出して水筒にミネラルウォーターを混ぜ、それをファーレンさんに渡わたす。

「あぁ、ネロ君。済まない」

　ファーレンさんが少し飲んで、他の人に回す。順々に回して戻ってきた時には空だった。これで少しは回復してくれれば良いけどね。俺はもちろん直接ミネラルウォーターを飲んだよ。

「水が旨うまいな」

「それが生きてるって証しよう拠こだ」

「疲つかれが少しとれたわ」

「さぁって、もう一丁やりますか！」

　こちらの準備が整うのを待っていたかのように、巨きよ大だいな影が動き出した。わざわざ待っていたのか？　それほど余裕があるのだろうか？

　かがり火と星明かりに浮うき上がったのは、巨大なゴブリン……。

　鑑かん定ていするとゴブリンリーダー、ゴブリン五十匹ぴき分の強さと出ている。少し鑑定の熟練度が上がったのかな？　だとしても、わかり難にくいですよ、鑑定さん。

　ファーレンさんを鑑定すると、ゴブリン三十匹分の強さと出た。ちなみにレインは三十七匹分の強さになっている。ＡＦアーテイフアクトの力の指輪のおかげでファーレンさんより強いみたい。だとしても、あのゴブリンリーダー、ゴブリン五十匹分って凄く強いのかも……。

　ゴブリンリーダーは大きな片手剣と盾たて、鎧よろいまで装備している。重装備といって良いほどの姿だ。あれって誰だれが作ったんだろうね？　どう見ても人のサイズではなく、ゴブリンリーダー用に作られた物のように見えるよね？　ゴブリン社会にも職人さんって居るのだろうか？　もし居るのなら、それなりの文化があるってことになる。話し合いとかできないのかなぁ……。

　なんてことを考えていたら、みなさん相手が油断しているうちに、こちらから先制攻こう撃げき仕掛けたようだ。矢と火の玉がゴブリンリーダーを襲うけど、盾を振ふるって簡単にはじかれている。

　俺も短剣を投げるけど簡単に防がれる。あの巨体でなんて身のこなし、侮あなどれん。ゴブリン五十匹分の強さは伊だ達てじゃないようだ。

　警備団の人たちが槍で攻撃するけど、剣の一振りで数人が吹ふき飛ばされ怪け我がを負い、バリケード内に運ばれてくる。

「ポーションはどうした！」

「おかしい。血が止まらない！」

「これは……毒か？」

「気を付けろ！　あの剣に毒が塗ぬってあるぞ！」

「ポーションがもうないだと……」

　どうやら、不味い状況だ、在庫のポーションを使い果たしたようだ。うむー、どうしようか……って考える必要ないよね。助けないと！

　俺ごときではゴブリンリーダーの相手にはならない、ならできることは？　バッグからペットボトルを出して怪我をしている人のもとに向かい、傷口にミネラルウォーターをかける。傷口からブクブク泡あわが出て、傷が塞ふさがっていく姿は不気味だけど、ミネラルウォーターの効果は凄いの一言。

「それはポーションか？」

「初級ポーションです」

「そうか、助かる」

　怪我した人たちに少しずつかけていく。万ばん能のう薬やくでもあるから毒も一いつ緒しよに消えているはず。

「クッ、こいつ強いぞ！」

「隙すきがねぇ！」

「すまん！　矢が尽つきた！」

　向こうも不味い状態のようだ。何か俺にできることはないかな？　短剣を投げて気を引くか？　気を引く……？　そうか、その手があるか。一か八かだな。最悪、俺が標的にされる恐おそれがあるけどやってみる価値はありそうだ。

　ミネラルウォーターを呷あおりバッグからある物を取り出し、誰も居ない場所まで走る。短剣をゴブリンリーダーに投げつけ気を引き、用意した物をゴブリンリーダーに向けてヒラヒラ振る。そう、それはミーちゃんのおもちゃの猫じゃらし！

　ゴブリンリーダーが動きを止めて猫じゃらしを凝ぎよう視しする。何が起きたかわからず、ファーレンさんたちの動きも止まっている。

「今です！」

「お、おぉー」

　俺の声でファーレンさんたちの攻撃が決まり、ゴブリンリーダーが咆哮を上げた。ここでチャンスを逃のがすわけにはいかない、猫じゃらしを見せつけるようにヒラヒラさせる。ゴブリンリーダーは攻撃を受けているにもかかわらず、猫じゃらしが気になって気になって仕方ない様子。

　さすが、神様仕様のおもちゃだ。半はん端ぱない。

　しかし、ゴブリンリーダーというだけあって、必死に誘ゆう惑わくに抵てい抗こうしているのが見て取れる。が、とうとうゴブリンリーダーは誘惑に打ち勝てず、標的を俺に変えたようだ。

　ひょぇー、最悪パターンになってしまったよ……。

　なので、今度は猫じゃらしをひっくり返して、レーザーポインターをゴブリンリーダーの顔に向けて照射。今までが噓うそのように嫌いやがり始めて、盾で顔を覆おおい隠かくしてしまう。

「何が起きているかわからんが、チャンスだ！　畳たたみ掛けろ！」

「「「おぉー！」」」

　ゴブリンリーダーは顔を覆い隠したまま剣を振るっているので、そんな体勢ではまともに動くこともできず、ゴブリンリーダーの苦痛の咆哮が響ひびき続ける。

「「ここだ！」」

　ファーレンさんとレインの渾こん身しんの突きが決まり、ゴブリンリーダーに止めが刺された。凶きよう悪あくな巨体がゆっくりと倒たおれていく。

　ゴブリンたちがギーギー喚わめきながら、逃にげ出し始めた。

　どうやら、終わったようだよ……。

　ミーちゃん、疲れたよー。

　気が付けば、薄うっすらと夜が明け始めている。

　ゴブリンが居なくなり、安心したせいか腰が抜ぬけてへたり込こんでしまった。今、ゴブリンが戻って来たらアウトだね。

「立てるか？　ネロ君」

「こ、腰が抜けて無理です……」

「おい！　手を貸してくれ！」

　ファーレンさんが、近くに居たレインを呼ぶ。

「なんだ、腰が抜けたって？　ネロはダメダメだな」

「チビらなかっただけ、褒ほめてくれよ～」

「くくくっ、そうだな。良くやったなネロ！」

　完全にレインに馬ば鹿かにされている。悔くやしい。今に見ていろ。いつの日かネロ改となって平伏ひれふさせてやるんだからな！

　バリケード内に運ばれると、ミーちゃんが飛びついてきてスリスリ、ペロペロ攻撃が始まった。ゴブリンの攻撃が終わったばかりだけど、これはなんとも心ここ地ち好よい攻撃だ。これなら大だい歓かん迎げい。

「み～」

　ミーちゃんを抱だっこしてくれていた女の子の頭を撫なでてあげると、ニパッと笑って母親のもとに走って戻っていった。女の子の笑え顔がおが守れてほんとに良かったぁ。

　完全に夜が明け、明るくなると村の女じよ性せい陣じんが炊たき出しを始め、男性陣は門の修理を始める。

　ミーちゃんと戯たわむれているとファーレンさんがやってきた。村人の被ひ害がいは警備団の人が五人亡なくなったそうだ。怪我人は多数だが命に関わるほどではないらしい。五人も亡くなったのかぁ……。

　だけど、ファーレンさんに言わせれば、五人で済んだのは相当に運が良かったらしい。昨夜の襲しゆう撃げき規模なら多くの犠ぎ牲せいが出てもおかしくなかったそうだ。

「マナー違い反はんなのはわかっているが、教えて欲しい。あの短剣と最後のあれはなんだったんだ？」

「秘密にしてくれるなら教えてもいいですよ」

「約束しよう。誰にも漏もらさないと」

「短剣はＡＦアーテイフアクトです。最後のあれはミーちゃんのおもちゃですよ」

「ＡＦアーテイフアクトにおもちゃ……」

　短剣と猫じゃらしをファーレンさんに渡す。猫じゃらしを見たミーちゃんが、腕うでの中で招き猫になっている。今は遊びじゃないから我が慢まんしてね。

「みぃ……」

　ファーレンさんはじっくり見た後、返してくれた。

「ＡＦアーテイフアクトは納なつ得とくしたが、そのおもちゃで……なぜだ？」

「別に何でも良かったんです。注意が引ければ。それにこう使うと光が出るんです」

　ミーちゃんをガッチリホールドして、レーザーポインターを使ってみせた。暴れないで欲しいんだけど……ミーちゃん。

「なるほど、それで奴やつの目を狙ったのか……」

　ただの猫じゃらしにしかみえないから本当の効果はわからないはず。鑑定持ってなかったよね？

「今日の出発はない。明日の朝出発になる。ゆっくり休むといい」

　そう言ってファーレンさんは戻って行った。やっぱりそうなるか。確かにゆっくり休みたい。

　炊き出しができたようでみんなに配り始めた。皿を持って列に並び料理を貰もらって食べるけど、余り味がわからない。疲れているせいか半分寝ねてる感じだ。ミーちゃんは元気一杯でハムハム猫缶かんを完食して、ミネラルウォーターをチロチロ飲んでいる。

　テントに戻って寝よう。瞼まぶたが重い……。戻ろうとすると、ミーちゃんを抱っこしてくれていた女の子と、村のお子ちゃま数人がこちらに走って来る。なんだろう？

「猫ちゃん……」

　一緒に遊びたいのかな？　ミーちゃんどうする？

「み～」

「ミーちゃんの嫌がることはしないでね」

　女の子たちはウンウン頷うなずいてくれたので、猫じゃらしも渡して上げた。使い方は……まあ、良いか。ミーちゃんもお子ちゃまたちと遊べるのでうれしそう。

　テントに戻り倒たおれ込みたい衝しよう動どうを抑おさえて装備を何とか外し、ばったと倒れ眠ねむりについた。

　どのくらい眠ったのかな？　周りはまだ明るく、外が騒さわがしい。

　テントを出て村の中央に向かうと、見知らぬハンターさんたちが大勢居た。クアルトの町からの応おう援えんが着いたようだ。

「なんだ坊ぼう主ず、生きてたのか？」

　ガイスさん……なんて言い草なんでしょうかねぇ。俺は百歳さい以上生きて天てん寿じゆをまっとうする予定です。こんな所ではくたばりません。

「えぇ、この通りピンピンしてますよ」

「パミルの奴が坊主の安否を確かく認にんしてこいってうるさくてよ。まあ、生きてるなら問題ねぇや」

　この人、ハンターギルドの統とう括かつ主任ってなんか間ま違ちがっていると思います。

　ん？　向こうからミーちゃんがヨタヨタと歩いて来る。虚うつろな目をして、俺の前でパッタっと倒れた……ど、どうしたのミーちゃん！

「みぃ……」

　お子ちゃまたちが寄って来てミーちゃんの頭をなでなでして、またどこかへ行ってしまう。ミーちゃんを、抱っこしてくれていた女の子が猫じゃらしを返してくれる。女の子もミーちゃんを撫でてからみんなのもとに走って行った。

　どうやら、さすがのミーちゃんもお子ちゃまたちの体力には勝てなかったようだね。ミネラルウォーターを飲ましてあげるけど、いつものミーちゃんらしからぬ弱々しい飲み方。体もだいぶ汚よごれているし、後でお風ふ呂ろに入れてあげよう。

　ミーちゃんはミネラルウォーターを飲んで落ち着いたのか、可愛かわいい欠伸あくびを見せた。ミーちゃんもあんまり寝てないしね。テントに戻って寝かせてあげよう。

　ミーちゃんをテントで寝かせた後、町の状況がどうなっているか確認しに村の中央に行ってみる。村の中央に行くとゼフさんが居たので話を聞いてみた。

「昨夜はご苦労様でした。だいぶご活躍なされたとか」

「活躍ですか？　……死に物狂ぐるいだっただけだと思いますけど」

「それでも、ネロさんが居なければ、多くの犠牲を出していただろうと伺うかがっていますよ」

「運が良かっただけです」

「そうかもしれませんが、その運を大事にすることです」

　確かに、俺みたいな実力のない者はある意味、運に頼たよらないと生き残れない。運は大事だ。うん。

「ポーションの補ほ充じゆうもできましたので、予定通り明日の朝出発します。この村はクアルトのハンターにお任せすれば問題はないでしょう。それから、ネロさんが提供してくださったポーション代を村長さんから預かっています」

　そう言ってゼフさんが小さい袋ふくろを渡してきた。

「それは、この村の復興に使ってください。たいしたポーションを使ったわけではないので」

「わかりました。そう伝えておきます。それから、今回の報ほう酬しゆうですが戻ったらハンターギルドから出ますのでお忘れなく。職員さんに言うのもなんですけどね」

　多くのコアが手に入ったことと村の防衛に協力したことによる報酬だそうだ。ゴブリンはコアを取り除いた後、肥料や飼料に加工されるらしい。捨てるとこはないと言っていた。だから、レインのようなゴブリン専門のゴブリンハンターが居るのだろう。

　夕飯までもう少しある。ミーちゃんの所に戻ってもう少し休もう。

　やらなきゃいけないことも残っているしね。








ミーちゃん、またまた村でゴブリンの襲しゆう撃げきを受ける。






　テントに戻もどると、ミーちゃんはすーぴーと寝ね息いきをたてながら熟じゆく睡すいしていた。よほど、疲つかれたんだね。でも可愛かわいい寝顔だね。

　ミーちゃんを起こさないように注意して隣となりに座すわり、意識を集中する。出た。目の前に透とう明めいな板が現れる。スキル名が羅ら列れつされている。

　虚きよ偽ぎ、料理、幸運、直感、商才、苦痛軽減、火、投とう擲てき、剣けん技ぎ、恐きよう怖ふ軽減、気配察知だ。

　スキルをこの中から選べってことかな？　ゴブリンを倒たおしたことで魂たましいの器うつわが成長したんだろう。一つだけなのかな？　これは悩なやんでしまうな。取り敢あえず、順に確かく認にんしよう。

　一つ目の虚偽。虚偽って……。色々、心当たりが……。必要ないな。

　料理はなんとなくわかる。でも、俺おれは作るより食べる方が好きなのでパス。

　苦痛軽減と恐怖軽減は一見良さそうに思えるけど、これを今選んだら確実に死期が早まると思う。これは強くなって初めて役に立つスキルだね。今取っても害にしかならないからパス。

　商才は長い目で見れば有用なスキルだろうけど、今必要かといえば必要ないね。

　火スキルがあるのは目の前で見ていたからだろうか？　でも、使い勝手が悪そうだからパス。

　ここは生き延びることを前提に考えよう。俺に足りないのは攻こう撃げき力りよく。剣技を選んでも体力のない今は役に立たないだろうし、接近戦はする気がない。というより勘かん弁べんだね。とすると、中距きよ離り攻撃のＡＦアーテイフアクトの短剣を活いかす為ために投擲だろう。

　他には幸運かな、そもそも運が良ければ昨日のようなことは起こらないはず。だけど、運気上じよう昇しようと同じで未知数なんだよね。そうなると直感の方が良さそうだ。危険を感知してくれる可能性がある。どこまで具体的に感じるかが、わからないのがネックだけど。

　となると、気配察知なのかな？　モンスターの気配がわかれば回かい避ひできるだろうしね。問題はどのくらいの範はん囲いを感知できるかだ。周りを囲まれてから感知しても意味がない。

　うーん。悩みますなぁ。

　取り敢えず、投擲は確定だからポチっとな。ん？　まだ消えない、まだ選べるみたいだ。どうしようか……決めた。直感にしよう。透明な板は消えた。でも二つもスキルを得た。直感は幸運と悩んだけど、今の俺には直感の方が役に立つ気がする。スキルを二つ得たおかげで、気分的にちょっとだけ強くなった気がする。スキルも体と同じで鍛きたえないと役に立たない。頑がん張ばって鍛えよう。

　ファーレンさんたちは、応おう援えんに来たハンターさんたちとの引き継つぎを終えてテントで寝ているようだ。みんな疲れているのだろう。

　俺ももう少し寝よう。ミーちゃんの横で一いつ緒しよに丸くなって眠ねむった。

「み～」

　ミーちゃんの鳴き声で目が覚めた。テントの中が夕ゆう陽ひに照らされオレンジ色に染まっている。

　ミーちゃんにミネラルウォーターを出してあげると、元気良く飲み始めたのでもう体力も回復したのかな？　試ためしに猫ねこじゃらしを見せたら、プイっと横を向かれてしまった……。よほど、トラウマになったとみえる。当分、猫じゃらしはお預けかな。

　夕飯の時間になると、村の人がまた炊たき出しをしてくれたようだ。夕食をみんなととった後、薪まきと火種を貰もらいテントに戻りお湯を沸わかす。ミーちゃんのお風ふ呂ろである。ついでに自分の体も綺き麗れいに拭ふきたい。昨日は汗あせをかきっぱなしだった。冷や汗だけど……。

　ミーちゃんはハンターのお姉さんたちに見守られながら、まったりとお湯を満まん喫きつしている。お湯から上がったミーちゃんをタオルで拭いていると、一人のハンターのお姉さんがミーちゃんの毛が乾かわくように風を出してくれた。

　鑑かん定ていしてみると大気と出ている。風じゃないんだね。大気ってだいぶ大おお雑ざつ把ぱのような気がするけど、考えようによっては凄すごいスキルなのじゃないだろうか？　心惹ひかれるスキルだ。

　夜の帳とばりが下がった頃ころ、やっとお姉さんたちがミーちゃんをモフるのに満足したようなので寝ることにする。明日は早めに出発するみたいだから早く寝ないとね。目覚ましをセットしてミーちゃんと毛布にくるまった。

　どのくらい眠ったのだろう？　急に胸むな騒さわぎがして目が覚めた。ミーちゃんは夢の中で猫缶かんでも食べているのか、エアハムハムをしている。俺はすぐに着き替がえてテントの外に出た。

「どうした？　眠れないのか？」

　ファーレンさんが起きていたようだ。

「いえ、嫌いやな胸騒ぎがして……」

「嫌な胸騒ぎ？　ネロ君は何かのスキル持ちか？」

「昨日、直感スキルが身に付きました」

「直感スキルか、良いスキルだな。となると、何かあるとみた方がいいな。すまないがみんなを起こしてくれ。私はハンターたちの所に行ってくる」

「起こしていいんですか？」

「構わんよ。何かあってからでは遅おそいしな」

　ファーレンさんはそう言って、村の中央に歩いて行った。

　多少気が引けるが、みんなを起こす。そうしている間に、村人が走ってきてモンスターの襲撃を伝えて来た。

「またかよ。寝させてくれよ……」

　はぁ、その通りですね。二日連続って……。やっぱり幸運スキルを取るべきだったのか？　まあ、今日はハンターさんたちが大勢いるので安心だけどね。

　しかし、報告では昨日よりゴブリンの数が多いそうだ。ゴブリンからすれば昨夜のリベンジなのかもしれない。村の門は修理をしたといっても簡易的なものだし、この村の人々が油断してると思ったのかもしれない。俺でも狙ねらうなら今日だろうな。

　また、馬車を村の中央に集めバリケードを作る。大勢のハンターさんたちがバリケードの前を固めているので、今日は出番がないと良いな。近くにガイスさんが居たので行ってみると酒さけ臭くさい、だいぶ酔よっているようだ。バッグからペットボトルをガイスさんに見えるように出す。

「飲みます？」

「い、いらねぇよ！」

　武器を担かついで前列に歩いて行ってしまったが、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？　それ以前に、何しに来たのだろうね。ガイスさんって。

　昨日の女の子が居たので、寝ているミーちゃんをまた預かってもらった。昨日のように泣いてはいない。村人もどこか昨夜と違ちがって落ち着いている。

　俺も援えん護ごくらいはしようと荷馬車の上にあがって準備する。

　遠くで何かが崩くずれる音がして、警備団の人が走って来る。

「門が破られた！」

　その声がきっかけとなり、ハンターさんたちが武器を構える。ゴブリンの姿が見えたと思ったら、多くの矢が放たれバタバタとゴブリンが倒れていく。倒れたゴブリンを乗り越こえて更さらにゴブリンが現れるけど、また多くの矢によって倒されていく。それが何度か繰くり返された後、前に居たハンターさんたちが走り出してゴブリンに向かって行った。

　昨夜とは打って変わって、組織的な戦いになっている。今日は楽勝なんじゃない？

　村の反対側の門も破られたようでゴブリンが押おし寄せるけど、そちらには盾たてを装備したハンターさんたちと槍やりを持った人たちが防衛線を築いている。なんて心強いのだろうか。これがハンターの力なんだね。やっぱり、今日は出番なしで良いと思う。お手伝い程度で十分だろう。

　バリケード近くまで来るゴブリンはそれほどおらず、いても俺の短剣やハンターさんの矢で倒されていく。投擲スキルを取ったお陰かげでスムーズに投げられるようになってきた。

　後ろから見ていて気付いたのだけど、ガイスさんが大きなハンマーを振ふり回して獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せている。あのマッチョな体は見せかけじゃなかったんだ。たまにゲーゲー吐はいているみたいだけど、ご愛あい嬌きようだよね、きっと……。

　ミーちゃん、見ちゃ駄だ目めだよ。ばっちぃから。

　って、ミーちゃん熟睡中でした……。昨日以上に騒さわがしいのにまったく気付かず熟睡中って、ミーちゃん大物過ぎじゃありません？

　投擲スキルのお陰で、お手伝い程度にゴブリンを何体か倒していたら不意に透明な板が現れた。ラッキーです！　また、スキルが選べるみたいだ。今は余よ裕ゆうがあるから選んでしまおう。

　と思い、幸運でも選ぼうとスキルを見ると、なんと選べるスキルの中に大気があるではないですか。さて、どうしよう？　俺の考えが間違ってなければ、これは凄いスキルのはずだ。えぇーい、ポチっとな。選んじゃいました。後こう悔かいはしていない……はず。

　ちょっとだけ検証してみようかな。目の前にゴブリンは居ないしね。

　少し離はなれた場所にあるかがり火に、酸素が集まるイメージをするとかがり火が勢いよく燃え上がった。やっぱりそうか、今度はかがり火の周りの空気を薄うすく真空状態になるようにイメージすると一いつ瞬しゆん火が消えたが、すぐに燃えだした。

　これは状態維い持じするのがもの凄く難しい。一瞬のことなら意外と簡単かもしれないけど、その状態を維持しようとすると体から何かが抜ぬけていく感覚がする。現に今やったことだけで体が重く、額に汗をかいている。

　バッグからミネラルウォーターを出し飲んで回復しようとするけど、思ったほど回復しない。体力とは違う、猫用品召しよう喚かんと同じ気力のようなものを消費しているのかもしれない。ゲームでいうマジックポイントみたいなものかな？　鑑定では出てこない項こう目もくなんだよね。そういう系は熟練度が上がれば出てくるようになるのだろうか？

　なんて考えていたら、暗くら闇やみの奥おくから巨きよ体たいの影かげが浮うかび上がってきた。ゴブリンリーダーだ。それも、左右から一体ずつ現れた。一体だけでも面めん倒どうなのに、二体も……それに、ゴブリンを引かせない。昨夜のゴブリンリーダーの過あやまちを修正してきたかのような戦い方、本当に修正してきたのならこいつら相当頭が良いことになると思うのだけど。どうよ？

　やや、不ま味ずい状じよう況きようになってきた。盾と槍のハンターさんたちが押され始めた。ゴブリンリーダーの持っている剣はやはり毒が塗ぬられているようで、掠かすっただけでも倒れてバリケードの中に運び込こまれてくるので長時間戦えば戦うほど守りが薄くなり不利になっていく。

　ならば、せっかくなので身に付けたばかりの大気スキルを使ってみようと思う。上う手まくいくかは、やってみないとわからない。運が良ければ大きなダメージをゴブリンリーダーに与あたえられるはずだ。俺の直感が上手くいくといっている。

　俺一人ではどうしようもないので、近くに居た炎使いのお姉さんに協力を仰ぐ。

「あなたが合図したら、あいつの顔に向かって炎を飛ばせばいいのね？」

「はい。上手くいけば、あんなのイチコロですよ」

「わかったわ。どうせもう私あと一回くらいしかできないから、あなたの作戦に乗ってあげるわ」

　よし、そうと決まればやってやろう。うろ覚えだけど、空気中の水素濃のう度どを上げって火を点つければ爆ばく発はつが起きるはず。高校の授業で習ったよね……どのくらいの濃度だったっけか？　まあ、五十パーセントくらいで良いか……。ちょと酸素も多目にしよう。ぐっ、体から力が抜ける……。

　お姉さんに手を上げ合図する。

「了りよう解かい！」

　近くのかがり火から、火の玉がゴブリンリーダーの顔目め掛がけ飛んで行く。ゴブリンリーダーは盾で火の玉を払はらい退のけようとした瞬しゆん間かん……。

　ドーン！

　という爆発音と共に、顔の辺りで火山の噴ふん火か？　と思えるような、噴ふきあがる炎の爆発が起きた。

　敵味方関係なく、その光景を見て固まっている。俺も固まっている。もちろん火の玉を放ったお姉さんも……。

　ゴブリンリーダーの頭のなくなった体が崩れ落ちたところで、ハンターさんたちが我に返って攻撃を再開する。倒れたゴブリンリーダー側のゴブリンは統とう率そつする者が居なくなり逃にげ出し始める。あとは反対側のゴブリンリーダーたちだ。

「ちょ、ちょっと！　あれなによ！　どーんって、どーんってなったのよ！」

「ちょ、ちょっと落ち着いてください！　お、俺、限界寸前なんです……」

　立っているのも辛つらい、荷馬車の上に座り込む。しかし予想以上だった。ちょっとやりすぎ感があるけど、結果オーライってやつだね。ははは……。

　片方のゴブリンリーダーが居なくなったことで、ハンターさんたちはすべて残りのゴブリンリーダーたちに対処できるようになり、そのゴブリンリーダーは袋ふくろ叩だたきにあっている。如い何かに強くて重装備であり毒付きの剣を持っていようが、数の暴力には抗あらがえないということをありありと見せつけられる光景だ。既すでにゴブリンリーダーは、攻撃も防ぼう御ぎよも体を成していない。

　もう、大丈夫だろう。疲れたぁー。

　ほどなくして、レインとガイスさんがゴブリンリーダーに止とどめを刺さした。レインの奴やつ、昨日に引き続き美お味いしいところ持っていったな。さて、終わりかなと思っていたら、掃そう討とう戦に入るようだ。俺は無理です。ごめんなさい……。

　荷馬車から降りてミーちゃんを抱だっこしている女の子の所に行くと、ミーちゃんは女の子の腕うでの中でまだスピスピ眠っていた。この騒ぎの中よく寝てられるね……ミーちゃん。

　女の子の頭を撫なでて寝ているミーちゃんを引き取った。

　村の男性は門の修理をすべく、準備を始めている。商隊の人たちもゴブリンは救きゆう援えんに来たハンターさんたちに任せて、荷馬車はそのままにして各自のテントに戻り寝るようだ。

「明日は予定通り出発します。辛いとは思いますが、お願いしますね」

　ゼフさんがみんなに声を掛けている。みんな仕方ないといった諦あきらめ顔でテントに戻って行く。

　じゃあ、俺も寝ようかな。さすがにキツイです。

「ちょっと待ちなさい！　さっきの説明はどうなったのよ！」

「朝早くに出発ですから、今度にしません？」

「駄目よ！　気になって寝れないわよ！」

　ハァ……仕方ない。

「俺は、そっちのハンターのお姉さんと同じ大気スキル持ちです」

「えっ？　私？」

「でも、大気スキルってあんまり役に立たないスキルよ？」

　そうなの？　大気スキル持ちのお姉さんに火スキル持ちのお姉さんだけでなく、周りにいたハンターの居残り組の人たちもウンウン頷うなずいている。

「いいですか、よく見ててくださいね」

　近くにあったかがり火に集中して火を激しく燃やし、今度は空気を少し遮しや断だんして火を弱める。

「な、何をやったの！」

　さて、どうやって説明しようか？　小中学校の理科レベルだけど、科学の発達していないこの世界で目に見えないものを説明するのは難しいよなぁ。

「この周りの大気中に、物を燃やす性質を持った見えない物質があると思ってください。見えないからわからないと言わず、そういうものがあると思うことが大事ですからね。それを火の周りに集めるように意識してください」

　大気スキル持ちのお姉さんが、かがり火に手を向け意識を集中させている。わずかにだが火の勢いが増したようだ。

「噓うそ、できちゃった……」

「今度は逆に火を燃やす性質を持った物を、火の周りから排はい除じよするように意識してください」

　またお姉さんは手を伸のばし集中する。かがり火の火が弱まっていく。

「す、凄いこんなことができるなんて……」

「でも！　あの、どーんっていうのは何なのよ！」

　あのどーんですか？　あのどーんはどう説明しようか？

「まあ、考え方は同じです。火を燃やすのではなく、爆発するものを集めてやればいいのですよ。危ないですから今やらないでくださいね。音も大きいから寝ようとしているみなさんの迷めい惑わくになるし、ミーちゃんも起きちゃいます」

「でも、私一人だと何にもならないわ……」

　いやいや、もっと柔じゆう軟なんに物事を考えましょうよ。脳筋じゃないのだから。

「そうですねぇ、方法は色々あると思いますよ……例えば火矢を使うとか。そうすれば、一人でも有効な攻撃手段になると思いますよ」

「弓の訓練始めるわ！」

　立ち直るの、早っ!?

　頑張ってください。俺はもう寝ます……。それより、テント無事だよね？　寝る場所がないのはつらいよ。まあ、寝れればどこでも良いや。

　それにしても、ミーちゃんの熟睡が羨うらやましいよ。

「すぴー」








ミーちゃん、クイントに到とう着ちやくする。






　実質、寝ねていられたのは二時間くらいかな。周りが騒さわがしくなり寝ていられなく仕方なく起きた。

　それからテントを畳たたむまでがまた大変。四苦八苦しながらギリギリ片付け朝食に間に合った。

　ミーちゃんは俺おれがテントを畳んでいる間に朝ご飯を食べて、またご就しゆう寝しん。ミーちゃん、どこで寝ているかというと、新しく召しよう喚かんできるようになったショルダーベルト付きのソフトキャリーバッグの中。防音、耐たい揺ゆれ機能付きという高性能っぷりはお約束。中にバスタオルを敷しいて、シュバルツさんのお店で買った保温具を入れればポカポカ天国。ミーちゃんを起こさないように入れてあげる。朝ご飯の後、キャリーバッグを覗のぞくとミーちゃん、幸せそうな顔して寝ていたね。

　出発する商隊をクアルトのハンターさんたちが手を振ふって見送ってくれた。ガイスさんは見当たらない。二ふつ日か酔よいなのだろうか？

　商隊の人たちは疲つかれきった顔をしている。バンさんもちょっと目を離はなすとコックリコックリしている。居い眠ねむり運転なのですけど……まあ、バムが優ゆう秀しゆうなようだから問題ないけどね。

　ミーちゃんがキャリーバッグの上の入り口から顔を覗かす。起きたようだね。でも、不思議そうな顔をしている。いつの間にか村を出て知らないキャリーバッグの中に居たわけだから当然といえば当然だよね。

「み～」

　はいはい、今ご用意いたしますよ、お嬢じよう様さま。キャリーバッグの脇わきからご飯とミネラルウォーターの入った皿二枚を入れてあげる。こんなに揺れている馬車の上なのに、キャリーバッグの中はまったく揺れていない。神様仕様、恐おそるべし。

　ミーちゃんはキャリーバッグをえらく気に入ったようで、道中はバッグの上の部分から前まえ脚あしと頭だけ出して風景を眺ながめている。

　そんな道中は眠ねむたい以外何事も起こらず、早い時間に目的の野営地に到着。

　野営地は大きな岩がＶの字に並んでいるので、逆Ｖの字に荷馬車を配置して守りを固めやすくしていた。御ぎよ者しやさんたちはハンターさんたちとバムに草を食べさせに行き、残りはテント張りや食事の用意をしている。

　俺もテント張りを頑がん張ばってやったよ。二度目なのでだいぶ時間は短縮できたね。

　ミーちゃんはずっとキャリーバッグの中に居たので、どうやらおトイレに行きたいらしい。ミーちゃんバッグから、猫ねこ砂すなセットを出してもらいテントの裏に置いてあげた。

　そこで気付いた。猫砂セットの効果ってなんだっけ？　確かモンスターが寄り付き難にくくなるだったはず。この商隊の大きさなら十分に範はん囲い内になるじゃないか！　これで完全に安全というわけではないけど、少しは安心して寝れるんじゃないの？　ミーちゃんが用を足し終えた猫砂セットをしまわずそのまま置いておくことにする。いやぁ、完全に忘れていたね。

　夕食まで時間があるので、大気スキルの検証をしてみる。

　ミーちゃんを抱だっこした状態で、人の居ない場所に移動して木に向かって構える。

　取り敢あえず、風を起こしてみよう。大気が流れるよう意識すると、そよ風が吹ふいた……ミーちゃんを乾かわかす時はこれにしよう。

　考え方を変えてみよう。大気を圧縮して打ち出す、そう空くう気き銃じゆうを意識してやってみた。ドンっという音と共に狙ねらった木が揺れ葉が落ちる。木自体に外傷はないように見える。衝しよう撃げきだけのようだ。牽けん制せい程度には使えそうかな？

　試ためしに木に向けて掌てのひらに載のせた石を打ち出すイメージでやってみると、ヒュン、ガツッと音がして石が木にめり込こんだ。おぉー、これは使えそうだ。ただ、石が掌を通った所が浅く切れている……い、痛いです。すぐにミネラルウォーターをかけたけどね。軟なん弱じやくって言うなよ。

「何やってるんだ？　ネロ」

「み～」

　おわっ、びっくりした。レインとファーレンさんたちが、いつの間にか後ろに居た。ミーちゃんは気付いていたみたいだね。

「ど、どうしたんですか？」

「どうしたって……なあ？」

「あんな音を聞いたら、誰だれだってモンスターかって思うだろう」

「あなた、またなんか変なことやってるんでしょう！」

　な、なんですか変なことって、失礼な言い方やめてくださいよ。

「大気スキルの検証をしていたんですよ」

「大気スキルは余り役に立たないと言われているスキルだが、昨夜のことを後から聞いたが有用なスキルみたいだね。何か収しゆう穫かくはあったのかい？」

「まだ、検証中ですが少しは使えるかなと……」

「ほう、例えば？」

　うーん。実際に体験してもらった方が早いかな。盾たて持ちの方に盾を構えて立ってもらう。

「ちゃんと構えていてくださいね」

「お、おい大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「強く押おされるだけですから問題ないと思います」

　ハンターさんが盾をがっちり構えたので、空気を圧縮して打ち出す大たい砲ほうを意識してみた。

　ドーン！

　ハンターさんが吹っ飛んで行きましたね……。怪け我がしてないと良いけど。

「な、なんなのよ！　またどーんって、どーんって鳴ったわよ！」

「みぃ……」

　そ、そんなに揺さぶらないでください。気持ち悪くなってきた。ミーちゃんは怖こわがってますよ。

「痛たた……どこが問題ないだよ。死ぬかとおもったぜ……」

「これは、大気スキルを見直す必要があるな……」

「殺傷力はないが牽制には十分に使えるぜ」

「まだ、他に何かあるかな？」

「あるといえばあります。実験段階のもので良ければ」

「見せてもらえないだろうか？」

　構わないのですけど、どうやってやろうか？　同じことをしたらまた手を切っちゃうし。

　ミーちゃんを炎ほのお使いのお姉さんに預けて周りを見み渡わたす。大きめの枝を小剣けんで平らに削けずって、拾った石を載っける。

「何をしてるんだい？」

「実験器具の作製です。準備ができたので、俺より後ろに居てくださいね」

　みんなが下がったので、大きな木の幹に狙いを定めて石を高圧の空気で打ち出すように意識する。

　ヒュン、ガツッ！

　良い感じで幹に食い込んだけど、狙った場所ではないね。石が飛んで行くとき変化球のようにブレて飛んで行ったのが見えた。形が歪いびつなせいで空気の抵てい抗こうを受け軌き道どうがずれるようだ。

　しかし、みんなポカーンと口を開け動かない。開いた口が塞ふさがらないとはこういうこと？

「ちょ、ちょっと！　ひゅんって、ひゅん、がつって！　弓矢より凄すごいじゃないのよ！」

　だから、揺さぶらないでくださいって……。ミーちゃんはお姉さんに必死でしがみついている。

「ネロ、凄すげぇ……」

「めり込んでるぜ……」

「俺、弓使いやめようかな……」

「あたしも……」

「でも、どうしてその木に載せたんだ？」

　木を渡わたして見せてあげた。木の上を一筋の傷がはしっている。さっきより酷ひどい状態だ。手に載っけていたら大変なことになっていたかも……。

「なるほどな、だが十分に使えるんじゃないのか？」

「駄だ目めですね。狙いが定まりません。下手すると味方に当たりますよ」

　みんなその光景を想像したようで、ブルっと体を震ふるわせる。

「何か道具を作らないと駄目ですね」

「そうか……。これから向かうクイントは職人の町だ。相談してみればいいかもしれないぞ」

　ほう、職人の町ですか。職人さんに銃のような物を作ってもらえば、いけるんじゃない？

　道中考える時間はたっぷりあるから、少し考えてみよう。

　あ、ミーちゃん戻もどっておいでって……お姉さんたちいつの間にかミーちゃんをモフっている。ミーちゃんを解放してください！

　翌朝からは、あの村での襲しゆう撃げきが噓うそのように、クアルトを出発して六日目の昼前に何事もなくクイントの町に到着した。これがたまたまだったのか、或あるいは猫砂セットのお陰かげだとしたら、ミーちゃんの猫砂セット半はん端ぱねぇっす。さすが、神様仕様。

　ゼフさんたちアルター商会の商隊とはここでお別れ。商隊はこの後荷下ろし別の荷を積んで、この先のいくつかの町にある、アルター商会の支店を回るそうです。

「ネロさん。気を付けて帰ってくださいね」

「ハンターギルドの指示に従うんだぞ」

「またな、ネロ」

「ゼフさんたちも、ファーレンさんたちもお気を付けて。ついでにレインもな」

「み～」

「ついでかよ！」

　ミーちゃんもせっかく仲の良くなった、バムとのお別れを惜おしんでいるみたい。

　されど俺には休んでいる暇ひまはないのだ、ハンターギルドに行かねばならぬ。

　教えてもらったハンターギルドに行き、空いている受付に行く。

「ハンターギルドに何か用かな～？」

　むぅ、このパターンはまた子供に見られているな。確かにこの世界の男性はガタイが良い。だからって小さい人だって居ないわけじゃない。俺だって小さいっていっても百七十センはあるんだぞ。クアルトのギルドで測ってもらったから間ま違ちがいない。

「これでもクアルトのハンターギルドの職員です」

　そう言って、事前にパミルさんから預かっていたハンターギルド職員証明書と手紙を渡す。ふん！　受付のお姉さんは胡う散さん臭くさそうな顔をしているけど、渡した物を奥おくに持って行ってくれた。

　しばらく、ミーちゃんと戯たわむれていると奥から男性が来て奥の部屋に案内される。また、しばらく待つとご年配の女性が入って来た。

「良く来ましたね。ネロ君。私はこのギルドの統とう括かつ主任のエバです。よろしくね」

　なんてことでしょう……ガイスさんと同じ役職の方のようです。天と地の差……いや天国と地じ獄ごくの差くらいあるんじゃないだろうか？

　エバと名乗った女性はご年配ではあるけれど、気品のある顔立ちで若かりし頃ころは相当な美人であったことが窺うかがえる。

「どうしたの？　私の顔に何か付いてるかしら？」

　ま、不ま味ずい。ご年配の方とはいえ、まじまじと顔を見てしまった……。

「す、すみません。統括主任ってガイスさんみたいな人がなるものとばかり……」

「ホホホ……。あの子が特別なのよ。他の町の統括主任も普ふ通つうの人がやってるわ。ガイスは別として、パミルはお元気？」

「パミルさんにはお世話になりっぱなしです。とても元気ですよ。ガイスさんは……なんで、居るんでしょうね……」

「ホホホ……パミルからの手紙にネロ君とミーちゃんをよろしくって書いてあったわ。その子猫ちゃんがミーちゃん？」

「み～」

「あらあら、ミーちゃんはお利口さんね。抱かしてもらってよろしくて？」

「み～」

　なんか、俺抜ぬきで会話が成立しちゃっている……。仕方ないエバさんにミーちゃんを渡したよ。

「まあ、なんて艶つや々つやの毛並み、女性として羨うらやましいわ」

　そりゃそうでしょう。毎日、万ばん能のう薬やく兼けんポーションを飲んで、ブラッシングを欠かしたことがないですからね。艶々ですよ。

「帰りの話なのだけど、クアルトの町方面に行く商隊は二十日後に出ることになってるの。その商隊と一いつ緒しよに帰ってもらうことになるけど、よろしくて？」

「問題ないと思います。この町でやりたいこともありますし」

「泊とまる場所はギルド指定の宿を用意させてもらったわ。もちろんタダよ。それから夕方からだけでいいから、ここのギルドのお手伝いしてくれないかしら？　ネロ君が鑑かん定てい持ちで優秀だと手紙に書いてあったわ。うちのギルドも買い取りカウンターは忙いそがしいのよ」

　やったぁ、宿代タダだよ！　給料はちゃんと出るそうなので大変ありがたい申し出です。

「わかりました。ですが査定まではできませんよ」

「わかっています。向こうでやっていたという、コアの鑑定をお願いするわ」

「大まかなコアの金額のリスト頂ければ、問題ないと思います」

「今日からでよくて？」

「はい。よろしくお願いします」

　あれ？　エバさんなんか言いたげなご様子。なんでしょう？

「それから、もう一つお願いがあるのだけれど……手紙に書いてあったのだけど……ネロ君が働いてる間、ミーちゃんも雇やといたいのよ。駄目かしら？」

「み～」

「いいみたいですよ」

「うちの女じよ性せい陣じんにも癒いやしは必要なのよ……」

　さすが、統括主任だけあって苦労しているのだろう。それに比べ、ガイスさんって……。

　取り敢えず、用意してもらった宿に行くことにした。

　宿に着きハンターギルドで部屋を用意してもらったことを話すと、自分で管理してくれと一言言われ、鍵かぎを渡された。食堂は見当たらない。自分で用意するしかないようだね……。部屋も狭せまく、ベッドと壁かべに据すえ付けられている棚たな？　板？　しかない。シ、シンプルイズベスト？

「みぃ……」

　なにも言うな、ミーちゃん。所しよ詮せんタダだ。安心して寝られれば良い、そう思うことにしようよ。

　広場の屋台でご飯を買い、公園でミーちゃんと食べたあと、ハンターギルドの周りをぶらぶらしてると、共同浴場を見つけた。二の鐘かねが鳴ったばかりなのにやっている。中に入って聞いてみよう。

　番台のおばちゃんに聞いたら、この町は職人が多いので時間をずらさないと全員入れなくなる。職人さんによっては早朝に仕事をして、昼で仕事終わりにする人も居るので丁度良いらしいね。

　入って行くか聞かれたけど、ミーちゃんが居るから後で来ると言ったら、ミーちゃんを預かるよと言ってくれたのでお願いすることにした。もちろん、ミーちゃんの了りよう解かいを得ていますよ。

　そして、当然フルコース！

　それじゃあ、ミーちゃんまた後でね。

「み～」








ミーちゃん、クイントでもお仕事に熱心です。






　お風ふ呂ろから上がりミーちゃんを引き取りに行くと、ちょっとしっとりとして綺き麗れいになっている？　番台のおばさんに聞くと、女湯の女性の三助さんが暇ひまだったので、ミーちゃんをお風呂に入れてくれたらしい。それはそれは、良かったね、ミーちゃん。

「み～」

　五日ぶりのお風呂は最高。気分爽そう快かいさっぱりした。何でも来いって感じかな。でもこの町じゃ知り合いも居ないし、することもない。なので時間は早いけどハンターギルドに向かうことにした。

　ハンターギルドに併へい設せつされている酒場でジュースを頼たのみ、ミーちゃんにはお皿にミネラルウォーターを出してあげる。

　猫ねこ獣じゆう人じんのウエイトレスさんが仕事を忘れて、ミーちゃんとじゃれあっている。ある意味、同族だから気持ちはわかるけど、厨ちゆう房ぼうの方から睨にらんでいるマッチョなおじさんが怖こわいですよ。お姉さん、お仕事してください！

　怖い視線を見て見ぬふりして、紙にハンドガンとライフルの簡単な絵を描かいていく。これを元に大気スキル用の武器を作ろうと思う。信管式じゃないからハンマーは必要ない、トリガーも不要、シリンダーは欲ほしいね。バネがあるなら、オートマチックガンでも良いなぁ。構造は理解しているけど、複雑過ぎて無理だね。

　なんて考えていたら、あっという間に仕事の時間になっていた。

　ミーちゃんに、お仕事着のピンクのリボンにレースのスカーフを巻いてあげる。良くお似合いでございますよ、お嬢じよう様さま。

「み～」

　エバさんの所に行くと、すぐにミーちゃんを奪うばわれてしまう。ウエイトレスさんがミーちゃんと戯たわむれているのを見た女じよ性せい陣じんから、早く抱だかせろと抗こう議ぎの声が上がっていたらしい。それで俺おれはどうすれば良いのですか？　放置は寂さびしいですよ。

「君がネロ君かい？　私は買い取り主任のヘンリー。短い期間だがよろしく頼むよ」

「はい。よろしくお願いします」

　捨てる神あれば拾う神あり。ヘンリーさんはすらっとした体型だが、二メルくらい身長がある。デカい。それから、お願いしていたコアのリストを渡わたしてくれた。

「コアは任せていいかな？」

「破損してる物やリストにない物は、わかりませんのでお願いします」

「了りよう解かいだ。それじゃあさっそく頼むよ」

　まだ、買い取りカウンターはまばらだけど、もうすぐミーちゃんの手を借りたいほど忙いそがしくなるのだろう。少しでもお役に立てるよう頑がん張ばろう。

　渡された箱に入ったコアを鑑かん定ていし、分別してメモに記き載さいしていく。いつも通りの作業。終わった物からヘンリーさんに渡していく。その繰くり返し。順調な滑すべり出しだね。

　されど、場所は変われどハンターさんの気質は変わることなく、罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かい始める。

「うるせぇ！　黙だまって並んどけ！　買い取りしてやんねぇぞ！」

　ヘンリーさんは見かけによらず、熱い御お人ひとのようだ……。

　八の鐘かねいっぱいまで忙しかった。この町の方がハンターさんの数が多いのかもしれない。獣人族やエルフ族、ドワーフ族、竜りゆう人じん族などの種族も多く居てクアルトの町より多い気がする。ハンターさんの実力も高いようだ。鑑定していたら、一人だけだけどゴブリン二百匹ぴき分の強さって竜人のハンターさんが居た……凄すごいね。

「いやー、本当に助かったよ。こんなにスムーズに終わったのは何年振ぶりだろう……」

　これでスムーズっていつもはどんだけぇーって感じだよ。明日も必ず来てくれるようにお願いされた。そんな風に言われると嬉うれしいものだね。頑張っちゃう？

　さて、ミーちゃんはというとなぜかテーブルの上でお澄すまし顔をしてお座すわり。その周りにはポヤ～とした顔のギルドのお姉さんや、ハンターのお姉さんたちがミーちゃんを囲んで眺ながめている。

「クアルトの町のギルドに転勤願い出そうかしら……」

「拠きよ点てんを移そうかなぁ……」

「この子だけでも、うちのギルドに引き抜ぬけないの？」

「ミーちゃん、ラブリー過ぎるよぉ……」

　不ふ穏おんな囁ささやきも聞こえますが、無視します。

　宿に帰る前にエバさんに宿について聞いてみた。

「今日はご苦労様。こんなに早く仕事が終わるなんて、パミルのとこの職員じゃなければ引き抜くところね。ミーちゃんのおかげで女の子たちも良い顔していたわ。それで、なんだったかしら？」

「宿についてです。食事と洗せん濯たくってどこですればいいのでしょうか？」

「あら、パミルから聞いてないの？　ギルド指定の宿のこと」

　聞いてないです……。

　ハンターギルド職員が他の町に出張した場合、宿代がタダになる代わりに決められた宿に泊とまることになっているそうだ。それが嫌いやな人は自腹で宿を取るしかない。食事は用意されないけど、洗濯等は指定の場合にお願いするとしてくれる。有料だけどね。クイントの場合は宿の隣となりの食堂兼けん酒場にお願いすると教えてもらった。

「本当にあの子は昔から説明不足なところが玉にキズなのよね……」

　ははは……パミルさん、言われていますよ。

　そしていつもの如ごとく、お姉さんたちに睨まれながらハンターギルドをあとにした。

　知っている店もないので、宿の隣の食堂兼酒場に行きミーちゃんと一いつ緒しよに夕食をとった。味はまあまあかな。ウエイトレスに話を聞くと朝も早朝からやっているとのこと、その時に居る人に洗濯物を頼んでくださいと営業スマイルで言われた。

　お風呂も入ったし、ご飯も食べた。ちょっと早いけどもう寝ねよう。

　ベッドの上で寝られる喜び、モンスターを気にすることなく寝られる喜び、地球では味わったことのない経験だ。寝る前に、猫缶かんとミネラルウォーターを召しよう喚かんしてベッドに横になる。

「ミーちゃん、おやすみなさぃ……」

「み～」


[image: ]



　翌朝、四の鐘で目が覚めたけど、二に度ど寝ねしました……気付いたら八の鐘が鳴っていた。

　ミーちゃんも起きたので、着き替がえて隣の食堂に行く。昨日聞いた通りに洗濯も頼んだ。明日の朝に取りに来るようにと、番号の書かれた木札を渡される。朝食の味もまあまあかなって程度。どこか美お味いしい店を探した方が良いかも。ミーちゃんは猫缶だから気にしてないようです。

「み～」

　ミーちゃんが食べ終わるのを待って、本来の目的である荷物の引き取りに行くことにする。地図を見ながら目的の工こう房ぼうになんとか着く。周りは同じような建物ばかりなので、迷ったら俺では出て来れないかもしれない……。

「すみませ～ん。誰だれか居ますか～」

「み～」

　奥おくから眼鏡を掛かけたドワーフとみられるおじさんが出て来た。

「どうした坊ぼう主ず。お使いか？」

　ま、また坊主って……。

「クアルトのハンターギルドの職員です！　こ、れ、で、も、ね！」

「お、おう……そ、そうか。それで何の用だ？」

　引き取り証と職員の証明書を渡した。

「ふむ。そういえば、そんなのがあったな……ちょっと待ってろ」

　そう言って、居なくなってしまった。

　しばらく、ミーちゃんと戯たわむれていると、箱を持って戻もどって来た。

「これが頼まれてた物だ。確かく認にんしてくれ」

　箱を開けてみると、メガホンだ。鑑定したら拡声器と出ている。やっぱりメガホンだ。

　簡単な説明書も入っているけど、物を見る限り地球の物と大差ないように見える。

　取り出して見ると動力用のコアも既すでにセットされている。スイッチを入れて音量目盛りと思われるものを最小にして声を出してみる。

「あー、あー、マイクのテスト中。本日は晴天なり、本日は晴天なり」

「うるせぇ！」

　目盛りを最小にしたのにかなり大きな音がした。音割れもしていない。かなりの高性能のようだ。

「坊主、これが何か知ってたようだが、どうしてだ？　ギルドの人間だって知ってる奴やつなんて限られているんだぜ」

「以前に見たことがありますよ？　これって珍めずらしい物なんですか？」

「なんてこった……俺より先に考えた奴が居るのかぁ……」

　あれ？　なんかドワーフのおじさん落ち込こんじゃったね。この世界のことじゃないのだけど、不ま味ずかったかな？

「確かに受け取りました。性能も良いですし、破損もありません。完かん璧ぺきな仕上がりです」

「そ、そうか？　自信作だからな、テヘ」

「みぃ……」

　ミーちゃん、おやじのテレ顔、俺も嬉しくないですよ……。

「ついでに、腕うでの良い職人さんを紹しよう介かいしてほしいのですが」

「ぼ、坊主……上げて落とすってのは酷ひどくねぇか……。目の前に居るだろうがよ……」

「いえ、探してるのは鍛か冶じ職人なんですよ」

「これでも鍛冶職人の端はしくれだが、何を作りたいんだ？」

　なら、見てもらおうか、メモ帳に書いた二つの絵を見せる。

「なんだこりゃ？　用よう途とがわからんな」

　確かに、見ただけだと用途はわからないよね。

「用途は別として、作れますか？」

「まあ、難しくないから問題ないと思うが」

「これはいくらぐらいで作れますか？」

「用途がわからんからなぁ。使う材料によっても変わるだろうが、多く見積もって十万レトと二十万レトというところだな」

　おっ、思ったより安く済みそうだ。

「用途がわかれば、作ってくれますか？」

「急ぎか？」

「期間は十五日前後ですかねぇ」

「ふむ。いいだろう引き受けよう」

　ということで、ドワーフ職人のゼルガドさんを連れて、近くの空き地に来た。

　来る前にゼルガドさんの工房から一枚板を貰もらってきている。それに拾った石を載のせ、空き地にある土の山に向け大気スキルで撃うち込んでみせる。

「ほう。何のスキルだ？」

「大気スキルです」

「大気スキルだと……」

　さすがに驚おどろいている。なので、地面に絵を描いて説明する。

「なるほど、空気で押おし出したのか。こっちは圧縮空気を中で作って飛ばすということだな」

　おぉー、さすが自じ称しよう腕の良い職人さんというところか。理解が早いね。

「となると、中は相当な力が加わるな……」

「圧縮した空気を更さらに後ろで膨ぼう張ちようさせることにより、更に威い力りよくを増すはずです」

「どのくらいの物を飛ばすつもりだ？」

　ホローポイント弾だんと尖とがったライフル弾の絵を描かいてみせた。大きさは六ミル（一ミル＝一ミリ）、長さ一セン五ミルくらいかな。

「面おも白しろい。これが上う手まくいけば、大気スキル持ちにとっては朗報だな。取り敢あえず、今日、明日で試作品を作ってみる。二日後にまた来い」

　なんか、めちゃくちゃやる気になっているよね。頑張ってください。また来ます。

　メガホンは箱ごとミーちゃんバッグに収納してもらう。持ち歩いたら必ず壊こわす自信があるから、これ大事。これでクアルトに持ち帰れば依い頼らい完かん了りようだね。

　時間もあるので少しでも金策する為ために、バザーに来ている。バザーはいろんな人、珍しい物で溢あふれているね。ミーちゃんも興味津しん々しんって感じで肩かたにのぼって周りを見ている。

　少し鑑定の熟練度が上がったおかげで、品物の価値が前よりわかるようになった。

　途と中ちゆうで小豆あずきを見つけたときは買うか迷った。餡あん子こが作れるじゃないかってね。でも、砂糖が異常に高いんだよ。一いつ般ぱんに出まわっているのは黒砂糖で、白砂糖はまだ見てない。

　それに黒砂糖を買うより蜂はち蜜みつの方が一般的な甘かん味み料りようとして使われているようで蜂蜜の方がかなり安い。蜂蜜で餡子って作れるのかな？　結局、小豆と蜂蜜に少量の黒砂糖を買ってみた。

　他にも、アクセサリーなどを数点、毎度の武器防具漁あさりをやってミーちゃんバッグに収納。これらをどこで売るかが問題。クアルトの武器屋で売ると、さすがに怪あやしまれるだろう。今は、まだお金に余よ裕ゆうがあるから良いけど、銃じゆうの製作にお金が掛からないかがもっぱらの悩なやみ。予備の銃や弾たまも必要だと思うんだよ。

　お金はいくらあっても困らない。ミーちゃん、わかってもらえるかな？

「み～」








ミーちゃん、病気のお馬さんを助ける。






　バザーの端はしの方に来た時、一頭の馬が目に留まる。

　ガリガリに瘦やせている馬だ。鑑かん定ていするとバトルホースと出て、重度の病気、重度の精神不安、重度の食欲不ふ振しんと出ている。額にはバトルホース特有の短く硬かたい角が生えている。

　バトルホース、国の騎き士し団でも優ゆう秀しゆうな騎士にしか与あたえられない馬で、とても賢かしこいうえ気き性しようが激しく、認めた相手しか乗せることがないそうだ。戦せん闘とう力りよくもその辺のモンスターでは相手にならないほど強いとギルドの書庫で読んだ本に書いてあった。

　そんな馬がなんでこんな所に居るのだろう？

　近寄ってみると、ミーちゃんが肩かたごしからその馬をジッと見つめている。

「この馬どうしたんですか？」

「ああ、この馬か……」

　馬の傍そばに居た人に声をかけてみると、この馬の持ち主兼けん調教師さんらしく、このバトルホースを小さい頃ころに草原で捕つかまえたそうだ。

　捕まえて育ててみたものの、こんな状態でどうしようもないらしい。ただ、このバトルホースは疾しつ風ぷうというバトルホースの中でも優秀なバトルホースしか持っていないスキルを持っているうえ、剛ごう脚きやくという異能持ちらしい。手放すにも最後にワンチャンスで種付けしてみようと思ったらしいけど、種馬にまったく発情しなかったそうだ。ちなみにこのバトルホースは女の子です。

　そして、途と方ほうに暮れていた……そうですよ。

「み～！」

　ミーちゃんが俺おれの肩をテシテシ叩たたき、必死に何かを伝えている。まあ、助けろってことだよね。

「どうするつもりですか？」

「こんな状態だし、子も作れないんじゃ価値がない。いっそ俺の手で……」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　殺すなんて可か哀わいそうでしょう」

「じゃあ、どうしろっていうんだ。こんな状態でも飼ってるだけで金が掛かかるんだぞ！」

「……俺に譲ゆずってくれませんか？　殺すにしたって、この子の意思を尊重してあげたい。もしかしたら最後は自由に草原を走り回って死を迎むかえたいかもしれないでしょう？」

「くっ、それをいわれると辛つらい……。こいつの馬生を狂くるわせたのは調教師である俺だからな……」

　俺には調教師さんに掛ける言葉は持っていない……。

「わかった。タダで譲ってやる。代わりに、兄ちゃん……こいつのこと頼たのめるか？　俺は依い頼らいで次の町に行かないといけねぇ用事があるんだ。最後にこいつを自由に走らせてやって欲ほしい。頼む！」

「俺で良ければ構いませんが、それで元気になっても返せってなしですよ？」

「ハハハ……それで元気になるなら、俺はこんなに苦労してねぇよ。それにそれで元気になるなら今までの罪つみ滅ほろぼしになるってもんだ！」

　この調教師さん良い人だなぁ。調教師さんはバトルホースの所に行って、頭を撫なでてやると、

「それじゃあ、兄ちゃん。後は任せた。本当に恩に着るぜ！」

　そう言って立ち去って行った。あまりに良い人過ぎて、惚ほれちまうやろうー。

　さて、ミーちゃん。このお馬さん手に入れたけど、どーするよ？

「みぃ……」

　何も考えてなかったのね……。取り敢あえず、ハンターギルドの裏にある馬舎に連れて行こう。

　バトルホースを連れハンターギルドに着き、エバさんに頼んで裏の馬舎の端を貸してもらった。

　桶おけに飼い葉を入れたが、食べる様子がない。ミーちゃん用の桶にミネラルウォーターを五本開けて入れてみるけど見向きもしない。飲んでくれれば治る見み込こみがあるんだけどなぁ。

「み～」

　そんなお馬さんを見かねてミーちゃんがお馬さんに向かって一声鳴き、桶に顔を突つっ込んでチロチロ飲んでみせる。毒見役を買って出たようだね。

「み～」

　お馬さんはミーちゃんに顔を近づけている。何かしらの意思の疎そ通つうがあるのかな？

　ミーちゃんが自分の鼻をお馬さんの鼻にくっつけあうと、お馬さんは桶のミネラルウォーターを飲み始めた。ナイス！　ミーちゃん！

　ミーちゃんが何か俺に向かってジェスチャーを始める。可愛かわいいねなんて思ったら、足をテシテシされてしまった……。

　何をして欲しいのだろう？　一いつ生しよう懸けん命めい、俺に向かって大きく口を開け、地面を叩いてる。今度は何もない空中をハムハムしているね。お腹なかでも空すいたのかな？　これはエアハムハムだね。もうお昼過ぎてるし、お皿に猫ねこ缶かんを出してあげる。

「み～！」

「ん？　猫缶なの？」

「み～」

　ミーちゃんは猫缶の中身の載のった皿を、必死に咥くわえてお馬さんの方に引っ張っていく。お馬さんに食べさせるつもりなのだろうか？

　この猫缶、鑑定しても猫缶としか出てこないんだよね。神様の用意したミーちゃんのご飯だから、確かに栄養価は高いと思うけど、お馬さん食べるかなぁ？　猫缶の材料って馬肉が多いって聞いたことがある。この猫缶の材料がわからないから、共食いにならないことを祈いのるばかりだよ。

　ミーちゃんのお皿をお馬さんの前に持って行く。

「み～」

　また、ミーちゃんが食べてみせると今後はすんなりとお馬さんは食べてくれた。それを見たミーちゃんが、空いたお皿をテシテシ叩く。はいはい、お待ちくださいね。二缶一いつ緒しよに出してあげる。

　ミーちゃんとお馬さんは仲良く食べ、そのうちお馬さんは飼い葉の方も食べ始めた。おぉー。

　お馬さんを鑑定してみる。中度の病気、軽度の精神不安になっていたよ。恐おそるべし神様パワー。

　まだ安心はできないけど、毎日ミネラルウォーターを飲ませれば回復しそうだね。俺はきついけど……一度に五本のミネラルウォーターって……。

　ミーちゃん、保護者はつらいのよ～。

「み～」

　お馬さんの世話をしていたら、もうだいぶお昼を過ぎていた。どこかに昼食を食べに行くのも面めん倒どうなので、ギルド内の酒場で食べることにする。

「何にします？」

「おすすめの定食でお願いします」

「好き嫌きらいはあるかな？」

「ないです」

「マスター！　実験台入りました！」

　ちょ、ちょっと待てぇい！　その実験台って何を食べさせる気ですか！

　そんな緊きん張ちようした俺を余よ所そ目めに、先ほどの猫獣じゆう人じんさんのウエイトレスさんはミーちゃんとじゃれあっている。ミーちゃんはさっきお馬さんと一緒に、ご飯を食べたからもう十分なようです。

　しばらくすると、昨日の怖こわい目で見ていたマッチョな人が、何かを運んで来る。ウエイトレスさん、仕事しなくて良いのですか？

「お待ち」

　テーブルの上に大きな皿が置かれた。

　こ、これは……ま、まさか炒チヤー飯ハン！

　見た目は紛まがうことなき炒飯。鑑定しても炒飯だ。ただ……味はいまいちと出ている。

　と、取り敢えず食べてみよう。うん、いまいちだね……。味が塩気しかしない。入ってる具材もパッとしない。彩いろどりも考えてはいないようだ。目で見て美お味いしそうに見えないと、どんなに美味しい物でも食べたい気持ちは半減してしまうからね。

　今、俺にできることといえば、バッグからニンニク油を出してほんの少しかけて混ぜるくらいのこと。うん、ちょっとべっちゃってなったけど、少し旨うまくなった。

「おい、てめぇ。今、何しやがった！」

　ハヒッ！　な、なに？　俺なんかした？

「ちょっと寄こせ！」

　あぁ、俺の炒飯がぁ……。全部、食べられちゃったよ～。

「う、うめぇじゃねぇかよ！　てめぇ、それ寄こせ！」

　い、いやー！　誰だれか助けてぇー！

「み～！」

「サイクス！　そこまでです！」

　おぉー。エバさんが助けに入ってくれた。

「で、ですが、こいつがなんかしやがったんですぜ！」

「ネロ君、何をしたのか説明してくれまして？　ついでに馬舎に居るバトルホースのこともよ」

　なぜ、そんな目で見るのですか？　そう、その目は残念な子を見る時の目ですよ。エバさん。

「ちょっと味付けを自分好みに変えただけです。それから、バトルホースはある調教師さんから譲ってもらいました」

「味付けの件は良しとして、バトルホースを譲るなんて正気の沙さ汰たではありませんよ。いったい、何をしたんですか？」

「味付けの件だって、良くねぇぞ！」

「サイクス、お黙だまりなさい！」

「……へぃ」

　しょうがないので、バザーでの出来事を話したうえで、育てのお婆ばあさんが薬師で才能はないけど秘伝の万ばん能のう薬やくが作れることを話した。もちろん誰にも言わないと約束してもらったうえでだよ。

「そう、それであのバトルホースは助かるの？」

「おそらくは助かると思います」

「そう……でもね、それって詐さ欺ぎに近いと思うわよ」

「そうかもしれませんが、そうしないとあのお馬さん殺されてましたよ」

「治るなら、万能薬を譲ってあげれば良かったのじゃなくて？」

　そうなのかもしれないけど、無理があるのですよ。エバさんにペットボトルを見せてこれを五本飲ませたと教える。

「そ、それ全部、万能薬なの？」

「そうですよ。ガイスさんはこれ一本に金貨十枚払はらいました」

　一気飲みでね。

「金貨十枚……それを五本も……」

「当分、飲ませ続けないと駄だ目めだと思います」

「ネロ君だからできるってことね……」

「そうなると思います」

　わかっていただけたようで助かります。

「そっちの話は終わったようだな。それならこっちの続きだぜ！」

　何を言っているのこの人は？　話すことなんて何にもないよ。エバさん助けてくださいよぉ。

「それでは、私は仕事に戻もどりますね」

　あぁ、無情……。

「それで、てめぇは俺の料理になにしやがった！」

「だから、自分好みに調味料を加えたんですよ」

「それを出せ！」

　空になった皿にほんの少しニンニク油を出してやった。

「チッ、ケチくせい奴やつだな」

　うるさい、なんとでも言え。これ以上減らされてなるものか。

「うめぇじゃねえかぁ……そいつを寄こしやがれ！」

　マッチョな強こわ面もてに凄すごまれるとビビッて動けない。そんな俺の脳が危険と判断し緊きん急きゆう防衛を発動。

「この匂においは～ミーちゃんの～嫌いな匂いなんですよ～！」

「み～」

　ガタッ、ガタガタッ！

　仕事中にもかかわらず援えん軍ぐん到とう着ちやく！

「ちょっと、サイクス！　私たちに喧けん嘩か売る気！」

「ここに居られなくしてやるわよ！」

「うっ……」

　ミーちゃんを抱だっこしている猫獣人さんの猫耳が、ペタンとしてプルプル震ふるえている。気持ちはわかるよ。

「あんたも料理人の端くれなら、自分で考えなさいよ！」

「ぐっ。た、頼む材料だけでも教えてくれ」

　今度はお姉さんたちが俺を睨にらんでいる。ど、どっちの味方？　教えて良いの？　駄目なの？

「頼む、この通りだ」

　ど、土下座ですか……。

「わかりました。但ただし条件があります」

「なんだ、何でも言ってくれ！」

「一つ、絶対に使いすぎないこと。一つ、換かん気きは十分にすること。一つ、さっきの料理の材料について教えることです」

「わかった。約束する」

　メモ帳を出して、材料と作り方を書いて渡わたす。

「ば、馬ば鹿かな……たったこれだけだと……」

　いつの間にかミーちゃんが猫獣人さんから、ギルドのお姉さんたちに奪うばわれ連れ去られている。

「それより、さっきの料理の材料をちゃんと教えてくださいよ？」

「あぁ、約束だからな……」

　厨ちゆう房ぼうに一緒に行って見せてもらった。

　お米だ。残念ながらジャポニカ米ではなくインディカ米だった。まあ、さっき見た時細長いお米だったからそうだとは思っていたけどね。

　炊たいたご飯があったので味見してみる。が、パサパサして美味しくないよ～。

　その辺にあった材料を炒いため、ご飯を入れてニンニク油をさっとかけてまた炒める。彩りも良くしたので美味しそう。一口味見、旨いね。けど、胡こ椒しようがないのがちょっと残念、あれば完かん璧ぺきだったね。

「こいつは米だ。別に珍めずらしいもんじゃねぇ。何をやっても、たいした味にならねぇから人気がねぇ。商人ギルドの知り合いに、在庫処分するからって泣き付かれて大量に買っちまったのよ……」

　うーん、インディカ米って使ったことがないんだよねぇ。ちょっとやってみるか。

　お米を洗って大きな鍋なべに入れて、丁度あった野菜スープを入れる。フライパンで小さく切った鶏とり肉にくを炒める。玉ねぎもみじん切りにして炒めて、お肉と一緒にお鍋に投入。バターを適量、ニンニク油を少し入れて、後は炊き上げる。なんちゃってピラフです。

　本当はお米をフライパンで炒めるのだけど、大量に作るならこれの方が簡単。ピラフというよりピラフ風炊き込みご飯かな？

　炊き上がり始めるとバターとスープ、ニンニク油の匂いがマリアージュして、なんとも言えない旨そうな匂いが漂ただよい始める。

　俺は一生懸命、エプロンでその匂いをギルド側に仰あおいで送っている。

「何やってんだ？」

「今にわかりますよ」

　結構な時間仰いでいたけど、そろそろ炊き上がったようだ。蓋ふたを開けると良い感じに炊き上がっている。味見してみたが完璧に近いですな。

　厨房の外には案の定、ギルド職員さんと酒場に居たハンターさんたちがこちらを見ている。

「皿に小分けにして、みんなに配ってください」

「お、おい。タダで食わせる気かよ」

「損して得取れって言葉があります。作り方は見てたでしょう。明日は忙いそがしくなると思いますよ」

「お、おう……」

　食べた人たちはみんな美味しいと言ってくれた。最後のお焦こげの部分まで完食されてしまった。

　明日が楽しみだね。

　それより、ミーちゃんどこ行ったの～。

[image: ]








ミーちゃん、お馬さんに名前を付けてあげる。






　あれから、ギルドの仕事に入り気付けばもう八の鐘かねが鳴っていた。もう、くたくたです。

「いやー。本当にご苦労さん。今日も早く帰れそうだよ。娘むすめとの時間が取れて、大感謝だよ」

　ヘンリーさんは子こ煩ぼん悩のうのようですね。

　さて、俺おれも一度馬舎に寄ってから帰りますか。ミーちゃん、どこ～？

　最初に着ていた仕事着が変わっているね。また、貢みつがれたみたいですよ。ミーちゃんの周りには色とりどりのリボンやスカーフなどが置かれている。ミーちゃんは嬉うれしそうに、お姉さんたちに愛あい嬌きようを振ふりまいている。なんて罪作りな子こ猫ねこなのかしら……。可愛かわいいから許しちゃうんだけどね。

　ミーちゃんと馬舎に行ってお馬さんにブラッシングをしてやる。今日はちょっと寒いので、お馬さんに毛布を掛かけてあげた。その間、ミーちゃんはお馬さんとスキンシップを交かわしている。

　桶おけの水を新しいものに替えて、ミネラルウォーターを一本分入れておく。飼い葉も新しいものを、隣となりの桶に加えておいた。明日の朝また来るね。

　疲つかれていたので夕食は宿の隣の食堂で食べた。

　翌朝、隣の食堂で朝食を食べた後、洗せん濯たく物ものを引き取り部屋に置いてハンターギルドに向かった。

　馬舎に行って様子をみるけど昨日の夜と変わりはないようだ。

　桶の水もほとんどない。ミーちゃんの桶にミネラルウォーターを入れてあげると、自分から飲み始める。お皿に猫缶かん二個分を盛り、与あたえるとこれも自分から食べてくれた。

　今日はお天気が良いので町の外に出て日向ぼっこでもさせてあげよう。もちろん、町の外に出るといってもすぐ近くだよ。モンスターに襲おそわれたらひとたまりもないからね。

　門を目指してミーちゃんを頭に乗せたお馬さんを連れて歩く。一応町中ではお馬さんに綱つなはつけている。外に出たら外してあげるつもりです。

　ミーちゃんを乗せたお馬さんを引っ張って門まで来て、ギルド職員証明書を見せて外に出る。

　町の外周を回ってみよう。お馬さんの綱を外してやるけど、おとなしいものです。お馬さんの目を見ると、とても賢かしこそうな目をしている。何もいわなくても、俺が歩くとちゃんとついて来ている。

　のんびりと散歩を楽しむ。この世界に来て初めてかもしれない、こんなにのんびりと散歩するなんて。などと言っていられたのも町の半周を歩いた時までだった……。

　出た門の反対の門に着いたころには、もうヘトヘト。自分の体力のなさを忘れてた……。

　お馬さんはまだ、動き足りないような顔をしているので、自由にさせることにした。必ず、俺が見える所に居るんだよと念を押おしてから放してあげる。ミーちゃんは俺と一いつ緒しよね。

「み～」

　町の防ぼう壁へきに寄りかかり、お馬さんを見ながらミネラルウォーターを飲む。生き返るねぇ。

　ずっとお馬さんって呼んでいるのもなんだし、名前を付けてあげようか？

「お馬さんに名前付けてあげた方がいいよね？」

「み～」

「女の子だから、花の名前とかがいいかな？」

「み～」

「バラ」

「みぃ……」

「だよね……。白っぽいからユリとか？」

「みぃ……」

「駄だ目めですか……目が紫むらさき色いろだからスミレなんてどう？　確か花言葉は謙けん虚きよ、誠実、小さな幸せだったかな」

「み～！」

「じゃあ、スミレでいいかな。一応ご本馬にも聞いてみようね」

「み～」

　しばらくして、満足したのかお馬さんが戻もどって来た。桶に水とミネラルウォーターを一本入れて飲ませてあげる。

「君に名前を付けようと思うんだ。ミーちゃんと相談した結果、スミレってのはどうかな？」

　お馬さんはじっと俺とミーちゃんを見つめてから、顔を摺すり寄せて来た。どうやら気に入ってくれたらしい。

　ハンターギルドの馬舎に戻って、スミレの体を洗ってから大気スキルで一気に乾かわかしてやる。便利だ。新しい飼い葉と水を桶に入れてやり、俺とミーちゃんも昼食をとりにギルドの酒場に行く。

「夜以外でこんなに忙いそがしいの初めてよ～」

　猫獣じゆう人じんさんのウエイトレスさんが忙せわしなく接客している。昨日と打って変わって大だい盛せい況きよう。予想通りの展開だね。

　ギルド職員さんたちはローテーションで食べに来ているようだし、ハンターさんたち以外にもチラホラ一いつ般ぱんのお客さんたちも混ざっているようだ。

「おすすめ定食で」

　ミーちゃんに猫缶とミネラルウォーターを出してあげる。ちゃんとお座すわりして待っていてくれている。ミーちゃんはお利口さんだね。

　ほどなくして、料理が届いた。昨日のピラフにお肉をニンニク油で焼いた物と、スープにサラダがセットになっていて結構なボリューム。

「いただきます」

「み～」

　うむ。ピラフはちゃんと味が再現されているし、お肉も隠かくし味程度にニンニク油が使われているのが良い味を出してる。あのサイクスというマッチョな人は、意外と良い腕うでをしているようだ。これで七百レトなら安いよ。

　お腹なかも膨ふくれたし、ちょっと腹ごなしに走ろう。体力がないのは致ち命めい的、少しでも早く一般人クラスの体力にならないとね。

　ミーちゃんも一緒に走ってくれるみたいだ。バッグをスミレの所の柵さくに掛けてから訓練場の周りを走る。途と中ちゆうで教官に呼び止められ職務質問されたのはご愛敬だよ。

　ミーちゃんは途中からハンターさん相手に格かく闘とう技ぎの訓練に移ったようだけど、傍はたから見るとじゃれあっているようにしか見えないよね。ミーちゃん良い動きをしているんだけど、相手のハンターさんの方が上手のようだ。

　さすがにこのまま汗あせまみれで仕事には出れないので、共同浴場に行ってさっぱりする。

　共同浴場に行き番台に行くと、あのおばさんが居た。

「おや？　こないだのお兄ちゃんじゃないか。今日も全部かい？」

「はい、お願いします」

「子猫ちゃんも一緒だね。おやおや、だいぶ汚よごれているね。洗ってあげてもいいかい？」

「すみません。助かります」

「いいんだよ。うちの子も楽しんでるからね」

　それじゃあ、ミーちゃんまた後でね。

「み～」

　お風ふ呂ろからあがると、疲れた体がリフレッシュされたって感じだね。本音をいえば帰って寝ねたい。

　ミーちゃんも艶つや々つやになって、番台のおばさんにモフられまくっていた。

「この子、本当に人ひと懐なつっこくておとなしい子だねぇ。うちの周りの野の良ら猫とは大おお違ちがいだよ。触さわろうとすれば威い嚇かくしてきて、ご飯もらう時だけ猫撫なで声を出すんだからねぇ」

「ハハハ……ミーちゃんは飼い猫ですから、人と接することが好きなんです」

　それをお仕事にもしているからね。

「み～」

　ハンターギルドに戻り、ミーちゃんがお仕事着に着き替がえてお姉さんたちのもとに向かう姿に、なんか風格が出てきてないかい？　モデルさんみたいだよ。

「ネロ君は、少しの間この町に居るんだよね？」

「はい、十八日後にクアルトに戻る予定になってます」

「ふむ。なら十分だな」

「何が十分なんですか？」

「いや～、この頃ごろ早く帰れてるだろ。その分、家族サービスができてね。妻から今度は男の子が欲ほしいわ、なんて言われちゃってさ～。頑がん張ばちゃってみようかな～なんてね」

「……さあ、仕事に戻りますよ」

「やだな～。ネロ君はつれないな～。それとも、ネロ君にはちょっと大人のお話だったかな？」

「大人の話って子供じゃないんですから……十八過ぎてますよ。俺」

「「「……」」」

　周りのお姉さんたちと、ヘンリーさんたち買い取りの職員さんの時が止まっている……くっ、こうなったら黙もく々もくと仕事してやるんだからなぁ！

　今日も今日とて忙しいハンターギルドでした。

　翌朝はスミレにミネラルウォーターと猫缶を与えてから、約束していたゼルガドさんの所に行く。

「おう、待ってたぜ。準備はできてる。裏に行くぞ」

　工こう房ぼうの裏の庭、レンガが積まれた前に大きな板が何枚も重ねられ、その手前五メルの所に置いてある台に短い筒つつと長い筒が固定されている。

「筒が破は裂れつする恐おそれがあるからな、手で持たなくてもいいように固定しておいた」

　短い筒にホローポイント弾だん、長い筒にライフル弾がセットされているそうだ。

　ミーちゃんを安全な場所にキャリーバッグに入れて置いておく。顔出しちゃ駄目だよ。

「み～」

　それでは、実験開始です。

　ゼルガドさんが木製の盾たてを渡わたしてきた。上のあたりに穴が空いている。覗のぞき窓だね。盾を構えて短い筒に意識を集中する。イメージは弾たまの後ろに二つの圧縮した空気の塊かたまりを作り、後ろの圧縮した空気を一気に膨ぼう張ちようさせる。

　プシュー、スポンッ！　ガガッ！

　なんだろうか、このサイダーの瓶びんの蓋ふたを開けた感じの音は？　威い力りよくもただ打ち出すよりは威力があるけど、思っていたほどではない。

　長い筒もやってみたけど同じ結果だ。長い方が狙ねらった場所近くに飛んでいるくらいかな、違いは。

「これで問題点が見えたな」

　ゼルガドさんは納なつ得とくしているようだ。説明してもらう。

　どうしても筒と弾の間に隙すき間まができて、せっかくの押し出す力がそこから抜ぬけている。

　それと同時に弾を込こめる為ため、中折れ式にしているのでその隙間からも空気が抜けている。シリンダー式にすると尚なお抜けると思われる。

　さらに、筒を下に向けると弾が落ちて行く。薬やつ莢きようがないので引っかかる所がないから当然だね。最後に弾が空気の抵てい抗こうを受けて真まっ直すぐに飛ばない。特に短い筒の方だ。

　上記の内、いくつかは解決策がある。できる、できないは別としてだけど。

　その一つが、バザーで買っておいた蠟ろうだ。これを小さい容器に溶とかして入れ、弾の後ろの部分に付着させる。

「なるほどな。それで隙間を埋うめ、更に下に向けても落ちないようにするわけだな。考えたな」

　もう一度やってみる。体積が増えた分、弾を込めるのは多少無理矢理に押し込むことになる、周りは蠟なのでたいした力は要いらないけどね。

　今度は短い筒にライフル弾、長い方にホローポイント弾を入れてみた。

　結果は段違いに良くなった。良くなったけど、壊こわれた…。短い筒の方がね。中折れ式の部分の金具が壊れてバラバラ事件です。お嬢じよう様さま。

　検証結果。もっと頑がん丈じようにする。ホローポイント弾は空気の抵抗を受けやすいが破は壊かい力りよくはある。ライフル弾は空気の抵抗を受け難にくく貫かん通つう力がある。部品のつなぎ目をどうにかして空気の漏もれをなくす、といったところかな。

　一番の問題点は命中精度が低いということ。弾が空気の抵抗を受け、安定した弾だん道どうが保てないことにあると推測される。解決策は銃じゆう身しんの内側にライフリングを刻むこと、弾の形状を変えることしか思いつかない。

　地球の最新式の戦車の多くはライフリングを刻んでいない。滑かつ腔こう砲ほうが主流だと本で見た。ライフリングを刻むと直進性が増す代わりに弾速が遅おそくなるという。最新式の戦車は弾の形状が違うからライフリングが必要ない。ダーツのような細い形状に砲径に合わせた付属の型かた枠わくが付いていて、打ち出された後その型枠が外れて弾の軌き道どうはコンピューターが自動で計算し修正するそうだ。そんな機能付けられるわけがないよ。

　となると、滑腔砲は論外なので、弾自体に回転を与えて真まっ直すぐ飛ばす方法。そう、残された道はライフリングしかない。ゼルガドさんに絵を描かいて説明する。

「ふむ。弾に回転を与えて直進力が増すってことか？　誰だれが考えたんだ、こんなこと？」

　さあ、そこまでは存じあげません。

「できなくはないな。それ用のドリルを作ればいいだけだ。で、どのくらい刻めばいいんだ？」

「確か八条ぐらいで三十センで一回転だった記き憶おくがあるんですが……」

「うむ。まあ、やってみるか。三日後にまた来い。それまでにまた試作品を作っておく。それからおそらく、製作費用に足が出るぞ」

　やっぱりそうなりますよねぇ。お手て柔やわらかにお願いします。

　ミーちゃん、必要経費ですので、よろしくお願いしますね。

「み～」








ミーちゃん、迷めい宮きゆう探たん索さくに巻き込こまれる。






　ゼルガドさんの工こう房ぼうをあとにした俺おれとミーちゃんは、ハンターギルドに戻もどって昼食にした。

　今日はこないだの炒チヤー飯ハンを頼たのんでみる。うん、美お味いしくなっている。お米があるってことはあれもできる。後で食材を集めよう。クアルトであるのだからここにもあるだろう。楽しみだ。

　昼食後はスミレを連れて町の外周を歩いて来た。スミレと俺の体力作りの為ためなのだけど、俺だけ既すでにバテバテになっている……。

「みぃ……」

　そんな目で見ないで、ミーちゃん。この体が初期設定だったんだ。鍛きたえないとどうしようもない。

　一時間ほど、スミレを自由にさせてハンターギルドに戻る。

　スミレの体調もだいぶ良くなり、軽度の病気にまで回復している。全快するのも時間の問題だと思う。けど、ミネラルウォーターの消費が激しい。手元の残りも心こころ許もとない。早く完治してくれることを切に願うよ……。

　ギルドの中に入ると何か慌あわただしい。

「何か起きたんですか？」

　ヘンリーさんに聞いてみる。

「あぁ、この町の近くに流れ迷宮ができたんだ」

「流れ迷宮？」

「み～？」

「ネロ君は流れ迷宮を知らないのかい？」

　さっぱりです。

「流れ迷宮は、本当の迷宮の突とつ発ぱつ版なんだよ」

　ははは……そもそも迷宮ってなんでしょう？

「もしかして、迷宮も知らないのかい？」

「……知りません」

「みぃ……」

　迷宮とは誰だれが作ったのかわからないけど、大昔からあるそうだ。迷宮は多くの恩おん恵けいを与あたえてくれるけど、中は複雑な迷路になっていて罠わながあったり、モンスターが居たりする危険な場所。たまにＡＦアーテイフアクトが見つかることでも有名なんだって。この国に確かく認にんされているだけでも三つの迷宮があるそうだ。クアルトの町とクイントの町の間にもあるという。通ってきたけど気付きませんでした。

　流れ迷宮というのは一定期間の間現れ、また消える不思議な迷宮なんだそうだ。

　それが町のすぐ近くに現れたのだから、大おお騒さわぎってこと。現れている期間は四、五年ぐらいが普ふ通つうらしい。ハンターが多く集まり賑にぎわうので領主は嬉うれしがるけど、ハンターを管理するギルドはそりゃあ大変らしい。

「でもね、迷宮は複雑な迷路になってるからね。腕うでの良いマッパーが居ないときついんだよ」

「マッパー？」

「地図を専門に描えがく人のことだよ。本来はギルド側で最初に迷宮に入って中を調査しないといけないのだけど、今この町にマッパーの方が居なくてね。困っている所さ」

　最初にギルド側で迷宮に入るのは、その迷宮の難易度を判定する為。それに迷宮の各階には必ず安全地帯という場所があって、ギルド側ではその場所を把は握あくする決まりになっている。どうしてかというと、もし迷宮に入ったハンターさんたちに何かがあった場合、そこに避ひ難なんできるし救助もそこに向かうことになる、とヘンリーさんが教えてくれた。

「マッパーって大変なんですね」

「マッパーの方は特とく殊しゆなスキル持ちだからね。今回は間に合いそうもないから、ハンターたちでの人海戦術でマップ作りをしてもらうことになるね。これは、大変だよ」

「ちなみに特殊なスキルってなんですか？」

「マップスキルだよ。なかなかに珍めずらしいスキルだね」

　ん？　どこかで聞いたことがあるスキルだよね？

「み～」

　どうしたの？　ミーちゃん？

「みぃ……」

　ミーちゃんが残念な顔をして、俺の胸をテシテシして……って、俺のスキルだぁ！

「あのう……」

「どうしたんだい？　ネロ君？」

「俺、マップスキル持ってるんですけど……」

「へ？」

　ガタッ！　ガタガタッ！

「それ！　本当なの、ネロ君！」

　エバさん、こ、怖こわいですよ。

「ヘンリーさん。俺を鑑かん定ていしてみてください」

「いいのかい？」

「構いませんよ」

　ヘンリーさんが俺をじっと見る。

「確かにマップスキルありますね。それにしても面おも白しろいスキル構成だね。一つだけ読めないスキルがあるよ」

「それは内ない緒しよでお願いします」

「了りよう解かいだ。男なら一つや二つの秘密がなければ、魅み力りよく的じゃないからね」

　もちろん、読めないというスキルは猫ねこ用品だ。パミルさんにも見てもらったが読めなかった。試ためしにその文字を書いてもらったら漢字で『猫用品』だった……この世界で読めるのは俺くらいだよ！

「ネロ君、これはハンターギルド職員として特別職務命令を発令し、流れ迷宮の探索を命じます。当然ですがこの命令を断る場合、職務規程違い反はんとなりハンターギルドに居られなくなると思ってください。尚なお、この任務が終しゆう了りようするまで、当方クイントハンターギルド職員となりますのでクアルトに帰ることもできないと考えておいてくださいね」

「噓うそ……ですよねぇ？」

「噓ではありません。一応、本部の方には早急にマッパーを送るようには上じよう申しんはしますが、どの程度で到とう着ちやくするかは断言できません」

「本ま気じですか……」

「ギルド職員の宿命です」

「ふ、福利厚生の改善と賃金アップと生命の保証を、よ、要求します！」

「賃金の上乗せは認めます。生命の保証については、最善を尽つくすとしか言えません。福利厚生とはなんですか？」

「宿をなんとかしてください。洗面所すらないので不便すぎます。狭せまいしね、ミーちゃん」

「みぃ……」

「仕方ありませんね。本職が来るまでの間でしたら認めましょう」

　よし！　最低限の権利は引き出したよ。

　で、いつからなのですかねぇ？　色々用事があるのですが……。

「取り敢あえず、明日の午後に一度入っていただきます。すべてはそれからです」

「毎日入るんですか？」

「迷宮探索は精神的に辛つらいものですから、三日入って一日休みのペースになると思いますわ」

「夕方の仕事もするんですよね？」

「ネ、ネロ君！　頼むよ～。私の可愛かわいい赤ちゃんがかかっているんだよ～」

　ヘンリーさん、それって公私混同ですよね……。

「わかりました……善処はします」

「助かるよ～」

「一つだけ条件があります。それを聞いて頂けない場合は、この国から出ていきます」

「そ、その条件とは、何かしら？」

「迷宮にはミーちゃんも一いつ緒しよに行きます。これは絶対条件です！」

「み～！」

　エバさんは怪け訝げんな顔をしている。

「迷宮はとても危険な場所よ。そんな危険な場所にわざわざミーちゃんを連れて行くの？」

　ギルドのお姉さんたちからもブーイングが上がっている。

「外野は黙だまっててください。あなたたちはミーちゃんと俺の何を知ってるというのですか？　ミーちゃんと俺は一いち蓮れん托たく生しよう、この世界で唯ゆい一いつ無む二にの関係なんです。どちらかが生きて、どちらかが死ぬなんてありえません」

「み～！」

　ミーちゃんは不老不死だけど、でも俺が死んだら誰がミーちゃんのご飯を用意するのさ！

　ミーちゃんが俺の顔をペロペロしてくる。大だい丈じよう夫ぶだよ。死ぬ気なんて毛頭ないからね。

　周りは静まり返っている。大きな声を出したつもりはないけど、驚おどろいたのかな？

「そうですね……私はネロ君のことを何も知らずに、余計なことを言ったようですわ。申し訳ありませんでした。ですが、これだけは忘れないでください。命の保証は最善を尽くすとしか言えなくてよ」

「それについては、納なつ得とくはしていませんが理解はしました。今の俺では守ってもらうしかないのが現状ですから」

「わかりました。ミーちゃんの同行を認めます」

「み～」

　その後、迷宮探索で用意する物の話をされた後、通常業務に戻った。

　翌日は、スミレの所に行った後バザーに来ている。朝は人も大勢で活気があり、食材も豊富にある。買いにきたのはトマトだ。そうです、なんちゃってケチャップを作るのです。お米があるのですからお子ちゃま人気の一品、オムライスを作るのが俺に課せられた使命なのだ！

　ということで、食材を買ってギルドの酒場の厨ちゆう房ぼうに来ています。

「何するつもりだ？」

「いいものを作るんで覚えてくださいね」

　まずは、お米を炊たいておき、その間になんちゃってケチャップを作る。後はチキンライスを作り、薄うす焼やき玉子でくるむだけ。はい、できあがり。ついでにケチャップでＬＯＶＥとも描いておく。ミーちゃんＬＯＶＥ注入である。

「なんで、玉子でくるむんだ？」

「中身が見えないようにですよ。食べる時に初めて中身がわかると楽しいでしょう？」

「そうか？」

「これなんて描いてあるの？」

「俺の国の言葉で『愛』です」

「愛なんだ～」

「み～」

「意味あんのか？」

「愛情たっぷりを表現しました」

「……そうか」

　そんな愛情たっぷりのオムライスを、サイクスさんとウエイトレスさんで分けて食べる。美味しいし、懐なつかしい味だね。

「これも人気間ま違ちがいなしですよ～。マスター」

「あぁ、うめぇよ、これ」

「このケチャップは色々な料理に使えるから便利ですよ」

「しかし、教えちまって良かったのかよ。秘伝の味じゃねぇのか？」

「ニンニク油もこのケチャップも、クアルトでお世話になってる宿のご主人に教えてるんで、問題ありませんよ。逆に広がれば、美味しい物が食べられるってわけ。今度マヨの作り方も教えますよ」

「マヨが何か知らねぇが、頼むぜ」

　教える代わりにピラフを貰もらい、大量におにぎりにしてミーちゃんバッグに収納した。昨日、エバさんに保存食は自前で用意するようにと言われていたからだ。クアルトで用意した物もほとんど手を付けていないので、ミーちゃんバッグの中にはまだ大量の料理が入っている。

　出発の時間が近付いたので準備をする。するといってもたいしたことはない。問題はスミレをどうするかだ。迷宮探索のせいで毎日のお散歩ができなくなった。せっかく体調が良くなってきたのに、馬舎に閉じ込めていたら滅め入いっちゃうよね……。連れて行こうか近いとこみたいだし。

「ねぇ、スミレ。この場所に残るのと、条件付きで外に出で掛かけるのと、どっちがいい？」

「み～？」

　スミレは俺とミーちゃんに顔を摺すり寄せてくる。お出掛けの方が良いみたいだね。

「わかったよ。連れて行ってあげるから、言うことはちゃんと聞いてね」

　ぶるるっと頷うなずき、肯こう定ていの仕草を見せた。じゃあ一緒に行こうか。

　ハンターギルド前に行くと、既に人が集まっている。

　エバさんから大まかな説明があり、出発の準備に入る。総勢二百人にもなる大所帯。

　向こうで迷宮の入り口を防ぼう壁へきで囲む作業がおこなわれる。その為の作業員さんと護衛のハンターさんたちだ。他にはギルドの職員が数名同行する。

「君がネロ君だな。私は蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうのリーダーをしているミュラーハントだ。ミュラーと呼んでくれ。君と一緒に迷宮に入ることになっている。よろしくな」

　トカゲさんが話し掛けてきた。この人は覚えている。ゴブリン二百匹ぴき分の強さを持つ竜りゆう人じん族の方だ。

「ネロです。こっちはミーちゃんです。この子はスミレです」

「なんだ、このガリガリのう……まって、バトルホース！」

　蒼竜の咆哮のパーティーのみなさんも驚いているね。

「えぇ、今ちょっと病気療りよう養よう中でして、これでもだいぶ良くなったんですよ」

「そ、そうか。大丈夫なのか？」

「何がですか？」

「何がって、なあ？　バトルホースといったら気き性しようが荒あらいので有名だぞ」

「おとなしい子ですよ。変なことさえしなければ、むやみに人を襲おそったりしません。ねぇ、スミレ」

　ぶるるっと、失礼しちゃうわ、そんな野や蛮ばんじゃなくてよってみたいな仕草を見せる。

「そ、そうか、それなら安心だな」

　余り信用してないようなので、スミレの背にミーちゃんを乗せておいた。

　エバさんが出発前に声をかけてきた。

「ネロ君。その子も連れて行くの？」

「少しずつ、体を慣らしていかないといけないので、ちょっとした運動がてらに連れて行きます」

「まあ、バトルホースだから問題ないとは思うけど、気を付けるのよ。ミーちゃんもね」

「はい、行ってきます」

「み～」








ミーちゃん、迷めい宮きゆう内でミスを犯おかす。






　迷宮は町から歩いて一時間も掛かからない場所にあった。

　草原のど真ん中にぽつんと一ヵ所だけ土が盛り上がった場所があり、近付いてみると階段が地下に続いているのがわかる。

　ギルドの職員さんの指示で作業員さんたちが仕事に移り、荷馬車から木材などが下ろされていく。

「スミレ。自由にしていいけど、疲つかれる前に戻もどってくるんだよ。みんなに迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めだからね」

　ぶるるっと肯こう定ていしてくれた後、嬉うれしそうに走って行った。

「いいのか？　もう、帰って来ないんじゃないのか？」

「別にそれならそれで構いませんよ。元気で居てくれるなら」

　なんかみなさんから、凄すごい変な目で見られているんですけど……。

　スミレのことは残っている御ぎよ者しやさんにお願いすると、快く引き受けてくれた。

「よし、我々も出発だ。今日はネロ君の実力を見るものだから、一の鐘かね進んで、一の鐘で戻るぞ」

「「「おぉ」」」

　蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうは男女混合で六人パーティー。竜りゆう人じん族一人、ドワーフ族一人、獣じゆう人じん族二人、エルフ族一人、普ふ人じん族一人の構成で、前衛、後衛、斥せつ候こうとバランスの取れたパーティーだ。

　ミーちゃんをキャリーバッグに入れてあげてから、首に掛けて左腰ごしの脇わきに来るように調整して、ランプもバッグに固定しておいた。右手は何かあった時の為ためフリーにしておく。ミーちゃんはキャリーバッグから前まえ脚あしと頭だけ出した状態で周りを見ているね。キャリーバッグから出ちゃ駄目だよ。迷宮で迷子になったら大変だからね。

「み～」

　中に入ると薄うす暗ぐらいのですぐにランプをつける。中はレンガのような石造りで幅はば三メル高さ三メルくらいの正方形の通路になっている。

　明らかに人工物だ。どうやって移動しているのだろう？　不思議ですな。と、神様仕様の猫ねこ用品を召しよう喚かんする俺おれが言うのも、なんか違ちがうような気がする。

「み～」

「それにしても羽虫が多くて嫌いやになるな」

「長い間、表に出なかった迷宮なんだろう。入り口が開いたことで、一気に孵ふ化かしたんだな」

　本当にうじゃうじゃ飛んでる。手で払はらっても払っても飛んでくる。まとめて吹ふき飛ばそうか？

「何とかしますか？」

「何とかって？　何か策でもあるのか？」

　みんなに下がってもらい、いつかやった、空気の大たい砲ほうのもう少し大きいバージョンで撃うってみた。

　ドーン！

　圧縮された空気が通路を流れて行くのが、埃ほこりや羽虫によって視覚化されている。残されたのは綺き麗れいになった通路と、遠くから聞こえるギィーギィーというモンスターの叫さけび声だけだった。

「い、今のは、なんじゃ！」

「精せい霊れいが驚おどろいてます……」

「おい、向こうからモンスターが来るぞ！」

　その言葉通り、埃と羽虫まみれになったゴブリン五匹ひきが、ギィーギィー騒さわぎながら向かってくる。ちょっと……いや、かなり汚きたならしいゴブリンだね。誰だれのせいかなぁー。

　ミュラーさんが一歩前に出る。手に持つのはグレイブだ。一いつ閃せんするたびにゴブリンが倒たおされていく。つ、強いです。ゴブリン二百匹分は伊だ達てじゃない。

　倒したゴブリンをどうするか見ていたら、突とつ如じよゴブリンが消えた。

「今、何したんですか？」

「あぁ、俺は収納スキル持ちなんだ」

　収納スキルか、他の人が収納するのを見たのはこれが初めてだ。やっぱり直じかに見ると驚くね。

　解体せずに収納したのは、解体する時間が惜おしいからだそうだ。

「さっきのあれはスキルなのか？」

「はい、大気スキルです。殺傷力はないです。衝しよう撃げきを与あたえる程度ですね」

「だとしても凄すげぇな。大気スキルねぇ」

　みんな大気スキルは役立たずって、認にん識しきしているからね。なるべく早く検証して、大気スキルの地位向上を図はかろう。

　少し進むと分かれ道になっていて、正面には埃と羽虫の死し骸がいの山ができていた。ここでぶつかって空気は両脇に分かれたのだろう。

「どっちに向かいます？」

「好きな方で構わない。今日は外周回りで探たん索さくする」

　じゃあ左回りで行ってみよう。道を進むと、たまにモンスターが現れる程度。ほとんどがゴブリンでたまに大型犬くらいの蟻ありが出てくるくらいだ。大型の蟻は素材としてはまったく価値がないそうで、コアだけ回収して放置になる。残念。

　他には、たまにボロボロの剣けんなどが無造作に落ちている。運が良いとＡＦアーテイフアクトなんてことがあるらしいけど、ＡＦアーテイフアクトはもっと下層でそれもよほど運の良い人か、鑑かん定てい持ちじゃないと見つけられないらしい。

　そういえば、マップスキルはマップスキル自体を意識すると、透とう明めいな板にマップが浮うき上がってくる。伸しん縮しゆく自在で俺の回り半径五メルくらいが記き載さいされる優すぐれもの。あとで気付いたのだけど、マップにメモ書きもできるようだ。初めて使ったのでわからなかった。

　そろそろ一時間が経たとうかという時に、あるものを見つけた。マップスキルに記載される範はん囲いは半径五メル、通路の幅は三メル、俺は通路の真ん中を歩いているので、通路の壁かべから三メル五十セン向こうまで記載される。そのマップに左側、外周側にぽっかりと空間があるのが見て取れる。

「あのう」

「ん？　なんだ、もう疲れたか？」

「飯にはまだ早いぞ」

　むむ。この人たちも、俺のことをお子ちゃまと勘かん違ちがいしてるのではないのだろうか？

「いえ、ここに隠かくし部屋があるみたいです」

「なに言ってんだ？」

　猫獣人の斥候のお兄さんが怪け訝げんな表情で俺を見る。

「いやだから、部屋がここに……」

「ちょ、ちょっと待て！　どうしてそんなことがわかるんだ？」

「なんでって、マップに出てますから？」

「「「……」」」

　みなさん固まっているのだけど……どうしてだと思う？　ミーちゃん？

「み～？」

　頭にハテナマークを出していると、ミュラーさんが説明してくれた。

　マップスキルとは、一筆書きだと。俺のようなゲーム画面的なマップではなく、ただ歩いた線が現れるそうだ。なので、ちゃんと理解していないとマップスキルがあっても道に迷うという。

　そんなマップスキルだったら俺じゃ無理だね。確実に迷う自信がある。でも神様そんなこと言ってなかったよなぁ。まあ、あの神様だから何でもありか……。くしゅん！　ん？　どこかでくしゃみをする音が聞こえたような……。

「み～？」

　斥候の猫獣人のお兄さんが壁を調べている。

「確かに空間があんのはわかるが、どうやって開けるか、わかんねぇ」

　猫獣人のお兄さんは壁を一いつ生しよう懸けん命めい調べているけど、何も見つけられないようだ。

「み～！」

　ん？　ミーちゃんどうしたの？　ミーちゃんがテシテシとバッグを叩たたき後ろを見ている。隠し部屋の反対の壁だね。

「何かあるの？」

「み～」

　反対の壁に近寄ってみる。うーん。なんだろう。俺にはわからない。ぴょんとミーちゃんがバッグから飛び出して壁の一部にテシッ！　っと、肉球パンチをお見み舞まいした。

　ゴ、ゴ、ゴォー。

　後ろを振ふり返ると壁に穴が開いている……じゃなくて、扉とびらが開いちゃったようだ。ありゃりゃ、隠し部屋の中に居た、大きな二足歩行の血走った目の豚ぶたさんと目が合っちゃったね。ははは……。

「オークだ！　気を付けろ！　早く態勢を整えろ！」

　オーク。大きな豚のモンスターでゴブリン五十匹分の強さ。飢き餓が、混乱、狂きよう気き状態と鑑定できた。

「な、なんじゃこいつは！　ぐっ、この馬ば鹿か力ぢからがぁ」

「精霊が怖こわがって逃にげ出しました！」

　オークは目を血走らせ、口から涎よだれを垂れ流しながら棍こん棒ぼうを振り回す。当たったら痛そう……。

「こいつ、なんか異常だぞ！」

「そのオーク。飢餓、混乱、狂気状態です！」

「狂気か！」

　俺もミーちゃんをキャリーバッグに押おし込こんで、ＡＦアーテイフアクトの短たん剣けんを投げ援えん護ごする。蒼竜の咆哮のみなさんは冷静さを取り戻しオークを追い詰つめ、最後はミュラーさんの一いつ閃せんで止とどめが刺さされる。

　戦せん闘とうを終えたみなさんに俺とミーちゃんはペコペコと平ひら謝あやまり。

「申しわけありませんでした！」

「みぃ……」

「いや、まあぁ、そうだな。確かにネロ君のミスだな。我々も慌あわて過ぎた感は否いなめんがな」

「そうじゃの。我々も一階層じゃと気を抜ぬき過ぎていたのう」

「そうね。まだ迷宮に入ったばかりだから余よ裕ゆうって思いがあったわね」

「まあ、そういうことだから気にすんなよ」

「みぃ……」

　ミーちゃん、ごめんなさ～いって、目をうるうるさせて謝っています。

「なら、帰ったらギルドの酒場で一杯ぱいおごってくれんかのう。それでチャラじゃ」

「ちょっとあたしはお酒飲まないのよ！　そうだミーちゃんを抱だっこさせてよ」

「私もその方が嬉しいです」

　ということで、男だん性せい陣じんには酒を、女性陣にはミーちゃんのモフモフ権利で許してもらうことになった。

　ミーちゃん、俺たちは迷宮初心者だから勝手なことをすると、みんなの命にかかわることがあるから気を付けようね。

「みぃ……」

　ミーちゃん、反省しているよって、上うわ目め遣づかいで俺を見てくる。もちろん、許す！

　さて、主の居なくなった隠し部屋に入ると、ミュラーさんはオークを収納する。オークのお肉は高級品らしい。とても美お味いしいお肉で美食家なら喉のどから手が出るほど欲ほしがるらしいよ。そのせいで、オークが現れたという情報が入るとハンターさんたちは目の色を変えて探しに行くそうだ。高級肉、食べてみたいね。ミーちゃんは興味なさげだけど。

　さて、高級肉のことは横に置いといて、隠し部屋の床ゆかには金貨や銀貨が散乱している。他にも剣や鎧よろい、盾たてなどが新品同様の状態で落ちている。残念ながらＡＦアーテイフアクトはなかったけど、装備品はほとんどが品質高と出ているので良い物だと思う。

「大漁だな。こんな浅い階層でこんなに手に入るなんて信じられんな」

「今まで気付いてなかっただけってことじゃない？」

「かもしれんな」

　ミーちゃんがバッグから飛び出して部屋の角で砂を蹴けっている。おトイレみたいです。

「今日はこの辺で終わりにしよう。ネロ君、帰り道は来た道を戻るが大だい丈じよう夫ぶか？」

「問題ありません。この階層の大まかな構造は見えてきました。来た道に下に降りる道がなかったことから、来た道とは反対側にあるのでしょう。一の鐘分でこの階層の半分をマップで埋うめたと思いますので。反対側も一の鐘でおおまかにですが調べられると思いますが、どうします？」

「ふむ。わかった。それなら、そっちのルートで行ってみよう」

　みなさんも反対意見はないようで、軽く食事をして一息ついてから帰り支じ度たくを始める。

　帰りのルートは予想通り最初の分かれ道に繫つながっていた。途と中ちゆうで下に降りる坂道も見つけている。明日はこの下に降りての探索になる。

　外に出るとスミレが戻って来ていて、他の馬と一いつ緒しよに水を飲んでいた。

　ここに来た人たちの多くがここで寝ね泊とまりする。急ピッチで防ぼう壁へきを作りギルドの出張所的な小屋も作らないといけない。帰る人は俺たち以外だと明日も来る運うん搬ぱん関係の方と、その護衛のハンターさんたちになる。

　帰りは空からになった荷馬車に乗せてもらえたのでとっても楽ちん。ミーちゃんは蒼竜の咆哮のお姉さんたちにモフられていたね。反省というより、ご褒ほう美びのような気がする。羨うらやましい……。

　ギルドに戻ってスミレを洗ってあげてから、今日の迷宮の地図を描えがく。描いたといっても用意された紙の大きさにマップを伸縮して合わせ、なぞっただけなんだよね。マップスキル、便利。

　同じ物を二枚用意して一枚には何も書かず白地図で、もう一枚はモンスター名と遭そう遇ぐうした場所、まだ探索していない場所を色分けで記載したものをエバさんに提出する。

「これをたった二の鐘分で探索したのかしら？」

「細かくは見ていません。こっちの紙に書いた赤線の部分は未探索です」

「未探索なのになぜ、地図があるのかしら？」

「マップスキルに写っているので……」

「ミュラー」

　ミュラーさん、ちょっと困った顔をしながらもエバさんに答える。

「ネロ君の言ってる通りだ。自分の場所以外にも、ある程度周りがわかるそうだ。実際、隠し部屋を見つけている」

「……わかりました。この赤い部分は明日、別の者に調べさせます。それでネロ君の評価は？」

「マッパーとしては優ゆう秀しゆう。探索者としては素しろ人うと。ハンターとしては見習いといったところか。十分に及きゆう第だい点てんはやれる。後は経験だ」

「そう、わかりました。ネロ君、ただいまをもって正式に特別任務に就つくことを命じます」

「わかりました。謹つつしんでお受け致いたします」

　こうして、ミーちゃんと俺は迷宮探索をすることになった。

　頑がん張ばりますか。ミーちゃん。

「み～」








ミーちゃん、共同浴場の常連客です。






　買い取りカウンターで通常業務を終えて、蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうの男だん性せい陣じんにお酒をご馳ち走そうしてから共同浴場に向かった。早くお風ふ呂ろに入って疲つかれを癒いやしたい。

「よく来たね。子こ猫ねこちゃん」

「み～」

　まあ、結局このパターンになるんだよね。おばさんはミーちゃんを抱だっこして、何もいわず俺おれに木札三枚を渡わたしてくる。もちろんお金は払はらいましたよ。ミーちゃんのおかげで常連客扱あつかいだね。

　お風呂を堪たん能のうしてあがると番台の辺りが姦かしましい。日中と違ちがい女性客も多いようで番台のおばさんの膝ひざの上でお客さんに愛あい嬌きようを振ふりまいている、ミーちゃんの話で盛り上がっているようだ。

　番台に行くと、もう帰るのかい、ってミーちゃん目当てのおばさんに言われても嬉うれしくない。

　宿に帰る途と中ちゆうにあった食堂で夕食を済ませて宿に戻もどる。この部屋とも今日でおさらば、明日からは良い宿に移れる。どこの宿かは、まだ聞いてないけど……。

「みぃ……」

　ミーちゃんも感かん慨がい深げな表情です。

　部屋でキャリーバッグの掃そう除じをしていると中に光る物を見つけた。なんだろう？　宝石の付いたネックレスだね。

「ミーちゃん、これどうしたの？」

「み～！」

　なぜか、どや顔をしていますね。そんなミーちゃん、とても可愛かわいらしいです。

「もしかして、迷めい宮きゆうで拾ったの？」

「み～」

　ミーちゃんがキャリーバッグから出たのは……隠かくし部屋かぁ。砂を蹴けってたのはトイレじゃなくて、これを見つけたんだぁ。

「どうして、その時言ってくれないのさ～」

「みぃ……」

　どや顔から一転ごめんなさい顔になっちゃいました。でも、やっぱり可愛い。

「もしかして、気に入っちゃったの？」

「み～」

　ミーちゃんも永遠の五か月歳さいとはいえ、女性だったってことだね。

　鑑かん定ていしてみると、品質高、『鍵かぎ』となっている。鍵？　よくわからん。

「取り敢あえず、明日ミュラーさんたちに相談して、譲ゆずってもらえるか聞いてみようね？」

「みぃ……」

　こればかりはどうしようもない、戦利品はみんなで分けるのがルールだからね。

　翌朝は早朝からの出発だ。ハンターギルド前には既すでに木材などを積んだ荷馬車が集まっている。

「おはようございます」

「ああ、おはよう。これは昨日の取り分だ」

　ミュラーさんが小こ袋ぶくろを渡してきたので中身を確かく認にんすると、金貨が二十枚も入っていた。

「そんなに実入りがあったんですか？」

「隠し部屋で拾った武器防具は良い物だった。うちのメンバーが欲ほしがるほどのな。後、拾った金貨の中に珍めずらしい金貨が混じっていてな。あれはコレクターに高く売れる」

「そうなんですか。あのう……じつは、昨日の隠し部屋でミーちゃんがネックレスを拾っていたみたいなんです。なんか気に入ってしまったみたいなんですよ」

「物は？」

「これです」

「みぃ……」

　ミュラーさんに渡すと、すぐにエルフのお姉さんに渡す。エルフのお姉さんは鑑定持ちだ。

「品質は高いようですが、美術品としての価値はたいしてありません。ミーちゃんの報ほう酬しゆうには丁度いいかと」

「だそうだ。昨日の隠し部屋を開けた報酬だな」

「み～！」

　うーん。ミーちゃんは喜んでいるけど、エルフのお姉さんは鍵ってのは見えなかったのかな？　くれると言っているから、余計なことはいわないでおきましょう。もちろん、ミーちゃんの為ためですよ。

「ミーちゃんよかったね。みんなにお礼を言ってね」

「み～」

　蒼竜の咆哮の女性陣にお礼のスリスリをしたら、逆にモフられている。ある意味、お礼なのか？

　その間にスミレを連れて来る。だんだん毛け艶づやも良くなってきているし、全快まではもう少しだね。全快したら乗せて欲しいなぁ。乗馬なんてしたことないけど。

　荷馬車が出発したので、俺たちもワイワイ、ガヤガヤと迷宮に向かう。

　迷宮前では既に作業が始まっていた。急いで迷宮を防ぼう壁へきで囲むようだ。

「今日は二階層の探たん索さくがメインだ。できれば安全地帯を見つけたい」

「今日は目め一いつ杯ぱい潜もぐるんだろ？」

「そのつもりだ。二階層がどれだけ広いかわからんが、昼の一の鐘かねまでは探索を続ける。一階層の残りの探索は我々とは別のパーティーが入ることになっているから気にしなくていい」

　みなさん、頷うなずいているので問題ないようだ。ミーちゃんも頷いている。

「よし、準備ができたら出発だ」

　スミレを自由にさせて、荷馬車の御ぎよ者しやさんにスミレが戻って来た後のことをお願いしておく。

　ミーちゃんにキャリーバッグに入ってもらい、首を通して肩かたから下げる。ランプも取り付ければ準備万ばん端たん整いました。

　二階層に降りる最短のルートをとるけど、モンスターは復活しているのでどうしてもその分は時間が掛かかる。それでも三十分ほどで二階層に降りる坂道に着いた。

「迷宮のモンスターって外に出ないんですか？」

「不思議なことに出ない。階層の移動もしない。どうしても倒たおせなければ、逃にげればなんとかなる。安全地帯もあるしな」

　安全地帯。それは迷宮の各階に必ず一つあり、必ず泉が湧わいている場所。その場所にはモンスターが絶対に入って来ないので安心して休むことができるハンターさんの命いのち綱づな。

　下層に行けば行くほど重要になる場所で、そこまで潜るハンターさんたちはポーターを何人か雇やとって拠きよ点てん化して探索するそうだ。ミュラーさんのように収納スキルを持っている人が居るパーティーであっても、下層の探索ではポーターを雇う。

　食事の用意やモンスターの必要な部分だけを解体しておいたりと、雑務をこなしてくれる重要な存在なのだそうだ。ポーターが居ないと収納スキルではすぐに一いつ杯ぱいになってしまうし、パーティーだけでは長期間迷宮探索ができない。

　ヤッパリ、ミーちゃんバッグは反則だね。

「み～？」

　ミーちゃん悪い子？　みたいな顔をされちゃった。すぐに誉ほめ言葉だからねって言って、頭を撫なでてあげた。ミーちゃん、様さま々さまだからね。

「み～」

　二階層に入ると、ロックリザードという大きなトカゲが出てきた。ミーちゃんはおっかなびっくりしながらも、キャリーバッグからロックリザードを眺ながめている。

　二階層は広い、一階層の四倍くらいの大きさになると、マップから予想される。今回も外周を左回りで探索している。なので、中心部はまったく探索していない。

「一気に広くなったのう。しかし、二階層でロックリザードというのは異常じゃのう」

　普ふ通つうはこんな感じじゃないみたいだね。

「二階層でロックリザードだと、三階層に行ったら何が出てくるんだ？」

「ですが、浅い層でロックリザードが出るのは嬉しい誤算ですよ」

「そうね、本来なら十層以上降りないと出て来ないものね」

「それだけ、この迷宮は貴重ということだ。ギルドでは、昨日ネロ君に描えがいてもらった地図をもとに、過去の流れ迷宮と一いつ致ちするか調べてるはずだ」

　流れ迷宮はいろんな場所に出現する。どこかで出現し、時が経たって消えた後、場所を変えてまた現れることが多いらしい。ギルドは過去に現れた迷宮の地図を保管しているので、昨日調べた地図と比ひ較かくして同じ迷宮がないか調べているというわけだ。同じ迷宮があれば過去に探索した時の地図が使えることになる。

　ミュラーさんたちはこの迷宮は新発見じゃないかと思っているようだ。

「み～！」

　ん？　ミーちゃんどうしたの？　また、なんか見つけた？

「すみません。止まってもらっていいですか？」

「飯にはまだ早いぞ」

「トイレじゃない？」

　こ、この人たちって……俺をなんだと思っているんだ？　ガキじゃないぞ！

「ミーちゃんが、何かを発見したみたいなので調べていいですか？」

「隠し部屋か？」

「いえ、違いますね。マップには何も反応がありません」

「……わかった。危険だと思ったらすぐに声を掛けてくれ」

　ということで、ミーちゃん、な～に？

　ミーちゃんは通路の向こうをじっと見ている。慎しん重ちように進んでみるとＴてい字じ路ろになっていて、ミーちゃんは左の方をじっと見ている。何かあるのだろう。

　ゆっくり覗のぞいて見たけど何もない。それでもミーちゃんは緊きん張ちようした面おも持もちで、じっと奥おくを見ている。試ためしに通路を鑑定してみると、何もないと思われた通路の奥にジュエルリザードと出ている。出ているのに見えない。ということは擬ぎ態たいでもしているのか？

　ミュラーさんたちの所に戻って事情を説明する。

「ジュエルリザードじゃと！」

「確かか！」

「見えませんが、鑑定したら出ました」

　ジュエルリザードはとても珍しく、外皮がとても貴重な素材で革かわ鎧よろいにすると剣けんすら弾はじくといわれる、ハンターさん憧あこがれの装備の素材なのだそうだ。レアモンスターって奴やつだね。

　ミュラーさんはエルフのお姉さんが確認しに行くように指示を出した。

「曲がり角から十二メルの所に居ました。光に反応しないので寝ねているようです」

「距きよ離りがあるな、仕留めれるか？」

「難しいわ。相手が見えないのでは狙ねらいようがないもの」

「一気に間を詰つめるか」

「無理じゃろう。お主も知っておるじゃろ、奴の逃げ足を」

「挟はさみ撃うちは無理かしら」

「パーティーを分ける愚ぐは犯さんよ」

「ならどうする？　せっかくの機会チヤンスだぜ！」

「あのう。駄だ目めもとで良ければ、俺に一つ策がありますが……」

「策？」

「要するに、近くまで誘おびき寄せればいいんですよね？」

「そうね。近くまで来るか、姿を現すかしてくれればなんとかなると思う」

　俺の考えた作戦はこうだ。Ｔ字路にミーちゃんの猫缶かんの中身をばら撒まいて、大気スキルで匂においを向こうに送ってやる。ミーちゃんのご飯だから美お味いしいに決まっている。匂いに誘さそわれて寄って来るかもしれない。やってみる価値は十分にあると思う。

「わかった。やってみよう」

　ミーちゃんの猫缶の中身をＴ字路の左側のちょっと先にバラ撒く。ミーちゃん、ちょっとプンプンしているけど。作戦だからゆるしてよ。後でちゃんとご飯あげるから、今は我が慢まんしてね。

「みぃ……」

　少し離はなれてそよ風程度の風で、匂いをジュエルリザードのもとに送る。さあ、どうでしょう？

「動いた」

　斥せつ候こう役の猫獣じゆう人じんのお兄さんが、小さい声でみんなに声を掛けた。近くまで来るとさすがに俺でも何かを引きずるような音がするのがわかる。全員が固かた唾ずを飲んで武器を構えたまま見守っている。

　Ｔ字路から覗くとジュエルリザードはまったくこちらに気付いた様子もなく、無心にミーちゃんのご飯を貪むさぼっている。さすが、ミーちゃんの猫缶。でも、なんか笑える。

　ミュラーさんの合図で二本の矢が放たれた。

「硬かたい!?」

　矢は刺ささったものの致ち命めい傷しようにはなっていない。さすがにジュエルリザードもミーちゃんの猫缶に構わず逃げ出す。その大きさに似合わず、とんでもなく早い動きです。

　ミュラーさんたちが距離を詰めるよりも早く、逃げ去ってしまいそうだ。二の矢が放たれ一本が脚あしに刺さるけど、脱だつ兎との如ごとく走り去って行く。

　俺も短剣を投げたけど硬い外皮に弾かれたね。さすが、剣を弾くというだけある。

「畜ちく生しよう！」

　お宝を逃のがした悔くやしさだろう。猫獣人のお兄さんが吐はき捨てた。

　全員が逃げられたと思っただろうけど、生あい憎にく、俺は諦あきらめは早いが足あ搔がきはするタイプでしてね。

　走り去るジュエルリザードに向けて圧縮空気大たい砲ほうを三発お見み舞まいしてやる。

　ドン！　ドン！　ドン！

　通路が揺ゆれるかという音と共に、衝しよう撃げき波はがジュエルリザードに向かって飛んで行く。

　俺は走ったよ。体力ないけど走ったよ。途中でミュラーさんたちに追い抜ぬかされたけど……。

　三十メルぐらい走ると右への曲がり角になっていて、圧縮空気大砲の衝撃波で壁かべにぶつかったと思われるジュエルリザードがひっくり返っていた。予想通りの展開だ……いや、本当だって！

　猫獣人のお兄さんが、ひっくり返っているジュエルリザードに止とどめを刺した。

　ミーちゃんがキャリーバッグから飛び出して、曲がり角の先に走って行き振り返ってこちらに向かって一声鳴く。ミーちゃん、な～に？

「み～」

「安全地帯だな」

　そこで俺とミーちゃん以外が微び妙みような表情になる。今度は、なんです？

「無理する必要がなかったってことだな……」

「それは結果論です」

「どうでもいいぜ。仕留めたんだからよ」

　モンスターは安全地帯に入れない。要するに、最初から袋ふくろのネズミ状態だったのね……。

「け、結果オーライだよね……？」

「み～」








ミーちゃん、ネロにプレゼントをする。






　安全地帯でお昼にする。ここより安全な場所はないからね。

「ネロ君、相談なんだが、あの大気スキルは迷めい宮きゆうでは封ふう印いんして欲ほしい」

「確かにのう、今回は助かったが、危険かもしれないのう」

　ミュラーさんが微び妙みような顔で説明してくれる。要するに、あの音でモンスターが集まって来る可能性があるということだ。エルフのお姉さんは反対の意見で、迷宮内に居る精せい霊れいが驚おどろくくらいだからモンスターも驚いて近寄って来ないと言っている。実際に今もモンスターは現れていない。

　ただ、リーダーのミュラーさんとしては、リスクを避さけたいと思うのは当然のことだろう。

「構いませんが、あとは短たん剣けんを投げるくらいしかできませんよ？」

「それは仕方のないことだと思っている。それとそのダガーなんだが……」

「ＡＦアーテイフアクトですよ」

「やはりそうか。言って良かったのか？」

「最近思ったんです。隠かくすより持ってることを公言した方が安全じゃないかって。仮にもハンターギルドの職員です。もし、俺おれを襲おそったらこの国に居られなくなるでしょう。売るにしたってすぐに足が付くと思うのです」

「ネロ君の言うことにも一理あるが、それでも欲しがる奴やつは大勢居る。命を奪うばってでも手に入れようとする者もでてくるだろう。気を付けるにこしたことはない」

「ありがとうございます。十分に気を付けます」

「み～」

　そうだね。何かあればミーちゃんバッグに収納してもらうね。

　お昼はピラフおにぎりを食べたけど、海の苔りが欲しいと思った。ピラフに海苔が合うかは別として、海苔があった方が手が汚よごれないし海苔の風味が懐なつかしい。ミーちゃんはジュエルリザードに食べられた猫ねこ缶かんの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、見事な食べっぷりで猫缶を完食しました。

「帰りのルートはどうしますか？」

「ネロ君はどう思う？」

「運よく安全地帯を見つけたので、帰りは来たルートの反対のルートでいいかなと」

「まあ、それが妥だ当とうじゃろう」

「私も賛成です。この広さなら、たとえ間ま違ちがっても十分時間的余よ裕ゆうがあります」

「それにまだ、隠し部屋見つけてないよ！」

「そうね。チャンスがあるなら狙ねらいたいわね」

　みなさん貪どん欲よくです。それだけの実力を持っているのも事実なんだけどね。

　というわけで逆ルートで帰る。下に降りる道も見つけてないから見つけておきたい。

　この階層にはロックリザードとロックリザードの亜あ種しゆジュエルリザードしか居ないようだ。

　ミュラーさんたちはウハウハだ。嬉き々きとしてロックリザードを見つけると狩かっている。そう、狩っているのだ。ミュラーさんたちにとってはロックリザードは素材にしか見えていないのだろう。

　そんな哀あわれなロックリザードを見ていると、可か哀わいそうになって逃にげてーって叫さけびたくなる。まあ、俺も魂たましいの器うつわの成長と投とう擲てきスキルの熟練度上げの為ため、参戦してるけどね。ロックリザードの怯おびえた顔を見ると忍しのびなくなってくる。

　そしてまた、見つけてしまった……隠し部屋。

「やはりあるのか……」

「フフフ……大漁だわ」

「ジュエルリザードの革かわ鎧よろいも夢じゃねぇな」

　なんかみなさん目が怖こわいですよ……。

「みぃ……」

　ミーちゃんもそんな雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、キャリーバッグの中に隠れてしまう。

　猫獣じゆう人じんのお兄さんが、俺が教えた隠し部屋の壁かべを探して、壁を開ける仕し掛かけを見つけた。

「開けるぞ」

　ゴォーという音と共に壁が開いていく。

「不ま味ずい！　アヴェラントリザードだ！」

　な、何が不味いの！　ミーちゃんキャリーバッグから出たら絶対駄だ目めだからね！

「みぃ……」

　三メル近い巨きよ体たいの紫むらさき色いろや緑色の斑はん点てんのあるトカゲが居る。口から緑っぽい息を吐はいて……って、あれ？　体が痺しびれて動かないのですけど……。

「ネロ君、下がれ！　毒にやられるぞ！」

「ぞういうごじょあぁ、ばにゃぐじゅうれぼじぃがっどー」

「駄目だ！　既すでにやられてる！　引っぱり出せ！」

　みなさんは既に口と鼻を布で覆おおっている。

　猫獣人のお兄さんが、通路の端はしまで俺を引きずって隠し部屋から離はなしてくれた。

「そこで動くなって、動けねぇよな……」

　ははは……厳しいですね。ミーちゃん、大だい丈じよう夫ぶか～い。

「み～」

　さすが、神様仕様だ。そのバッグ、実は全耐たい性せい付きの破は壊かい不可だったりして。ははは……。

　痺れた体でなんとかバッグを漁あさり、ペットボトルを出すことには成功した、だけどキャップが痺れているせいでなかなか開けられない。それでも、歯でキャップを嚙かんで少しずつ回していく。

　隠し部屋の方を見ると、蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうのみなさんも苦戦しているようだ。隠し部屋の外の通路にエルフのお姉さんと普ふ人じん族のお姉さんが倒たおれている。早くしないと不味いかも……。

　必死にキャップを回して外し、ペットボトルを口に咥くわえて体を倒してミネラルウォーターを飲む。一気に全快！　さすが、神様仕様！

　ミーちゃんバッグからタオルを出してもらい、軽くミネラルウォーターで濡ぬらしてから口と鼻を覆う。効果があるかはわからないけど、やっておくにこしたことはないと思う。

　倒れている二人をキャリーバッグの所まで引っ張ってくる。二人共、顔が真っ青だ。

「みぃ……」

　ミーちゃんがキャリーバッグから出てきて、お姉さんたちの顔をペロペロするけど反応がない。

　エルフのお姉さんを抱だき起こしてミネラルウォーターを飲ませようとしたけど、喉のどを動かすことさえできない。こうなると、あれしかない。そうあれだ、チューだ……じゃなくて口移しだ！　最初にエルフのお姉さんからやったことに他意はアリマセンヨー。

　口移し後、すぐにエルフのお姉さんが目を覚ます。

「ミーちゃんをお願いします。これをそっちのお姉さんにも飲ませてください。万ばん能のう薬やくです」

「わ、わかりました。あ、あの、ありがとう……」

　うおぉー！　ミーちゃんのどや顔くらいの破は壊かい力りよくだぁー！　美人なお姉さんにはにかんで頰ほほを赤く染められて感謝されるなんて、俺の人生で一度でもあったか？　いや、あるわけない！

「みぃ……」

　ミーちゃん、その残念な子を見る目はやめて……。

　慎しん重ちように隠し部屋に入ると、ドワーフのおっちゃんが喰くわれてた……冗じよう談だんです。足を咥えられブラブラしている。生きてよね？

　隠し部屋内に淀よどんでいる空気を、風を起こしてアヴェラントリザードの息ごと吹ふき飛ばす。

「なっ!?　助かる！」

　犬獣人のお姉さんも顔を青くしながらも必死に矢を放っている。

「これを飲んで！　早く！」

「わ、わかったわ……」

　代わりに短剣を投げてアヴェラントリザードを牽けん制せいする。口に咥えられたままのドワーフのおっちゃんがぐったりしているけど、愛用の斧おのをしっかりと握にぎっているから意識はあるのかもしれない。でも、あれヤバくない？

　猫獣人のお兄さんがアヴェラントリザードの気を引く間に、ミュラーさんが後ろに回り込こみ攻こう撃げきを加える。犬獣人のお姉さんもミネラルウォーターを飲んで復活して、矢を放ち始めた。どうやら大勢は決まったように見える。あの毒の息さえなければ、ミュラーさんたちの敵ではないのだろう。

　ほどなくしてミュラーさんによって止とどめが刺さされた。

　透とう明めいな板が現れたけど今は、後だ。まずは……ドワーフのおっちゃん、生きてます？

　ドワーフのおっちゃんは、倒されたアヴェラントリザードの口元に倒れている。

　死して尚なお、手から武器を離さないのは戦士の鑑かがみだね。って、おっちゃん死んでないよね？

　普人族のお姉さんが回復スキルで足を治ち療りようしているところを見ると死んでないようだ。どうしよう手伝うか？　でも男にチュー……口移しする気はないので、ドワーフのおっちゃんの顔にミネラルウォーターをかけてやった。ドバドバっと。

「ゴホッ、ゴホッ、ブハッー！　な、なんじゃー」

　どうやら意識を取り戻もどしたようです。さすが、ミーちゃんのミネラルウォーター。一応、ミュラーさんと猫獣人のお兄さんにもミネラルウォーターを渡わたして飲ませる。
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「こ、これは……」

「おいおい、まさかだよな……」

「初級万能薬兼けん初級ポーションです」

「「「……」」」

　ここに居る全員が固まった。ついでにドワーフのおっちゃんの足にも、余ったミネラルウォーターをかけてやる。ドバドバっと。

「どのくらい使った？」

　俺が飲んだ以外だと全部で三本かな。スミレは一日に五本以上飲んでるけどね。

「これで三本分ですかね」

「オイオイ……」

「今日の稼かせぎがパーかも……」

「やっちゃった……」

「みなさん！　何を言ってるのですか！　ネロ君が居なかったら全ぜん滅めつしていた可能性もあるのですよ！　まずは、ネロ君に感謝すべきではないのですか！」

　ミーちゃんを抱っこして、隠し部屋に来たエルフのお姉さんがみんなを叱しかりつける。彼かれらもポーションなどは用意しているけど、さすがに初級とはいえ万能薬は数回分しか用意していないらしい。

　今回の場合、毒消しポーションで済むみたいだけど、俺はミーちゃんのミネラルウォーターがあるから必要ないので持ってない。大は小を兼かねると言いますから。

「そ、そうだな……悪かった。ネロ君、仲間を助けてくれたこと感謝する」

「そうじゃな。すべては、命あっての物種。小こ僧ぞう、感謝する」

「わりぃ……助かった」

「あ、ありがとう」

「助かりました」

「別にお金を取る気はないので、安心してください」

　まあ、実際お金はかかってない。体がだるくなるけど……。

「それは駄目です！　それを認めれば、我々のハンターとしてのプライドと我々の命の価値が下がることを意味します。ハンターの暗あん黙もくの了りよう解かいに、命の借りは命で返すというほど、ハンターは己おのれの命に誇ほこりを持っているのです」

「それなら、その命の借りは命で返すでいいんじゃないですか？」

「え!?　そんな急にそんなこと言われても……まだ、会って間もないし……」

「ネロ君、大だい胆たん！」

「見掛けによらず。オオカミなのかも……」

「うぉほんっ！　ネロ君、そういうことはだな……別の場所でだなぁ……なあ？」

「若いのう」

「いいんじゃね？」

　はぁ？　なんの話をしているのでしょうか？　この時、俺が言ったことの意味を知るのはずっと先のこと。まさか、プロポーズの決めセリフだったとは……。

「みぃ……」

　ミーちゃん。なんで、その残念な子を見る目をしているのか、その時はわからなかったよ。

「と、取り敢あえず、この部屋の探たん索さく済ませませんか？」

　みんなも納なつ得とくして周りから落ちてる物を回収し始める。

「しかし、こいつは異常に強かったなぁ」

「そうじゃのう。確かに強敵であることに変わりはないが、ここまで追い詰つめられるとはのう」

　ん？　どこかで、同じようなことを聞いた覚えが……？

「収納するぞ」

「ちょっと待ってください！」

「どうした。ネロ君？」

「少し調べさせてください」

　俺は、アヴェラントリザードの体をチェックしていく。全体を隈くま無なく探すと、ありましたよ。尾おの先に付いている刺とげの一つに、指輪が嵌はまっている。外して鑑かん定ていしてみると、出ましたＡＦアーテイフアクトです。身体強化の指輪、装備者の身体能力を上げると出ている。

「ＡＦアーテイフアクトです」

「「「……」」」

「来たぁー！」

「夢のマイホームが……」

「み～」

　どうしたの？　ミーちゃんが何か咥えて持って来た。また、お気に入り見つけちゃった？　ミーちゃんが咥えて持って来た指輪を鑑定してみる。耐性の指輪、稀まれに異常状態を防ぐ。

「あー。もう一個、ＡＦアーテイフアクト見つけちゃいました。ミーちゃんが……」

「よっしゃー！」

「夢じゃないよね？　夢なら覚めないで～」

「夢のマイホームが更さらに近付いたわ……」

　エルフのお姉さんに渡して、再度鑑定してもらう。身体強化の指輪は三割増しの強化。耐性の指輪は同じ鑑定結果だった。

「聞いて欲しい。どちらかをネロ君に渡そうと思う」

「そうじゃのう。それだけの働きはしたじゃろう」

「私も賛成です」

　マジっすか？　男前すぎるやろー！

「ネロ君、好きな方を選んでくれ」

「本当にいいのですか？」

「我々の命の代だい償しようと思えば、まだ足りんよ。ハッハッハッ！」

　それじゃ～あぁ、耐性の指輪かな、ミーちゃんのお気に入りみたいだしね。

「耐性の指輪でお願いします」

「了解だ」

　ほら、ミーちゃん貰もらったよ～。なぜかミーちゃんは首を振ふって受け取らず、俺の手をテシテシ叩たたいてる。も、もしかして！

「俺にくれるの？」

「み～」

　まさかのミーちゃんからのプレゼント！　ミーちゃん、ありがとう！　感謝の気持ちを込こめて、チュッチュッしましょう！　じゃあさっそく、装備しよう。大事にするね。

「羨うらやましいですぅ……」

　ん？　なんか聞こえた？

「ふうー。終わったか？」

「結構、あったのう」

「「大漁♪　大漁♪」」

「これは期待できますね。確かく認にんはしてませんが、ディメールの白金貨が数枚あった気がします」

「「「!?」」」

　ディメールの白金貨、金貨の更に上の価値の貨か幣へいで、大昔に栄えていたディメール帝てい国こくという国で使われていた貨幣。貴重な金属を使用していた為、国が滅ほろんだ後でもまだ多くの貨幣が残っているので、金貨の上の価値として使われている。更にこの上にもいくつかの貨幣があるそうだ。一生見ることがないかも……。

　それより、正直くたくたですよ。さっさと帰りのルートを探しましょう。

　それから迷宮の外に出れたのは、三の鐘かねと半くらいの時刻だった。下に降りる道は見つからなかったので未探索の中央部分にあると思う。次回はそこの探索になるね。

「明日は休みにしようと思う。今日は色々あったからな」

　確かに、ドワーフのおっちゃんも怪け我がしたから、一日くらい様子を見た方が良いかも。

「儂わしか？　酒で消毒すれば、なんのことはないじゃろう」

「だとしてもだ。今日の収しゆう穫かくの整理をしないと、もう入らん」

　あれだけロックリザードを狩れば当たり前、ジュエルリザードにアヴェラントリザードもある。

　俺としては、ゼルガドさんとの約束があるから助かるな。どうするか迷っていた。ついでにスミレとの散歩もできる。

　意外とやることが多いんだよね。

　貧びん乏ぼう暇ひまなし？

「みぃ……」








ミーちゃん、親しん睦ぼく会かいに参加する。






　迷めい宮きゆうから出てハンターギルドに戻もどると、ギルド内は大おお騒さわぎになった。

　迷宮からＡＦアーテイフアクトが出たってね。ミュラーさんは俺おれの耐たい性せいの指輪については黙だまっていてくれた。

「どうするつもりかしら？　身体強化三割増しは、相当な値打ち物よ」

「まだ、決めてない。それから明日は休みにする。ジルが怪け我がをしてな、様子を見る」

「そうですか。それはリーダーの判断にお任せします」

　エバさんとミュラーさんが話をしてる間に、俺は今日の分の地図を描えがいてしまう。

「ネロ君の調べた地図は完かん璧ぺきでした。今日探たん索さくに出たパーティーも感心していましたよ。二階層の様子はどうですか？」

「広さは一階層の四倍程度で、モンスターはロックリザードとその亜あ種しゆだけのようです」

「え？　ロックリザード？」

「ネロ君の言った通り、二階層はロックリザードだけだ。あの迷宮は駆かけ出しハンターでは無理だ。一階層は飾かざりだ」

「二階層からロックリザードだなんて……」

「だが、二階層でまだ罠わななどは見ていない。中ちゆう堅けんクラス以上のハンターにとっては、稼かせげる迷宮だ。白はく亜あの迷宮より実入りは格段にいいだろう」

　白亜の迷宮はクアルトとクイントの間にある迷宮だ。いつか行ってみたいね。

「明日、二階層の探索に別のパーティーを送ってもよろしくて？」

「構わんよ。安全地帯も見つけてある。しかし、三階層に降りるのはお勧すすめしないがね」

　エバさんに描いた地図を渡わたす。

「三階層に降りる道はまだ見つけていません。なので、どんなモンスターが居るかは不明です」

「わかりました。注意しておきます」

　それからは、疲つかれていたけど通常業務に入る。ヘンリーさんに泣きつかれたからね……。

　ミーちゃんには、お気に入りのピンクリボンを着けてあげ、レースのスカーフも巻いてあげる。ピンクのリボンは白しろ猫ねこのミーちゃんに良く映えるからお似合いですよ。

「み～」

　お尻しりをフリフリさせ、あたかもモデルさんのように歩いている姿に貫かん禄ろくが見える。

　なんとかお仕事も終わったところに、ギルドの酒場で飲んでいたミュラーさんたちがやって来た。

「さて、帰るか」

「？？？」

「俺たちのホームの帰り道に、ネロ君が泊とまる宿があるんだよ」

「それに、親睦会も兼かねて今日の打ち上げだ。パーっと行こうぜ。パーっとよ！」

「み～！」

　……拉ら致ちされました。ミーちゃんは喜んでいます。連れてこられたのは『安らぎの木こ洩もれ日亭てい』という宿。ハンターさんたちだと中堅クラス以上の方たちが泊まる宿で、二食付きだそうだ。

　受付の方から鍵かぎを受け取り、部屋に荷物を置く。荷物といってもほとんどミーちゃんバッグに入っているから、今持っているバッグや装備品くらいなもの。

　部屋の大きさは、クアルトの『憩いこいの宿木亭』の部屋の二倍くらいで水も出る洗面台付き。

　装備品をタンスに掛かけてキャリーバッグも置く。いつものバッグだけを持って、鍵を閉めて蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうのみなさんが待つ宿の食堂兼けん酒場に向かった。

　なぜか、既すでに宴えん会かいが始まっている……親睦会って言ってなかったっけ？

「小こ僧ぞう！　遅おそいぞ、早くこっちに来て飲め！」

「いや、俺、酒なんて飲んだことないんで」

「なんじゃと!?　その辺のガキだって飲んどるぞ！」

「噓うそ、教えないでください！　そんなことしてるのは、ドワーフくらいなものです」

「「「確かに……」」」

「まあまあ、ほら座すわって、座って。さあ、飲むぞー！」

　宴会真っ最中に、素面しらふが強行突とつ入にゆうするようです……。ミーちゃん頑がん張ばろうね。

「み～」

　改めて、自己紹しよう介かいをされた。そういえば聞いてなかったね。ミュラーさんは割かつ愛あいするよ。

　ドワーフのおっちゃんはジルゼード、通つう称しようジルさん。ゼルガドさんと同じでこの世界のドワーフ族は背が低くない。全体から見れば若じやつ干かん低いけど、それでも俺と同じ高さで体積は三倍くらいあるんじゃないのかな？　ムキムキマッチョのいわば樽たる。

　猫ねこ獣じゆう人じんのお兄さんはルーチル。通称ルーさん、獣人の中でもセルといわれる、リアル猫顔と人を足して二で割った感じの容姿をしている。言ったら失礼になるから言わないけど、可愛かわいらしい顔立ちをしている。年は二十七歳さいなのだそうだ。ジルさんは三十三歳って……見えないよ。どう見ても、おじさん以上おじいさん未満ってところ。逆にルーさんは猫顔のせいで年ねん齢れい不ふ詳しよう。可愛らしいので十代といわれても納なつ得とくするかも？

　犬獣人のシャイナさんは弓使い。ルンという人の顔に近いタイプの顔立ち、犬耳お姉さんもちろん尻尾しつぽありね。身長は百九十センくらいかな。ちなみに、リアル獣顔はユンといわれている。この辺では余り見掛けないらしい。

　エルフのユーリティア、通称ユーリさん。身長は俺と同じくらいだけど、ボン、キュッ、ボン！　エルフは耳が尖とがっているイメージだけど、この世界のエルフはほんの少し尖ってるかな？　程度。エルフと普ふ人じん族の見分け方は、エルフは美男美女しか居ないことらしい。ユーリさん、さっきから俺の横に座って甲か斐い甲が斐いしく俺とミーちゃんのお世話をしてくれている。凄すごい美人だけど優やさしい癒いやし系のお姉さんって感じの方だね。

　普人族のミランダ、通称ミラさん。回復スキル持ち。回復スキルも珍めずらしいスキルで、ハンターさんたちの間で回復スキル持ちは引っ張りだこ。通常は初級ポーションクラスの回復ができ、熟練度が上がると中級、上級と使えるようになる。万能薬と同じ回復ができる人も居るそうなのだけど、そこまでいける人は稀まれ。どれだけミーちゃんのミネラルウォーターが凄いか、改めて実感させられる。

　ちなみに女じよ性せい陣じんは誰だれもお歳としを教えてくれませんでした。

　みんなの紹介が終わったので俺とミーちゃんの紹介もした。

　俺の自己紹介の時十八歳って言ったらまた固まり、乾かわいた笑いが酒場に響ひびいていた……。

　ジュースのヤケ飲みしてやるからなぁー！　ミーちゃん、この気持ちわかってくれるよね！

「みぃ……」
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　朝、目を覚ますと頭痛と吐はき気がする……記き憶おくも途と切ぎれ途切れだ。

　知らない内にお酒を飲まされていたようだ。ミネラルウォーターを飲む。回復！　ワッハッハッハッ！　かかって来いやぁー！　冗じよう談だんです。お酒は二は十た歳ちになってから飲もうね。

　起きたミーちゃんを抱だっこして食堂に下りる……な、なぜ、あなたたちが居るのですか？

　蒼竜の咆哮のみなさん勢せい揃ぞろいで朝食をとっていた。

　朝食を頼たのんでから話を聞くと、男性陣は俺が部屋に戻った後も飲み続け、結局この場所で寝ねたそうだ。女性陣は朝ご飯を食べに来ただけ。蒼竜の咆哮のみなさんはホームをこの近くに借りているけど、基本的に食事はここで済ませているらしい。

　みなさんはこれからハンターギルドの後ろにある解体場でモンスターの解体作業をしたり、手に入れた戦利品の換かん金きんをするそうです。本当なら解体のお手伝いなどしないといけないのだけど、ゼルガドさんとの約束があるのでゆるしてもらう。

　一度、ハンターギルドに居るスミレの世話をしてから、ゼルガドさんの工こう房ぼうに向かった。

「待ってたぞ……」

　ゼルガドさん、なんかやつれてるね。目の下に隈くまもできてるよ。

「み～？」

　ミーちゃんまで首をかしげてだいじょう～ぶ？　って心配するほどだ。

　裏庭に行くと、こないだと同じように二つの筒つつが用意されていた。筒は黒光りする金属に変わっていて、見るからに前回より頑がん丈じようそうに見える。

「見てわかると思うが、材質を変えた。俺が知る中でもかなり硬かたい金属で作ってある。その分研けん磨まが非常に困難だった。試行錯さく誤ごしてなんとか仕上げた。おかげで空気漏もれはないはずだ」

　ほぅ、それは凄い自信ですな。さっそく実験をしてみますか。

「それからもう一つ」

　あ、あら……まだあるのね。

「弾たまの装そう塡てん部分と弾を新しくしてある」

　ゼルガドさんが四つの弾を渡してくる。そのうち二つは前と同じものだ。新しい弾は前より若干軽いね。後ろの部分も蠟ろうじゃなくて、鉛なまりの様な軟なん金属が付いている。

「こないだ坊ぼう主ずが帰った後によ。板に撃うち込こまれた弾を見て、改良してみたのよ」

　ホローポイント弾だんは軽量化と推進力を増す為ために、後ろから中心をほんの少し凹へこませてある。蠟は乾くと弾を込める際にボロボロと崩くずれるので、代わりに軟金属を薄うすく付け補強。ライフル弾は先せん端たんを硬い金属に替え、ホローポイント弾と同じく少し凹ませてあるので、前より若干軽くなっている。

　他にも弾を込める部分のシリンダーにも改良を加え、軟金属を付けた部分が入る場所をほんの僅わずか広くして突つっ掛かりを持たせたそうだ。

　ふむふむ、ゼルガドくんなかなかやるじゃないか。

　筒の中を見ると、ちゃんとライフリングも刻まれている。

　さあ、実験開始。ミーちゃんはキャリーバッグに入っていてね。

「み～」

　ゼルガドさん、事故防止用の盾たてはどこ～？

「必要ない」

　本ま気じ？　それほど自信ありと？　寝てないせいで、ナチュラルハイってわけじゃないですよね？

「さっさとやれ！」

　へーい。短い方からやってみる。弾はホローポイント弾。

　ヒュッ、ガガッ！

　おぉー、凄い。空気漏れがないようで、とんでもないスピードで飛んで行った。弾もほとんど狙ねらった場所に飛び十枚重ねの板を大きく破は壊かいして、後ろのレンガで弾が変形して止まっている。

　長い筒もやってみる。

　ヒュッ、ザッガッ！

　重ねた板の的の中心に綺き麗れいに穴が開き。板を貫かん通つうして後ろの一つ目のレンガも貫通して二つ目のレンガで止まっている。予想以上の貫通力。

　今度は弾を変えてやってみた。その結果は短い筒でライフル弾を撃った場合、板を貫通して一つ目のレンガに突き刺ささっていた。長い筒でホローポイント弾を撃った場合、板を大きく破損させて一つ目のレンガに大きく穴を開け途と中ちゆうで弾が潰つぶれて止まっていた。

　銃じゆうについては、長い方が威い力りよくがあり命中精度も高いことがわかった。弾については予想通りホローポイント弾は破損させることに優すぐれ、ライフル弾は貫通力に優れていることがわかった。

「どうだ、問題点はあるか？」

「重さはどうですか」

「台から外して持ってみればいい」

　二つの筒を外して持ってみた。

「思ったより軽いですね」

「それでシリンダー付きの全体を作る。短い方の持ち手と、長い方の銃身と後ろの部分は硬い木製の物を取り付ける。木製だけにだいぶ軽量化できるはずだ。だが、この金属は高い。これは試作品だから質の低い物を使ったが、作るなら良い物を作りたい。いくら出せる？」

「試作品合わせていくらになりますか？」

「百二十万レトだな。弾は五十発分ずつ付けてやる。どうだ？」

「わかりました。お願いします。それから別でお支し払はらいしますので、弾をできるだけ多くと、弾の型が欲ほしいです。他の町でも作れるように」

　他の町でも弾を作れないのでは、宝の持ち腐ぐされだからね。これは重要なこと。

「わかった。用意しよう。期限は十日後でいいか？」

「当分の間、この町に居ることになりそうなので、多少は延びても問題ありません」

「わかった。なら、できたらハンターギルドに連れん絡らくする」

「わかりました。夕方以降ならたいてい居るはずです。居ない時は統とう括かつ主任のエバさんという方に、言付けでも残してくれれば後日来ますので」

「わかった。済まんが前金で半分出して欲しいんだが……」

「構いませんよ」

　迷宮探索の稼ぎがなかったら厳しかったかも……。後は出来を見てからかな。実際に使ってみないことにはなんとも言えないからね。

　その後も、細かな所を話し合った。ミーちゃんは陽ひの当たる場所で近所の野の良ら猫さんたちと交流をしているようだ。グルーミングされているから、いじめられているってことはないだろう。何かあったら俺の所にくるだろうしね。

　暖かな陽の当たる庭にミーちゃんたちの鳴き声がほのぼのと聞こえる。こんな日も良いね。

「み～」








ミーちゃん、寝ねてる間に緊きん急きゆう事態が発生する。






　ミーちゃんが野の良ら猫ねこさんたちとの交流を終えたようなので、ゼルガドさんの工こう房ぼうをあとにした。

　ハンターギルドの馬舎からスミレを連れて、町の外周で散歩兼けんウォーキングを始める。今日も町を半周した所でスミレを自由にさせた。鑑かん定ていしても何も出なくなったので、完治したとみて良いだろう。後は良くたべて太るだけかな、まだだいぶ瘦やせこけているからね。

　防ぼう壁へきの傍そばにシートを敷しいて、ミーちゃんとお昼にする。

　お昼を食べ終わるとミーちゃんは胡坐あぐらをかいた俺おれの脚あしの間で、丸くなってスピスピ寝てしまった。寝ているミーちゃんも可愛かわいいね。ほっぺをつんつんしちゃう。くすぐったそうに身を捩よじるけど、起きる気配はない。

　さてと、十分に時間があるので、迷めい宮きゆう探たん索さくの時に出た透とう明めいな板を出す。新しくスキルを覚えられるようだ。選べるものに毒耐たい性せい、水、体力ＵＰが増えている。毒耐性はアヴェラントリザードの毒を受けたからだと思う。体力ＵＰは散歩や走り込こみのおかげだろう。で、水ってなんだ？　ミネラルウォーターのおかげかな？

　しかし、水かぁ。面おも白しろそうではある。大気中にも水はある。大気スキルと相あい性しようは良さそうだし、使いようによっては色々できそう。よし、水スキルにしよう。ポチっとな。

　あれ？　まだ消えない。アヴェラントリザードが強敵だったからかな？　ラッキーだね。

　選んだのは、当初の予定通り幸運スキル。運気上じよう昇しようと幸運スキル、実力が不十分な以上、運に頼たよる以外にないのだ！　ワッハッハッハッ！　なんか虚むなしい……。

　ミーちゃんの桶おけにスミレ用の水すい筒とうから普ふ通つうの水を注ぐ。さっそく水スキルの検証だ。

　まず、俺の周りの水よ集まれ！　ぴちゃ。桶に一粒つぶの水すい滴てきが落ちたね……これだけ？

　ならば、大気スキルで水蒸気を多く含ふくむ空気を集める。すぐに水スキルに切り替かえて水に変へん換かん。これでどうだ！　ぴちゃぴちゃぴちゃ。つ、使えねぇー！

　やっちまった……。どれだけの範はん囲いの大気から、水を集めればまともな水が出るのだろうか……。

　後こう悔かい先に立たず。いや、まだだ。周りに水がないからこうなるのだ。桶の水を操作してみよう。

　まずは、形状変化からだ。丸くなれ～。おぉー丸くなった。なったけどそれだけだ。動け～。ズルズルとスライムのように桶の中を動いている。宙に浮うけ～。丸かった水が細長くなって伸のび上がるけど、一定の高さになると伸びが止まる。どうやら重力には逆らえないらしい。

　更さらにやっちまった感が……。

　ほ、他に何かないか！　そ、そうだあるじゃないか、あれをやってみよう。

　止まれ～。止まるのだ～。おぉー、水が凍こおっていく！

　せ、成功だ！　水分子の動きを止めたのだ！　ならば逆もできるはず。水分子よ動け～。動くのだ～。氷が溶とけ桶から湯気が立ち上り始める。よっしゃー！

　で、これって何の役に立つの？

「み～」

　いつの間にか起きたミーちゃんが、桶の外からお湯をぴしゃぴしゃ叩たたいて喜んでいるね。ミーちゃんのお風ふ呂ろ用かな……この能力スキルは。

　スミレが戻もどってきたので水に戻して飲ませてあげた。便利といえば便利かも。

　スミレを馬舎に戻してから、共同浴場に行っていつもの如ごとくお湯を堪たん能のうする。ミーちゃんも艶つや々つやになって番台のおばさんも艶々!?　い、一いつ緒しよに入ったのか！

　それはさておき、ハンターギルドに行くと、迷宮探索から二組のパーティーが戻って来ていた。

　どちらも大漁だったらしく。二階層で未探索部分の部屋から、武器などを見つけて帰って来たそうだ。三階層に降りる道も見つけたらしく、明日からは三階層の探索ができる。

　時間なのでミーちゃんと俺は通常業務についた。

　業務の終わりの時間に近付いた時、買い取りの鑑定をしていて、ふと気付いたことをヘンリーさんに聞いてみた。俺の直感スキルが警けい鐘しようを鳴らした気がしたからだ。

「ヘンリーさん。今日、やけにゴブリンのコアが多くないですか？」

「ん？　そんなに多かったかな？」

「ゴブリンだけでなく、ゴブリンウォリアー、アーチャー、シーフなんて昨日まで見てないモンスターのコアもありましたよ」

「ふむ。君、今日の買い取り伝票を見せてくれ」

　受付のお姉さんが伝票の束をヘンリーさんに渡わたし、ヘンリーさんはそれをチェックし始める。

「確かに、ネロ君の言う通りだ。コアをネロ君に任せたことで見み逃のがしたようだ。すまない」

　ヘンリーさんはすぐにエバさんの所に向かう。

「ゴブリンの襲しゆう撃げきですか？」

「襲撃ではないとしても、大きな集落を作っている可能性はあるのではないでしょうか？　速すみやかにハンターから聞き取りをして、調査をすべきです」

「わかりました。明日の朝から始めましょう」

　そんな暢のん気きで良いのかな？　まあ、クイントの防壁があればゴブリンくらいなんともないだろう。村とは違ちがうもんね……ん？　村？　それってヤバくねぇ。クイントと一番近い村って荷馬車で数時間の距きよ離りだよね。ゴブリンが狙ねらうならクイントより、そっちの方が可能性大だ。

「あのう、商隊とクイントに来る時、クアルトの町から最初の村でゴブリンの襲撃に遭あいました。それも二日続けてです」

「ネロ君は村の方が襲おそわれると言いたいのかな？」

「クイントを襲うくらいなら、村を狙う方が簡単ですから」

「確かに、ネロ君の言うことには一理ありますね。わかりました。ハンターを走らせましょう」

　俺にできることはないので、業務終しゆう了りよう後は宿に戻って夕食を食べた。

　明日は迷宮探索だから朝も早いからもう寝ようか、ミーちゃん？

「み～」
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　悪いことは良く当たるもので……その夜よ更ふけに町じゅうの半鐘が鳴らされた。

　目を覚ましたけど寝ね起おきでぼーっとしている。取り敢あえず起きて着き替がえた。火事だったら大変。

　寝ているミーちゃんをキャリーバッグにそっと入れて、装備を身に着けて外に出る。外ではハンターさんたちがハンターギルドに向かって走って行く姿が見られた。何が起きているのか知る為ためにも、俺もハンターギルドに急ごう。

　ギルド前は大勢のハンターさんたちが集まって騒そう然ぜんとしている。ヘンリーさんを見つけたので声を掛かけた。

「ネロ君の言った通りになってしまったよ」

　様子を見に行ったハンターさんが村に着いた時には、既すでにゴブリンの集団に囲まれていたので急いで戻って来たらしい。

　その報告を受けたこの地方の領主がハンターギルドに緊急依い頼らいを出したそうで、これから村に領主の私兵とハンターを援えん軍ぐんに送るそうだ。

「一ついいですか？」

「なんだね？」

「迷宮の方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「襲われた村とは反対だから……だ、大丈夫。なのか？」

　ヘンリーさんは慌あわててギルド職員が集まる場所に走って行ったね。

「なんだ、ネロ君。今回は君の出番はないぞ」

「そうじゃな。我々に任せておけ」

「まあ、明日の迷宮探索はお休みだな」

「寝不足はお肌はだの天敵なのよね」

「ミラの回復でなんとかならない？」

「あなたたちは何を言ってるのですか！　村が襲われているのですよ！」

　ははは……。なんか気が抜ぬけるね。このやりとり……。

「明日の迷宮探索は休みなのは良いとして、向こうは大丈夫なんですかね？」

「向こうとは迷宮のことか？」

「えぇ」

「あんな所襲ったって何にもないよ」

「だなぁ、考え過ぎだって、ネロは」

　そう言って蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうのみなさんは、第一陣じんとして村の援軍に向かって行った。

　俺はどうすれば良いのでしょうか？　帰って寝て良いのかな？　一応、ギルド職員が集まっている場所に行ってみる。

「安全は確かめるべきだ！」

「村に増ぞう援えんを送る方が大事だ！」

「迷宮の防備はまだ出来てないんだぞ！　何かあったらどうするつもりだ！」

　白熱した議論が交かわされている。

「うちの馬はもう出で払はらっている！」

「なら、借りてくればいいだろう！」

「どこに居るってんだ、夜走る訓練した馬なんて！」

「領主から借りればいいだろう！」

「もう、既に借りている。残りは緊急の伝令用の馬しか残っていない！」

「馬舎にもう一頭いるじゃないか！」

　おいおい、嫌いやな予感しかしないんですけど……。

「バトルホースだな。誰だれのか知らんがギルドの職員のなら問題ないだろう。そいつに行かせろ！」

「静かにせんか！」

　ギルドの中から、エバさんと初老の男性が出てきた。

「帰って来た早そう々そうに……。ネロ君というのは居るか？」

　あぁ、呼ばれてしまった……。

「はい。ここに」

「こっちに来たまえ」

　誰なんでしょう？　まあ、偉えらい人には違いないのでしょうけど。

「やっと会えたな、儂わしはクイントのギルド長のセリオンだ。クアルトのギルド長も兼けん任にんしとる」

　ギルド長ですか、それもクアルトのハンターギルドとの兼任。体格は俺とほとんど変わらない。年の頃ころは五十代くらいで細マッチョのちょいワル親おや父じって感じかな。正直、強そうには見えない。見えないけど、その眼光は歴戦の強つわ者もののものであることは俺にもわかる。

「これでも、なかなか忙いそがしい身でな。クアルトで会うはずだったのだが、会えずじまいでクイントに行かれた。今日初めて会うことになってしまったわけだ」

「はぁ、ネロです。よろしくお願いします」

「まあ、挨あい拶さつは後ででもいい。率そつ直ちよくに聞くが、あのバトルホースは君のだな？」

「はい」

「乗れるか？」

「乗ったことがありません」

「君以外の人を乗せて走ることは？」

「さあ？　本人に聞かないとわからないです」

「なら、聞いてみてくれ」

　ということで馬舎のスミレの所に来ました。

「ねぇ、スミレ。もしもなんだけど、頼たのんだら俺を乗せてくれる？」

　ぶるるっと、肯こう定ていの仕草をみせてくれる。

「じゃあ、他の人を乗せてって頼んだら乗せてくれるかな？」

　ぶるるって、否定の仕草を見せた。

「駄だ目めみたいです」

「そうか……しかし、君のことは乗せると言っているのだな？」

　うわぁー。非常に不ま味ずい展開のような気がする。

「そうですけど、俺は乗馬の経験はありませんよ……」

「バトルホースは賢かしこい馬だ。一度、主と決めたら主を振ふり落とすことなどせん」

　ぶるるって、すみれが肯定の仕草をみせる。本ま気じですか。この素人しろうとに乗れと……。

「覚かく悟ごを決めるんだな。これもハンターギルド職員の定さだめ」

　どこかで聞いたことがあるセリフですね……。

「バトルホースなら、すぐだ。ちょっと確かく認にんしてくるだけだ」

　ギルド職員さんがスミレに馬具を着けている。逃にげられないようですね。

「ハァ……死んだら責任取ってくださいよ」

「死んだら責任なんぞ取れるかぁ！　生きて帰って来い。美う味まいもん食わせてやる」

「約束ですよ。それから危険手当とスミレの働いた分も払はらってくださいよ」

「う、うむ。善処しよう」

　門まで送ってもらい外に出る。

　ミーちゃんはまったく起きる気配がなく、スピスピ寝ね息いきをたて気持ち良さそうに寝ている。寝ている間に、こんな緊急事態が起きているなんて夢にも思ってないだろうね。それにしても、こんな中で寝てられるなんて、キャリーバッグの性能が凄すごいのか、ミーちゃんが大物なのかは謎なぞです。

「スミレ。明かりは必要？」

　ぶるるって、否定。要いらないんだ。

「迷宮の場所は大丈夫？」

　ぶるるって、肯定。スミレは凄いね。マップスキルがなかったら、こんな暗い中だと俺なら迷うね、間違いなく。

　なんとか、スミレに跨またがる。

「スミレ頼むよ」

　スミレは走り出す。徐じよ々じよにスピードを上げて……。

　怖こえぇーよー。こんな暗くら闇やみの中、とんでもないスピードで走っている。俺には黒い壁かべにしか見えねぇよ！　必死にスミレにしがみついて数分、スミレが速度を落として止まる。着いたようだね……。

　遠くに迷宮のかがり火が見える。人ひと影かげもたくさん見えるけど、人ではなくゴブリンだ。防壁はまだ未完成で、小屋もまだできていない。戦っている気配はないけど、ゴブリンは小屋の周りを取り囲んでいる。残っていた人たちは、迷宮内に逃げ込んだのかもしれない。調べる術すべはないけどね。

「スミレ戻ろう」

　って言った矢先に、見回りでもしていたと思われるゴブリンたちに気付かれた。

　スミレが走り出すけど、さっきより勢いがない。不味いな、病やみ上がりだから疲つかれたのかも？

　スミレを一いつ旦たん止めて、ミネラルウォーターをスミレの口に突つっ込み飲ませる。ゴブリンたちが近くまで走って来ているのがわかる。

　急いでスミレに跨がる。すぐ後ろにゴブリンが迫せまっている。その時、スミレの剛ごう脚きやくが唸うなりをあげ、後ろに居たゴブリン二体が吹ふき飛ばされ宙を舞まい、更にゴブリンをボウリングのピンの如くなぎ倒していく。おぉー、スミレ格好良いー！　その隙すきにスミレは走り出し、既に風になっていた。

　正直、危なかった。スミレ、ありがとうね。

　ぶるるって、当然よって言っているようだね。

　クイントの町の門に着くとギルド長たちが待っていた。

「どうだった？」

「危なく、死ぬとこでした」

「ということは……」

「ゴブリンに囲まれています」

「みなはどうした？」

「わかりませんが、迷宮内に逃げ込んだのではないかと……」

　残念ながら、そこまで調べられる力量を持っていません。悔くやしいけど。

「すぐに人を集めろ！　酒場で酔よいつぶれてる奴やつも叩き起こせ！　ギルド職員も戦える者は全員呼べ！　儂も出る！」

「俺は戦えませんよ」

　だって、ゴブリンより弱いし……。

「わかっとる。ギルドで待機しとれ」

　帰って寝ちゃ駄目なんですかねぇ。疲れたよ……。ねぇ、スミレ。

　ぶるるって、肯定しているね。








ミーちゃん、餡あん子こに目覚める。






　スミレは、ギルドの厩きゆう務む員いんさんが世話をしてくれるそうなのでお任せします。俺おれに馬具なんて外せないから、スミレの頭を撫なでてから厩務員さんにお願いした。

　ギルドの中に入ると慌あわただしくなっていた。武器、防具を装備したハンターさんも居れば、着け慣れない装備をハンターさんに手伝ってもらっているギルド職員さんも居る。

「ご苦労様でした。ネロ君」

「いやぁ、本当に死ぬところでしたよ。スミレが居なかったら危なかったです。病やみ上がりのスミレに、だいぶ無理させてしまいました」

「そうですね……スミレにも後で感謝していると言っておきますね」

「そうしてくれると、スミレも喜ぶと思います」

「私たちはすることがありませんので休んでいてください。それから申しわけありませんが、朝の勤務にもついてください。人員が足りませんので」

「わかりました」

　こればかりはしょうがない。ギルド員さんも多く出て行ってしまったから。

　馬舎に行くと、厩務員さんがスミレを丁度洗い終えたところだったので、水スキルで水を集め大気スキルで吹ふき飛ばした。完全に乾かわくわけじゃないけど、時間短縮に役立つスキル、偉い大だいだ。

　桶おけに水を入れ、飼い葉も用意する。厩務員さんが見てないうちに、水にミネラルウォーターを一本分入れておくのも忘れない。

　スミレを撫でてから、ギルドの酒場に行き少し寝ねる。さすがに疲つかれた……。

　数時間ほど、仮か眠みんを取ったけど、まだ誰だれも戻もどって来てないようだ。目が覚めたので、クアルトでやっていた掲けい示じ板ばんの仕事をする。前日の未受理分を書き写し終えた頃ころ、エバさんがやって来た。

「あら？　ネロ君はこの仕事もできるの？」

「はい。朝にこの仕事をして、夕方から買い取りカウンターの仕事をしています」

「まあ、ネロ君は働き者なのね。ちゃんとお給料は貰もらっているのかしら？」

「時給千レトに、ミーちゃん手当千レトです。まだもらったことないですけど……」

「妥だ当とうな額ね。お金は足りているの？」

「迷めい宮きゆう探たん索さくの時の稼かせぎが良かったので、問題ありません。宿代と食事代も今はかかりませんから」

「そう、必要な時はちゃんと言うのよ」

「はい、ありがとうございます」

　エバさんから依い頼らいの書かれた紙をもらい、掲示板に書き写す。

　いつの間にか、目を覚ましたミーちゃんがバッグから顔を出して、不思議そうに俺を見ている。ここ、どこ～？　って顔をしている。

「ここはハンターギルドだよ。夜中に非常事態が起きて、お手伝いしてるところだよ」

「みぃ……」

　気付かないでごめんねって顔をしているね。頭を撫でてあげてから、お皿にミネラルウォーターを注いであげた。

　書いている依頼は多いけど、今日はあまり忙いそがしくないだろう。町に残っているのは町中の仕事をする名ばかりのハンターと、駆かけ出しのハンターくらいのものだからね。

　時間になり受付が始まっても、予想通りにのんびりしたものだった。依頼を受ける人たちがまばらになった頃、やっと第一報が届いた。

　村の方は、戦せん闘とうが続いているそうだ。一いつ旦たん、村の門の前に居たゴブリンを退け、ハンターさんたちが村に入ることに成功したけど、すぐにまた包囲されたらしい。

　迷宮の方はゴブリンを撃げき退たいしたけど、多くの怪け我が人にんが出て、残っていた人のうち作業員さんが五人亡くなっていたそうだ。

　これって連動しているのかな？　村が陽動で迷宮が本命？　だとしたら何の為ため？　ふと、思ったことがある。流れ迷宮に限らず、迷宮って人族の為だけにあるのだろうか？

　ゴブリンの持っている武器や防具は本当にゴブリンが作っているのかな？　クアルトでゴブリンがＡＦアーテイフアクトを持っていた件もある。と考えれば、ゴブリンも迷宮の恩おん恵けいを受けているのじゃないのだろうか？　モンスターの生息地に流れ迷宮や固定の迷宮がないとはいえないと思う。

　村を襲おそうのが陽動だとしたら、ゴブリンの知能って末すえ恐おそろしいことだと思う。まあ、考え過ぎだと思うけどね。今度、この仮説をギルド長にでも聞いてもらおう。

「ネロ君、ご苦労様でした。帰って休んでよくてよ」

「でも、まだみなさん帰って来てないですよね」

「日中は人が居るから大だい丈じよう夫ぶ。迷宮に向かった人たちも間もなく帰って来ますし、薬師ギルドで人も手配しているから大丈夫よ。それに夕方からもお願いね」

　エバさんに了りよう解かいの意を示し、馬舎のスミレに挨あい拶さつしてから宿に戻り朝食を食べてから寝る。

　ミーちゃんはギルドに残って、お仕事することになっている。この暗い雰ふん囲い気きをミーちゃんの愛らしさで何とかしたいと頼たのまれたのだ。ミーちゃんも了りよう承しようしたので、お昼の猫ねこ缶かんとミネラルウォーター、皿を預けてお願いして来た。
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　あれ？　目覚ましが鳴っている。気付けば夕方、目覚ましをかけてて正解。爆ばく睡すいだったようだ。

　身み支じ度たくを整えてからハンターギルドに向かい、ギルド裏から入るとミーちゃんが飛びついて来た。

「お仕事ご苦労様。ちゃんとご飯食べた？」

「み～」

「それじゃあ、もう少し頑がん張ばろうか」

「み～」

　迷宮から戻った怪我人は薬師ギルドで看護し、残りは休んでから村の援えん護ごに向かったそうだ。寝ていた自分がちょっと恥はずかしい……。

　買い取りカウンターも閑かん古こ鳥どりが鳴いている。ギルド内もハンターは一人も居ない。

　あれから情報は入っておらず、どのような状じよう況きようになっているかわからないとのこと。

　駆け出しハンターさんたちは明日に備そなえて帰ってしまった。ミーちゃんの周りだけが姦かしましい声が響ひびいている。でも、そのお陰かげでギルド内が気き鬱うつな雰囲気にならずに済んでいる。ミーちゃんが居るだけで明るい雰囲気になるって凄すごいよね。

「向こうはどうなっているんですかね？」

「ギルド長も向かったから、上う手まくいくよ」

　ヘンリーさんはギルド長を相当信しん頼らいしているみたい。ギルド長をそっと鑑かん定ていしてみたけど、ゴブリン五匹ひき分の強さと出ていたのを覚えている。

「ギルド長ってそんなに凄いんですか？」

「あの人はこの国の英えい雄ゆうの一人なんだよ」

　ヘンリーさんの話を聞くと、モンスターの親玉である魔ま王おうの軍勢とこの国が戦った大戦と呼ばれる何十年か前にあった戦いで活かつ躍やくした英雄の一人、なのだそうだ。ギルド長は土スキル持ちで英雄と呼ばれた人たちの中でも五本の指に入るほどの活躍を見せ、その功績でギルド幹部になり今の立場まで昇のぼったそうだ。大地の狂きよう乱らんという二つ名持ちでもある。

　ということは、鑑定で見える強さってスキル抜ぬきの力ってことだ。スキルの使い方次し第だいでは強くも弱くもなるってことになる。その辺の研究ってしてないのかなぁ。考えようによっては自分の能力スキルをさらけ出すことにもなるから、秘密にしているのかもしれない。異能と呼ばれる力もあるしね。

　翌朝の仕事もエバさんに頼まれた。エバさんって寝ているのだろうか？　とんでもなくタフだよね。俺が軟なん弱じやくなだけなのか……。

　ミーちゃん、共同浴場に寄ってから帰ろうか？

「み～」

　共同浴場で番台のおばさんに、今の状況を根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれた。知り合いが隣となりの村に居るらしい。それは心配だろう。多くのハンターさんたちの他に領主も兵を出してくれたから、大丈夫ですよと、正直、何の根こん拠きよもないけど言っておいた。少しでも安心できるなら噓うそも方便だよ。

　ミーちゃんもおばさんを励はげますようにスリスリしている。ミーちゃんは優やさしいね。

　お風ふ呂ろをいつも通り堪たん能のうしたけど、なんか心が晴れない。蒼そう竜りゆうの咆ほう哮こうのみんなは大丈夫かなぁ。

　翌朝もギルドの仕事に就つくけど連れん絡らくはまだない。便りのないのはよい便り、と思うことにしよう。

　スミレの世話をしたけど、散歩に出で掛かける気分ではないのでスミレに謝あやまりギルドの厨ちゆう房ぼうに行く。

　この頃ごろはお昼に一いつ般ぱんのお客さんも増えているので、いつも満員御おん礼れいらしい。それは何より。

　厨房の一画を借りて小豆あずきを煮にる。その間にサイクスさんにマヨの作り方を教える。厨房に変な雄お叫たけびが響いているとギルドのお姉さんからの通報で、エバさんが見に来て怒おこられた。これは必要なことなのですと説明して、出来上がったマヨを野菜スティックにつけて食べてもらったら条件付きで了承された。マヨ、偉大。

　小豆のあく抜きを何度か繰くり返しギルドの酒場で昼食をミーちゃんととった後、小豆の練りに入る。俺はこしあんの方が好きなのだけど、作るのが面めん倒どうなので粒つぶあんで良とする。

　練りながら少量の黒砂糖を入れて、後は蜂はち蜜みつを加え甘あまさを足しながら練っていく。適度な甘さになったところで練るのをやめたけど、想像していた餡子とちょっと違ちがう。確かに甘いのだけど、なんというか餡子特有のどっしり感がない。さっぱりした餡子と表現すれば良いのだろうか……。

　ミーちゃんが珍めずらしく餡子を凝ぎよう視ししている、猫缶以外の食べ物に興味を持つなんて珍しいね。

「ミーちゃん、食べてみる？」

「み～」

　いつものミーちゃんのお皿に、スプーンで一杯ぱい分出してあげた。ミーちゃんはスンスンと匂においを嗅かいだ後、チロリと餡子を舐なめる。

「み～！」

　目をキラキラさせて俺を一いつ瞬しゆん見た後、お皿がピカピカになるまで舐めきったね。よほど、気に入ったみたいだよ。

「み～」

「もっと欲ほしいの？」

「み～」

「うーん。いっぱい食べるものじゃないからなぁ。ミーちゃんの分取っておくから、明日からのおやつにしようね」

「みぃ……」

「楽しみができたと思えばいいんだよ。ミーちゃん」

「み～」

　約束だよ～って念を押おされてしまった。皿に餡子を載のせてミーちゃんバッグに収納してもらう。

[image: ]

　この時、ちゃんと食べちゃ駄だ目めだよと、念を押さなかったことは失敗だった……。

　黒パンを一口サイズに切り軽く焙あぶって残った餡子を載せて、疲れたギルド職員に配って来た。

　サイクスさんと猫獣じゆう人じんのウエイトレスさんにもご馳ち走そうする。

「これが、あの赤い豆なのか？」

「甘くて美お味いしい～。見た目はあんまり良くないけど」

「あの赤い豆は彩いろどりを加える為に、スープに入れるくらいのもんだが……こんな調理法があったとはなぁ。料理ってのは奥おくが深ふけぇぜ」

　のんびりとミーちゃんをモフりながらお茶を飲んでいると、ギルドのお姉さんたちが集団で押しかけて来て、お代わりを要求してきた。これ自腹でご提供させていただいてる物なのですが……。なら、お金を払はらうから作ってと言ってくる。

　後で作ってあげるから、ミーちゃんの餡子をもらって良い？　ってミーちゃんに聞いたら、一言も発しず、この世の終わりというような顔をしたまま固まってしまった……。

　こりゃ駄目だね。

「材料買ってくるんで、サイクスさん手伝ってもらえます？」

「あぁ、構わねぇよ」

　お姉さんたちには時間が掛かかりますからね、とだけ言ってハンターギルドを出た。

　ミーちゃんを連れてバザーで買い物をする。途と中ちゆう、屋台で葛くず餅もちのような物を見つけたので、屋台のおばさんに材料を聞いたら、売っている場所を快く教えてくれた。もちろん、屋台で葛餅は買いましたよ。蜂蜜を掛けて食べるそうです。

　教えてもらった場所に行くと粉物を扱あつかっているお店で、葛くず粉この他にも片かた栗くり粉こも手に入れることができた。これであれができるかも。ついでに大豆も少し買っておく。あれの為にね。それにしても、ラッキーだった。やはり、バザーは良いね。

　ギルドに戻り小豆を煮始めると、やっとミーちゃんが安心したのか、フリーズが解除されて動き始め、お仕事に向かって行った。そこまでショックなことだったのだろうか？

　本来なら通常業務に就かなきゃ駄目なのだけど、今日もやることが少ないので厨房での作業を認められた。うーん、俺って料理人じゃないのだけど。

　葛粉をダマにならないように水で溶とかして火を通し、透とう明めい感と粘ねばりが出てきたら練る。その後、深皿に移して皿を冷水で冷やす。水スキルがあるので冷やすのは楽ちん。

　その間に大豆を炒いって皮を取り、サイクスさんにすり鉢ばちのようなもので砕くだいて粉にしてもらう。俺は黒砂糖を水で溶かして火にかけて、黒くろ蜜みつ作り。

　他にも鶏とり肉にくを一口サイズに切って、ニンニク油で揉もんで漬つけておく。

　葛餅が出来上がったので、お姉さんたちの所に持っていくとブーイングが起きた。餡子じゃないって……良いからまずは、食ってみぃ～。

　お姉さんたちは半信半疑で食べ始めた。バザーの屋台で売っているくらいだから、珍しいものではないと思う。屋台で買ったのを食べてみたけどちょっと水っぽい葛餅だった。黒砂糖自体が高級品なので、今食べてるのは高級品のお菓か子しになるわけだ、みなさんおわかり？

　お姉さんたち、無言で食べてます。お金はちゃんと払ってもらいますからね。黒砂糖、高いので。

　厨房に戻って、漬けておいたお肉に小麦粉をつけ油で揚あげる。ついでにお芋いもも細く切って油であげて塩を軽く振ふる。から揚げとポテトフライだ。醬しよう油ゆがないのが残念。でも、レモンのような果物はあったので添そえておいた。もちろん、なんちゃってケチャップもね。

　これは男性職員用だよ。暇ひまをしているヘンリーさんの所に持って行く。

「食べていいのかい？」

「明日からは有料ですけどね」

　男性職員さんたちが集まってきて試食し始める。

「美う味まい！」

「これは、酒と合うぞ！」

　から揚げは何とでも合う、パンに挟はさんでも良いしね。ケチャップ、マヨもあるから酒のつまみには最高だよ。おそらくだけどね。俺酒飲まないから……。

　それを聞いた女じよ性せい陣じんも集まり奪うばい合いが始まる……その場から逃にげ出そうとすると、

「今すぐ、私たちの分も作りなさい！」

　だから、俺は料理人じゃないんだってばよ！

　厨房に戻るとカウンターでお座すわりして、しっぽをゆ～らゆ～らさせたミーちゃんが、小豆を煮ている鍋なべを見ている……気になるの？

「み～」








ミーちゃん、つまみ食いがバレる。






　から揚あげとポテトフライはサイクスさんにお任せした。

　そろそろ、小豆あずきも柔やわらかくなってきたので練りに入ろう。

　ミーちゃんのしっぽの揺ゆれが激しくなってきている。俺おれの手元をじっと見つめている。そんな真しん剣けんな目で見られると緊きん張ちようしてくるよ。

　出来上がった物をスプーンで少し皿に取り、ミーちゃんの前に置く。

「み～？」

「味見ね」

「み～」

　綺き麗れいに完食していただきました。お姉さんたちに出来たよと言うと、みんな酒場に集まって来る。エバさん、あなたまで……。

　から揚げとポテトフライもどんどん揚がっていく。

　もう、ギルドで仕事している人は一人も居ません。これで良いのか？

　そんなところに、ギルドに入って来た人たちが居た。セリオンギルド長たちだ。

「お前ら、なにやっとるんだ？」

「ホホホ……。疲つかれて帰ってくるギルド長たちをもてなす準備をば……」

「そ、そうか、悪いなわざわざ。だが、どうして儂わしたちが帰ってくるのがわかったんだ」

「そ、それは……そう、衛兵さんから連れん絡らくが来まして」

　エバさん、必死です。

　そんな場にサイクスさんがエールを持ってきたので、水スキルでキンキンに冷やしてあげた。

「おっ、サイクス。気が利きくじゃないか」

　ギルド長と数人のギルド職員さんをテーブルに着かせて、猫ねこ獣じゆう人じんのウエイトレスさんが皿に盛られた、から揚げとポテトフライを出した。

「冷えたエールがこんなに美う味まいとは……」

「このお肉、最高ですよ」

「これは芋いもか？　エールにあうなぁ」

　ギルド長の落ち着いた様子を見て、村の方は問題ないとみた職員さんたちは一いつ緒しよになって飲み食いを始めてしまった。俺はお姉さんたちにせかされ、パンを焙あぶって餡あん子こ塗ぬりに精を出している。何度も言うけど、俺は料理人じゃないんだぞー！

　一通り食べて落ち着いたところで、ギルド長が話し出すのをみんな待っている。

「一応は追い返した。しかしだ、おそらくこれで終わらんと見ている」

　ギルド長の見立てでは、ゴブリンジェネラルまで居る可能性があると見ている。通常はゴブリンリーダー一体で一つの集落を形成するけど、その集落が寄り集まるとゴブリンナイトが生まれ、更さらにゴブリンナイトの集団が寄り集まるとゴブリンジェネラルが生まれる。その上はゴブリンキングとなりモンスターの親玉……つまり魔ま王おうとなる。稀まれにゴブリンヒーローってのも居るらしい。

　クアルトの隣りん村そんでの襲しゆう撃げきでゴブリンリーダーが三体確かく認にんされているので、少なくともゴブリンナイトは居ると考えられるとギルド長は言っている。このクイントの隣となり町まちの襲撃ではゴブリンナイトも襲撃に出てきたので、そこから導き出した結果だそうだ。

　クアルトとクイントとの関連性はまだわからないけど、ゴブリンキングが生まれる前に何とかしないと大変なことになる。何十年も前の大戦の再来になるのではないかと、みな心配しているのだ。

　こうなってくると、この町のハンターだけではどうしようもないので国の騎き士し団を要よう請せいし、他の町のハンターさんたちや傭よう兵へいも招集することになるそうだ。まあ、当然かな。

「そこでだ。ネロ君は居るかな？」

　あれ？　俺ですか、なんでしょう？

「明日、領主と話してからだが、王都に使者を出さねばならない。そこでだ、君に先発として王都に行ってもらいたい」

「はぁ？」

　なぜ、俺なの？

「君のバトルホースなら、ゆっくり行ったとしても七日もあれば王都に着ける。緊きん急きゆう用の伝令馬を使っても十日以上掛かかってしまう。今は時間が惜おしい。頼たのまれてはくれないだろうか？」

　本ま気じですか……。何度も言いますが乗馬の経験ないですよ？　それに王都なんて行ったことないし、野宿とかどうするのですか？　スミレと行くなら護衛なんて付けられないだろうし、其そ処こら辺はどうするんですか？

「バトルホースなら、確実に一日の内に町か村に着くことができる。野宿の心配はない。モンスターに襲おそわれても、バトルホースの脚あしに追い付ける奴やつなど滅めつ多たに居ない」

　滅多にってことはいるってことでしょうがぁ！　それにスミレは病み上がりですよ！

「君のバトルホースを見たが、既すでに回復しているようにみえる。何も全力疾しつ走そうをしろと言ってるわけではない。普ふ通つうに走ったとしてもバトルホースには、普通の馬では到とう底てい敵かなわないのだからな」

　ぐぬぬぅ。反論できない。

「いつ出発ですか？」

「領主に手紙を書いてもらうので、明後日あさつてだ」

「わかりました。行きますよ。行けばいいんでしょう！」

「うむ。わかってもらえて助かる。フッ」

　く、くそー。なんだ、その当然だなって顔は！。ムッキィー！　食ってやる！　食ってやるぞー。から揚げぇ！

　明日は休みにしてもらった。色々やることがあるから当然だね。

　翌朝、スミレに明日王都に行く話をしたら、やる気を見せている。お手て柔やわらかにお願いしますよ。

　スミレの世話をした後、厩きゆう務む員いんさんから馬具の付け方、外し方を教わった。これができないとスミレに乗れないからね。何とか及きゆう第だい点てんをもらえるようになってから、雑貨屋さんに行き大きな桶おけを二つと大きな革製の水みず袋ぶくろを買った。もちろん、スミレ用の物。

　水袋に水を入れて、飼い葉も馬舎にあった物をもらい、ミーちゃんバッグに収納してもらう。

　それからゼルガドさんの工こう房ぼうに行き、王都に行くことを説明して残りの代金を払はらっておく。帰って来たら取りに来ますと言ってあとにした。

　正直、銃じゆうがあれば少しは安心できたんだけど、ないものはしょうがない。極力リスク回かい避ひで行きましょう。命大事に、これ絶対。

　後はバザーに寄って果物とかを買いこむ。これだけの用事を済ませると、もうお昼を過ぎている。ハンターギルドに戻もどり、ミーちゃんとお昼にしよう。

　ギルドの酒場でお昼だよと声を掛けても、ミーちゃんがキャリーバッグから出て来ない。寝ねてるのかなと思って開けてみると、ミーちゃんがお腹なかをパンパンに膨ふくらませ仰あお向むけになって、ケポッなどとゲップをしている姿があるではないですかぁ！

　ミーちゃんのお口の周りに黒いものが付いている。やられたぁって思ったね。

「ミーちゃん、ここにお座すわり！」

「みぃ……」








ミーちゃん、王都に向け出発する。






　ミーちゃんはお腹なかがパンパンになったせいで立ち上がれなく、キャリーバッグの中をコロコロと転がっている。

　ハァ……仕方ない、タオルを濡ぬらしてきて餡あん子こまみれのミーちゃんの顔を拭ふいてあげる。

「むみゅ……」

　ミーちゃんをキャリーバッグから出してあげ、目の前に座すわらせる。

「ミーちゃん。餡子の入ったお皿を出してみて」

「みぃ……」

　ミーちゃん、渋しぶ々しぶといった感じでお皿を出してきた。ピカピカの綺き麗れいなお皿が出てきたね……。

「全部食べたのね……」

「み～」

　満面の笑えみで美お味いしかったよアピールしてますね。可愛かわいいのだけど、ここは心を鬼おににして怒おこらなければならない時だ。

「ミーちゃん、めっ！」

「みぃ……」

「どうして、怒られてるかわかるよね」

[image: ]

「みぃ……」

「当分、餡子抜ぬきね！」

「みっ！　みぃ……」

「しょうがないでしょう？　明日から王都に行くんだから、作る暇ひまないよ」

「みぃ……」

　絶望感に打ちひしがれた顔をして俺おれを見ている。こればかりはねぇ。でも、さすがに可か哀わいそうになったので、サイクスさんに相談してみる。

「あぁ、いいぜ。いつも世話になってるからな」

　というわけで、昨日作ったお姉さんたち用の餡子から少し……いや、結構多くお皿にもらっておく。俺って甘あまいよね。まあ、相手がミーちゃんだから仕方がないと思う。

「ミーちゃん。今度、約束破ったらもう作ってあげないからね」

「み～」

　ミーちゃんは必死にパンパンになったお腹を引きずりながら寄ってきて、俺の手にスリスリしてくる。やっぱり、ミーちゃんは可愛いねぇ。そんなミーちゃんにミネラルウォーターを飲ませてからキャリーバッグに戻もどしてあげる。ミネラルウォーターは胃腸薬代わりね。

　ミーちゃん、キャリーバッグの中でまたコロコロし始める。お腹がパンパンで自由に動けないことが、楽しくなってきたみたい……。

「み～」

　遅おそいお昼を終らせるとギルド長に呼ばれた。

「これが手紙だ。王都のハンターギルドの長に渡わたすんだぞ。他の者には見せず、直接渡すんだ。そして緊きん急きゆう用の手形だ。王都の門などで見せればすぐに入れる。最後に金だ。クイントで働いた分とここで働いた分、それに今回の報ほう酬しゆう分を一いつ緒しよにしてある。確かく認にんしろ」

　袋ふくろの中に金貨二十枚が入っていた。

「多くないですか？」

「文句があるのか？」

「ないです」

「ならいい。それから、この町に来た目的の物を渡してもらおう」

　ミーちゃんに目配せしてあたかも俺が出したようにみせて、ミーちゃんバッグから出してもらう。

「収納持ちか……多才だな」

　ミーちゃんが、ですけどね。

「ここで引き渡しってことでいいですね？」

「構わん」

「帰りはどうすればいいですか？」

「向こうのギルド長と話してくれ。対応してくれる」

　その後、エバさんとも話して王都までの地図を書き写させてもらった。王都までは大きな町は三つ、それぞれの町のハンターギルド宛あての手紙を預かり、書き写した地図は王都のハンターギルドに渡すように言われた。どの世界でも地図は機密情報のようだ。

「十分に気を付けて行くのですよ。本当は、私としては行かせたくないのですが……」

　エバさんはそう言ってお腹の膨ふくれたミーちゃんをモフっている。どっちを行かせたくないのかは落ち込こみたくないので聞けません……。

　さて、準備は最終段階、後はご飯だね。さっきサイクスさんに料理をお願いしておいた。それをもらってミーちゃんバッグに収納していく。ちょっと多いかな？　クアルトを出て来るときの料理も多く残っている。まあ、ミーちゃんバッグの中なら問題ないでしょう。

　明日は夜が明けたら出発だ。共同浴場に寄ってから帰って寝ねよう。

　ギルドのお姉さんたちが気を付けるんだよと見送ってくれる。もちろん、ミーちゃんをね。良いんだよ。俺なんか……あっ、一人いた。サイクスさん……帰ろう。

　共同浴場で番台のおばさんに、仕事で王都に行くことを話す。

「そりゃあ、寂さびしくなるねぇ」

　お腹が元に戻ったミーちゃんをモフっている。誰だれとは聞かないよ。

　今日も、いつも通りフルコースの札を渡された。常連気分も当分お預けだ。

　帰り道の雑貨屋でミーちゃん用の歯ブラシを買う。餡子食べるから歯は磨みがいた方が良いかなと思ったからだ。でも、ミネラルウォーターを飲んでいるから、虫歯にならないのかもしれない。まあ、たまにチェックがてら磨いてあげようと思う。

　明日は早いから、早く寝ようね。

「み～」
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　翌朝、夜も明けぬ間から準備した。ハンターギルドではセリオンギルド長と厩きゆう務む員いんさんが居て、スミレに着けた馬具のチェックをしてくれ、なんとか合格点を頂き町の門にギルド長と向かう。

「ネロ君。帰って来たら、旨うまい飯をたらふく食わせてやる。期待しておけ」

「最低でもサイクスさん以上の腕うで前まえじゃなきゃ、納なつ得とくしませんよ？」

「う、うむ。あいつ急に腕を上げたからなぁ」

「それじゃあ、行ってきますね」

「うむ。気を付けてな」

　門を出てミーちゃんの入ったキャリーバッグを頭から通して脇わきに抱かかえる。ミーちゃん、危ないから顔出しちゃ駄だ目めだよ。

「み～」

　スミレの頭を撫なでてから跨またがる。

「さあ、行きますか。スミレ、よろしくね」

　ぶるるって、任せなさいって感じの仕草を見せて走り出す。

　速はえぇーよ！　こないだは夜だったから周りが見えなかったけど、今は景色が流れるように変わっていく。なのに、まったくといって良いほど、空気の抵てい抗こうを受けない。普ふ通つう、こんなスピードで走られたら目を開けられず、息もできなくなると思う。スミレの持つ疾しつ風ぷうスキルの効果なのかもしれない。スミレ凄すげぇーよ！

　たまに、グラスウルフの姿を見るけど、ただの静止画のようにしか見えない。見えたと思った次の瞬しゆん間かんには見えなくなっているからだ。

　昼前に一つ目の村に着いていた。あれ？　今日、ここで一泊ぱくだったような？　村の門番さんに村の名前を聞いたけど、やはり予定の村だった……スミレさん、半はん端ぱねぇっす！

　村の共同井い戸どを借りて、スミレに井戸の水とミネラルウォーターを飲ませて飼い葉を与あたえる。

　スミレにそれほど疲つかれた様子はないね。地図を確認すると次の町までは同じくらいの距きよ離りだ。

「ねぇ、スミレ。同じくらいの距離って走れそう？」

　ぶるるって、問題ないわねって仕草を見せた。それじゃあ、お昼を食べてから行ってみるか。

　しかし、乗馬に慣れていないので、お尻しりが痛い。スミレより俺の方が持つか心配だよ。

　ミーちゃんが猫ねこ缶かんを食べ終えたので出発する。途と中ちゆう、いくつかの荷馬車を追い抜いたけど、荷馬車の御ぎよ者しやさんたちは驚おどろいた顔をしていたように見えた。

　結局、夕方前には目的の町に着いてしまった。七日も掛かからないのでは？

　結構早く着いたのでハンターギルドに向かう前に行きたい所がある。この町のバザーを見て回りたいのだ。少しでも金策して懐ふところを暖かくしないとね。何事もコツコツとするのが一番だよ。

　バザーではいくつかの装そう飾しよく品ひんと骨こつ董とう品ひんを購こう入にゆうし、恒こう例れいの武器防具漁あさりもやる。ハンターギルドの職員ってより商人って感じだね。

　商人かぁ。まあ、それも良いかもね。ミーちゃんと行商しながら色々な場所に行き、多くの人々と触ふれ合い、この世界を見て回る。スローライフとはちょっと違ちがうけど、それはそれで楽しそう。スミレも居るしね。

　さてと、暗くなる前にハンターギルドに行きますか。

　ギルドの前にスミレを繫つないで中に入る。折りしも時間は夕方のため、ハンターさんたちが戻り始める時間帯。

　受付は一いつ杯ぱいなので奥おくの人に声を掛けた。

「オイオイ、並んでるのが見えねぇのか！」

「ガキでも許さねぇぞ！」

　と、ハンターさんたちのブーイングが起こるけど、こちらには伝家の宝刀がある。緊急用の手形だ。控ひかえおろう。

「クイントのハンターギルドから来ました。緊急の用件です。責任者の方、対応お願いします」

「み～」

　ミーちゃんもキャリーバッグから顔を出してご挨あい拶さつ。

　ありがとうね。でも、ここではミーちゃんの影えい響きよう力りよくはないかなぁ。

「みぃ……」








ミーちゃん、野の良ら猫ねこに救われ野良猫を飼うことにする。






　さすがに緊きん急きゆうと聞き、ギルド職員さんも対応してくれ奥おくの部屋に案内される。

「セッティモのハンターギルドにようこそ。統とう括かつ主任のグレンダです」

「ネロです。こっちがミーちゃんです」

「可愛かわいらしい、職員さんですね」

「み～」

　グレンダさんに職員証明書、緊急用手形、エバさんからの手紙を渡わたす。

　グレンダさんが手紙を読み終え、職員証明書と緊急用手形を返してくれた。

「事情はわかりました。至急ハンターを送りましょう。それと、手紙には明日着くことになっていますが……」

「乗って来た、スミレの調子が良かったもので早く着きました」

「そうですか。今日はこの町で一泊ぱくですよね。宿はお決まりですか？」

「お薦すすめの宿はありますか？　馬も泊とまれる場所でお願いしたいのですが」

「明日の出発のことを考えると北門の宿がいいでしょう。地図を書きますね」

　グレンダさんに見送られ、ハンターギルドを出ようとすると外が騒さわがしい。外に出ると男がスミレをベタベタ触さわっていて、スミレが嫌いやがっている。

「ちょっと！　スミレが嫌がってるでしょう！」

「み～！」

「なんだ～てめぇ。こいつの持ち主かぁ～。ありがたく思え、俺おれがこいつをもらってやる」

「なに馬ば鹿かなことを言ってるんですか！」

「こんなガリガリの馬、もらってもらえるだけありがたいと思いな！　俺が飯食わせて高く売ってやんよ！」

「ふざけるな！」

「み～！」

「なんだてめぇ。やんのかごらぁー！」

　この男、剣けん抜ぬいちゃったよ。どうすんのよ？　ねぇ、グレンダさん？　グレンダさんは両手を肩かたまで上げ首を振ふっているね。自分で解決しろってことですか……。

　相手は剣抜いちゃったしね、これは正当防衛だよね、っね？　なので、至近距きよ離りで空気大たい砲ほうをぶっ放した。見事に吹ふっ飛んで行ったけど、過か剰じよう防衛にならないよね？

「これで、いいのですか？」

「えぇ、見事でした。そいつを捕つかまえなさい！　ハンター資格剝はく奪だつの上で裁判にかけます」

　さすがに、周りにいたハンターさんたちが驚おどろいている。

「その男は、ギルド職員に剣を抜いたばかりか、緊急の伝令の馬を奪うばおうとした。これは十分に死罪に値あたいします」

　周りに居たハンターさんたちがグレンダさんの言葉に納なつ得とくしたようで、気絶している男をロープで縛しばりあげる。

「すみませんでした。まさか、これほどの愚おろか者がうちのギルドに居るとは恥はずべきことです。少し規律を見直す必要がありそうです。それにしても、先ほどのあれは異能ですか？」

「大気スキルですよ」

「大気スキル……」

「そのうちに、ギルドに報告書を上げますよ。スキルの見直しについてね」

「そうですか、楽しみに待っています」

　グレンダさんと別れ宿に向かった。向かう途と中ちゆうずっとスミレは不ふ機き嫌げん。あたかも、レディの体をベタベタ触るなんて失礼しちゃうわ、って怒おこっているみたいだよ。

　宿に着いて部屋を取ってから、スミレの体を綺き麗れいに洗ってやるまでプンスカしてた。桶おけに水と飼い葉を用意してやっと収まったようだ。明日もよろしくね。

　宿でミーちゃんと夕食をとって部屋に戻もどると、ミーちゃんがソワソワして俺に向かって鳴いている。おトイレならそこに用意したでしょ？　ミーちゃん。今度はプンプン怒り出してテーブルをテシテシ叩たたいている。なんでしょう？

　とうとう、ミーちゃんは実力行使に出て、餡あん子この載のった皿を出してきたね。

「食べたいの？」

「み～」

「さっき、ご飯食べたばかりだよ」

「み～」

　お菓か子しは別腹だよ～って、どこでそんなことを覚えたの？　仕方ないね……。

「少しだからね」

「み～」

　ミーちゃんは餡子を美お味いしそうに食べる。餡子のどこがミーちゃんの琴きん線せんに触ふれたのだろう？　お菓子なら食べるのかな？　プリンでも作ってみよう。ハチミツプリンだけどね。俺も食べたいし。

　翌日も夜が明ける前に起きて出発する。今日も絶好調のスミレ、速いよ～。

　途中、見たことのある商隊を見つけたので、スミレにスピードを落としてもらう。アルター商会の商隊だ。商隊の責任者のゼフさんに声を掛かけた。

「こんにちは」

「おや、ネロさんじゃないですか。どうしたんですか？」

　商隊は一いつ旦たん、止まって休きゆう憩けいになった。

「ネロ君、この馬バトルホースだよね。どうしたんだい？」

　護衛の八つ眼めの牙きばリーダーのファーレンさんはスミレのことが気になるようだ。

　簡単に、別れた後のことを話すと、いつぞやの炎ほのお使いのお姉さんに、

「あんたって波は瀾らん万ばん丈じような生き方してるわね……」

　誉ほめられているのか、貶けなされているのかよくわかりません。商隊はクアルトに帰る途中のようで、ゴブリンの話には困こん惑わくしているようだ。ある意味、敵てき陣じんのど真ん中を通ることになるからね。

　そういえば、レインの姿が見えない。

「レインなら商隊と別れて王都に向かったよ。最初からそういう契けい約やくだったからね」

　そうか、レインは王都に行ったのか。じゃあ向こうで会えるな。俺の方が早く着くかも？

「それでは、ネロさんはこれから王都へ」

「はい。スミレは速いですから」

「瘦やせているが、賢かしこそうな良い馬だね」

　ファーレンさんがスミレの頭を撫なでているけど、スミレは嫌がっていない。昨日のような馬鹿男は例外なのだろう。

「それじゃあ、みなさんお気をつけて」

「ネロさんも、気を付けるんですよ」

　アルター商会の商隊と別れ次の目的地に向かう。途中、ゆっくりと昼食をとったけど、夕方前には予定よりだいぶはやくセストの町に着いた。この分で行くと明後日あさつてには王都に着きそうだ。

　そして町に着いたので、まずはバザー漁あさりだ。なんかこの頃ごろ、バザー漁りが楽しくなってきた。砂の中から一粒つぶの宝石を探すみたいだし、店主さんとのやりとりもなかなかの緊きん張ちよう感かんで良い。

　ミーちゃんも、この雰ふん囲い気き好きだよね。

「み～」

　セストのハンターギルドに行くと何事もなく、すんなりと用事が済んでしまった。

　帰り際ぎわに、セストと次の町のテルツォの間には、盗とう賊ぞくが居るので注意するように言われた。特に一人旅なので狙ねらわれやすいのだそうだ。気をつけよう。

　翌朝も早くから出発し先を急ぐ。まったく急ぐ必要はないのだけれど……。スミレの加速が止まりません。このまま一気に王都までって思ったけど、お昼は大事。一旦、お昼ご飯を食べる為ため、スミレを止まらせ休憩することにした。

　スミレの水と飼い葉を用意してから、シートを敷しいてミーちゃんとお昼にする。今日のご飯はクアルトのドガさんに作ってもらった料理だ。

　料理を食べている時に急にスミレが周りを気にし始める。そういえば、なんか誰だれかに見られている気がする。まさかね、昨日のギルドで注意されたのでフラグ立っちゃったとか……。

　と思った矢先、直感スキルが警けい鐘しようを鳴らす。なんだ、何が起きる？　すぐに荷物を片付け、キャリーバッグにミーちゃんを突つっ込こみ、スミレに乗ろうと近寄ったら足元に矢が突き刺ささった。

「動くんじゃねぞ！」

　あぁ、最悪、不ま味ずい……よね。

　周りを武装した男たちに囲まれてしまっていた。

「おいおい、見ろよ。バトルホースだぜ」

「これは金になりそうだな」

「久しぶりの大金か」

　盗賊は命は取らないって聞いたけど、それでも怖こわい。足が震ふるえて動けない。

「坊ぼう主ず、安心しな。身みの代しろ金きんさえ頂ければ命は取らねぇ」

「まあ、払はらってくれる身内が居ればだがな」

「殺したところで、このバトルホースを売りゃあ、儲もうけは出そうだ。ヒッヒッヒッ」

　盗賊は十人ほどだけど、逃にげるのは無理みたいだ……。

「わ、私はハンターギルド職員で緊急の伝令の為、王都に行かなければなりません。見み逃のがしてもらえませんか？」

「ギルド職員だとよ」

「最高の金かね蔓づるじゃねぇか！　ワッハッハ！」

　ヤバいね。話のまったく通じないクズかもしれない。

「クイントで緊急事態が発生してるので王都まで急いでいかなければなりません。お金は後日お支払いしますので、今は見逃してもらえませんか？」

「クイントで緊急事態？　俺たちには関係ねぇな」

「だな。ヒッヒッヒッ」

　残念……相手はクズｏｆクズのようで、説得は失敗に終わってしまった。どうしましょう……。

「さてと、おとなしくしてろよ。怪け我がしたくねぇだろう？」

　盗賊がこちらに剣を向け、ニヤニヤしながら寄って来る。ピ～ンチ！

「待つにゃ！　悪党共！　か弱き姫ひめを救うは、ニャイトの役目にゃ！」

　にゃんだ～にゃにが起きているにゃん！　姫ってにゃんにゃの一体にゃんにゃのにゃ！

　木の上から何かが降ってきて、弓を持った盗賊を一いつ瞬しゆんにして倒たおす。あれは……にゃんこ？

　盗賊が慌あわてている。盗賊にとっても思わぬ出来事らしい。これはチャンスなのだけど、足の震えが止まらない。

「みぃ……」

　ハッ……俺は何をしているの、俺はミーちゃんの保護者なんだぞ。俺が守らないで誰がミーちゃんを守るのだ！

　近くに居た盗賊に空気大砲をぶっ放す。次の盗賊にもぶっ放す！　スミレの後ろに居た盗賊はスミレの剛ごう脚きやくを喰くらい吹っ飛んでいく。南な無む。

　木の上から降って来たにゃんこは、次々と盗賊を倒していく。強い。

　気付けば立っているのは、俺とスミレとにゃんこ？　おぉー、にゃんこだぁー！　茶トラのにゃんこ剣けん士しが立っている！　あれがリアル獣じゆう人じんのユンっていう奴やつなのかぁ～。

　茶トラのにゃんこ剣士は俺の前にひざまずいて名乗りをあげる。

「姫には、お初はつにお目にかかるにゃ。名前はペロっていうにゃ。以後、お見知りおきをにゃ」

「……？」

「み～？」

　姫って誰よ？　俺、男だよ。

「助けてもらってなんだけどさぁ。姫って誰よ？」

「にゃ、にゃにを言ってるにゃん！　従者さんが抱だいてるバッグに隠かくれてるにゃ、にゃいですかにゃ！」

　うーん。にゃんにゃんばかりで聞き取りづらいにゃ……な。従者って俺のこと？　バッグの中ってことは姫ってミーちゃんのことかな、ミーちゃんどーよ？

「み～？」

　ミーちゃんがバッグから顔を出すと、

「おぉー、このペロ。麗うるわしき姫に忠誠を誓ちかいますにゃ！」

　この茶トラにゃんこ剣士、感動のあまり土下座してるし……。

　ぐぅ～、ぎゅるるぅ～！

　な、なんだこの音は、今度はモンスターの襲しゆう来らいか！

「お腹なかが空すいたにゃ……」

　ははは……なんだ、この緊張感のなさは。

　取り敢あえず、生き残った盗賊を盗賊が持っていたロープで縛り、武器や持っていたバッグは没ぼつ収しゆう。

　その後、茶トラにゃんこ剣士は怒ど涛とうの如ごとく、料理を食い散らかしている。どんだけ食う気だよ。既すでに五人分は食べているけど、とどまるところを知らないように感じられる。命の恩人だから別に文句はないけど、ミーちゃんが呆あきれ顔で見てるね。

「あのう、ペロさん」

「ペロでいいにゃ」

「じゃあ、俺のこともネロでいいよ」

「で、なんにゃ？　あっ、おかわりにゃ」

　食べることはやめないのね……。

「まずは、助けてもらってありがとう。それから、この盗賊たちどうすればいいのかな？」

「気にすることないにゃ。そいつら、その辺にほっぽっとけば、モンスターが始末してくれるにゃ」

　可愛い顔して怖いこと平気で言うのね……。連れていくわけにはいかないし、放したらまた盗賊稼か業ぎようをするだろうし、自じ業ごう自得だから仕方ないだろう。

「ぽふぅ、食ったにゃ～。五日間の空腹はご飯の最高の調味料にゃ」

　いやいや、普ふ通つうに美味しいからね、ペロの食べた料理。

「それじゃあ、俺たち先急ぐんで」

　スミレに乗る為に立ちあがると、

「ちょ、ちょっと待ったにゃ！　ネロは人の話をよく聞かにゃいって、言われにゃいかにゃ？」

　そんなことないですよ。で、何か？

「さっき言ったにゃ！　姫に忠誠を誓うってにゃ！」

「ミーちゃん、姫じゃないし、そういうの間に合ってるんで」

「にゃんですとー！」

　ペロは地面に崩くずれ去り潤うるんだ目で俺とミーちゃんを見てくる。

「じゃあ、そういうことで」

「ペロは強いにゃ。用心棒に雇やとわにゃいかにゃ？」

「いやぁー、そういうのも……」

「お願いにゃ！　連れて行ってにゃ！　一人は寂さびしいにゃ……森で迷子はもう嫌にゃ、美味しいご飯が食べたいにゃ……」

「み～」

「おぉー、さすがはペロが見み込こんだ姫！　一生ついて行くですにゃ！」

　あぁ、ミーちゃん……捨て猫ねこ拾っちゃ駄だ目めでしょう。完全に懐なつかれちゃったよ。

「ハイヨー、シルバー！　姫を守るニャイトには馬が良く似合うにゃ！」

　ペロはスミレの鞍くらに飛び乗り片手を天にかざして決めポーズをとっている。

　あぁ、あんなことしたら……。

「ふぎゃー」

　ペロがスミレに振り落とされ宙を舞まっている。蹴けられなかっただけ、スミレに感謝するんだね。ミーちゃん、後こう悔かいしてももう遅おそいよ。

「みぃ……」








ミーちゃん、ペロから餡あん子こを死守する。






　ミーちゃんが決めたことだから仕方ないけど……ペロ、ちょっと汚きたないんだよね。

「しょうがにゃいにゃ。森を五日もさまよったにゃ。そしたらいい匂においがして、それを辿たどったらご飯を食べてる姫ひめを見つけたにゃ」

　ん？　ってことは最初に感じた視線はペロなのか？　なんで盗とう賊ぞくが来たこと、すぐに教えてくれなかったんだ！

「ご飯のことだけ考えてたからにゃ、気付かにゃかったにゃ」

「……」

　にゃにもいえにゃいにゃ……。

　それより、服を脱ぬいで体を洗え！　ミーちゃんの近くに、そのばっちい格好で近寄るな！

「水は冷たいにゃ……」

　な、なんて贅ぜい沢たくにゃ……な。仕方ないのでミーちゃんの桶おけに水を入れ、水スキルでお湯にした。

「おぉー、ネロは異能持ちかにゃ」

「水スキルだよ。掛かけるぞ」

「待ったにゃ！」

　ペロはそう言うと、猫ねこになった……猫になったね。大事だから二回言いました。猫の姿になったペロは桶に自分から入ってまったりしてる。

「ふぅー、極ごく楽らくにゃ～」

　しゃ、喋しやべれるんかい！

「それは異能？　それとも獣じゆう人じんって、誰だれでもそんなことできるの？」

「み～？」

「獣人にゃ？　中には居るみたいにゃけど、にゃんで獣人の話がでるにゃ？」

「何がってペロは猫獣人だろう？」

「違ちがうにゃ、ペロは妖よう精せい族のケットシーにゃ。エルフ族やドワーフ族と一いつ緒しよにゃ」

「エルフ族とドワーフ族は人族だよ」

「ん？　そうにゃのか？　にゃら、ペロも人族にゃのか？」

　いや、それは違うと思うな。ペロは妖精族だと思うよ、たぶん。

「まあ、どっちでもいいにゃ。ペロはケットシーにゃ」

　軽いね……。嫌きらいじゃないよ、そういうの。

「ケットシーは猫の姿になれるにゃ。町に入る時はこの姿にゃ」

　猫化というケットシーの固有スキルみたいだ。他にも猫袋ぶくろっていう固有スキルがある。容量は小さいけど収納スキルの一種らしい。便利だ。

　桶に入ったままだらぁーんとしているので、こっちも急いでいる身なので体を洗ってやった。

「気持ちいいにゃ～。本当にゃら男には触さわらせにゃいんだからにゃ。特別にゃんだからにゃ！」

　バスタオルでくるみわしゃわしゃ拭ふいてやる。

　ミーちゃん、狭せまくなるけどキャリーバッグにペロも入れてくれる？

「み～」

　バッグの脇わきを開けてペロを突つっ込こむ。

「姫のお部屋に入れて頂けるとは、幸せにゃ～。おぉー、あったかぽかぽかにゃ」

　それじゃあ、行きますか。スミレに跨またがると目を覚ました盗賊が声をかけてきた。

「お、おい。俺おれたちをどうするつもりだ！」

「どうもしませんよ」

　さぁ、スミレ行こう。後ろから罵ば声せいが聞こえるけど無視だ。いちいち気にしていたら身も心も持たない、こういう世界なんだと割り切る。我ながら順応性が高い。それとも神様がそういう心にしたのだろうか？

　だいぶ時間を食ってしまったので、テルツォの町に着いたのは陽ひが暮れた後だった。なのでハンターギルドに急ぐ。ペロ、間違っても絶対に喋るんじゃないぞ。

「わかってるにゃ。ネロは心配性だにゃ。ハゲるにゃよ」

「みぃ……」

　ミーちゃん、ご心配ありがとうね。ペロくん、誰のせいだと思っているのかな？

　ギルド内は大おお賑にぎわいだ。王都が近いということもあるのだろう。王都へはこの町から普ふ通つうの馬で一日の距きよ離り、スミレなら二、三時間で着くんじゃないかな。

　ハンターさんのブーイングを尻しり目めに人ひと混ごみを突き進む。何とか受付に着き、緊きん急きゆう用の手形とギルド職員証明書を受付のお姉さんに見せた。

「!?　すぐに担当の者を呼びます！」

　ギルドの奥おくの部屋に案内される。

「このギルドの統とう括かつ主任のヴィッシュだ」

「ネロです。こっちはミーちゃんです」

「ペロにゃ」

「……」

　あぁ、やっちまった。だから言ったのに……。

「ハハハ……変わったお供を連れているようだね」

「お供じゃにゃいにゃ！　ニャイト兼けん用心棒にゃ！」

「もしかして、ケットシーかい？」

「そうにゃ」

「これは珍めずらしいね。だが、私がケットシーに会ったのは、これで二回目だよ」

「会ったことがあるにゃか？」

「数年前にね。森で迷ってたのを助けたことがある」

　ケットシーって、森で迷うスキルでも持っているのだろうか……。

「そうかにゃ。それは良いことをしたにゃ。ケットシーは義ぎ理り堅がたいにゃ。きっと良い恩返しをしたと思うにゃ」

「ハハハ……。そうだね。大変懐なつかれてね。家の周りの野の良ら猫との間に子供をたくさん作ってくれてね、賑やかにしてくれてから旅立って行ったよ」

「……」

「みぃ……」

　全然、恩返ししてないし、逆に迷めい惑わくかけてない？　猫との間に子供ができるんだ……。気を付けねば。ミーちゃんに変なことしたらペロのあそこ切るからな。

「ひ、姫にそんなことしないにゃ。姫はまだお子ちゃまにゃ……」

「みぃ……」

　ミーちゃんの女としてのプライドが……。

　猫との間にはケットシーは生まれないのかな？

「ケットシーの女性以外、ケットシーは産めないにゃ」

「君たちは面おも白しろいね。それで用件は何なんだい？」

　忘れていました。ヴィッシュさんに手紙を渡わたす。読み終わったヴィッシュさんが、

「うーん。不ま味ずい状じよう況きようだね、大事にならないといいが……。キングの再来は勘かん弁べんして欲ほしいね」

　ゴブリンキングが生まれれば全面戦争になるらしい。この国の周りに居る魔ま王おうはまだおとなしい部類らしいけど、新興勢力が生まれると今の均きん衡こうした状態のバランスが崩くずれ、大きな戦いになる。それが何十年か前にあった大戦だ。

　この国の隣りん国ごくでは、迷宮で会ったオークと呼ばれるモンスターのキングが生まれそうとかで、大きな戦いに発展しそうな雲行きらしい。そんな時にこの国にまでゴブリンキングが生まれたら、大戦は必至だとヴィッシュさんは言っている。

　大変な世界に来ちゃったね、ミーちゃん。

「みぃ……」

　用件が済んだので、ハンターギルドをあとにして、紹しよう介かいしてもらった宿に入った。

　スミレの体を洗ってあげようとしたら嫌いやがっている。なんで？

「スミレにゃんは、お湯を使って欲しいみたいにゃ」

　ペロは、意思の疎そ通つうができるんだ、凄すごいね。

「言葉がわかるのは猫だけにゃ。モンスターの考えてることがにゃんとにゃくわかるにゃ」

　それでも凄い能力スキルだと思うな。相手の思考が読めるなんて凄いよ、ペロ。

「照れるにゃ～。もっと褒ほめていいにゃよ～」

「み～」

　ご要望にお応こたえして桶の水をお湯にしてから、スミレを洗うと嫌がらなくなった。うちの子たちはお湯やお風ふ呂ろが好きだねぇ。

　ついでに、俺の洗せん濯たく物ものとペロの服を洗った。ペロには明日服を買ってやろう。服がボロボロでみすぼらしい。水スキルで脱だつ水すいするけど乾かわくまでには至らなかった。難しい。

　部屋に洗濯物を干してから食堂で食事にする。

　目の前にミーちゃんと猫の姿のペロが居る。ペロの服が乾いてないので猫のままで居てもらう。

　ミーちゃんにはいつもの猫缶かん、ペロはどうしようかな？　五人前以上を平らげるほどの大食漢。でも今は猫の姿。小さい声で聞いてみた。

「ペロは何食べる？」

「姫が食べてるのはなんにゃ？」

「ミーちゃん用のご飯だね」

「ペロも食べたいにゃ」

「足りる？」

「足りにゃい……」

　ですよねー。

　自分用の料理を多めに注文しておいた。

「う、旨うまいにゃ……」

「み～」

「姫はいつもこんな美お味いしい物、食べてるにゃか……」

「み～」

　ペロが猫缶を食べながら泣いている。泣きながら食べる猫、不気味です。それでもしっかり俺が頼たのんだ料理の半分を平らげたけどね。

　夕食後は部屋に戻もどってミーちゃんをお風呂に入れてあげる。俺も共同浴場にこの後行こうと思う。

「それじゃあ、お留守番お願いね」

「み～」

「任せるにゃ」

　ペロくん、君が一番心配ですよ。

　この町の共同浴場は人が多かった。町自体が大きいので共同浴場自体も大きいけど、それでも混んでいる。マッサージは順番待ちと言われたので今回はパス。それでも風呂はやっぱり良いねぇ。

　宿の部屋に入るとミーちゃんがそわそわしている。どうやらあれの禁断症しよう状じようが出ているようだね。

「ネロ！　姫がさっきから変なのにゃ。ネロ君、ネロ君ってにゃ」

「はいはい、ミーちゃん出していいよ」

「み～」

　餡子の載のった皿からミーちゃんのお皿に、スプーン一いつ杯ぱい分を取り分けてあげる。

「その黒いの食べ物にゃ？」

「み、み～」

　ミーちゃんの歯切れが悪いです。できれば、死守したいところなんだろうね。仕方ない。

「ミーちゃん、葛くず餅もちと蜂はち蜜みつ出して」

「み～！」

　ミーちゃんも、俺の考えに気付いたようで、任せてとばかりにすぐに出てきた。

　出てきた葛餅をお皿に載せ、蜂蜜を掛けてペロの前におく。

「食べていいにゃ？」

「み～」

「むむ、このもちもち、くにゅくにゅ感がまたにゃんともいえぬ食べ心ごこ地ち。蜂蜜の甘あまさと相まって、至高の逸いつ品ぴんにゃ」

　どこの食レポですか？　でも、ミーちゃんは安心して餡子を舐なめてる。ペロは完全にミーちゃんの食べている餡子から興味が逸それたようだ。ミーちゃん、ほっとした顔で餡子をペロペロしてます。

　さて、デザートタイムも終しゆう了りよう、寝ねますか。明日はバザーに寄ってから出発しよう。王都へはスミレなら十分に、間に合うと思うしね。

　ミーちゃん寝るよ。

「み～」

　なんで、ペロまで布ふ団とんに入る……。キャリーバッグで寝なさいよ。

「ネロは冷たいにゃ……一緒に仲良く寝たいにゃ……」

「み～」

　はぁ……勝手にしてください。俺は寝ます。
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　翌朝、目覚ましではなくペロに顔を蹴けられて目が覚めた。ミーちゃんはちゃんと昨日の夜に寝た所で丸くなっているのに、なぜにペロくんは枕まくら元もとに居るのかなぁ。ペロとはもう一緒に寝ないとこの時思ったよ。

　荷物をまとめて、食堂で朝ご飯にする。ペロは猫缶を欲ほしがったけど、あげません。最近、猫用品の消費が多いので、これ以上の負担は体が持ちません。代わりに朝食を二人分頼みました。

　ペロは服が乾いたので、茶トラにゃんこ剣けん士し姿。身長百二十センで、驚おどろいたことに、ゴブリン四十二匹ひき分の強さって出ていた。強いわけだ。スキルも剣技、気配察知、気配遮しや断だん、忍しのび足、鍵かぎ開けと猫らしいスキル構成。ニャイトというよりレンジャーやシーフって感じのスキル構成だ。

　ミーちゃんもご飯を食べ終わったので出発しますか。

「み～」

　スミレの準備をしてミーちゃんとペロをスミレの鞍くらに乗せ町中をバザーまで歩くと、お子ちゃまたちが後をついてくる。人気者だ。

　バザーの場所の端はしにスミレを繫つないでミーちゃんとペロが降りると、お子ちゃまたちに囲まれてしまった。ミーちゃんとペロがモフられている。

「引っ張っちゃ駄だ目めにゃん！」

　と騒さわいでいるけど、お子ちゃまには優やさしいようでされるがままでいる。ペロは思ったより大人だった。そういえば、ペロっていくつなんだろう。

　ミーちゃんはお子ちゃまたちに愛あい嬌きようを振ふりまいて、可愛がられなでなでされているね。これが猫徳の差ってやつかな。

　スミレにも数人のお子ちゃまが集まっていて、頭を撫なでてもらっている。バトルホースは気き性しようが荒あらいって聞くけどスミレは例外のようだ。スミレは嫌がった様子を見せていないからね。

　そろそろ、バザーを見に行きますか。スミレはお留守番お願いね。

　ぶるるっと、行ってらっしゃいって仕草を返してくれる。

　お子ちゃまたちに別れを告げ、バザーを見て歩く。ミーちゃんは特等席の俺の肩かたにのぼって見学。ペロは俺と手を繫いで歩いている。手を繫いでいないと勝手に居なくなるからだ。体にロープを結ぶのと手を繫ぐのとどっちが良いと聞いたら、渋しぶ々しぶ手を繫ぐ方が良いってことになったんだよ。

　まずは、ペロの服からだ。獣じゆう人じんさんの古着を売っているお店に行き、ペロに選ばせる。もちろん、お子ちゃま用です。

「おぉー、これもいいにゃ。あれもいいかにゃ！　ネロ、何着買っていいにゃ？」

　取り敢あえず、服を三着、下着を五着買い、その場で買った服に着き替がえさせる。みすぼらし感が消えて、ちゃんとした剣士っぽく見えるようになった。せっかくなので羽根付きの赤い幅はば広ひろ帽ぼうを買ってプレゼントしてあげた。猫の剣士には必要だよね？

「か、格好良いにゃ……」

「み～」

　気に入って頂けたようです。

　お店を物色しながら歩きペロに串くし焼やきをねだられ買ってやり食べながら歩いていると、こぢんまりとしたテントでバザーに参加しているお婆ばあさんの店に目が行く。

　並んでいる品はポーション類だけど、奥に置かれている品に興味を惹ひかれた。

「その奥の品は売り物ですか？」

「おやおや、お兄さんが必要とする物じゃないと思うけどね。ヒッヒッヒッ」

「それは、モンスターに効くんでしょうか？」

「モンスターどころか人間様にだって効くもんだよ。ヒッヒッヒッ」

　いやいや、人に使うつもりはない。はずだよ？

「売ってください」

「本気かい……」

「その右の毒薬と二番目の痺しびれ薬、左の即そつ効こう性せいの眠ねむり薬が欲しいですね」

「あんた、何者だい……」

　怪あやしい者じゃないことは確かだけど、何者と言われてもねぇ。

「ハンター志望の鑑かん定てい持ちですよ」

「言っとくが、あたしゃもぐりの薬師だよ。後で文句言われても知らないからね」

「使い方さえ教えて頂ければ、別にもぐりだろうが正規だろうが構いませんよ」

「ヒッヒッヒッ。若いのにわかってるじゃないか」

　代金を支し払はらい、使用量と使い方を聞いてメモしておく。これは良い買い物をした。大気スキルを使えば良い攻こう撃げき手段になる。使い方が難しいけど、間違ってもミネラルウォーターがあるから何とかなるだろう。一度、練習が必要かな、別の場所で練習用に小麦粉も多めに買っておいた。

　さあ、次に行きましょう。

「み～」
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ミーちゃん、王都に着く。






　ここのバザーでも骨こつ董とう品ひんや価値の高い装そう飾しよく品ひんを買い漁あさる。ペロが不思議そうに見ている。

「そんなに買ってどうするにゃ？」

「別の場所で高く売るんだよ。名付けて、わらしべ長者作戦」

「ネロの考えてること、よくわからないにゃ……」

　そんなに難しいことは言ってないような気がするんだけど……。まあ、わらしべ長者って言葉はこの世界にはないからしょうがないのか？

　さて、そんなペロは置いといて、恒こう例れいとなりました武器防具を売っているエリアでの物色開始です。ここがメインエリアなので目を凝こらして探しますよ。

「み～」

　おや？　ミーちゃんどうしました？　ミーちゃんがある店の前で俺おれの肩かたをテシテシ叩たたいている。

　ま、まさか、あれですか！

　そのお店の品を注意深く見ていく……ありました。ＡＦアーテイフアクトです。短めの曲刀です。やはり汚よごれていて見た目は酷ひどくＡＦアーテイフアクトになんて絶対に見えない。

「おっちゃん。これいくら？」

「んー、一万二千レト」

「じゃあ、これも一いつ緒しよに買うからまけてよ」

「なら、合わせて二万でどうだ」

「買った」

　ウッシッシ。ＡＦアーテイフアクトゲットだぜ。

「ミーちゃん、ありがとね」

「み～」

「そんにゃ、ばっちい剣けんどうするにゃ？　あっちの剣の方が良さそうにゃよ」

　フッフッフ。ペロくん、君は甘あまいのだよ。蜂はち蜜みつの如ごとくとて～も甘いのだよ。後で教えてあげよう。

　その後も物色を続けたけどＡＦアーテイフアクトはなかった。そろそろ集めた物を売りたい。買ってばかりなので、元手が少なくなってきた。王都で良い店見つけて売りましょう。

　スミレの所に戻もどり、準備をして町の門を出る。

　ミーちゃんはキャリーバッグの中、ペロは俺の前に座すわらせた。スミレには急がないのでゆっくりで良いよといったけど、無視された……。スミレさんや、そんなに急いでどこに行くのかね？

　ぶるるっと王都に決まってるじゃないって、冷めた目で見られる。ごもっともでございます。

　見晴らしの良い草原でお昼にする。ついでに、ＡＦアーテイフアクトをちゃんと鑑かん定ていしてみる。ＡＦアーテイフアクト、『見えざる爪つめ』と出ているね。説明がないのは鑑定の熟練度不足なのかな？

　近くに落ちていた木の枝を切ってみる。木の枝が四つになった。五セン間かん隔かくくらいかな。剣の本体の両りよう脇わきに見えない刃はがあるようだ。今度は刃が枝に触ふれないようにぎりぎりのところで剣の刃を這はわせる。枝が三つになった。見えない刃は本体より長いようだ。もしかすると、相手が剣で防いでも見えない刃で傷を負う可能性もある。試ためす気はないよ？

　更さらに違ちがう枝を拾って刺さしてみる、一ヵ所にしか傷が付かない。どうやら、切る時だけ発動するようだね。安心した、鞘さやに戻す時手を切らずに済む。

「それなんにゃ？」

「ＡＦアーテイフアクトだよ」

「ＡＦアーテイフアクトにゃ？」

　ペロは知らないようなので教えてあげた。

「そ、それ欲ほしいにゃ！　ネロ、お願いにゃペロにおくれにゃ！　一生のお願いにゃ！」

　まあ、最初からペロに丁度良いかなって思っていたんだよね。

「言っとくけど、もの凄すごく貴重な物なんだからね。ミーちゃんに感謝するんだよ」

「姫ひめ～！　絶対、姫にしっぽを向けて寝ねないにゃ～」

「み～」

　いやいや、ペロ君。君、寝ね相ぞう悪いからね。絶対にミーちゃんに尻尾しつぽを向けるよ。確実に。

　取り敢あえず、王都の武器屋で綺き麗れいに修しゆう繕ぜんしてもらってからだ。

　昼食を食べ、ほんの少し昼寝を楽しんでから出発する。

　王都ベルーナにはそれから一時間くらいで着いてしまった。スミレは速い。

　王都ベルーナは、デカいの一言。遠くにお城が見える。クアルトの何倍くらいあるのだろう？

　門に着くとそれほど混こんでおらず、緊きん急きゆう用の手形を使うまでもなかった。衛兵さんにハンターギルドの場所を聞き行ってみると、クアルトやクイントの倍以上の大きさの建物でびっくり。

　夕方にはまだ早いけど、結構な数のハンターさんたちがギルド内に居る。

　ずらっと並んだ受付の一つに行って、緊急用の手形と職員証明書を見せてギルド長との面会をお願いする。

　受付のお姉さんが慌あわてて奥おくに走って行き、男性職員を連れてきた。

「統とう括かつ主任のセルティオです。ご用件はなんでしょうか」

　少し神経質っぽく見える、二十代後半のやせ型の男性だ。ガイスさんとは正反対だね。

「ネロといいます。こっちはミーちゃんとペロです。クイントのハンターギルド長から緊急の手紙を預かって来ました」

「私がお預かりして、ギルド長にお渡わたししましょう」

「申しわけありませんが、直接ギルド長にお渡しするように言われています」

「そうですか。ギルド長は只ただ今いま留守でして、夕方には戻ると思います」

「わかりました。では、また来ます。受付を通らずお会いできるようにして頂けませんか？」

「それでは、裏口から入れるように手配しておきましょう」

　セルティオさんに礼を言った後、お薦すすめの宿を聞いておいた。

　陽ひはまだ高いけど、一応、宿は取っておこう。お薦めの宿に行き、取り敢えず一泊ぱくお願いする。馬舎にスミレを連れて行き洗ってあげる。今日はゆっくり休んでね。スミレはぶるるっと頷うなずいた。

　夕方まで時間はまだまだあるので、近くを歩いてみる。大きくて広いとしか言いようがない。メイン通りの道みち幅はばもクアルトの倍近くある。建ち並ぶ建物もほとんどが、石やレンガ造りになっている。歩いている人も多く、着ている服も垢あか抜ぬけた感じがするね。

　どう贔ひい屓き目めに見ても、俺とミーちゃん、ペロはおのぼりさんにしか見えない。

「凄いにゃ……」

「そうだね……」

「み～」

　ミーちゃんは物もの怖おじしない性格だから、気にしてないみたい。小心者の俺としては羨うらやましい。

　途と中ちゆう、共同浴場を見つけた。中に入って話を聞くと、ミーちゃんもペロも入って良いそうだ。お金は取られるけどね。王都には四つの共同浴場があり、クイントと同じで日中も入れる。

　せっかくなので入って行きますかね。ミーちゃんとペロが居るので、マッサージはなしで頼たのんだ。ペロと並んで三助さんに洗ってもらう。ペロはあわあわになり、俺は泡あわだけもらってミーちゃんを洗ってあげると、ミーちゃんもあわあわになってわんこのようになっていた。ミーちゃんは楽しそうだったよ。

　みんなでお風ふ呂ろを堪たん能のうしたので、ハンターギルドに行き裏に回り裏口から入って声を掛かけてみた。

「すみませ～ん」

　奥からお姉さんが来て、

「ネロさんですね。こちらへどうぞ」

　階段をのぼって最上階まであがり、とある部屋に案内される。ギルド長室だ。

　初老だけど、ガッチリした体格の男性が出で迎むかえてくれた。

「よく来た。儂わしがギルド長のゼストじゃ。セリオンの奴やつは息災か？」

「はい、とてもお元気です。セリオンギルド長をご存じで？」

「若い頃ころは、一緒に暴れた仲じゃ。ワッハッハッハッ！」

「ネロといいます。こっちはミーちゃんでこっちはペロです」

「み～」

「ペロにゃ」

「ほう。変わった仲間を連れとるな」

　一応、ゼストギルド長を鑑定して本人か確かめて、手紙と地図を渡す。間ま違ちがいなく本物でした。

「ふむぅ。不ま味ずいようじゃな。大戦の二の舞まいは御ご免めんこうむりたいものなんじゃが。本部と国の全ギルドに招集を掛けねばなるまいて……」

　ゼストギルド長はこのことを重く見ているようだ。それほど、大戦というのは大変だったのだろうね。

「それにしてもじゃ。時間が合わぬのは解げせぬのだが……ネロ君はどうやってここまで来たんじゃ？」

「馬で来ました」

「乗り潰つぶして来たのかのう？」

「いえ、自分の馬です」

「ますます、わからん」

「バトルホースです」

「うむぅ。バトルホースとしても早過ぎるじゃろうて」

　俺にそんなこと言われても、ねぇ？　スミレに言ってくださいよ。

「まあ、よい。早いにこしたことはないからのう」

「この後、俺はどうすればいいですか？」

「こちらの話がまとまるまで待機じゃな。好きにしておれ」

　好きにしておれって言いますが、誰だれが宿代払はらうと思ってるんですか？

「どのくらいで、話がまとまるんですか？」

「国の方は知らんが、ギルドの方は五日というところかのう」

「国の方も待たないと駄だ目めなのですか？」

「ネロ君は、領主の手紙を持って来とるからのう。待たねばなるまい。今帰ったところでなんと伝えるつもりじゃ？」

　ですよねー。やっぱりそうなるんだ……。

「宿代って、ギルドで出してくれるんでしょうか？」

「うむ。国の方に掛け合ってみるかのう」

　ギルドでは出す気ないのですね……。まあ、あのタコ部屋を使えと言われないだけましかな。

「取り敢えず、何かあれば宿に連れん絡らくください」

「うむ。王宮へは明日の朝一で向かう。馬車を用意しておくでな、八の鐘かねまでにギルドに来るのじゃぞ」

「はっ？」

　今、何か変なことを聞いたような気がしますが、気のせいだよね？

「八の鐘までに、ここに来るんじゃ」

「誰がですか？」

「ネロ君に決まっておるじゃろう。他に誰がおる？」

「なぜ、俺が王宮に行くんですか？」

「ネロ君が使者だからに決まっておろう」

　無理、むり、ムリ、でしょう。そんなこと！

「安心せい。ついてくるだけでよいのじゃ。それに恩賞が出るかもしれんぞ」

　お、恩賞ですか……欲ほしいです。せっかくなのでもらいたいです。心の声です。

「立派な服なんて持ってませんよ」

「今着ているので問題ない」

「ミーちゃんとペロはどうしますか」

「連れて行けばよかろう」

「……」

「問題解決じゃな、明日遅おくれるでないぞ」

　ぐうの音ねも出ないとはこういうことをいうのだと理解しました……。

　この国の中ちゆう枢すうである伏ふく魔まで……王宮に行くなんて。

　あぁ、俺とミーちゃんのスローライフはどこ行った？

　なんか、どんどんスローライフから外れていってるような気がする。

　俺たちの向かうべき明日はどっちだと思う？

　ミーちゃん？

「み～」

　えっ？　明日は明日の風が吹ふく……ですか？

「み～！」

　そんな楽観的なミーちゃん、大好きです。

　さあ、明日に備えて宿に帰ろうか。

「み～」












































あとがき






　カッペロを全国に広めようの会会長のにゃんたろうですにゃ。

　書しよ籍せき版『神かみ猫ねこミーちゃんと猫用品召しよう喚かん士しの異世界奮ふん闘とう記き』如い何かがでしたでしょうかにゃ？

　書籍化に伴ともない新キャラを登場させましたが、当面は余りミーちゃんとの絡からみはありませんにゃ。ミーちゃんとネロのストーリーが落ち着き始めたら、ミーちゃん共々活かつ躍やくさせていきますにゃ。楽しみにしててくださいにゃ。

　本文も読み難い部分を修正し、本職の方に校こう閲えつしていただいたおかげでとても読み易くなったと思いますにゃ。いやー本職ってすごいにゃ～って思いましやにゃ。

　引き続き、神猫をご愛あい顧このほどよろしくお願いしますにゃ。

　夢。夢とは叶かなわぬものと言う人も居ますが、にゃんたろうは夢が叶いましたにゃ。

　副業とはいえ、猫の小説家としてデビュー、感無量ですにゃ。

　そして、『神猫』の書籍化に伴い可愛かわいいミーちゃんを描えがいてくださった岩いわ崎さき美み奈な子こ様。並びに編集者の皆みな様。なにより本を取って読んでくださった読者の皆様に感謝感激雨あられですにゃ！




　最後に、天国に居る愛猫にゃんたろうにこの本を捧ささげますにゃ。
















本書は、２０１８年にカクヨムで実施された「第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」で異世界ファンタジー部門特別賞を受賞した「神猫ミーちゃんと猫用品召喚師の異世界奮闘記」を加筆修正したものです。
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